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俺の妹が最高のオカズだった　〜妹はお兄ちゃんが射精するために使われたい〜
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０１．幼妻ロリ巨乳ＪＣのパーフェクトな朝の送り出し









　シングルベッドの上で美優と二人。目が覚めると朝になっていた。アラームをかけるとなぜかベルが鳴る直前で目が覚める俺は、俺の右腕を枕にして寝ている美優を起こさないよう、左手でそっとアラームをオフにする。

　今日はバイトがあるから起きて準備をしなければならない。朝ごはんは一緒に食べることになっているので、どちらにしても美優は起こさなければならないのだが、この安らかに眠る恋人の顔をもう少し眺めていたいとも思う。

　顔が小さくて、肌がすべすべで、唇もふっくらしているこの可愛さは、もう何度目かの共寝になっても飽きることはない。前までは俺が起きれば美優もつられるように起きていたのに、最近ではさらに眠りが深くなったようで、俺が起こさない限り美優は寝続けるのだ。

（まだ寝ていたいけど、バイトまでそう時間があるわけでもないしな）

　せっかく恋人になったのだし、それなりの特権があってもいいはず。そう思って、俺は少しだけ美優の可愛さを堪能しながら起こすことにした。

　ほっぺをふにふにしたり、頭を撫でたり、手を握ったり。どこまでしたら起きるかを確かめながら、俺は美優の体を触っていく。しかし、昨日のコスプレエッチで疲れているのか、まるで起きる気配がなかった。

　普段の感覚からすればこの辺りでうっすらと目を開けてもいい頃だが、美優は微塵も反応を示さない。寝ているふりをしているのかとも思ってふとももを触っても無反応だったので、これは完全に寝ていると見ていい。美優の性感は意識があったらとても狸寝入りなんて続けていられないくらいに敏感なのだ。

（これが警戒モードがオフなのか。どれだけ信頼されてるんだか）

　こんなに安心して眠ってもらえるのは、恋人としてこの上なく嬉しいものだ。予定が空かない毎日でじっくりとこの幸せを噛みしめられていないけど、すぐ隣にあるこの幸せだけは絶対に手放さないでいたい。

　そんな幸福感の弾みで、俺は寝ている美優の唇にそっとキスをしてみた。柔らかな紅の厚みが重なって、啄ばむように唇ではんでから口を離す。それでも美優は起きなかった。キスで目覚めるなんておとぎ話の世界でもないし。仕方がないので俺はアラームを掛け直し、美優も聞き慣れた音を鳴らしながら肩を揺すった。

「ふぁ……んっ……」

　美優の目がゆっくりと開く。そして、ぼんやりと目が合ったところで、美優は俺の胸にひっついてきた。

「おはよ」

「おはよう、美優。今日はバイトだからもう起きないと」

「知ってる」

　美優は腕を回せる範囲でギュッと俺のことを抱きしめてきて、ひとしきり頬をスリスリしてからようやく俺から離れた。美優のいつもの挨拶である。

「おはよう、お兄ちゃん」

「おはよう」

　美優の一度目の「おはよ」はとりあえず起きたよの意味。そして、それは同時に、朝のぎゅーをする合図でもある。俺に抱きつくのが好きな美優にとって、これは欠かせない日課だった。それが終わると、美優は改めて朝の挨拶である「おはよう」を言ってくる。こうして俺たちの朝は始まるのだ。

「どうした？　美優」

　美優が上目で俺のことを眺めていた。いつもは鋭い目尻の形が、目を大きく開くと柔らかい印象になる。

「んー。目が覚めたら、好きな人が隣りにいるから幸せだなって」

「そ、そうか」

　そんなセリフを恥ずかしげもなく吐いた美優に、俺のほうが照れ臭くなってしまった。ファーストキスのときも美優は男気たっぷりだったもんな。エッチのときは純情で恥ずかしがり屋なのに。

　朝起きたときに好きな人といる幸せか。美優も俺と同じことを感じてくれてたんだな。これまで知らなかった美優の心の内を知ることで、ようやく美優と両想いになれた実感が湧いてくる。美優がこんなにわかりやすく「好き」を伝えてくれるなんて、昨日の俺が山本さんに誘惑されず、美優の予想を上回って頑張れたのがよかったのだろうか。

「昨日のでだいぶ好感度が上がったかな？」

「昨日？　なんで？」

「好きな人と一緒に起きられて幸せだって。急に言い出すから」

　美優の態度は山本さんや由佳ほどわかりやすいものではない。いつもドライな美優は、そこに行動が伴っているからこそ、その「好き」を信じられる。そのせいか美優が口で直接的に「好き」を伝えてきたことは、これまでほとんどなかったように思う。

「お兄ちゃんは何もわかってないよね」

「すまん」

　美優は怒るでもなく俺を仰向けに寝かせて覆いかぶさってきた。この体勢も美優が好きな形だ。よくおっぱいを邪魔そうにするけど。

「お兄ちゃんのことがどれだけ好きかを言語化するのは難しいんだよ」

「そうなのか」

「たとえば、ずっと楽しみにしていたイベントを前に寝れなくなる、あのもどかしいワクワク感があるじゃない？　それがお兄ちゃんへの『好き』に置き換わるような、そんな感覚なの」

「なるほど」

　いまいち要領を得ないが、言いたいことは伝わってきた。

「それがさっきの言葉とどう繋がるんだ？」

　楽しみなイベントを前にするような心境なら、もっとはしゃいだり身悶えしたりしてもいいはず。それこそ、俺がこれまで見てきたアニメやエロゲのヒロインたちは、頬を赤く染めながら四六時中くっついてきて、いかに主人公に好意を伝えられるかを競っていたものだ。

「私が『お兄ちゃん大好き、チュッチュ』とかやったら気持ち悪いでしょ？」

「気持ち悪くないし、むしろしてもらいたい」

「しません」

「はい」

　とても残念だ。ドライな美優も好きだが、全身で甘えてくる美優も見てみたい。

「でね」

　美優は両脚で俺の腰を挟むと、体を起こして両手を広げた。

「私が『これぐらい好き』とかやったら、好きな気持ちは『これぐらい』になるわけじゃないですか」

「まあ、そうだな」

「でも実際には、私がお兄ちゃんを好きな気持ちは宇宙的加速度で大きくなってて、とても私の小さな体では表現できないわけですよ」

「いきなり壮大になったな……」

　スケールが大きすぎていまいちピンとこない。美優が宇宙レベルで俺のことが好きなのはわかった。

「この宇宙規模に匹敵するものとなったら、もう想像力しかないよね。だから、私はお兄ちゃんにごく一部の『好き』だけを伝えてるの。そうすればお兄ちゃんは、私がどれだけお兄ちゃんのことが好きかを考えるでしょ？　そうやってお兄ちゃん側の感覚を私に近づけているわけです」

「非常に理知的でびっくりした」

　最大限に好意を伝える術を考えた末に辿り着いた答えが伝えないことになるとはな。賢い妹だ。たぶん俺が出会ったどの女の子よりも俺の妹は賢い。

「で、そろそろバイトの準備が……」

　俺はチラと時計を見やって時間を確認する。まだバスの出発時間には余裕があるが、これ以上イチャイチャしてたら時間が一気に吹き飛びそうだ。こうしているのが楽しすぎるからこそ、いいタイミングで区切っておきたい。

「それについても、お話がありまして」

　美優は俺に体を起こさせて、神妙な面持ちで俺を見つめてきた。

「お兄ちゃん、バイト辞めない？」

「これまた急な話だな」

　俺が困惑していると美優はベッド脇に置いてあったスマホを手に取り、あるアプリを開く。

「前にお兄ちゃんさ、私の裁縫技術は売れるんじゃないかって言ってたでしょ？　それで、趣味で作ってた小物とか、使わなくなった服とか売ってみたら、いい感じの値段で買い手がついちゃって」

　美優が見せてくれたのは、個人間で物の売買ができるサービスのアプリだった。どうやらそれでそれなりの稼ぎが出ているらしい。

「どれくらい入ってるんだ？」

「このままいくと扶養を外れる」

「マジか……」

　社会人で一人暮らしをしているならまだしも、生活費のほとんどを親が工面している学生の身で、それだけの額が入るのはかなり大きい。

「はっきりと言っちゃうけど、これから社会人になって、二人で暮らすことになったら、私のほうが収入が多くなる可能性もあるじゃない？」

「大いにありえるな。というか、絶対になると思う」

　俺がそう返すと、美優は安心した表情を見せながらも「私は絶対とは思ってないけど」と小声で呟いた。

「お兄ちゃんのバイト代も、夏休みの残りを頑張って十万円くらいでしょ？　それなら私のお財布から出したほうが早いというか。そういうのにも、慣れておいたほうがいいんじゃないかなって思って」

　将来的に俺の稼ぎよりも美優の稼ぎが多くなれば、美優の貯金から支払いをすることが増える。昨今では共働きが一般的で、専業主夫も増えてはいるものの、世間体としては嫁の財布ばかりからお金が出ていくのは素直にいいこととは言いにくい。それに、現実には妻の収入より自分の収入が少ないだけで、ストレスを感じる夫も多いだろう。つまるところ、俺のプライドが無駄に凝り固まる前に、効率を優先する生活にも慣れておいてもらいたいということだ。

「もちろん、私は旦那様を立てないような嫁ではないですよ？」

　美優はキュッと俺の服を引っ張って、上目を仰ぐ。そのあたりは、そうだろうと思っていた。これまでのやりとりからして、美優の思想は比較的古風だし、いわゆる大人たちが好きそうな常識というものは弁えている。

「でも、来年はお兄ちゃんも受験があるわけだし、この貴重な夏休みをバイトに費やしてまでガヤに付き合うことはないじゃない？　お母さんたちもそろそろ帰ってくるから、そうなるとイチャイチャできる場所も限られてくるし。ここは私にわがままを言わせてほしいなって」

　美優がお願いの体を取っているのは、この提案は俺のためではないと考えているからだ。なぜならその選択は、世間に対する俺の男としての評価を下げることになる。そんなことになれば「あいつは女が働いた金で遊ぶダメな男だ」とガヤを飛ばしてくる輩も出てくるだろう。

　だから、他の男だったら、そんな情けない男にはなれないと断ったかもしれない。だが、お生憎様、俺は世間体を無視するだけで美優が幸せになるなら、他はどうでもよいのだ。バイトを辞めて美優が喜ぶなら迷わずそうする。

「そういうことなら辞めるよ。美優との時間が減るのは俺も惜しいからな」

「やった！　お兄ちゃんなら絶対にそう言ってくれると思った！」

　美優は「これだからお兄ちゃんは」とか言いながら、俺の脚をベシベシと叩いてくる。とても嬉しそうだ。これまで長いこと話を聞いてきたが、つまりはイチャイチャが足りないということなんだよな。それは俺も全面的に同意するところだ。

「ドタキャンはさすがに迷惑をかけるから、どうかとは思うけど」

「今日のは行って。特別にするのはお金のことだけ。お兄ちゃんが不出来な人だなんて言わせないから」

　美優は軽快にベッドから降りると、俺のクローゼットからスーツ一式を取り出して椅子の背もたれに掛けた。どうやら昨日のうちに全部を用意してくれていたらしく、ベルトも靴下もきっちり揃っている。

「このシャツ、新品か……？」

　美優が用意した服を見ると、どれも埃が取られていて、ピシッとシワが伸びている。

「汗染みを抜いて、アイロンもかけておいたよ。朝ごはんを作っておくから、ゆっくり準備してきて」

　美優は一度自分の部屋に戻り、パジャマから着替えて一階に降りていった。さすが服のことになると完璧な仕事をする。俺が外に出ている間にここまでのことをしていたのか。我が妹ながら感心のあまり言葉も出ない。

　俺は軽く歯磨きをしてから顔を洗い、美優が出してくれた服に着替えて髪を整える。朝のイチャイチャでだいぶ時間を使ったと思っていたが、美優のおかげでいつもより早く支度ができてしまったぐらいだ。

「すぐにできるから、座って待っててね」

　美優はスープカップに鍋の中身を移して、それをテーブルに運ぶ。テーブルに敷かれたランチョンマットの上にはすでに夏野菜を使った豚肉の炒め物とご飯がサーブされていた。バスの出発時間に間に合わないぐらいになれば「先に食べてて」と言われるのだろうが、今日の俺の予定を知っていた美優がそれを言うことはない。時間に余裕を持って調理を済ませ、俺と、美優と、二人が着席して、いつも一緒に「いただきます」から食事を始めるのだ。

　勘違いしてはならないのは、これらの準備は美優がしたいからしてくれているということ。そのモチベーションは俺への好意から来ているので、俺をバイトに早く行かせて遅刻のリスクを減らすことなんかよりも、美優は俺と一緒にご飯を食べることを優先する。俺も美優にはそうあってほしいし、自分を大切にすることが相手のためになるということはこれからも忘れずにいたい。

「献立表からだいぶ進化してるな」

「あれはほら。妹の私が考えたものだから。いざこういう立場になってみると、思うところがあるわけですよ」

　美優は熱々のスープに息を吹きかけて、少しずつ口に流し込んでいく。時短を考えると俺のスープにもそのふーふーもやってもらいたいのだが、言ったら白い目で見られそうなのでやめておいた。

　美優の言った『妹の私が』というのはつまり、恋人になる前の、妹でしかなかった私──もっと言えば、旦那様に尽くす妻としての立場になかった自分が考えただけのものだから、もう少し工夫してみたという意味である。俺はこの妹の人となりというか、性癖となりをよく理解しているのだ。

「なあ、美優」

　だからこそ、今の状況を美優がどう思っているかは知りたい。

「実際のところ、俺が山本さんとそれなりのことをしてるのについてはどう思ってるんだ？」

　美優は俺が他の人とセックスすることは絶対に嫌だと言った。それが嘘だったとは思わないが、言葉にしたほど嫌がっている様子もない。

「お兄ちゃんが思った以上のスケコマシだったのでそんなに嫌な気分ではないです」

「驚きと矛盾を同時に感じる……」

　普通は彼氏がそんなヤリ手だったら心配になるものだが。

「なんだろ。健全な嫉妬みたいな？」

「嫉妬はするのか」

「女の子だからね」

　この妹はまた難しいことを言うな。そんなところも好きだけれども。あくまでも特別な事情がある前提ってことでいいんだよな。

「美優は山本さんに好きにやらせて恋心が冷めるのを待ってるんだろ？　でも、山本さんとはむしろ仲睦まじくなっちゃってるっていうか……このままだと本物の彼氏彼女になりかねないんだけど」

「それでいいんだよ。まだ足りないくらい。もっと本気で惚れさせて。じゃないと、これも無意味な繰り返しになっちゃう」

　美優はしとやかな声でそう言って、食事の手を進めていく。それはこれまでのことが美優にとって想定通りの展開であることを暗に示しているようだった。

　俺もあんなに優しい人をもう傷つけるのは嫌だし、それが必要だとも思えない。気を引くだけして振るのは仁義に反すると言ったのは美優だから、俺が想像してるようなことにはならないんだろうけど。

「俺は具体的なことは聞くべきではないんだよな」

　美優の真意は気になる。でも、それを聞いてしまったら、俺は山本さんの前で自然体でいられなくなってしまう。そんなジレンマを抱える俺に、美優はしばらく天井を見上げてから、目を合わせてきた。

「たとえばさ。遥の話をしようか」

　美優は俺の質問に直接は答えず、ほのかに笑顔になりながら話を切り換える。

「遥はね、すごく可愛い子なんだよ。アクセサリーとかあげると、飛び跳ねるくらい喜んでくれてね。私があげたものなのに、これでもかってくらい見せびらかしてきて、ずっと上機嫌にしてるし」

　美優が語り始めたのは、俺の知らない遥の姿。きっと知る人は少ないであろうもう一つの顔だった。

「旅行の準備とかは、遥がしてくれるの。あれで私以外の好みも把握してるから、どこに行くにしても用意がいいんだ」

「三人以上でも旅行はするのか？」

「するよ。キャンプとか温泉くらいならね。それでね。遥はなんでもかんでも新しい雑貨を使うのが好きだから、移動中とかいちいち便利グッズを紹介してくるの、変な癖なんだけど私は好きで」

　少し照れ気味にそう語る美優にとって、遥という存在はとても大切なものなのだとわかる。由佳と一緒に、何年も付き合ってきた友達だからな。俺としても三人にはずっと仲良しでいてもらいたい。にしても、遥ってそんな愛らしい女の子だったのか。

「それって遥って名前の知らない誰かじゃないよな？」

「うちにも遊びに来たあの遥のことだよ」

　美優はそこまで話して、残ったご飯を食べ進める。まあ、あの遥だからな。俺が知らないのも無理はないか。

「さて」

　二人とも朝食を食べ終わって一息つく。とても元気になる美味しさだった。

「お兄ちゃんは私が語った遥の一面を知らないはずです。それはなぜでしょう」

「遥が潔癖症のレズだから」

「正解」

　遥は男を寄せつけないタイプのレズだ。俺が男である以上、遥は女の子としての素を見せることはない。

「遥は男子と女子とでは接し方がまるで違う。でも、それは嘘をついてるわけじゃなくて、どれも遥の意思で過ごしてる本当の遥の姿なの」

　美優は食べ終わった食器をまとめて、俺の分と一緒にシンクへと運ぶ。そして、食器を置いてすぐに戻ってくると、俺の手を取り、ソファーにまで誘導して腰を掛けさせた。そこに、美優が正面から膝を跨ぐように座って、腰と腰を近づけて密着してくる。

「私だってそうだよ。普段はそんなに表情も変えないし、男女で扱いの差もある。こうやって私から積極的にスキンシップを取る姿なんて、誰も想像できない。でも、隠したり騙してるわけでもない。自然体でいるとそうなるだけ。クラスの子に見せる私も、お兄ちゃんにだけ見せる私も、全部が本当の私」

　美優の話自体は、理解できる。俺たちが社会的動物である以上、自分たちが生きる場所の枠組みやヒエラルキーに迎合するために、誰だって自分の見え方をその場に適応させている。そこには個人の好みによる身の振り分けもあって、好きな人にはカッコいい姿や甘えた自分を見せたくなるし、あるいはお年寄りや上司には自然と畏まって敬語を使うようになるものだ。必要に応じて見せる自分を変えるのが普通。それが人と人の間に生きる俺たちの自然な在り方だ。

「それに、お兄ちゃんといるときの私も、最初からこんなに甘えられてたわけじゃない。お兄ちゃんを好きになって、お兄ちゃんに好きになってもらって、それがお互いに伝わって、今ではまったく違う関係になってる。それは奏さんとお兄ちゃんでも同じなんだよ」

　美優は俺の両手を取り、それを自らの手で包んでまっすぐに見据えてきた。

「今は健気な奏さんだけど、出会った頃はそうじゃなかったよね。少なくともお兄ちゃんや奏さん本人から聞いた話からすれば、昔の奏さんはもっと奔放で自信家で自己愛に満ち溢れてたんだよ。それがあることをきっかけにして他人のために生きるようになっただけで」

　美優の語り口がようやく線となって俺の持つ情報と符合する。それは川藤が山本さんを気に掛けて言っていたことと同じ話だった。俺が知らずにいた──あるいは忘れてしまっていた山本さんのもう一つの側面を、美優と川藤は見つめようとしている。

「私はその奏さんの傲慢を変えさせたい。そのためにも、奏さんには好きにさせていいし、お兄ちゃんにはそれに全力で応えてほしいの」

　美優が語った山本さんを惚れさせる理由は、狙いの全容と言えるほど具体的なものではなかったが、どこを着地点にしているのかは感じ取れた。なるほど俺でなければ引き受けていないお願いだな、これは。

「義理を通すためにしてはずいぶんと意気込んでるな」

「もちろん、奏さんのためだけにやるんじゃないよ。むしろ……これはいつか、私たちに必要になることだから」

　美優は儚げに目を伏して答えた。美優の性格を考えれば、俺との絶対的な男女関係さえあれば後は不要なものとして断じると思っていた。でも、そうじゃないんだな。なら、俺だってやるだけやるまでだ。

　きっと俺以外の男だったら「それは自然な男女の在り方ではない」と、逆に美優を叱りつけていたことだろう。それが美優にとって最も聞きたくない言葉であることを、少なくとも俺だけは理解しなくてはならない。

「ちなみに、それって由佳のことも同じだったりする？」

「由佳？　……なんで？」

　美優は何かを察したように眉を顰めつつ、その理由を尋ねてくる。俺は遥から相談を受けた後、由佳からとあるメッセージを送られていたのだ。

『約束を破って私を犯した罰としてデラックスジャンボパフェを奢りなさい!!　それと私とデート!!　明日よ明日!!』

　あまりに急なことだったので『明日は無理』とだけ返事をして日程保留中なのだが、遥から相談されたこともあって無視するわけにもいかずに迷っていた。

「オフ会の次の日に、遥から由佳のことを相談されてな。悩みがあるから解決してやってほしいって言われてて」

「あー……うん。そっちはお兄ちゃんにお願いしようか迷ってたんだけど……そっか、遥から話がいってたんだ」

　オフ会の日には詳しい話は後ですると美優に言われていたが、結局は遥から先に話を聞いてしまった。遥の口ぶりからするに、山本さんの件と同じで事情の委細まで俺が聞くべきではないのだろうが、美優からの許可がなくては何も始められない。

「扱い的には山本さんと同じでいいの？」

「奏さんを相手にするほど全力じゃなくても大丈夫だよ。お兄ちゃんが思うままに相手をしてあげて。お兄ちゃんに任せられるなら、由佳のはすぐに解決するはずだから」

　美優は予想外に晴れやかな表情でそう答えた。由佳のことなのでもっとバチバチした感じになるかと思ったが、由佳の悩みが解決されるのは美優にとってそれほどまでに嬉しいことらしい。

「由佳のことだから行くところまで行くことになるけど、いいんだな」

「うん。由佳がああなったのは、私にも責任があるから。それをもう、私じゃ解決してあげられないの。だから、してあげて」

　なるほどそうした都合があるのなら、なおのこと美優としては放ってはおけまい。そこにどのような経緯があったのかは、俺が由佳から読み取るとしよう。山本さんのことも由佳のことも、俺は任せてくれと美優に答えた。

「あっ、ただ、奏さんと本番エッチすることになったらマンションでしてね。それと事前に私に連絡して」

「な、なぜ……？」

「前者についてはそういう取り決めだから。自然とそういう流れになると思う」

「そうなのか」

　山本さんも本番はなぜか避けてたな。本番を致すことになんの意味があるのか。あるいは行為そのものに意味はないのか。これは考えて答えが出るものではなさそうだな。

「美優が話してくれたおかげで安心した。これから色々と起こるんだろうけど、あえて言わせてほしい。俺は美優が一番に好きだよ」

「んふふ。私もお兄ちゃんが期待以上に理想のお兄ちゃんで嬉しい。私はいつだってお兄ちゃんだけを愛してるからね」

　話が終われば俺たちはまたくっついて、人知れず人に見せられないようなイチャイチャを堪能する。美優が着ているのは、いつだか一斉処分をしたときにこっそり拝借していた俺の古着だ。オーバーサイズなので谷間もエロエロだし、乳房の形に合わせてお腹へと凹んでいる布の流れがいい。何より兄の服をなんの気なしに無断で着てそれがちょっと嬉しそうなのが萌える。

「恋人の普段着を見てエロいと思ってしまうことは失礼なのだろうか」

「私はお兄ちゃんがいつもエッチなこと考えてるのをわかった上で好きになってるから、思う存分エッチな目で見てもらって構わないよ」

　美優はシャツの上からおっぱいを持ち上げて寄せてみせた。元が俺の服だけあって美優の体に比べてサイズが大きめで、谷間が開いているから景色がとてもよい。俺がおっぱい好きなことをよくわかっている。

「Ｔシャツの中って、もしかしてブラジャーだけ？」

「もしかしなくてもブラジャーだけだよ。お兄ちゃんの服をブカブカに着てるのも谷間が涼しいからだし」

　美優はＴシャツの襟を持ってスンスンと匂いを嗅ぐ。洗剤の匂いしかしないので、なにか俺のものだからという意図はないらしい。俺が使い古したものは捨ててしまったからな。美優が着ているのはほとんど未使用に近い。

「服を捲ったら怒る？」

「怒らないけど、時間は足りるの？」

　美優はＴシャツの裾だけペロリと捲って、やわっこいお腹をチラ見せする。時間が足りるか、などと妙な聞き方をしたのは、つまりおっぱいを見たら俺が興奮してそれだけで済まなくなる可能性があるからだ。

「予定のバスまでには時間はあるよ。ただ、荷物の整理をしてないから、それを考えると微妙かも」

　せっかくのいい雰囲気だが、お預けかな。と、残念な気分に浸っていると、美優はＴシャツの裾をパタパタさせて、何かに気づいてほしそうに無言の主張をしてきた。

　そうだった。今目の前にいるのは、他でもない美優なのだ。

「……もしかしなくても、用意してくれてたりする？」

「もしかしなくても用意してあります」

　驚くべくもなかったのだが、その予想通りすぎる肯定に思わず感動してしまった。そういや俺がイメチェンしたときも美優は学校の準備を完璧に済ませてくれてたんだよな。

「それなら、まだ十五分以上は時間があるな」

「ふむふむ。なら見る？」

　美優は掴んでいた裾を俺の手に渡し、スッと背筋を伸ばす。捲るのは俺がやれということらしい。俺がゆっくりと裾を持ち上げると、徐々に露わになる美優の色白な肌に、俺の興奮は高まっていく。細身ながらもくびれを確認できるそのお腹は、触るまでもなくスベスベしていることがわかった。あの小さなおへその穴に俺はイカされたんだよな。見ているだけでゾクゾクする。

「美優の体ってほんとエロいよな」

　いつだかは胸を小さくするために痩せ型になっていると言っていたが、それでも節々の肉感は損なわれていない。摘めばふわりとお肉が摘めそうで、その肌の色ツヤからするに、マシュマロボディとはこういうものを形容するべきではないかと思う。女の子でもこんな体を見せつけられたらドキリとするだろうな。

「体づくりには苦労してるんだよ」

　美優は裸を見られることをやりづらそうにして、俺とは目を合わせない。美優はこれまで自分の姿をオカズにオナニーをしていたのだから、そういう観点で美優を見つめていたのは他でもない自分自身なんだ。自分の体をきちんと認識して、なりたい姿を思い浮かべながらトレーニングをすると効果が段違いだと言うし、美優のこのエロスもそうした努力の賜物なんだろう。

　首元にまで裾をめくり上げる頃には恥ずかしさを隠しきれなくなっている美優の顔がまたそそるもので、そんな美優の表情を目の端に、俺はピンク色のブラジャーの全貌をその目に収めていた。

　デカい。ほんとビックリするくらい、カップがドンと張り出している。ブラジャーにはレースに刺繍があしらわれていたり、中央の連結部がハートの形をしていたりと、よく見れば凝ったデザインをしているものの、そんなディテールなんてどうでもよくなるぐらいにサイズのインパクトが凄まじかった。

　いや、正確には山本さんはもっとデカかったし、ブラジャー自体も俺は見慣れているはずなのだが、なかなかどうしてこの距離感で見るおっぱいは絶景なのであった。

「触る？」

　美優は俺の両手にそれぞれの手を重ねて、裾を上げるのを代わろうとする。

「……いや、いいよ」

　俺はＴシャツから手を離して、美優の腰に回した。意外そうにする美優をよそに、俺はグイと美優を引き寄せる。

「美優には朝の準備を頑張ってもらったから。残りの時間は美優のために使いたい。ご飯とか、服の用意とか、ありがとうな。すごく嬉しいよ」

　美優がくれるものは全部が素晴らしい。それに比べて俺があげられるものは限られている。でも、もういい加減に俺から美優へ尽くすことも覚えるべきだろう。俺の性欲を優先するばかりじゃなく、美優が喜んでくれることをしてあげたい。

「……ん？」

　俺の言葉に、美優はなぜか語彙を失っていた。目をパチクリさせて、急に静かになっている。

「ご飯とか、服の用意とか、ありがとうって言いたかったんだけど」

　俺が言葉を続けても、美優は理解ができているのか俺を見つめてくるだけだった。どうにも美優の思考回路がショートしているように見える。まさか、欲望のままにエロいことをお願いした方がよかったのだろうか。それはそれで美優が喜んでくれるのはわかっているが、これほど尽くされている身で俺の欲望を優先するのは違うと思った。

「美優？」

「ん？」

　美優は困惑した様子で瞬きをするだけ。なんだろう、このぎこちなさは。これまでも淡白な美優は見てきたけど、こんなボケッとした表情は初めてだ。

　とりあえず腰に腕を回した流れで抱きしめてはみたものの、美優が何かを言うことはなく。どうやら長く息を止めていたらしくて、抱き合ってしばらくすると、美優は俺の首の後ろでふぅーっと息を吐いた。

　ひとまず感謝の気持ちは伝えられたので、俺は美優を解放してから背もたれに体重を戻す。すると、美優は両手でパタパタと顔を扇いで、また大きく深呼吸をした。

「はあ。びっくりした」

　美優はなぜだか顔を熱くしていて、妙に焦った様子だった。そこに不快感はまるでなく、むしろクールな表情の奥でうっすらとテンションが上がっているようにすら感じる。まさかとは思うのだが、今のは照れてたのか？　あまりにもわかりづらすぎないか？

「なんか、すまん」

「いえいえ」

　思えば、ニュートラルな状態の美優が本気で照れたところって、一度も見たことがなかったな。こんな顔をするのか。しかも、あんな程度の言葉で照れるなんて。もっと他にタイミングがあったはずなんだが、どうしてさっきの言葉が美優の琴線に触れたのかな。

　いやしかし、俺も普段から好きな気持ちとか、感謝を伝えられているほうではない。それどころか性欲ばかりが目立っていて、それを美優が受け入れて喜んでくれるものだから、俺たちの関係はずっとそうやって続いてきた。ある意味では、不良がたまに見せる優しさというか、そういうマッチポンプに先ほどの言葉がハマったのだろう。

「では改めてぎゅーをお願いします」

　美優は両腕を伸ばしてハグを要求してきた。

「ああ、やっぱり喜んでもらえてたのか」

「うん」

　美優は子供っぽく頷いてから、気分よさそうに体を預けてきた。照れているのかほんのりと体温が高い。

「お兄ちゃんに褒められた」

　美優はグリグリと頭を押しつけてきて、しがみつくように俺と戯れ合ってくる。そんなに強くするとせっかく美優がアイロン掛けしたシャツがシワになってしまうのだが、まあ俺も普段は気にせずバイトに行ってるからいいか。

「あれくらいなら美優はいつも言われてるんじゃないか？」

「一言一句同じ言葉で褒められてもお兄ちゃんに言われたほうが嬉しい」

「そういうものか」

「そういうものです」

　つい数ヶ月前まで非モテだった俺の感覚からすると、あんな程度で女の子が喜ぶのは不思議だった。しかし、俺は大切なことをまだわかっていなかった。色恋においては、何を言われるかが重要なんじゃない。誰に言われるかが重要なんだ。

　かつての恋愛感覚では、意中の子を振り向かせるために、趣味を理解して、会話の頻度を増やして、プレゼントに頭を悩ませて、その他大勢とは違う存在になることが最善だと俺は思っていた。しかし、多くの女の子に好意を向けられるような身になって、俺は悟った。数多の恋愛テクニックで攻めるより、その人にとって精神的に身近な立ち位置を確保するほうが、ずっと想いは伝わりやすくなる。俺は美優にとって一番の安心材料になれただけ。

「これからも美優が信頼できる男でいるよ」

「むう。お兄ちゃんに頭の中を覗かれてるみたいで変な気分」

　俺はいつもそうなんだけどな。美優からすれば、考えを読み取られるのは不慣れだったか。

「最近はまた美優の眠りが深くなってるから、一緒に寝てて安心してもらえてるのかなって思っただけだよ」

「私ってそんなに寝てる？」

「今日だって全然起きなかったし」

「えー。今日は私、すぐに起きたよ」

　美優は脚も腕もべったりと俺の体にくっつけて、揺りかごのように乗っかってくる。たぶん服のこととかはもう考えていない。

「ん、ああ……そうだったな」

　余計なことを口走ってしまった。今朝は俺が一方的に美優にお触りして、それからアラームをかけ直して起こしたから、美優からしたら普通に起きただけだった。

「むっ」

　そして、こんな流れになれば美優は気づく。俺の頬を人差し指で突いて、犯人はお前だと言わんばかりに責めてきた。あえて隠していたことではないのだが、このタイミングでバレると罪悪感がある。

「変なことしたでしょ」

「す、すまん……」

「まあ別にいいけど」

　美優は思いのほかあっさりした反応だった。変なことをしたと白状したのに、どんなことをされたか気にならないのだろうか。

「いいのか？」

「お兄ちゃんは私が本気で嫌がることはしないもん」

　美優は俺から離れるどころかまた上半身を被せてきて、俺の体重が美優と一緒にソファーに沈んでいく。美優が俺に向ける不満には、怒りの感情が含まれることはなくて、どちらかといえば羞恥心によってぶつくさとボヤかれることが多い。俺としても嫌がらせをしたことは一度もない認識だ。ただ、最後のアレは、色んな意味で許されるものか心配ではある。

「実は、美優を起こす前に、キスもしてたんだけど」

「えっ」

　恐る恐る口にすると、美優はピンと背筋を伸ばして反応した。抱きつきモードは解除されて、美優の眼差しが迫真掛かる。

「それはなに？　お目覚めのキスとか？」

「そのつもりでは、あった」

「ふーん」

　さっきはまるで気にしない風だったのに、実態を知るやいなや美優は問い詰めるように俺に迫ってきた。美優の視線はまだ見つめている範疇であって、睨まれているわけではない。とはいえ、その表情はとても不満げだった。

「ど、どうした？」

　この沈黙が、怒りによるものでないことを、俺はもう知っている。だが、何を考えているのかまではわからない。

「ほんとにわからない？」

　美優は俺を見つめたまま、繋いでいる両手をぶらぶらさせる。どうやら悪い気分ではないことのアピールのようだが、なるほどもしかすると、こういう仕草こそが美優から発せられる最大のメッセージなのかもしれない。

　手順に考えればいいんだ。美優は俺がキスしたことに驚いた。しかし、それは怒っているわけではない。であれば美優の言葉の中からその態度の意図を探るべきで、美優がわざわざお目覚めのキスかと確認をしたのだから、そこに意味があると考えるべきだ。

　なら、つまりはこういうことだろう。お目覚めのちゅーはしてくれたのに、おはようのちゅーはしてくれないんですか、とか。そんな可愛らしい不満に違いないのだ。って。そんなわけあるか。

「わ、わかりません」

　俺は素直に観念する。美優みたいなエスパーは持ち合わせていないのだ。人の考えていることなどわかるはずがない。そして、美優は俺の返答を聞いて、なおも不満げにその本心を口にした。

「お目覚めのちゅーはしたのに、おはようのちゅーはないんだ」

　まさかの大正解だった。そうかそんな乙女チックな思考回路でいいんだな。俺はもう理解したぞ。

「今からでも、間に合う？」

「んー、どうだろ」

　美優は俺の質問に、たっぷりともったいぶりをつけてから、いじらしく目をそらして答えた。

「まだ間に合うかも」

　こんなやりとりをしただけで美優の気分はすっかりよくなっていた。自分のしたことを喜ばれるってこんなに嬉しいものなんだな。さっきの美優もこんな気持ちだったのだろうか。

「じゃあ、す、するぞ」

「んふっ。うん」

　美優はこめかみあたりに伸びた左右の髪を整えて頷く。俺から初めて美優にしたキスは後ろからの不意打ちだったし、二回目は美優が寝ているときだった。こうして正面からするのは、口づけする過程までをずっ見られることになるから、指一本動かすだけでも緊張してしまう。

　まずは、美優の腕を掴んで、姿勢を整えるところからだ。そうして少しずつ顔を近づけていって、これからキスをすることをアピールする。互いの座高がズレないように、自然と唇が重なるぐらいにお腹に隙間を空けて、あとは上体ごと唇を近づけるだけ。

　腕を引き寄せると、美優の視線が俺の唇に移った。それから、呼吸のリズムを合わせてタイミングを計り、唇を触れさせ合う。肉体で最も温度に敏感な部位で、自分とは違う体温を交わらせると、やがてその差は感じなくなっていく。不慣れなキスに、すぐ息苦しさを感じてしまい、たまらず口を離すと「チュッ」と水音が鳴った。

「お、おはよう」

「えへへ。おはよう、お兄ちゃん」

　何秒と数えられるような長さではなかったと思う。それでも、キスを終えた後の美優は、ゆるっゆるのデレ顔になっていた。恋人の立場として言わせてもらうのだが、美優って好きな相手にはかなりチョロいな。

「思ったより、上手」

「ありがとう。そう言ってもらえると安心するよ」

「お兄ちゃんは、エッチのときもそうだけど、要領はいいほうだよ」

　二回目にして高評価をもらうことができた。あの美優が言うのだから、自信を持ってもいいはずだ。

「これから毎朝楽しみだなぁ」

　美優はルンルン気分で俺の手を握ってくる。まあ、そうなるだろうとは思っていた。美優のご要望なので期待を裏切るわけにはいかない。

「で、あとは？」

　どうやら満足にはまだ至らないご様子。

「そうだな。行ってきますのちゅー、だともう行くことになっちゃうから……、お仕事頑張りますの、ちゅーとか？」

「あ、いいねいいね。なんでもいいけど」

　せっかく真面目に考えたのになんでもいいとは。それでも俺はめげない。

「じゃあ、今日はお仕事を頑張ってくるからな」

「はい。体には気をつけてね」

　美優はテンションが上がっているのか、もうすでに自分から口を近づけてきていて、唇を少し前に出せばキスができてしまう。ちゅーの都合はなんでもいいと言っただけあって、とにかく俺とキスをしていたいのだろう。そんな気持ちを汲み取って、俺もためらいなく美優と唇を重ねた。

「んっ……」

　さっきよりは、慣れたキス。それでも、息の継ぎ方がわからなくて、同じくらいの早さで唇を離す。美優は俺の目を見るでもなく惚けていた。　

「お兄ちゃんとキスしてる……」

　美優の表情が蕩けて仕上がってきていた。エロいことをしているわけでもないのに、デレ状態に移行するのが早すぎる。

「お次はなんのちゅーなのでしょうか」

　美優は舌が重そうな滑舌で続きをねだる。もちろん、美優にお願いをしてもらえるのは、俺にとって最大の誉れだ。ただ、実のところ性欲的な事情がよろしくない。

「今朝は準備を頑張ってくれたから、ありがとうのちゅーかな」

「ふふふ。へぇ、感謝してるんだぁ」

　美優はニヤケ顔で俺を煽ってから、身を寄せてきて俺の顔を見上げる。

「どれくらい感謝してもらえてるのかな」

　そして、美優はここにきてド級の爆弾をぶち込んできた。あれだけ尽くされたとあっては、感謝のキスを軽くで済ませられるはずもなく。俺は覚悟を決めて、美優の顎に手を添え、唇の裏が触れ合うくらいに深くキスをした。チュッ、チュッ、と互いの唾液を混ぜ合って、溢れそうになる甘い粘液を舌で舐め取っていく。

「んんっ……はぁ……んちゅ……」

　美優は声を漏らし、なおも餌を待つ雛のように俺の唇を求めてくる。キスが激しくなると口を合わせながらの呼吸も気にならなくなって、秒針の音が半周分を数えるまで、俺たちは唇を貪っていた。

「あっ……ふぁ……いっぱいちゅーされた……」

　キスをしただけで美優は恍惚な表情をしていて、その淫らに緩む美優の笑みを見ていると、俺も興奮を抑えておくのが限界だった。エッチをするだけの時間はないから、これ以上はイチャイチャしていられない。

「美優、そろそろ、時間が」

「ふへへ。はーい」

　美優は俺に預けていた上体を戻して、俺から離れるのかと思いきや、俺の頬を両手で包んでドロッドロに濡れた舌を口にねじ込んできた。それから数秒間、「んちゅ、んっ、んんっ」と激情に任せた美優からのキスに俺は犯され、口内の隅々まで美優の舌に蹂躙されてからようやく美優は俺の膝から降りてくれた。

「いっぱいちゅーしてくれてありがとうのちゅーだよ」

　美優は唇を指で押さえてニコッと微笑む。もうちゅーなんて可愛らしいものじゃなくて、がっつりディープキスだったのだが、その点に区別はつけないのだろうか。それにしても、まずい。もう完全にスイッチが入ってしまった。

「玄関で鞄を用意しとくね」

　先にリビングを出ていった美優を追いかけながら、俺は迷っていた。予定のバスに乗るためにはもう五分しか余裕がない。そんな状況で美優に抜いてくれと頼んだら、ただ雰囲気もなくフェラをしてもらうだけになる。

　これまでも似たようなシチュエーションは何度もあったが、あの頃はむしろ美優が恋人らしい振る舞いを避け、単なる精液の処理として考えてほしいと言っていたから事務的に抜いてもらっていたんだ。美優とはもう恋人同士になったのに、俺からフェラで抜くだけのことをお願いするなんて、まるで性処理用の道具として扱うみたいで心苦しい。

「これが、お兄ちゃんのお仕事鞄です。ドリンクはただの冷たいお水だから、塩分はタブレットで摂ってね。あとは汗拭きタオルと、会員証も入れてあります」

　玄関に行くと、美優が鞄を持って忠犬のように待っていてくれていた。

「ありがとう。助かるよ」

　俺は睾丸の疼きを告白できず、流れのままに革靴を履く。足の半分を通すと、美優が靴べらを渡してきて、それを使って踵を入れた。

「ジャケットは専用のケースに入れてあるから、会場に入ったら出してね」

　美優は両手で丁寧に鞄の取っ手を持って、俺に近づいてくる。稀に見るくらいにいい笑顔だ。

「どうかな？　いいお嫁さんになれそうかな？」

　美優は弾むような声でそう尋ねてくる。犬耳と尻尾を幻視してしまいそうだ。

　可愛い。バイトに行きたくなくなるぐらい可愛い。

「もうなってるよ」

「えへへ。嫁になってた」

　頭を撫でてほしいのか、コツンとおでこを胸に当ててくる美優。そのご要望に応えて美優の頭を撫でながら、俺は必死に内なる自分と戦っていた。こんな愛らしい嫁を相手に、欲情している俺はなんて節操なしなのだろう。しかし、同時にそんな献身的な嫁だからこそ、劣情を掻き立てられている自分がいる。

「み、美優。あの」

　スラックスの中でムクムクと頭をもたげる堪え性のない愚息。ここまできたら、もう言っても言わなくてもバレてしまう。

「出る前に、抜いてって言ったら、怒る？」

　言ってしまった。しかし、美優は少しも驚く様子がなく、表情を変えないまま俺と目を合わせる。

「んふっ。いつ言うのかと思ってた」

　俺の胸をツンツンして、してやったりの美優。鞄を床に置くと、玄関マットに膝をついた。こんなにわかりやすい状態を美優が気づかないわけもなかったけど、わかってて素知らぬ顔をしていたなんて人が悪い。

「時間はどれくらいあるの？」

「あと、五分……もないぐらい」

「だったら、四分まで計っておこうか」

　美優は俺にスマホを出させると、デフォルトで入っている時間計測アプリを起動して、ストップウォッチの画面を出した。

「タイマーじゃなくて？」

「こっちのほうがいいかなって」

　美優は俺の股間に手を伸ばし、チャックからペニスを引き出した。そして、チュッと俺の愚息にも挨拶を済ませて、咥え込むと同時にスタートボタンを押す。

「はむっ……ちゅぶっ……ずじゅっ、ぢゅるる……！」

「あっ、ああっ……美優……気持ちいい……！」

　美優のフェラに翻弄される俺に、美優は目を弓なりにしてスマホの画面を見せつけてくる。つまりは、そういうことだった。この四分間で、俺がどこまで美優のフェラに耐えられるのか、それをひと目でわかりやすくするために美優はストップウォッチを使っている。

「んちゅ……ずちゅ…………あむっんふじゅぷっじゅぷっ……んっ……ちゅっずぶっ…………ちゅぱっ」

「ああ、あ、ああぁ……っ！」

　美優の容赦ないフェラチオに、俺の脚がガクガクと震える。早く出せるように気持ちよくしてもらうべきなのに、俺は美優の肩を押さえて必死に快楽責めに抵抗していた。

「ちゅぶっ……じゅるっ…………ぶっちゅっ。んふっ。お兄ちゃん、腰引きすぎ」

「だ、だって、気持ちよすぎて」

「そうやってズルするなら、舌も使っちゃうからね」

「えっ、今までの……って……あ、ああっっ!!」

「ぐぢゅっ……じゅるじゅぷっ……！　あむっぢゅぶ……じゅるっ……じゅぶぢゅるるぶちゅ……！」

　美優は俺の腰を掴んで、下品な吸入音を立てながら俺の肉棒を深くまで咥え込む。裏筋を這ってくる美優の舌の感触がはっきりと伝わってきて、触手のようにまとわりついて責め立ててくるその技巧に、俺の睾丸が急速にせり上がってきた。

「ああぁうぅ……はぁ、ああっ……！」

「ずっちゅずぶっちゅ……んぐぢゅ……んふっ、ちゅぶぢゅ……ふ、んっ……！」

「ああっ、あ、あああっ……ごめん、ごめん……!!　もう、出るッ……!!」

　びゅっ、びゅるるっ、びゅくん、びゅびゅっ──!!

　仕事着のスーツから露出した男性器を頬張る美優に、俺はたっぷりの精液を出して喉奥まで注いだ。朝一番に絞られた精液だけあって、濃い精液が尿道を流れていく。

「はぁ……はぁ……気持ちよすぎ……」

「んふふ。んくっ……ぷはぁ。いっぱいでたね」

　美優は俺のペニスをキレイにお掃除してから、スーツにしまってチャックを上げる。そして、やはり確認される俺の射精タイム。

「ど、どうだった？」

「今で一分ちょっとだから、たぶん四十秒くらいだと思う」

「そうか……」

　あれだけ時間がなくて心配していたのに、済んでしまえばむしろ余っているほどだった。情けない。俺は男としてこれでいいのだろうか。

「おーにいちゃん」

　気落ちしている俺に、美優は最後の甘えとばかりにひっついてきた。

「お兄ちゃんが早漏のおかげで、あと三分もイチャイチャできるよ」

「な、なるほど。それは、よかった」

　こうやってポジティブに捉えてくれる美優は、やっぱり優しい子なんだよな。俺はまた美優に救われてしまった。

「あと、三分か」

　告げられた残り時間が脳内でリフレインして、射精の後ということもあり頭が冷静になる。

「美優、ちょっといいか」

「ん？　なぁに？」

　俺は美優を引き剥がすと、体を後ろ向きにして、背後から抱き竦めた。

「うん？　ん？」

　そして、困惑する美優に構うことなく、俺はスカートの中へと手を入れた。

「お、お兄ちゃん、なにするの！」

「なにって。わかるだろ」

「もう、時間がないよ……！」

「大丈夫、あと二分はあるから。中途半端にはしない」

「ふえ、あ、ちょっ……！」

　俺は迷わず美優のパンツに手を入れて、秘所に指をあてがった。いつものようにクロッチはぐしょぐしょに濡れていて、こんなに性欲でムラムラした体は、鎮めてあげないと可哀想だ。

「い、ひゃぁ！　あ、朝から頑張った嫁に、なんて仕打ちですか……！」

　デレデレになっても恥ずかしさが抜けていない美優は、さしたる力も入れずに口だけで抵抗をした。エッチなことをされたい気持ちでいっぱいのはずなので、俺は構わず美優のクリトリスに触れる。ぷくっとした小さな膨らみを、まずは包皮の上から、スジに沿って縦に擦っていく。

「あ、あぁ……あひぃ……」

　しばらくして美優が大人しくなり、俺の指を受け入れ始めたら、今度は指先で円を描くようにクリトリスを圧迫する。まだ弱い力のまま、一定のリズムを保って、美優が自分で刺激をコントロールできるように、ただ漫然とした快感を美優に与えていく。

「はぁ……ああうぅ……あっ……あんっ、あ……きもちぃ……」

　美優は人一倍に感じやすくて、エッチモードになると声もたくさん出してくれるため、まだ指でするのに不慣れな俺でもどんな攻め方がいいのか簡単に判断できる。オナニーの経験も積んでくれているから、イク感覚を美優自身も熟知しているし、初心者の指遣いでも美優はすぐイッてくれる。

「あんっ、んんっ……はうぁっ…………おにいちゃん……うぅ……」

　ずっとクリの表面を撫でるだけの刺激を続けていると、美優の焦れた体がその先を要求してくる。こうなったら、ほんの少しだけ力を強めて、陰核を直に触りに行く。そのためには愛液をたっぷりとつけなければならないので、割れ目に触れるついでにクチュクチュと卑猥な音を立てて美優を煽ってみた。

「あああっ……はあぅわっ……んんっ……くっ……！　お、にいちゃ……ん、んんっ……！　そんな、わたしが、えっちな子みたいに……しないで……！」

　恥ずかしがる美優の要望は、俺は聞いてあげることにしたいので、ひとしきり美優のエッチな音を堪能してからはまたクリの刺激に戻った。円を描く動きはそのままに、お次は陰核を中心にして美優を攻める。芽と包皮の隙間に指先を沿わせて、皮を捲り上げるように外周を刺激していく。

「あっ……んきゅっ……ん、ああっ……!!」

　美優は感じやすいからこの時点で軽くイク。そして、女の子なので一度イッて終わりではなく、刺激が続く限りはイキ続ける。こうなったら、あとは仕上げまで持っていくだけ。陰核の一番刺激に弱いところを、これまでと同じ程度の力で圧迫して、美優が痛くならない範囲で少しずつ強く押していく。

「ひひゃぁ……ああああっ、はうっ、はぁ、い、イク……イッちゃう……はぁ、はうぅああっ、ああっ……いく、ひぃくぅはあぁうぅ……いいぃ、ひぃッ…………ク──ッ!!」

　ビクンビクンと美優の体が大きく跳ねる。本気イキをしてからも少しだけ刺激を続けて、美優が疲れて快感も何もわからなくなる前に手を離した。俺のバックハグから解放されたあとも、美優は床にペタン座りしてしばらくはイッていた。

「……えっと。もう、時間だから、出掛けるな」

　スマホを見ると、ちょうどストップウォッチは四分を回るところで、これなら俺の早漏もそんなに責められないよなと思いつつポケットにしまった。

「い、いてらひゃい……」

　美優はもう俺に顔を向ける余裕もなかったようで、最後にその言葉だけを交わして俺は外に出た。エアコンの効いた室内から一転して、ジリジリと夏の太陽に照らされる。日差しを遮るように前方に出した手の指から、気泡を含んだ粘液がダラリと垂れ落ちた。

「はぁ……仕事、行くか」

　性欲どころか思考力まですっぽりと抜け落ちて、まるで先ほどまでの淫行を咎めるような日差しに焼かれながら、俺は最後のバイトへと足を進めるのだった。











０２．エッチなお願いをなんでも聞いてくれる山本さん









　イベントスタッフで派遣されるライブ会場は、それなりの回数をこなしているとある程度は応募先が絞られてくる。自分の実家から移動しやすい範囲にあって、駅からの距離が近く、設営や誘導が楽な場所が感覚的にわかってくるとそこばかりを選ぶようになるのだ。

　俺の最後のバイトには幸いにも熱中症患者が出ることもなく、あとは交通整備をしながらフェスを眺めて終わりだと、俺は打ち上げ花火でも見るような気分でイベントの進行を見守り続けていた。そんな折、できれば挨拶ができればと思っていた人と、ようやく出会うことができた。

「阿形さん！」

　成人にしては背の低い女性が、あてもなく通路を歩いていた。俺が声をかけても、阿形さんは辺りをキョロキョロと見渡して困惑するだけ。通路にはそれほど人は多くないのだが、近くに寄らないとわからないみたいだ。

「阿形さん、お疲れ様です」

「え、あ、はい？」

　俺と顔を合わせた阿形さんは、まるで初対面のような態度で接してきて、それから顔をまじまじと覗いてきた。

「ソトっち？　マジ？　えっ、誰？」

「自分で言っておいて誰ってなんですか」

「いやぁ……だって整形でもしたのかと……あと身長も伸ばした？」

　身長って伸ばしたくて伸ばせるものなのだろうか。

「どっちも変わってませんよ」

「そうかな。まあ、前からこうだった気もするけど、なんか雰囲気が違うんだよね」

　阿形さんの反応からして、どうにもいい方向へ変化できているようだった。もしそれが本当なのだとしたら、きっと美優が俺を男として立派に育ててくれたおかげだろうな。

「色々とあるにはあったんですよ。その都合で、バイトも今回で辞めることになって」

「そうなの？　まあ、この手の仕事は入れ替わりも多いほうだけど。ソトっちがいなくなるのは寂しいなぁ」

「だから、俺も最後に挨拶がしたくて。会えてよかったです」

　それから俺たちはチーフに怒られない程度にお喋りをして、時の流れるままに仕事を終えた。啓太郎さんはいなかったけど、俺はまた阿形さんに食事に誘われて、二人で居酒屋に向かうことに。美優も友達と夕飯を食べてくるらしい。

「前に一緒に行ったとこの近くでいいよね？」

「俺は構いませんよ。あそこは居酒屋が多いですもんね」

　阿形さんが選んだのは、四人用と六人用のソファー席が背の低い壁に囲まれて並んでいる、どこにでもあるようなチェーン店だった。

「ソトっちは会うたびに男前になるね。今回は彼女できた？」

「まあ、はい」

「もうそれしかないよねー」

　二人で荷物を下ろして着席すると、店員が飲み物のオーダーを取りにきた。阿形さんは遠慮なくビールを注文し、俺は場に合わせるためノンアルコールドリンクをいただくことに。

「彼女ちゃんはどんな人なの？　もしかしてあのエロエロちゃん？」

「エロエロちゃんって、山本さんのことですか。あの子ではないですよ」

「セフレは恋人にならないっていうしね。学校の知り合い？」

　阿形さんは悪気なく追及してくる。いつかはこうして掘り下げられるのはわかってはいた。いざ質問されてみると如何ともし難いものだな。

　俺と美優の関係を他人にどう説明するべきだろう。恋人の存在を偽ることは美優にも話し相手にも失礼なことだが、兄妹での恋が世間で忌避されている現実はどうあっても覆ることはないし、俺がカミングアウトすることでいつか美優に嫌な思いをさせないとも限らない。

「まあ、身内ですよ」

「身内？　学校の友達ってこと？　それとも話したくない感じ？」

「話しにくい、というのが正確なところですね。複雑な関係なので、言っても信じてもらえるかどうか」

「えーなにそれ。すっごい気になる。じゃあ私がベロベロに酔ったら話せるのかな？」

　阿形さんの人柄からすれば、話しても悪いようにはならないと思う。この場でストレートに伝えることは難しいが、勿体ぶりをつけて最後に本音を話すぐらいにすれば、阿形さんもそれを真剣なものとして受け止めてくれるかな。

「酔ってる阿形さんになら言うかもしれませんね」

「よっし！　お姉さんじゃんじゃん飲んじゃうぞ！」

　俺はそれでも「ほどほどに」と阿形さんに忠告をして、運ばれてきたドリンクで乾杯をした。

「阿形さんって、家でも飲んでるんですか？」

「基本はお店だよ。……最近は、家でも増えたけど」

　阿形さんは意味あり気に一呼吸を置いて呟いた。

「啓太郎さんとは上手くいってるんですね」

「うーん……恋人関係は良好ではあるけどねぇ……」

　阿形さんは重々しく言葉を濁す。こういうあからさまな態度を見せるとき、人は強引にでも聞いてほしい話があるのだと、俺は経験的に知っている。

　まだお酒も飲み始めたばかりだし、酔った勢いで本音を漏らしたのではない。おそらくは、俺を誘った当初から打ち明けたい不満があって、それをほのめかしているのだ。

「他に問題が？」

「そう。まあ、うん。お酒、だからね。麻酔的な」

「飲むと啓太郎さんが寝るとか」

「い、いえね、酔うのは、私なんだけど」

　阿形さんはジョッキ半分ほどのビールをぐいと喉に流し、通りがかった店員にフード数品と追加のビールを注文した。

「念のための確認なんだけどさ。例の色っぽいあの子……山本さん？　とは、親密なお付き合いをしてたんだよね？」

「そうですね。短い間でしたが」

　山本さんとの肉体関係はわずかに一週間のこと。現在続いてる状況は、セフレとは違う気がする。

「あと、こっちは、あくまで直感的な質問なんだけど」

　阿形さんは数瞬の迷いを過らせた後、ビールの残りを飲み干してジョッキを両手で支える。

「結構……過激なこともしてた……？」

　ジョッキで顔を隠しながら、阿形さんはチラと俺を見やる。この質問の意図は、『私も変態的な相談をしたいから、あなたも変態であることを示してください』というすり合わせなんだよな。それなら俺も乗っかってあげないと。

「外でとか、ですかね」

「えっ？　してたの？　どこで？」

「ああいえ、あくまで、バスで軽くとかですが」

「そっ、えぇ……」

　ドン引きされた。さすがに踏み込みすぎだっただろうか。

「もっとぶっちゃけたこと聞いていい？」

「どうぞ」

　阿形さんは声のトーンを下げて辺りに目を配らせ、周囲に聞こえないことを確認する。

「ソトっちって、エッチ上手いの？」

　まだお酒もそれほど入らないうちからここまで話が進展してしまったか。俺が暴露した内容が過激だったせいで、阿形さんの判断基準を狂わせてしまったようだな。

「どこまでが本音かはわかりませんが、上手いと言われることはありますよ」

「お、それはそれは。頼りになる」

　阿形さんの悩みも下ネタか。どうして俺にはそっち系の相談ばかりが来るのかこれまでは疑問だったのだが、こうして話してみてわかったことがあった。由佳の友達たちやハルマキさんたちが言っていた通り、どうやら俺には、変態的な悩みを打ち明けても大丈夫だと思われるような雰囲気が漂っているらしい。

「でさ」

　阿形さんは店員が持ってきたお通しとビールをまた勢いよく喉に流す。

「とても真剣な質問があって」

　阿形さんは居住まいを正し、両手を膝の上に置く。

「アレのサイズって、聞いたら嫌な気にさせちゃう？」

　それは予想の斜め上の質問だった。アレというのは男性器に他ならないわけだが、幸いにも平均ぐらいの長さはあるので聞かれても嫌な気はしない。ただ、サイズは女の子次第で印象が変わるものなので、俺のが大きいのか小さいのかは断言しづらいところだ。

「測ったことはないんですが、普通ぐらいですよ。以前はむしろ控えめなぐらいで」

「以前はって、どの時代の話？　体と一緒に大きくなるのが普通でしょ？」

「それとは別に、ここ数ヶ月でまあ、なぜかモノだけがすくすくと」

「そんなのあり得る!?　聞いたことないんですけど」

　俺もモノのサイズだけが成長したなんて噂は一度として耳にしたことはない。しかし、事実としてここに唯一の前例が存在してしまっているのだ。美優と山本さんに鍛えられることによって奇跡的に成長した、立派と評価してもらえるほどの逸物が。

「手で言うと、どれくらい？　ソトっちので」

「中指と親指を合わせたぐらいでしょうか」

「ふむふむ。それが男の子の平均ぐらいなのかな？　みんなちょうどいいって言う？」

「どうでしょうか。彼女にはこれでも大きすぎるとは言われますが」

「だよね!?　そうだよね!?」

　阿形さんはテーブルを両手で叩いて身を乗り出してきた。なるほどそっち方面の悩みか。

「でまあ、長くなったんだけどさ」

　阿形さんは背もたれに寄りかかって肩の力を抜く。

「啓太郎とのエッチがツラいんだけど、どうしたらいいかな」

　彼氏のモノがデカすぎて入らない。阿形さんの悩みはそんなところか。しかし、微妙に相談する相手を間違えているような気もする。俺にイチモツをこれ以上大きくするなと忠告した件の嫁とは、まだ本番行為に至っていないのだ。

「どれくらいの大きさなんですか？」

「ソトっちの手でだいたい手首から中指の先ぐらい」

「それはまた」

　世の中には本当に立派なモノを持っている人もいるんだな。俺がこれまで取り扱ってきた悩みは精神的なものが主だったから、実技方面でアドバイスをするのは難しい。俺も経験豊富とはいえ、そのほとんどは成り行きでさせてもらったものだし。

「してるうちに慣れたりするものじゃないんですか？」

「私もそう思って、かれこれ十回ぐらいしてるんだけど、まだ悲鳴を上げるくらい痛い」

「それはしんどいですね」

　俺のも大きくなりすぎると美優とできなくなったりするんだろうか。美優は遥に膣内の性感帯まで開発されているらしいけど、太いオモチャは挿れてないって言ってたからな。いっそのこと入り口まで解してもらっていたほうがよかったかもしれない。

「ソトっちは、処女の子としたことあるの？」

「ありますよ。すでにオモチャで開発してあったので、痛くはなかったみたいですが」

「一人エッチでそこまでするって、珍しいね」

「そうですね」

　残念ながら一人でしてたわけじゃなく、お仕置きで無理やり開発されてたんだけどな。由佳のことは理解してもらえる自信がないので黙っておこう。

「それって今の彼女のこと？」

「いえ、彼女とは経験がなくて」

「え!?　そうなの!?　むしろエッチから入ったクチだと思ってた……」

「本番が、まだなんですよ」

　俺と美優の関係は、兄妹であるということを抜きにしても特殊だった。恋人でもないのに精液を飲んでもらって、でもそれは性欲の処理ではなく精液の処理であって、定期的にエッチなお仕置きを受けては、恋人ではない関係をそのままにエッチの濃度だけが高くなっていた。

「ソトっちは本番しないで不満は溜まらないの？」

「ないですね。ただ、俺の好みど真ん中の恋人が相手で、本番なしでも他で気持ちよくしてくれるという前提のものですが」

「超可愛くてテクがヤバい彼女なわけだ」

　それは否定はできないな。

「で、どんな彼女？」

　阿形さんは知らないうちに三杯目を飲んでいて、四杯目を注文するのと同時にさらっと尋ねてくる。充分に酔ったとは言い難いが、場の温まり具合としては申し分ないか。

「信じられなかったらそれまでの話になりますけど、いいですか？」

「こんだけ引っ張るぐらいだし、言うなら信じるよ」

「妹です」

「……うん」

　阿形さんは目を瞑って俺の言葉を反芻しながら、店員がビールを持ってくるまで口を閉ざしていた。

「もうちょっと飲むね」

「どうぞ」

　阿形さんは普通にお酒が飲める方の人みたいだな。これで麻酔代わりにエッチのたびに飲んでるのだとしたら、相当な出費と手間になりそうだ。

「お写真拝見タイムとかしてもいい？」

　俺の発言を信じたいが、さすがに妹という事実は受け入れがたいので、もう少し情報が欲しいということなのだろう。しかし、見せられる写真は、ないんだ。ロリロリの衣装とエッチな顔をしてる写真は絶対に見せられない

「メッセージアプリのアイコンならありますが」

　美優がアプリのプロフィール画像を、遥たちと旅行をしたときの写真にしていたことを思い出した。公に晒しているものだし、これぐらいなら見せても問題ないはず。

「これでよければ」

　アイコンを拡大表示にしてスマホを阿形さんに向けると、阿形さんは食い入るように眺めてきた。

「みんな可愛いね？」

「そうですね」

「でもめっちゃロリロリしくない!?」

「そうですね……」

　いかんせん阿形さんからしたらだいぶ年下だからな。精神的にはみんな大人びているとはいえ、美優と遥は完全にロリ体型だし、いくら俺が二歳差とはいえギリギリアウトな年齢ではある。

「で、妹ちゃんはどれなの？」

「右側にいる目尻が強い子です」

「うおぉ……」

　阿形さんはスマホを手に取って、二本指で拡大操作をしている。顔は全体写真でも確認できるほどだったので、阿形さんが美優の胸元に関心を寄せているのは言われずともわかった。

「ソトっちの周りってエッチな女の子しかいないの？」

「どうでしょうね」

　これもまた否定はできない。俺は出会ってきた女の子のほぼ全員の性生活に関わってきた。

「この子にいつも本番なしで抜いてもらってるとかむしろヤバくない？」

「ヤバいですね」

「てかおっぱいとお顔立ちがマジでヤバい！　こんな子のお手々とお口がエグいテクとか世の中どうなってるの!?　しかもこの子が妹で恋人って何!?」

「ま、まあ、気持ちはわかりますが、落ち着いてください」

　これが真っ当な人間の反応なんだよな。むしろ酒が入っているおかげでこれでもマイルドな方だ。

「現実味はないけど、信じるしかないんだよね。ソトっちがそれだけ男前になったし、エロエロちゃんとセフレだったし、妹ちゃんも超エロいし、逆にこれはもう信じるしかない。とゆーか妹がエロすぎる……こんな子と一緒に暮らしてたら頭おかしくなるでしょ……なにこのおっぱい……私だって揉みたいよ……」

　どうにか納得してもらえたか。後半まで引っ張ったのは正解だったな。他の人もこんな風に受け入れてくれればいいけど、世の中には過激な思想の持ち主も人もいるし、基本的には口外しないのが吉だろう。

「私もテクさえあればーって思うけど。エロエロちゃんにしても妹ちゃんにしても、みんな可愛すぎるよ。本番なしだとこのレベルがいるのかぁ」

「なんとも答えづらいところですが、恵まれすぎなぐらい可愛いのは事実ですね」

「だよねー。はあ……」

　彼氏のモノが大きすぎて入らない問題は、残念ながら俺には解決できそうにない。少しずつ大きいオモチャを買い替えて拡張するしか方法はないように思う。

「でもいいや。話したらスッキリした」

「いいんですか？」

「どうせ私が頑張るしかないってのは最初からわかってたことだし」

　たしかに、俺がなんと言おうと、カップルの問題である以上は阿形さんの行動でしか解決はしない。ならどうして俺に悩み相談を持ちかけたのかと、これまでの俺なら疑問に思っていただろうけど。いわゆる女の子の愚痴というのがこのようなものなのだと、理解するだけの経験は積んできている。

「ソトっちはさ、こんな話でもどっしり受け止めてくれるから、安心感があっていいよ。実は別クチでも何人かには相談したんだけどさ、もう逆にストレスが溜まる一方で、嫌になっちゃう」

　今度は露骨に不快感を滲ませて、阿形さんはビールをまた口にしてジョッキを重たくテーブルに置いた。

「他人への関心が薄いとも言えるかもしれないですけどね」

「いいように取っておけばいいの、自分のことは。そうやってすぐ保身的になるのはソトっちの悪いとこだよ」

　阿形さんは行儀悪く箸の先をビシッと俺に向ける。つい悪い癖が出てしまったな。俺としても自覚はあるので早く直したいところだ。にしても、飲んだ量を考えればそれなりではあるが、普段からすると酔いすぎなような。

「何かあったんですか？」

「あったもなにも、みんなセクハラしてくるんだもん。彼女持ちだっているのにさ、『そんなに悩んでるなら、俺としてみる？　俺の小さいから簡単に入るよ？』とか言われて。私は別にお前の粗末な棒とセックスがしたいわけじゃないんだっつうの！」

　だんだんと声が荒くなる阿形さん。喋るごとに怒りのボルテージが上がっていく。

「説教ばっかしてくる輩もいてさ、『そこは阿形にも責任があるんじゃない？　自分でも入るように努力しないと』とか言ってきて。なんで私が努力してない前提なわけ？　私だって恥を忍んでデカいオモチャ買ったし。本番でイカせられないときは手とか口とかで最後までしてるんだよ？　大きすぎて入らないこと自体は私が悪いわけでもないのにどこに責任があるの？」

　相談してきた人に説教するのは一番やってはいけないことだ。自分の視野や常識だけでものを語ると、勝手な決めつけが多くなって相手を不快にさせる。それがまた、副次的な問題を発生させることも。

「それでイライラが我慢できなくなったら、私は怒っちゃうんだけどさ。『ならなんでそれを先に言わないの？』って言われて、いや話には順序があるし、言いたかったのを言いたくなくさせたのはお前だし、そもそもオモチャで一人でしてますなんて気軽に言えるかっての。『相談したのはそっちだろ？』って、じゃあ乗るなって！　悩みでイライラしてるのと話をしてイライラしたのはまた別の話なんじゃい！」

　そして、阿形さんはビールを一気飲みをしてふてくされる。さすがにこれ以上は帰れなくなりそうなので俺からストップを掛けておいた。

「で！」

　途端に明るくなる阿形さんの表情。人は酔うとこんな感じにコロコロ機嫌が変わるものなのか。

「ソトっちはそういうのがないから、話してるだけで気が楽になるの」

「なるほど」

　俺の周りの子はこうしたマイナス面を見せてくれる人が少なかったからな。女性の本音に触れられるのも貴重な経験だ。

「俺で不運が止まったならよかったです」

　俺の評価が阿形さんの周囲の人間に比べて相対的に高いことはわかった。ただ、そんな説教ばかりしてくる人に当たったのは、運が悪かったとしか言いようがない。世の中には聞き上手なイケメンだってたくさんいる。

「ソトっちの安心感はさ、他の人とはちょこっと違うんだよ」

　組んだ両腕をテーブルに乗せて、阿形さんは眠そうに話を続ける。

「自分がどうかと思うような素を晒しても、絶対に真面目に受け止めてくれるって、なんでか思っちゃうんだよね」

　阿形さんは突っ伏した腕に頬ズリしながら俺を見上げ、突然弾かれたように体を起こして俺を指差した。

「で、その安心感がソトっちの性的な面での魅力でもある。だから下ネタも気軽に相談できる。あとこれは内緒だけどちょっとエッチしたくなるような謎の雰囲気もある」

「それは彼氏持ちの発言としてはどうなんですかね……」

　好意と性欲は別だというのは、俺も山本さんと過ごしていて理解したことではあるが。

「空は青い理由を知らなくても青いでしょ？　そういうことだよ」

「なるほど、そうなんですね」

　何を言っているやらさっぱりだった。たぶん知る意味もないやつだな。それも経験上からわかっている。

「んでさ、彼女ちゃんのこともっと教えてよ」

　それから、俺と阿形さんは喋り疲れるまで店に居座って、他愛のない身の上話で盛り上がった。阿形さんは初めのほうこそ実の妹との恋愛に疑問を抱いていたが、互いの根の深いところまで暴露してしまうと「どうせ人間なんて動物はそんなものだ」という自嘲的な空気が場を包んで、一度許容してしまってからは阿形さんも応援する立場になってくれた。毎回こうして上手くいくとは限らないが、理解者が増えるのは喜ばしいことだ。

　お店を出ると、夜空には雲がないおかげか湿気も少なく涼しい風が吹いていて、俺と阿形さんは軽やかな足取りで駅に向かった。その道中で、阿形さんがはたと立ち止まって俺に振り返る。

「エロエロちゃんのおっぱいに癒されたいかも」

　そんな男子中学生みたいな欲望を突如として吐露されて、しかし、俺は困惑する暇も与えられないままに山本さんの働く居酒屋へと連れていかれたのだった。

「出勤してるか俺は知りませんよ」

「いーのいーの、いたらで。またビール瓶を運んでるかもしれないし」

「まさか出てくるまで待つなんて言わないでくださいね」

　そうして山本さんのバイト先に着くと、まずは辺りをキョロキョロとする阿形さん。そんな簡単に見つかるわけもなく、阿形さんは客が店を出てきたタイミングでレジ打ちしていた店員に声を掛ける。

「あの、山本さんいますか？」

「山本ならさっき帰ったよ。ランチから早番で入ってもらってたんだ。何か用でも？」

「ああいえ、ならいいです。失礼しました」

　三十代前半にも見えよう若い男が、山本さんの知り合いとはいえ客の可能性が高い相手にいきなりタメ口を使うのでびっくりしたが、どうやら彼が店長だったらしい。

「くっそーニアミス！　ソトっち、走って追いかけよう！」

　阿形さんは元気よく走り出して、駅に向かって百メートルほど、ダッシュした直後に顔面を青白くして立ち止まった。

「やば、ビール一気したから胃が死んでる」

「酔いすぎですよ。山本さんのことは諦めて大人しく帰りましょう」

「はーい……」

　お酒は人を変なテンションにさせる。それを実体験として学習できたので、今回はいい機会だったと思うことにしよう。阿形さんとは改札を通るまでが一緒で、そこから別の電車に乗って帰宅をする。ホームに向かう階段の手前で、俺と阿形さんは別れを惜しむこともなく手を振って解散した。

　電車はほどほどに混んでいるくらいで、ドアの隅に立っている人たちからときおり話し声が聞こえてくる。バイトの疲れは居酒屋で休んでだいぶ回復したが、場の雰囲気にあてられて俺も酔ったような気の昂りがある。だから、できれば座って落ち着きたいところだった。

（他人のことばっかり気にしてたけど、俺も酔ったらどうなるかはわからないんだよな）

　美優と本番を迎えるにあたっては越えてはならない一線がある。恋人としての仲が深まった今では、俺が酔って自制を失ってしまったら美優も一緒に暴走してしまうかもしれない。それでうっかり美優を孕ませたりなんかしたら困るし、俺は二十歳になってもしばらくは飲酒禁止かな。

「サシの女の子を酔わせるのは、浮気の第一歩だよ」

　背後から俺をからかうような声がして、気づけばドアの窓に長い黒髪の女性が映り込んでいた。エロエロなあの美少女である。

「こっちに気づいてたのか」

「あれだけ騒いでたら目にもつくよ」

　振り返ると、そこには長身巨乳でむちむちな美少女である山本さんがいた。乗車した直後は姿が見えなかったので、山本さんは俺の存在に気づきながらも別のドアから乗り込んだようだ。

「あの人は、バイトでお世話になってた人で。今日で辞めることになるからお別れ会をしてたんだよ」

「サシで飲んでたことはともかく。二人きりの女の子が酔うまで飲むなんて、気を許してる証拠に他ならないんだからね。ソトミチくんもそろそろその辺を覚えないと、ダメなモテ男になっちゃうぞ」

　山本さんは人差し指で俺の額を小突く。それはたしかに気をつけなければならないことだな。覚えておかないと。

「山本さんもバイト上がりなんだよね？」

　山本さんは大きめのシャツにハイウエストなスカートを合わせていて、どうにも居酒屋で働いてきたように見えなかった。

「ああ、これ？　うちは上下制服だから。本日もお安い給料で扱き使われておりましたよ」

　山本さんはこんなモデルみたいな容姿をしていながら時給八二十円の安バイトに励んでいる。居酒屋の雰囲気そのものが好きって可能性もあるけど、もしかしたら山本さんも俺みたいに、過去の悩みのせいで自信を喪失しているのかもしれない。

「山本さんは家庭教師とかやらないの？」

「どうして？」

「もっと稼げるバイトがいくらでもありそうだから」

「あー、うん。どうしてだろうね」

　山本さんは顎をしゃくって曖昧に答えた。まあ、なんとなくで生きるっていうのも、全然ありな選択肢ではある。どちらかといえば俺もその側だし。美優や川藤からしたら、山本さんは同じタイプではなかったみたいだけど。

「ソトミチくんはスーツも似合うね。体つきがしっかりしてるから、正装もサマになるよ」

「ありがとう。山本さんは何を着ても似合うな」

「それはもう、素体がいいですから」

　山本さんは胸の膨らみからスカートの下までを指でなぞる。おっぱいの大きさもそうだが、短く上げられたスカートから伸びる脚がとにかくエロい。今日もどれだけの人の視線を釘付けにしてきたのやら。

「ソトミチくんだけはこの体を滅茶苦茶に犯せるって考えたら、ちょっと興奮しない？」

　山本さんはそんな俺の汚れた感情を察知したのか、口元で手を壁にして囁いてきた。まともに取り合うと同意を誤魔化せそうになかったので、俺は広告の文字を無心で読みながら適当な相槌だけで返事を済ませた。

「昨日は帰ってから美優ちゃんに何か言われた？」

「言われたよ。いっそ思う存分にやらせろって」

「思う存分にって、ソトミチくんと好きにデートとかエッチしていいってこと？」

「そうらしい」

　そういえば山本さんとデートしたのも昨日のことだったんだよな。昨晩と今朝のエッチが濃厚すぎて数日前のことのように記憶していた。

「ふむふむ。これは私も美優ちゃんの独占欲を甘く見てたかも。ならもう遠慮もしていられないかな」

　山本さんはむしろ美優の対応に納得したようで、凛と瞳を澄ませて俺を見つめてきた。美優と山本さんの間でどんな心理戦が繰り広げられているんだ。

「他の女の子とのエッチを許してるのに、独占欲が？」

「美優ちゃんは私がソトミチくんへの未練を欠片でも残していることが嫌みたいだから。私が後悔を引きずることもないくらい、本気でぶつかれって言いたいんだと思う」

　なるほどそう考えれば実に美優らしい。やるとなったら徹底的にやる。それが美優の性分だからな。山本さんのためだと言ったことが本心であっても、それはそれとして美優個人の気持ちとしては明確な区切りもつけたいはず。

「となれば、早速ソトミチくんとエッチしないとね」

　山本さんは両手でガッツポーズをして俺に期待の眼差しを寄せてきた。

「したい？」

「したい」

「そんなにしたい？」

「すごくすごくしたい」

　美優への遠慮がなくなったからなのか、山本さんは本音がダダ漏れだった。昨日の乙女チックな山本さんも好きだったけど、自らの性欲を恥じらわないこの素直さが、俺は好きだったりする。

　どこで悩んでいても時間が勿体ないので、家ですることにして俺たちはバス停へと向かった。実は由佳ともデートの予定が入っているのだが、まあ一回ぐらいならしても差し支えないだろう。そして、その途中、ふと目についたカラオケの前で、俺たちは立ち止まった。

「カラオケか。夜は高いよな」

「三十分の個室と考えれば、お安いのでは？」

　たしかに、こうして二人きりになる場所を探してみると、カラオケは安くて都合のいい店ではある。

「監視カメラは平気かな」

「ここはないって友達が言ってた」

　山本さんも友達とそういう話をするんだな。

「あ、私は、あくまで聞き役で。私自身は口にしてないけど、学校では処女ってことになってるから。そのあたりはよしなにお願いね」

「彼氏がいたことすらみんな知らないんだもんな」

「そういうこと」

　鈴原との件で山本さんが一番困っていたのが、学校での立場が失われてしまうことだった。これまで付き合ってきた人たちが好意的に山本さんに気を使っているので、学校には情報の一切が漏れていない。どんな別れ方をしようと、最後には山本さんを守ろうという気にさせるのは、それだけ山本さんがみんなに本気で尽くしてきたからなんだろうな。

「入ろうか」

「うん！」

　入店は俺から促した。美優も山本さんも覚悟を決めたのに、俺だけが受け身でい続けるのは不義理だと思ったからだ。

「二人で、とりあえず三十分お願いします」

　俺たちに用意されたのは二人用の部屋だったが、ドアにつけられた窓からは死角ができるくらいの広さがあった。室内の明かりを消せば光の反射で内部がほとんど見えなくなるため、口でするくらいならテーブルの陰に隠れるだけでも問題なさそうだが、安心できる要素はあればあるだけいい。

「ソトミチくん、早く早く」

　山本さんは死角になる位置にしゃがみ込んで、すぐにでも始めたいことをアピールする。この三十分コースは飲み放題のため、ワンドリンク制と違って店員が部屋に入ってくる心配がない。

「言っておくけど、俺は一日中働いてたから……」

「私が舐めてキレイにすればいいんだよね。任せて」

　山本さんはむしろ嬉しそうにして俺の股間を撫でる。山本さんなら気にしないとは思ったけどさ。このなんでも許される感じ、すごくエッチな気分になってくるな。

「そしたら、これを」

　ベルトを外してチャックを下ろし、ズボンとパンツをズリ下ろして摘まんだペニスを山本さんに向ける。チャックを開けた瞬間から汗と精液のニオイが漂ってきたそれを、山本さんはあえて鼻を近づけて嗅いで、先っぽをチロチロと舐めてきた。

「ソトミチくんの蒸れた精液のニオイって、なんだか好きなんだよね。あと、最初のちょっとしょっぱい味も好き」

　山本さんはいきなり咥え込むことはせず、玉の裏側や鼠蹊部を同じように嗅いでは舐めていく。部屋の両側からは他の客たちの歌声が聞こえてきて、そんな中で俺たちは、曲も入れずにフェラに勤しんでいた。

「もう咥えちゃうね」

　息を荒くして我慢も限界の山本さんが、勃起した俺のペニスを口の奥へと自ら挿入していく。

「はむっ……ちゅぶっ、ぐちゅ……ずずっ、じゅふちゅぶっ……！」

「うぁ……あっ……！」

　素人の歌声と、その合間に聞こえる喋り声、そして、ドアのすぐ前を通り過ぎていく店員の足音が、下半身を露出させている俺に危機感となって興奮を与えてくる。

「ふぁ……おいひぃ……んちゅぶっ……」

　排尿と射精をするための器官を、山本さんは愛おしそうに舌で舐めてくれる。男をすぐに射精させてしまう山本さんにとって、勃起した肉棒を咥え続けられることは得難い機会だ。それができるモノが惚れた男についているのだから、むしろ山本さんは美優の許可が下りるまでよく自制していたほうだと思う。

「んちゅ……ぐじゅちゅるっ……ちゅぶっ……はぁ。この位置だと、絶対に外から見えないね」

「そう、だな」

　客が入っているはずなのに照明も音楽も入っていない部屋を店員が不審に思わないか不安はあるものの、ドアから完全な死角があるこの部屋の構造はエッチをするのにかなり向いている。

「山本さんにお願いしたいことがあるんだけど」

　俺は美優から山本さんが本気になるぐらいに仲良くなっていいと言われている。それは山本さんとのデートやエッチを俺から楽しめというニュアンスを含むものだった。

「脱いでもらうこととかできる？」

　先ほどから、山本さんが頭を動かすたびに揺れるおっぱいが悩ましくて仕方がなかったのだ。いつもお前はおっぱいばかりかと怒られそうではあるが、せっかくこれほど美しい果実を実らせている女体に対して、無関心でいる方が失礼なのではないかと俺は思う。

「いいよ。どこまで脱ごうか」

　山本さんは一瞬も迷うことなく容認してくれた。おっぱいだけ触れればいいので、ブラジャーを外してシャツのボタンを開けてさえもらえれば触ることはできる。

「どこまでならいい？」

　しかしこう、家でもないところでしているからには、エッチなイタズラ心が働いてしまうものだ。

「どこまでって聞かれても。ソトミチくんが脱いでほしいなら全部脱ぐけど」

「全部……!?　い、いいの？」

「んふふ。興味がおありなら脱ぎましょうか？」

　山本さんは俺が指示するよりも先に服を脱ぎ始めた。その指は上半身を包んでいた服を取り去り、山本さんがブラジャーのホックを外すと、美しく形作られていた乳房がぷるんと溢れ出す。

「ずっとおっぱい見てるね、ソトミチくん」

「すまん……」

「お気に召したのなら、何よりですが」

　山本さんは視線を下げてばかりの俺の手を取って、おっぱいまで導いてくれた。こうしてたまに童貞のような扱いをされると、見下されている感覚よりも強烈な母性を感じてしまって、山本さんの性愛に溺れそうになる。

　指が沈み込むほど柔らかい山本さんのおっぱい。鷲掴みにすると指の間からむちっとした脂肪が溢れ出す。そして、手のひら全体にその反発が伝わってくるそれを、俺は欲望のままに揉みしだいた。

「痛くない？」

「痛くないし、ソトミチくんになら痛くされてもいい」

　山本さんはおっぱいに夢中になる俺を淫靡に眺めながら、スカートのベルトを外してストンと床に落とす。それからしゃがんだままパンツをずり下ろすと、山本さんの柔い素肌のすべてが露わになった。

「靴下も脱ぐ？」

「そのままがいい」

「わかった」

　どんな希望も聞いてくれる山本さんは、靴以外の全裸で俺におっぱいを揉ませたままペニスにむしゃぶりついてきた。

「はむっ……はうぁ……はぶちゅ、じゅるちゅぶちゅっ、んっ……ぐちゅっ！」

「あっ、ああっ……!!」

　山本さんは膨張した陰茎に口を密着させて、顔が前後するたびにぶちゅぶちゅと空気の潰れる音が口内で響いている。さすがに山本さんが相手なだけあって、もう俺は心からこの状況を楽しんでしまっていた。それが山本さんにも伝わっているのか、山本さんは顔を綻ばせながら素っ裸のご奉仕フェラを続けてくれる。

　いつもの暴走状態とは違っていた。俺が気持ちよさそうにしているのをひたすらに山本さんが喜ぶ、以前までのエッチに戻っている。俺としてはやっぱり、情けない姿を慈しんでくれる、この聖母のような山本さんが一番好きだ。

「や、山本さん……」

「ん？　んふ。なあに？」

　山本さんは見ている側でさえ羞恥心を覚えるほどの格好で、まるで子供に目線を合わせるように言葉尻のトーンを上げる。

「脚を開いてって言っても怒らない……？」

「怒らないよ。私はすごく恥ずかしい思いをするけど、ソトミチくんがそうしてほしいなら、私は喜んで恥ずかしい思いをするから」

　山本さんはそう言って、しゃがんだままの脚を開き、その秘部を露わにしてくれた。そこには、愛液の滴る割れ目がぱっくりと口を開けていて、クリトリスの突起までがはっきりと確認できた。視界を遮る障害物の一切がなかったのだ。

「山本さん、前は少し生えてなかったっけ」

「美優ちゃんが生えてないって言ってたから剃ってみたの。そしたら、思いのほかすっきりしちゃって」

　山本さんはいまさらになって恥ずかしげに顔を逸らした。美優は体型がロリ型だからパイパンがしっくりきたけど、山本さんみたいに大人びた女性がツルツルにしていると、ギャップでまた違った興奮を味わえる。

「山本さんのそういうエッチなところ、マジに好きになりそう」

「こういうときだけ調子いいんだから」

　山本さんは鬱憤をぶつけるようにまた俺のペニスを深くまで咥えた。それでも、脚を開くのが俺のお願いだったため、どれだけ恥ずかしくても閉じようとはしない。

　そんな山本さんにうっすらと恋心に似た感情すら抱きながら、俺はひたすらに胸を揉んで山本さんのアソコを凝視する。そうすると山本さんが、照れ隠しにフェラを激しくしてきて、そんな姿に俺のオスとしての何かが目覚めてしまった。

「あ、ああっ……山本さん、そのまま、奥まで咥えて……！」

　俺は自ら腰を動かし、山本さんの口にペニスの根本までを押しつける。山本さんの豊乳を揉みしだきながら、俺は中腰になり、後背位で挿入する要領で山本さんの口内をペニスで犯した。

「んっ、ふっ……んじゅぐっ、ちゅぶっ……！　ん、くふぁ、はあっ……んんっ……！」

　俺が腰を前後させるたびに、山本さんの表情筋は力を失っていった。それが絶頂の兆しであったことに、気づいたのは山本さんが体を弾ませて激しくイッたあとだった。山本さんの乳首はゴム栓のように硬くなり、口からは涎が溢れそうになって、絶頂時と同じ窒息状態になっていると脳が誤認したことが、山本さんを強制的なアクメに導いたのだ。そんな中でもなお露わにされていた秘裂がヒクヒクして、まるでおしっこを漏らしたように床が濡れている。

「かふっ……あぁ……はぁ……わけわかんないくらい気持ちよくて、死んじゃうかと思った……」

　恍惚とした表情で、息荒く呼吸をする山本さん。そんな状況すら楽しんでいる顔を見て、俺も自らの欲望に歯止めがかからなくなった。

「山本さんのおっぱいが吸いたくなってきたんだけど。いいかな？」

　おっぱいを揉むと小さくなるという噂があるから、美優も手で乳房に触れることは許してくれた。だが、乳首に吸いつくような、女性ホルモンの分泌を促す行為はまだ抵抗されてしまう。

　となれば、もう山本さんのおっぱいを吸うしかない。しばらく吸っていなかったから、もう軽い禁断症状なのだ。

「おっぱい吸いたいの？」

「うん。でも、そうなると、口ではできなくなるから、山本さんは困るかもしれないけど」

「全然困らないよ」

　山本さんはソファーの空いた部分に膝をつくと、俺の目の前にそのおっぱいを近づけてくれた。

「ソトミチくんがおっぱいを吸いたいと言えば吸わせる。ペニスを咥えてほしいと言えば咥える。それが今の私の存在意義だから」

「そこまでいくともはや性奴隷のような……」

　ファンタジーの世界だってここまで従順に言うことを聞いてくれる奴隷もいない。

「ソトミチくんの性奴隷かぁ。とても魅力的な求人だけど、私に応募資格はあるのかな」

「資格はともかくとして、俺は山本さんには奴隷じゃない関係でエッチなお願いを聞いてほしいかな」

「あ、それ、すごく嬉しい」

　山本さんはおっぱいで俺を窒息させるのかと思うぐらいにギュッと抱きしめてきた。

「ソトミチくん、いっぱい吸って」

「それじゃあ、遠慮なく」

　山本さんの乳首は、美優と比べると少し大きめで、吸わせたのは俺が初めてと言ったのは嘘ではないのだとわかるくらい、まだ淡い色の突起が勃っている。それに俺は唇で挟んで、コリコリとした硬さを舌と唇で楽しんでから、音が鳴るぐらい強めに吸いついた。

「ん、はぁ。ソトミチくんとエッチしてから、なんだか乳首が敏感になっちゃったみたいで。んあっ、あっ、それ、気持ちいい」

　山本さんは俺の舌使いにまた息を荒くしながら、フェラの代わりに手での刺激をペニスに与え続けてくれる。あまつさえスーツを着ているというのに、こんな赤ちゃんみたいなことをしていると思うと情けなくなる。それがまた性的快感になって沸々と湧き上がってきて、もしかしたら俺は、こんな姿を山本さんに見てもらいたくて、おっぱいを吸わせてくれとお願いしたのかもしれない。

「ふぁ、んっ、ソトミチくんは、おっぱいを吸うのが上手だね。よしよし。上も下もいっぱい撫でてあげるね」

　そして山本さんも、俺が子供扱いされて興奮していることに気づいている。だからこうしてあやすように俺をもてなしてくれるんだ。変態的なエッチに関しては、山本さんが一番だと太鼓判を捺してもいい。

「あぁ、やばい。イキたくなってきた」

　手コキで与えられる刺激以上に、このシチュエーションに対する興奮が昂まってしまって、射精欲が溢れて止まらなくなっていた。

「イキたい？」

　山本さんは俺の耳に息を吹きかけるように訊いてくる。

「い、イキたい、けど、まだちょっと時間はあるから……」

　せっかく三十分も取ったのに、まだ半分ほどしか時間は使っていない。俺としては射精したくてたまらないのだが、ここで出してしまったらまた山本さんに物足りなさを感じさせてしまう。

「いいよ、イッて。ソトミチくんが気持ちよく射精してくれるのが、私の一番の喜びなの。今日は私、すごく満足してるから」

　山本さんは俺のペニスをシゴく手を速くして、俺の射精を促してくる。こうなったら、もう欲望に任せて出すしかない。

「ソトミチくん、以前に美優ちゃんに似せた私の写真を見てイッたじゃない？　私のこともさ、美優ちゃんが成長した姿だと思えば、射精できるんじゃないのかな」

　山本さんの昔の写真を見せてもらったとき、それがあまりにも美優に似ていて俺は驚いた。そして、その山本さんの小さい頃の写真と、今の山本さんを美優似に加工した写真の両方で、俺は射精にまで至った。

「妹とは別に、お姉ちゃんがいたらきっとこんな感じだよ。ソトミチくんは、きっとお姉ちゃんでも射精しちゃうんじゃないかな」

「あ、ああっ、そんなっ……はぁ、はっ、う……ああっ……！」

　昔の姿が美優に似ているということは、山本さんも遺伝子的にはかなり親しい存在。それは山本さんが言う通り、もうひとりのオカズになり得たかもしれないセックスパートナーだった。

「ああっ！　あ、や、やばっ──ッ!?」

　ペニスを扱き続ける山本さんの指がカリを擦った瞬間、呪いのようにその射出を阻まれていた精子の先頭組が、ついにその欲望のままに尿道を駆け抜けていった。

「あっ、ちょっと出た」

　山本さんは小豆一粒分くらいの精液を指で掬い取って、それをネバネバと捏ねて伸ばす。

「ソトミチくん、今美優ちゃんのこと考えてた？」

「ど、どうだろう……」

　具体的に美優とのエッチを思い出していたわけでもないし、いつもみたいに美優の声や姿を想像していたわけでもなかった。それでも、山本さんが美優というワードを出したのは間違いがないし、以前に射精をするために見せてもらった写真のことは考えていたから、まだ美優をオカズにしないと抜けないことに変わりないとも思う。ただ、それぐらいに、俺が山本さんに対して抱いた射精欲は、どちらによるものなのか曖昧なものだった。

「ふふっ。思ったより早く堕ちた」

　山本さんは不敵に微笑み、指で遊んでいた精液を舐め取る。

「まさか、最初から……」

「写真を加工してたときに、可能性として考えてただけなんだけどね。ここまでソトミチくんとエッチする機会があるとは思ってなかったし」

　つまるところ、それは確信的でありながら、計画的ではない犯行だった。

「ソトミチくんは美優ちゃんのことを考えていれば射精ができるわけでしょ？　それってさ、結局はソトミチくんがどう認識してるかの問題でしかないんだよ」

　美優とよく似た山本さんの写真で、俺は簡単に射精をしてしまった。すでにその時点で、俺は美優と近いものを山本さんに感じていたんだ。

「美優以外で抜けるようになったのか」

「たぶんね。確認してみようか」

　山本さんは俺のシャツをまくり上げてソファーに倒すと、ズボンを下ろしながら俺の腰を奥に移動させた。そこに靴下だけを履いた裸の山本さんが跨ってきて、俺のペニスをその溝に嵌めるように割れ目をあてがう。

「この位置だと、ドアの窓から見えちゃうよ」

「んふ。そうだね」

　俺の言葉の意味を理解しているはずなのに、山本さんは体を前に倒して、ぷっくりと膨らんだエッチなおしゃぶりを俺の口に押しつけてきた。

「私は耳がいいから安心して」

　山本さんは緩やかに腰を前後させて、秘裂から湧き出してくる愛液を俺のペニスに塗りつけてくる。いつ誰が通るとも知らない廊下を尻目に、俺は山本さんのおっぱいを吸いながらペニスを硬くしていた。空いた手は無意識にもう片方の乳房を揉みしだいていて、この強烈なまでの母性にまるで逆らえる気がしなかった。

「ソトミチくんは美優ちゃんのことを考えずに我慢しててね。それで射精したら、もうソトミチくんは私をオカズにできるってことだから」

　山本さんは俺におっぱいを飲ませるために、体を斜め前にして支えている。その状態で素股をすると肉芽が擦れて、それを山本さんも気持ちよさそうにしていた。

「ソトミチくんの悩みがやっと解決できるんだね」

　それはもはや俺にとっては障害ではなくなっていたもの。妹と結ばれたから、妹をオカズにしないと抜けないこの体質は、まったく問題にならなくなった。むしろそれは、俺と美優の絆の強さを示す証のようなものだったはずなのに。

　俺は山本さんの乳首にちゅぱちゅぱと吸いついて、なされるがままに快楽を享受していた。腰をくねらせる山本さんのアソコはもうぐちょぐちょになっていて、本当に挿入していないのか不安になるほどだった。

　山本さんの片乳を横に持ち上げて、下目でどうにか股間の状況を確認すると、そこにはパイズリをしてもらっているときのように亀頭が見えたり隠れたりを繰り返していた。ペニスはその全体が山本さんの淫液で照りついて、生の肉の柔らかさを感じるたびにビクビクと震えている。

「ん、あっ……ソトミチくんの、硬くて気持ちいい……ナカに入れちゃいたい……」

　周囲の音楽の切れ目に、グチュ、グチュ、と卑猥な音が聞こえてくる。こんな状況で挿入したら絶対に中出しするまで止まらなくなる。それがわかっているのに、俺はまた山本さんにオスとしての本能を引き出されそうになっていた。

「山本さん、もう射精させてくれ」

　さっきの手コキで射精の寸前まで追い詰められていたから、もう我慢も限界だった。このまま快楽責めをされていたら、理性が吹っ飛ぶかもしれない。美優との親愛の証である、妹をオカズにしなければならないという体質を否定するのはつらい決断だったが、ここで射精しておかなければ大事になる気がした。

「出そうなの？　ソトミチくん」

　ほのかに優越感に浸った顔の山本さんは、腰を深くまで落として俺のペニスを肉の溝に埋めた。フェラとは違う肉感と、唾液とは違う粘性が、性感帯にかつてない刺激を与えて俺を昂らせてくる。

「あ、あっ、や、山本さん……！」

「ふあっ、ああっ、ソトミチくん……腰を動かしたら危ないよ……！」

　欲望のままに腰を反り上げていた俺は、山本さんがコントロールを失いそうになっているのを見て、慌てて動きを止めた。相互に腰を動かしていると中出ししたい気持ちに引きずられてしまう。

「そんなに動きたいなら、ソトミチくんがして」

　山本さんが腰を上げると、練り込んだローションを垂らすように愛液がダラっと溢れた。そして、山本さんはまたドアの窓から見えない位置に立つと、壁に手をついて俺を呼ぶ。

　俺は導かれるままに山本さんの背後に立った。すると、山本さんは俺のペニスを腿に挟んで、俺の両手にそれぞれのおっぱいを掴ませた。

「犯して」

　山本さんは俺に期待の眼差しを向けてから、その裸体を俺に預けてきた。それは股にペニスを擦りつけて射精してほしいという山本さんのおねだりだった。

「や、山本さんッ──！」

　俺の腰は自然と動いていた。動物が本来そうあるべく、生殖行為に至るその一歩手前まで、俺は無意識に動作を行っていたのだ。

「はんっ、あっ、あああっ……！　そとみちくんの……当たって、きもちぃ……っ！」

　張り裂けそうなほど勃起したペニスは、上向きの力で山本さんの秘裂を圧迫し、エラの張ったカリがクリトリスを擦って山本さんを悶えさせている。俺は無我夢中でおっぱいを揉みくちゃにして、バックで犯されて悦ぶ痴女を躾けるように、両方の乳首を指先で抓り上げた。

「ひやぁうっ……あんっ、あぅああぁ！　そ、ソトミチ、くん……いひゃ、きも、ちいいッ……!!」

　俺の名前を叫んで悶絶する山本さんに、次は臀部を叩いて叱るように、俺は腰を激しく打ちつけた。パンッ、パンッ、と室内に破裂音が鳴り響き、その音を聞いて山本さんが興奮しているのが喘ぎ声から伝わってきて、俺もまた歓喜に下半身が震える。

　防音室であることをいいことに、俺たちは快楽を声にして寸前の交わりに耽った。淫らな音が反響して、それが催眠術のように俺たちの脳を蕩けさせる。胸を揉みしだけば山本さんの頬が緩み、乳首を抓ればふとももがキュッと締まって、そこにねじ込むようにペニスを挿入すると、擦り切れるような嬌声を上げて山本さんが身悶える。

　こんなエッチな女の子はお仕置きしなければならない。男を誑かしておかしくする魔性は、俺のペニスで更生させるんだ。

　セックスがしたい。このまま山本さんのいやらしい穴に挿入して溢れるまで射精がしたい。

「山本さん……もう……出るよ……ッ!!」

　もう理性の限界だった。これ以上続けていたら、俺の本能が山本さんを孕ませてしまう。どうにか射精して一区切りをつけなければ、すべてを失うことになる。

「ひゃ、い、ああっ、あぁあ！　だ、だして！　しゃせいしてぇ！」

　滑舌が怪しくなりかけた、その山本さんの「だして」という叫びが、俺の射精のスイッチを押した。急速に尿道を登ってきた精液を、俺は山本さんの背中にかけようと、射精の瞬間に腰を引く。

「い、ぃギュッ──！」

　そのペニスを引き抜く最後の動きが、腰の引けた山本さんのクリトリスを強く擦り、その刺激が山本さんの最大の絶頂を導いた。俺が射精するのと一緒に、脚の踏ん張りの効かなくなった山本さんの腰が降りてきて、俺はにゅるりとした温かな肉質の間に精液をドクドクと吐き出した。

「────ッ!?」

　俺は山本さんが転ばないように支えつつも、焦燥の中でなんとかペニスを抜き出し、体勢を立て直して山本さんの尾てい骨のあたりに残りの精液を出した。まさか山本さんが倒れてくるとは思わず、予想外の事態に軽いパニックになる。

「山本さん、大丈夫!?」

「うん。ごめんね。まだイクのに慣れてなくて」

　少しして山本さんが落ち着いたのを確認すると、俺は山本さんの股のあたりに射精してしまったことを告げた。すると山本さんは前から指を入れて膣の周辺を探り、そこには何もなかったことを教えてくれる。

「壁にも掛かってないね。でも、これだけ掻き出しても出てこないから、中には出てないと思う」

「そうなのかな。奥に押し込んじゃったとか」

「それもなさそう。中出しされても実は大丈夫なんだけどね」

　山本さんの気になる発言に、俺がどういう意味かと尋ねようかとした瞬間、

「あっ……」

　それがどんなハプニングだったのか、先に気づいたのは山本さんだった。

「どうしたの？」

「その、とりあえず、妊娠の心配とかは、ないんだけど」

　山本さんは壁の方を向いたまま、その事実をモジモジと教えてくれた。

「ソトミチくん、私のお尻に出したかも」

　まさかの事実に、俺も上手く状況が呑み込めなかった。どうやら絶頂の弾みで、俺のペニスの先っぽだけが山本さんのアナルに入っていたらしい。俺はそこに精液を流し込んでしまったんだ。

　その事実を聞いて、俺は、ゴクリと唾を飲んだ。もしそうなら、山本さんがお尻の力を抜けば、そこから俺の精液が漏れ出してくるはず。

「か、確認、させてもらってもいい？」

「ふぇ!?　え、あぁ、うぅ……」

　さすがの山本さんも、アナルを見られるのは慣れていないらしい。穴のかなり浅いところに先っぽが入っただけとはいえ、俺は山本さんのもう一つ残っていた処女を奪ったとすらいえるんだよな。きちんと確かめておかないと。

「そ、ソトミチくんが、そう言うなら……」

　自らのお尻を両手で丁寧に開く山本さんの顔は、かつて見たこともないぐらい真っ赤に染まっていた。

　山本さんは恥じらいを知らないわけではなく、人よりもエッチに抵抗がないだけ。股を開いて見せるとかは、山本さんからすれば予定調和の範疇だったのだ。だが、これは正真正銘、山本さんにとっても凌辱に等しい行為。

「み、見えちゃってる……？」

　重厚な扉を引くように、ゆっくりと開かれた臀部の中心には、溢れそうな精液をなんとか押し留めようとヒクついている菊門があった。

「見えてるよ。お手拭きでキレイにするから、力を抜いて」

「う、うぅぅ……そんなに、見ないで……」

　ついには観念した山本さんのアナルから、俺が中に出した精液がとろっと垂れ落ちてきた。俺はそんな光景に感動を覚えながら、山本さんのお尻を丁寧に、精液が出なくなるまで拭いてあげた。

「山本さんのこと本気で好きになりそう」

「私はソトミチくんのそういうエッチのとき頭がバカになるのも好きだよ」

　山本さんは辱めを受けてなお従順に、俺の方を向き直ってペニスをおしぼりで拭いてくれた。

「あの、ソトミチくん」

　そこには、まだ屹立したままの剛直が張り詰めていた。あんなエロいものを見たあとでは仕方がない。山本さんがエロいのがいけないんだ。

　と、そんなタイミングで鳴り響く、退室の時間を告げる電話のベル。このままだとまた勃起したまま帰ることになってしまう。

「もう三十分だけ延長しよっか」

「そうしてもらえると助かる」

　この時間の延長は痛い出費だが、背に腹は替えられない。

「はい、はい。……え？　ああ、そうですか。わかりました」

　電話に出た山本さんは、目を丸くして俺と視線を合わせた。まさか、とは思ったが、どうやら満室で延長ができないらしい。

「どうしよっか。残りの時間でもう一回出す？」

「それは、さすがに……」

　俺の回復の早さを考えれば、ここでスッキリするぐらいなら由佳とのデートにも支障はないように思う。だが、エッチありのデートをすることがわかっていながら、これ以上精液を減らしておくのは、さすがに由佳をないがしろにしすぎだとも思えた。

「どうにか鎮めるよ」

「そう？　無理しなくてもいいんだよ。せっかく出せるようになったんだし。ソトミチくんだって、まだ出したいからおっきくしてるんじゃないかな」

　山本さんは、俺の事情を知りながらも煽ってくる。なんて悪い女なんだ。いつか本格的にお仕置きエッチをしてやりたい。

「と、とりあえず、服を着ようか」

「ふふっ。はい」

　こんなところで裸になっている山本さんを見ていたら、落ち着くものも落ち着かない。俺はブラジャーをつけ始めた山本さんの横で、辺り一面を汚してしまっているお互いの粘液を拭きさり、できるだけ部屋をキレイにしておいた。

　場合によっては、俺たちのエッチしてる声が漏れてたかもしれないからな。証拠はできるだけ消しておくに限る。

「ソトミチくんのそこ、あんまり膨らんで見えないね？」

　服を着た山本さんが、俺の股間に視線を落として呟いた。たしかに、想像していたよりは膨らみが目立っていない。俺の勃起が反り上がっているおかげで、ズボンの中にどうにか収まっているようだった。

「ベルトで引っ掛けたらバレないんじゃないかな」

「なるほど」

　ベルトを一つ緩くして腰の位置を下げ、亀頭をその隙間に引っ掛ける。すると、ほぼ垂直になったペニスを、ズボンにテントを張ることなく隠すことができた。

「でもこれ、歩くと痛いな」

「バスに乗るまでの辛抱だから、どうにかならない？」

「頑張るけど、敏感な部分だからツラい……」

　せめて竿の方を固定する仕組みだったら問題はなかったのだが、よりにもよって最も刺激に弱い部分を挟んでいるだけに、このまま歩くのは困難だった。

　それに俺はこの最大まで勃起した状態を維持し続けなければならない。一気に萎んでくれればそれでもいいが、しばらくは半勃ちで外を歩き回ることになる。俺だけが恥ずかしい思いをするだけならまだしも、並んで歩く山本さんも微妙な気分だろう。

「そういうことなら、もうこれしかないね」

　山本さんはポケットからヘアピンを取り出すと、せっかく穿いたパンツをわざわざ脱いで床に落とした。

「まさか、ノーパンで帰るつもり……？」

「そっちのほうが興奮するでしょ」

　たしかに、そんなエロい子が隣にいるとなったら、肉棒が萎えてベルトの引っかかりから外れることはない。そのためにノーパンで街を歩くとか、どんだけ献身的なんだこの人は。

「あとは、これをこうして」

　山本さんは俺のズボンも脱がせてきて、ガチガチに勃起したペニスに脱ぎたてのパンツを巻きつけ、それをヘアピンで止めた。淡い紅色のパンツが俺のペニスを包み、ぐっしょりと濡れたクロッチが亀頭をガードしてくれている。

「死ぬほど変態っぽいんだが……」

「んふふ。お似合いのカップルでしょ？」

　その状態でまたベルトを巻き直すと、今度は安定して痛みなく勃起を維持できるようになった。片やノーパンスカートで、片や女性物のパンツをペニスに巻いている。立派な変態カップルだった。

　それからカラオケを出て、俺たちは受付で会計を済ませた。俺と山本さんは仲良く手を繋いでバス停に向かった。エスカレーターに乗るときには、山本さんが周囲に人が少ないことを猛アピールしてくるので、スカートの中をひっそりと弄らせてもらった。わかりきっていたことであっても、実際に触ってみて布がない感触はゾクッとする。割れ目に触れるとそこには当然のように濡れた穴があって、指を押し込めば簡単に挿入ができてしまうのだ。短いエスカレーターだったのでそれ以上はできなかったが、あのまま山本さんに手マンをしていたらどうなっていたのか、想像するだけで山本さんのパンツに精液が滲んでしまう。

　そうやって、周囲にはわからないような性遊戯を、二人で楽しみながらバス停にやってきた。前と違って深夜帯ではないためそれなりの人が並んでいたが、どうにか座ることはできそうだった。

「なんだか、ソトミチくんとのバスの思い出って、エッチなことばかりだね」

　停留所にやってきたバスに、山本さんはスキップでもしそうなほど気分を浮わつかせながら、俺の手を引いて椅子に座った。

「山本さんがエッチすぎるせいだと思うよ」

　俺は鞄を膝の深くに乗せて、後追いの乗客に勃起がばれないように隠した。ここまでくれば、もう安全圏だ。

「私はこれまで付き合ってきた誰ともここまでのエッチはしなかったよ。でも、ソトミチくんは関わった女の子みんなと変態エッチをしてる。原因はどちらにあるでしょうか」

「俺のはサンプルが少ないから……」

「じゃあ、お互い様だね」

「そうしておこう」

　そんな会話を交わして、それから山本さんは、俺の肩に頭を乗せてきた。バスが発進して、バスでは話し声がすることもなく、エンジン音だけが響く静かな時間だけが過ぎていく。これで今日のエッチは終わりだと、俺は完全に油断しきっていた。

「人がだいぶ降りたね」

　座っていた人たちも席を立ち、人の影がまばらになった頃。山本さんがおもむろに口を開いた。俺のペニスはまだ芯の硬さを残しているものの、半勃ちぐらいには落ち着いていて、下車するまでには萎んでいると思ったのだが。

「ソトミチくんの隣の女の子、今ノーパンですよ」

　ボソッと耳打ちされたその一言が、俺の肉棒にまた熱を注いだ。そのスカートの下には、何も身につけられていない、生の肌が隠れている。いくら夏場とはいえ涼しすぎる格好を、この少女は周囲の目を忍んでしているのだ。

「山本さん、ほんとエロすぎて堪んないから、それ以上はいけない」

「堪んない？」

「もう勃起してる」

「えへへ。正直者でよろしい」

　山本さんは俺の膝と鞄の間に手を忍び込ませると、そのまま硬くなった肉棒を擦った。

「ソトミチくんさ、美優ちゃんの命令があれば、射精しちゃうんだよね」

　山本さんは美優から俺とどんなエッチをしてきたかすべて聞いてる。だから、俺の射精が美優の命令にコントロールされてしまうことも知っているのだ。最近は俺の意思で我慢することを求められるようになったが、今でも俺は美優が射精しろと命じられればするし、射精するなと命じられればどんなに刺激を与えられてもイカない。そういう体質のままだ。

「私の場合も、同じかな」

　俺は山本さんに、美優に近い何かを見出して、ついには美優をオカズにしないで射精をしてしまった。もしその条件が俺の体質に関連づいたままなのだとしたら、俺は山本さんにも射精をコントロールされてしまうことになる。美優のほうが優位とはいえ、二人の女の子に射精管理されるとか、いつか地獄を見ることになりそうだ。

「どう、だろうな……」

「さっきも、私が出してって言ったらすぐに出してくれたよね」

　カラオケでのエッチも、俺は山本さんの「だして」という声を聞いて射精した。たまたまタイミングが被っただけとも考えられるが、あの感覚は山本さんの意思のこもった言葉に、体が反応していたことは疑いようがない。

「ソトミチくんは、私が相手でも声だけでイッちゃうのかな」

　それは悪魔の囁きだった。もし、山本さんが断定的に射精を命じるのならば、あるいはこの場で射精してしまうことだってありえる。

「俺も美優の声で出してたときは、かなり興奮してる状況だったから、ただ命令されただけではイカないと思うよ」

　美優の命令で射精をしてしまうとはいえ、それはエッチの延長線上というか、その大部分が俺に連続射精をさせるために口にされた言葉だった。だから、たとえばこの場で「出して」と言われるだけでは、まだ不充分だ。

「このまま私のパンツに射精してみたくない？」

「そ、それは……」

　山本さんは意地でも言葉だけで俺を射精させたいようで、俺も萎えるようなことを考えて心を落ち着かせればいいのに、煽られるたびにエッチな妄想に支配されて脳が沸騰しそうになる。

「今なら精液でスーツが汚れることもないんだよ」

　山本さんのパンツで包んでもらっている今は、コンドームを装着している状態に近い。無論、山本さんのパンツはぐちょぐちょになるし、歩けば精液が垂れ落ちてこないとも限らないが、少なくともトランクスの中に射精するよりはだいぶ安全な状況にある。

「だ、だめだ、山本さん、今日は……」

「ソトミチくん。出したいときに出すのが一番だよ」

　山本さんは猫の顎でもくすぐるように、人差し指で俺の肉棒をカリカリとイジってくる。そのたびに肉棒がビクついて、先端から漏れたカウパー腺液が、山本さんのパンツのクロッチに染み込んでいた愛液と混ざっていく。山本さんの下着が俺のペニス全体を圧迫し、亀頭は卑猥な水分を感じてさらにその張りを強くしていく。

「あっ……ダメだ……こんなとこで……」

「いいんだよ、ソトミチくん。エッチなのは、ここも同じだから。私もソトミチくんと一緒にエッチになりたい」

　俺の視界の端で、ヒラヒラと揺れる一枚の布。それは山本さんの大事な部分を隠す、儚いほどに薄い装備だった。ひょいと裾を持ち上げれば、そのスジのついた肌色が露わになってしまうほどに。

「ま、まずいって……！」

　俺は小声で山本さんを注意しながらも、その視線は山本さんの秘部に奪われていた。こんな公共の場で、まだ乗客のいる車内で、見せてはいけない部分を晒している。

「ねえ、ソトミチくん」

　俺の手を取り、その指を蜜壺に当てて、山本さんは淫らな体液の満ちるその場所にグッと押し込ませた。

「ここに中出しするみたいに、いっぱい精液出して」

　俺の耳の奥で反響するように、しっとりと囁かれた。その声が、俺の射精のトリガーを引いた。

「うっ……！」

　ドクン、ドクン、ドクンと、静かに脈を打つ俺の肉棒。亀頭から竿の根本まで、山本さんのパンツが包んでくれているその場所に、温かなものが流れ込んでいった。

　射精したのだ。呆気なく。俺は山本さんの命令で、一般の乗客から見えないとも限らないその中、あるいはトリガーを無視してハンマーが振り下ろされるピストルのように、精液を射出した。

　今日は一回だけのエッチと決めていた。そんな強い意思があったにもかかわらず、俺はついに山本さんの誘惑に屈してしまったのだ。

「いっぱい出たね」

　どれだけの量を射精したのか、山本さんにはわからないはずだった。それでも、射精したあとの放心状態の俺を、山本さんは優しく包んでくれて、また子供をあやすように俺を慰めてくれた。俺はどうしようもなくダメな男なのに。そうやって、山本さんに甘やかされるのが、酷く心地よかった。

「降りたら、お掃除して解散にしよっか」

　それから俺と山本さんは、揃ってマンション近くのバス停で降りた。エントランスに入ってすぐだと監視カメラがあるため、俺は山本さんにポストコーナーにまで連れていってもらい、そこでパンツを脱ぐことに。

　部屋がすぐそこにあるのだから入ればいいと思うかもしれないが、家に入ってしまうとしばらくそこで休まなければならない気分になってしまうし、どんな都合があろうと今日は外でエッチをする日だったから、むしろここですることに違和感はなかった。

「すっかり汚されちゃった」

　山本さんは俺のパンツを下ろすと、パンツを抜き取って膝を下ろした。床に精液が垂れ落ちないよう、山本さんは片手はパンツを持ちっぱなしにして、その口を俺のペニスに近づける。

「その下着、大丈夫かな。精液って汚れが落ちにくいんだけど」

「へーきへーき。暴発しちゃったときの服とか、お洗濯するのは慣れてるし」

　山本さんにとって、男が着衣状態で射精してしまうのなんて日常茶飯事だった。だから、俺が思っているほど、山本さんはこの射精を特別なものとは思っていないんだ。

「お掃除するね」

　射精をしたらお掃除をする。それが山本さんにとっての当たり前。根元から鈴口の隙間、尿道に残った精液まで、残さずキレイにしてくれるのが、この山本さんという女の子なのだ。これで好きにならないという方がおかしいだろう。

「はい、おしまい。いっぱいエッチができて楽しかったよ、ソトミチくん」

「俺もなんだかんだで楽しんでしまった……」

　これも美優が言うには予定通りの進行。俺が山本さんに積極的に手を出して、こうしてまた仲が深まっていく。その先にどんな解決方法があるのか、俺には見当もつかない。

　ただ、どんな事情があったにせよ、個人への感謝をするのはまた別の話。これだけ楽しくて気持ちのいいエッチをしてもらったのだから、俺は山本さんにお礼をしなければならないのだ。

「ありがとう、山本さん。気持ちよかったよ」

「こちらこそ。楽しいエッチをありがとう」

　山本さんとのエッチは、精神的にも、体質的にも、かなりの障害が取り去られてしまった。なにより重要なのは、俺が言葉による命令で射精管理されてしまうということ。山本さんをオカズに射精するようになった今でも、俺は山本さんに「我慢して」と命じられるだけで、これまで通りのエッチが楽しめてしまう。これは山本さんにとって、あまりにも有利すぎる現実だった。

「またこんな楽しいエッチがしたいね」

「あ、ああ、ほんと、山本さんとこういうのするの、ハマりそうで怖い」

　山本さんの変態性が、俺の性癖にジャストミートしている。家でまったりエッチするのは美優に相手をしてもらうのが一番だが、外でのエッチは山本さんとしてたほうが波長が合いそうだ。どう考えても合わせちゃいけない波長なんだけど。

「私がソトミチくんとのエッチにハマってるのと、きっと同じ感覚なんだと思うよ」

「これは恐ろしいものだな」

「エッチになったのはソトミチくんのせいだってのも信じる？」

「そこはさすがに半々かな」

　山本さんが根っからエロい女の子でなければこんなに悩ましい体になるはずがない。

「ソトミチくんは初めてお話をしたときより、ずいぶんカッコよくなっちゃったから、実は私も少しは緊張してたんだよ？」

「そんな馬鹿な」

　過去に付き合ってきた人がどんな男だったのかは知らないが、俺よりカッコいい男なんていくらでもいたはずだ。

「でも、なんだか美優ちゃんにしてやられた気分だな」

「好きな人を取られたから？」

「それもある……かな。自分で言うのもなんだけど、私とのエッチがなかったら、ソトミチくんはそこまでの男前にならなかったと思うんだよね」

　山本さんが打ち明けたその本音は、俺にも概ね同意ができるものだった。俺の長所をたくさん褒めてくれた山本さんがいたから、前に進めたことだってたくさんあった。

「どこまでが美優ちゃんの狙い通りだったのかはわからないけど、結果的には私は、ソトミチくんの男を上げただけの女だったわけで」

　不満や愚痴とは、きっと違う。そういうネガティブな話し方ではなかった。ただ、漠然とした悔しさを抱えていて、山本さんもそこにやりきれない想いを溜め込んでいるのだと思う。

「それでソトミチくんがそんなにいい男になっちゃうのは、ちょっとズルいかも」

　最後に山本さんは、ちょっといたずらっぽい笑みで俺をからかった。

「恩返しはするよ」

「うん。いつか、長い付き合いのうちにね」

　それで今日のエッチは本当の終わりを迎えた。さすがの美優でも最初からそんな計画があったわけではないと思う。でも、俺が他の女の子とエッチすることを許せる理由の中には、そういう要素も含まれていたんじゃないかな。

　山本さんとお別れをしての帰り道に、「長い付き合いのうちに」とさりげなく言った山本さんの言葉が、どうしてか俺の脳内で引っかかっていて、俺はすっかりと暗くなった夜空を見上げながら短い歩幅で自宅へと向かったのだった。











０３．ちょっとかわいい生意気ツインテール









　由佳とのデートの待ち合わせ場所は駅の改札前だった。朝早くの時間を指定された俺は、まだ閑散としたその場所で約束の人を探す。

　何をするかは聞いていない。集合する時間と場所と、それなりのオシャレをしてくることを指示され、俺は命じられるがままにそれなりの身だしなみを整えて家を出てきた。

　とはいえ、夏場なのでどうしたって薄着にはなるし、そこそこ上等なポロシャツを着てきたこと以外は普段と変わりなかった。強いて頑張ったことといえば、美優の助言をもらって自分で眉毛と髪を整えてきたことぐらいか。

『券売機のすぐ横で待ってる』

　由佳からメッセージを受け取ってそちらに向かうと、一人の女の子が目に入った。淡い水色のワンピースに、毛束を分けて巻いたツインテールを下げて、姿勢よくポーチを抱えて立っている。どこから見ても淑女然としているその姿に、俺は思わず誰と待ち合わせをしていたのか忘れそうになった。

「おはよう」

　おそらく由佳であろうその人物に、俺は自信半分に声をかけた。いつもより色の濃い唇と、長い睫毛。ヒールのおかげでさらに伸びた背丈に、いつもは感じない大人の色気があって。このとき俺は、素直にこいつを可愛いと思ってしまった。

「なにぼーっと見てんの」

「あ、いや。待たせて悪いと思って」

「別にそんなに待ってないけど」

　由佳はどこか緊張した面持ちで、ポーチから乗車券代わりの電子カードを取り出す。これまですべての告白に失敗してきたとのことだが、デートをしたことはあるのだろうか。

「んじゃ行くわよ」

「行くってどこに？」

「どこって──」

　改札に向かおうとしていた由佳が、立ち止まって振り返る。

「遊園地に決まってるでしょ」

　そんな風に断定されても、俺は今日の予定の一片すら聞いてないんだが。

「予定が決まってるなら、ひとまず安心したよ。俺は金だけ用意があればいいんだよな？」

「お兄さんは身ひとつあればいいの。あとは私に任せなさい」

　由佳はいつもより控えめな声で、しかし断定的にそう答える。一応は俺に何も告げていないことを前提でデートプランを考えてくれているみたいだ。しかし、遊園地ってアトラクションを何度も行き来する場所なのに、踵の高い靴を履いてくるのはどうなのだろうか。由佳も由佳なりにお洒落を頑張った結果みたいだからダメと言うつもりはないけど。

「足が痛くなったらすぐに言えよ」

　由佳がまた改札に向かって歩き始めたので、俺は早足で横に並んだ。

「平気だって。今日のために歩く練習してきたんだから」

　由佳はムスッとしながらも、どこか気恥ずかしそうにして駅のホームへと歩き出した。学生にとっては休日の今日も、社会人たちは出勤のために朝から電車に乗る。俺たちはスーツの男たちに囲まれながら、地元では比較的有名な遊園地へと電車で揺られていった。

「そうやって髪を巻くのは流行りなのか？　美優も遥もよくやるよな」

　一緒に出掛けた回数はまだそう多いわけではないが、美優も遥もオシャレをするときは髪を巻いている印象が強い。あの二人はロリコスが趣味だから、ゆる甘な髪型を好んでいるだけとも考えられるけど。

「美優も遥もしてるんだから、お兄さんもこっちのほうが好きなわけでしょ」

　由佳は愛嬌のない顔で巻いた髪をクルクルと弄る。俺の好みに合わせたのか。好意を感じるのに微妙に嬉しくないのは、いつものまっすぐ伸ばしたツインテールを俺が好きになってるからかな。

「その髪型も似合ってるよ。服にもよく合ってる」

「はいはい。そうやって女の子を誑かしてるわけね」

　なおも髪をいじりながら、由佳は窓の外に目を向ける。可愛げがないのは元からなので、それほどイラッとはこない。とはいえ、ここまで褒め言葉を素直に受け取らないやつだったかな。

「──っと」

　停止信号を受信した電車が急な減速をして、吊り革を掴み損ねた由佳は手を落ち着ける場所がなく俺に掴みかかってきた。それなりの衝撃はあったものの、細身で無駄な肉がない由佳の体は身構えていたよりずっと軽かった。

「あ、ありがと。思ったより力あるのね」

「バイトは力仕事だったし、筋トレもしてたからな」

　そして、それ以上に最近は、体力を使うことが多かった。まともに鍛えている奴らほどではないにしても、以前に比べればだいぶ力がついたほうだ。

「そう」

　由佳は電車が平常速度で動き出しても、しばらくは俺にひっついたまま静かにしていた。慣れないヒールで足元を不安定にしていたので、俺としても無理されるよりは掴んでもらってたほうが安心する。

　とても静かな時間だった。停車する電車のドアから人が出入りするたびに、俺が由佳を引っ張って移動すると、由佳は俺に促されるがままについてくる。文句を言うどころかお喋りすらなくて、俺たちは遊園地の最寄り駅に着くまでずっとそうしていた。

　さて、もうここまで来たら、いい加減にコイツを心配してもいい頃合いだろう。由佳はこんなにお淑やかな性格では決してないし、いつかは俺も由佳にこうあってほしいと思ったけど、今ではあの破天荒さが好きになってしまっているからこのままでは困るのだ。

　駅から入園口に向かう道中で、長い脚のわりに短い歩幅の由佳にペースを合わせながら、俺はこの状況の分析に頭をフル回転させていた。ダサいようで人には言えなかったことだが、我々非モテ男子──俺の場合は過去形になりつつあるが──は女の子と仲良くお話するためのテクニックなどを、怪しいメルマガに登録して調べたりすることもあるのだ。その中にはこうして女の子が黙り込んでしまったときの対処法なども書いてあった。

「由佳はどんなアトラクションに行きたいんだ？」

　話の切り出しは前向きに。これからのデートを楽しみにしていることを匂わせつつ話を進める。

「人気の乗り物から回るつもり。待ち時間が少ないところはご飯までの調整とかに使えるし」

　由佳は山本さんみたいに大胆なスキンシップをしてこようとはせず、微妙に間の空いた距離を保ちながら、前だけを見て話をする。顔色はいいし、元気そうではある。であれば、体調が悪いのかと聞いてはならない。それはつまらなそうに見えるのを相手のせいにしてしまうことになる。

　故に、確証が持てるまでは平常通りに接するのが正解。さりげなく休憩を多めに取っておくぐらいがベストな選択肢だ。

「で、由佳はどうしてそんなに静かなんだ？」

　俺と由佳は恋人同士でもなければ、付き合うためにデートをしているわけでもないので、気になったことはストレートに聞く。先ほどまで述べたあれこれは真剣に交際を考えている人のためのテクニックであって、すでに恋人のいる俺からすれば知ったことではない。

「慎ましやかって言いなさい。……デートなんだから、こう、雰囲気は大事でしょ」

　節々に本性が見えつつも、やはり由佳はデートらしい振る舞いを意識しているようだった。恋人らしいエッチを熱望している由佳にとって、これは道理に適った姿ではある。

「由佳の好きにさせるつもりで来てるから構わないけどさ。本音を言えば、俺はいつもの由佳とデートがしたいよ」

　仮にこのままの雰囲気でデートを続けて、エッチを始めたとしても、それは由佳としているとは言えない気がする。結果的に欲しいものが得られたとして、由佳もどこかで後悔してしまうのではないだろうか。

　俺もずっと由佳に付き合ってやれるわけではないし、いつかは由佳も別の誰かに恋人らしいセックスを求めるのだ。これだけの容姿でありながら告白にすべて失敗するような由佳が、簡単にラブラブな関係を手に入れられるとは思わないし、迷走の果てに若い体を欲しがるだけの男をとっかえひっかえするそうになったら、それこそ昔のハルマキさんの二の舞だ。

「みんなそうやって言うんだから。どこが気に入らないってのよ」

　由佳は拳を内向きに腰に当てて俺を睨みつける。

「デートの準備もするし、お洒落もするし、お淑やかで理想的じゃないの」

「本筋に答える前に理想的な女の子とやらについて突っ込んでおくが、美優を知っている俺にその言葉のハードルは高いぞ」

「うぐっ……残酷なほど返す言葉がないわね……！」

　その辺の男子ならともかく、美優という完璧な美少女を恋人にしている俺にとって、理想的な彼女の姿とはあのレベルより下にはないのだ。俺が偉そうに自慢することでもないが、そう簡単にそこいらの女子が辿り着ける領域ではない。

「大体な、由佳とデートするって決めたような奴が、いまさら普通の女の子ヅラされて喜ぶわけないだろ」

　由佳に興味を持ってしまうような男は、俺と同じくあの天真爛漫さに好感を持てる段階まで脳が蝕まれている。そんな連中が普通の女の子らしさを由佳に求めるわけがない。

「そう言って、みんな最後は『やっぱり大人しい子がよかった』って離れていくのよ」

　由佳は恨みを吐き出すようにブツブツと呟く。

「それはだな──」

　由佳を好ましく思っていた事実に偽りはなかったはず。きっとデートの中で喧嘩でも繰り返して、彼女にするための評価が期待したものと違ったと嘆いただけだろう。

　ただ、どんな経緯があったにせよ、その言葉を由佳にぶつけるのは卑怯だ。普通とは違うことを求めた相手に、結局は普通であることを押しつけたのだから。

「男運がなかっただけだ。由佳の魅力に気づけないような男とは付き合わなくて正解だよ」

「それはマジで私もそう思うわ」

　由佳は腕を組んで深く頷く。

「だからこそ言っておく。俺を他の奴らと同じだと思うなら、このデートも止めたほうがいいぞ」

　このデートの行き着く先に俺と由佳が恋人同士になることはない。それでもなお由佳が俺とのデートにこだわったのは、俺にしかない何かを由佳が求めたからのはずだ。

「それもそうね」

　由佳はケロッと真顔に戻って納得した。

「あんたもなかなか言うようになったじゃないの」

「これについては由佳のおかげだな」

「じゃあそれも貸しで」

「お前な……」

　俺を指差して得意げにする由佳に、俺は嘆息して頭を抱える。由佳らしさは由佳らしさとして、このいちいち評価を下げてくる態度だけはどうにかならないものか。

「あんたら兄妹も難儀なものよね。借りを作ったら返さないと気が済まない性分だなんて。私はそのおかげでお兄さんとデートできるからいいんだけどさ」

　由佳は覚束ない足取りで、しかし先ほどよりは悠々と歩き始めた。俺と美優が恋人関係でありながら、由佳が俺とデートできることに疑問を抱かないのは、これが今までの借りの清算だと考えているからだった。ある意味でそれは間違っていない。由佳がこうなったことに美優が責任を感じてるから今の状況がある。

　俺は美優からも遥からも由佳が抱える問題を聞かされていない。由佳が言うことを聞いて俺がやりたい通りにと言われているだけで、つまりその悩みは俺が気づいて俺が解決してやらなければならないのだ。こうして接していると、悩みなんてあるようには感じないのだが、由佳は自分自身の悩みを自覚しているのだろうか。

「ほら、なにしてんの！　さっさと今日という日を楽しみに行くわよ！」

　先を行っていた由佳が、俺の方を向いて仁王立ちをしていた。そして、前方を振り返って勢いよく駆け出そうとした瞬間、由佳は足をもつれさせて盛大にずっこけた。

「はぁ……」

　その姿を見て、俺は今日一日は由佳に優しくしてやろうと決めたのだった。




「ううっ……えぐえぐ……どうしてこんなことに……」

　入園してすぐに医務室で処置をしてもらい、俺は膝に絆創膏を貼りつけた由佳をベンチに座らせていた。

「服が汚れなくてよかったな。傷も浅かったし」

「昔から転ぶのに慣れておいてよかった……」

「そこは転ばないようにとかできないのか」

　由佳の幼少期なんて大変だっただろうな。ここまで大きく育ててくれた親御さんを労ってあげたい。

「こんなところで燻ってなんかいられないのよ。早く絶叫しに行かないと」

「その手の乗り物が好きなのか。なら、当初の予定通り人気のありそうなところから攻めよう」

　よほどキャラクターに人気のあるアトラクションでもない限り、園内で最も人気なのはジェットコースターだ。俺は遊園地に縁のあるタイプではなかったが、それでもジェットコースターに乗らないと遊園地に来た気がしない。

　待ち時間は四十分。夏休みであることを考えれば短い行列だった。破局しやすいデートスポットナンバーワンで名高い遊園地で、鬼門になるのがこの待ち時間。自分の番になるまでただ立って待つだけの苦行を強いられることになる。俺と由佳はカップルではないにしても、この時間がもどかしいことには変わりなかった。

「待ち時間ってほんと無駄よね。なんで整理券とかにしないわけ？」

「代行業者がのさばってまともに楽しめる人が減るからだろ」

「悪い奴らのせいで世の中が不便になるのね」

「どこの世界もそんなもんだよ」

　由佳はブツクサと不満を述べるものの、態度や声を荒げないので釣られてイラつくことはなかった。どこぞのアミューズメントパークのようにアニメチックな建物が作られているわけでもないこの遊園地には、高速で移動する車体を支える太い鉄骨が並んでいるだけ。身の上話でしか盛り上がれないこの時間だが、しかし、由佳といるのは苦痛ではなかった。

「前から疑問だったんだが、由佳のクラスってどうしてあんなに不健全なんだ？」

「不健全だと思うから不健全なんでしょ。みんな普通に恋愛して普通にセックスしているだけ。特別なのは美優と遥のほう」

　そう言われてしまうと、別に若いうちから性経験を積むことは悪いことではないし、美優には性別問わず惚れてしまいそうになる一面があることを俺は知っている。それでも友人たちの性行為への抵抗のなさは異様だと思うが。

「小学生の頃から、とりわけ仲のいいメンツとクラスが変わらなかったのも大きいけどね。校外学習のお泊まりで、とある女子生徒の体を使って保健体育の勉強をしたことからすべては始まったの」

「致命的に原因があるじゃないか……」

　やはりこいつらは不健全だ。もはやそれを疑うことはない。

「この歳の女の子って相手が年上なら冴えない男とも平然と付き合っちゃうの。そういうのに騙されないための知恵にはなってるから」

「その年上の俺に出会って数分で誘いをかけてきたのが由佳の友達じゃなかったか」

　初対面の俺に向かって乱交しようと持ちかけてきたときは、さすがにあの子たちの将来を心配したものだ。

「美優の兄というステータスを舐めすぎ。学校にいなきゃわからないのも無理はないけどさ」

「学校じゃ無愛想にしてそうなのに。人気者だよな」

「お兄さんの前でも無愛想だったんじゃないの？」

「それは……そうだな……」

　美優は今だって平時は無愛想だし、そんな中でふとしたときに見せる愛らしさがあるのがいいのだ。もしかしたら、学校でもそうした姿を見せることがあったのかもしれない。いつだか話に聞いた優花里という少女も、美優の意外な優しさに触れて惚れ込んだわけだしな。

　そんな他愛ない会話をしているうちに、ようやく俺たちの番が回ってきた。入場口に垂らされていた太いロープが上げられて、俺たちは一番前の席に並んで座る。

　安全バーを腰まで下げると、由佳が俺の手を握ってきた。その重ねられた手には、俺の手首をねじ切るつもりなのかと思うほど強烈な力が込められていた。

「由佳、さすがに痛いんだが」

「我慢しなさい。あともっと何か話して」

　ジェットコースターを発進させる合図が鳴り響き、ガタンと揺れる車体。由佳の顔が青白く変わっていく。

「由佳、お前、まさか……」

「いいからなんでも話して。お気に入りのＡＶについて語ってもいいから」

「デートでそんなことを話すカップルがいるか」

　傾斜四十五度の鉄骨の坂道を、俺たちはゆっくりと登っていく。由佳の体は小刻みに震え始め、唇を噛みしめるその顔からは完全に血の気が引いていた。

「答えろ。どうしてそんなに怖いのにジェットコースターに乗った」

「バカね。絶叫マシーンよ。絶叫するために乗らなきゃなんのために乗るの」

「そこまで自分を追い込むことないだろ……！」

　たまにズル賢くなるので忘れていた。こいつは根本的にアホなのだ。やがて頂点へと辿り着いて見えてきた、その絶景の中にジェットコースターが飛び込もうと角度を下向きに変える。

「あ、待って。これ死ぬ。待って止めて！」

「落ち着け、由佳。逆に考えろ。ジェットコースターが派手にすっ飛んで爆発でもするイメージを持てば逆に大丈夫な気がしてくるはずだ」

「するかっての!!　もういいから！　後ろに下がって！　ギブ！　ギブ!!」

　そんな由佳の懇願も虚しく、車体がいよいよ前傾斜の限界にまで至ると、ジェットコースターは無慈悲な体感垂直落下を敢行したのだった。

　──ギャァァァアアアアアアア!!

　隣から断末魔の叫びが聞こえてくると、そう思っていた。しかし、コンクリートを面にして迫ってくる景色と暴風の中、俺が隣の座席から感じたのは、俺のほうが悲鳴を上げたくなるほど手に指を食い込ませられる痛みだけだった。由佳は目をギュッと瞑って縮こまっていて、早くこの地獄が終わらないかと祈っている。

　俺も絶叫マシーンに乗ったらできるだけ騒ぎたいタイプなのだが、由佳が心配で目が離せなかったので結局は俺も声の一つも出さずに終わってしまった。

　降車位置にまで戻ってくると、由佳はようやく顔を上げて周囲をキョロキョロと見渡した。そして、スタッフの指示に従って安全バーを上げ、ヨタヨタと歩いて俺の服を掴んできた。

「死んだかと思った……」

「ちゃんと生きてるよ」

　ジェットコースターが怖い人なんて珍しくもないけど、ここまでボロボロになった奴を見るのは初めてだな。

「これでこそ絶叫マシーンって感じだったわね」

「絶叫どころか外部情報を全部シャットアウトしてただろ」

「い、いけるときはいけるのよ。今回は出ないパターンだっただけで」

「そうか。とりあえず、頑張ったな」

　左手にはまだ鈍い痛みが残っているけれど、この痛みと引き換えに由佳の恐怖が少しでも和らいだのならよかった。

「んじゃ次は絶叫迷宮ね」

「それオバケ屋敷だぞ？」

「知ってる。でも、人気のとこから攻めるなら、次はそこでしょ」

「待て」

　この流れだと由佳は絶対にオバケが苦手なタイプだ。そして悲しいくらいアホの子だからそれをわかってていこうとしているに違いない。

「せめてどこか緩いアトラクションを挟んでからにしよう」

「正気？　お兄さんは温泉に入る前のかけ湯が済んだら露天浴場で涼むの？」

「そうやって微妙に反論できない理屈をゴリ押しするのはやめないか」

　まずもってアレがかけ湯のレベルだったとは思えないのだが。待ち時間も短いわけではないし、そこで落ち着いてくれることを願おう。

　俺たちはまた長い行列の最後尾に着いて、ボロいままの壁を残した第二の絶叫施設へ並んだ。この絶叫迷宮は文字通り、内部が迷路のように入り組んでいて、グループ単位で入場した客が鉢合わせする可能性もある珍しいタイプのオバケ屋敷だ。内装は廃病院などのコンセプト物ではなく、ファンタジー映画にでも出てきそうな純粋な迷路になっている。

　３Ｄマッピングなどの新しい技術を導入していて、そこにあるはずなのに通れる壁があったり、何もない場所から音が聞こえてきたりと、かなりの力の入った演出が盛り込まれているらしい。オバケ屋敷は怖くないからつまらない、という層も獲得することに成功した、次世代に続くこの園の目玉アトラクションだ。

「迷子になって人が出てこなかったらどうするつもりなのこれ」

「時間が経つごとに案内表示が出たりハズレ道の壁が塞がれたりして、簡単になっていくみたいだぞ。それに加えて脅かし役のスタッフが出口に追い込むとか」

「最後のはあんまりありがたくないわ……」

「怖すぎて進めなくなった人用に非常口も多くあるから、とにかく冷静にな」

　俺も女の子と遊園地になど来たことはないが、オバケ屋敷はやはり相方が怖がってくれたほうが楽しいものなのかな。

　美優がオバケを怖がる姿なんて想像できない。それはそれでギャップに萌えるけど。山本さんは怖かろうが怖くなかろうが、可愛らしい悲鳴を上げてひっついていそうなので、やはり男の夢と理想が詰まっている人だな。

「次のグループで入って、事前説明を挟んでから本入場だな。心の準備はできてるか？」

「できてようができてなかろうが、行かなきゃいけないんでしょ。なら行ってやるっての」

　誰も強制していないのに謎の覚悟を決める由佳。ここまで一時間近くも待っているわけだから、いまさら引き返すというのがもったいない気持ちはわかる。

「言っておくけど、私は別にオバケなんてものを信じてるわけじゃないから」

「ああ、そうなのか？」

　たしかに、由佳はどちらかといえば堅実なタイプだ。非科学的なものをここまで怖がるのは、少し意外だったりする。

「同じホラーでも、雰囲気で怖がらせるタイプと、驚かせて怖がらせるタイプがあるでしょ。私はビックリ系のホラー映画とかが苦手なの」

「なおのことオバケ屋敷に向いてないんじゃないか」

　まあこうなったら仕方ない。気弱な犬の散歩でもするつもりで、しっかり手を握っておこう。入場前からガッチリと由佳が俺の手を掴んでいるので、傍から見たらさぞ仲のいいカップルに見えていたに違いない。

　客を待機させるための廊下を五分に一度のペースで前進し、やってきた事前説明の部屋で四十人ほどが席に座った。そこで基本的な進み方と諸注意を聞かされ、複数設置された迷路の入り口に立たされると、それぞれ迷路の中に案内される。

　入場と同時に渡されたペンライトを手に、俺たちは薄暗い闇の中へと放り込まれた。大量の手形や赤黒い傷跡がついた壁が、狭い通路を作っている。この圧迫感も恐怖を駆り立ててきていい塩梅だ。３Ｄマッピングはホログラムみたいに完全な立体を作り出せるわけではないのだが、この薄暗さが手伝って本物の壁に近い質感を得られている。

　行き止まりに着くと、そこには冒険者が書き残したような紙切れが置いてあって、そこに出口に向かうためのヒントが書かれていた。『パアク伯爵の絵を見すぎるな！』とか、禁止されるとしたくなる人間の心理をよく突いている。おそらくは絵画だと思っていた映像が急に変化したり、立ち止まった客をスタッフが脅かしにきたりするんだろうな。

「……楽しんでるか？」

　例によって会話はなかった。それどころか由佳はここでも目を瞑っていて、俺が手を引く力の向きを頼りにヨタヨタと歩いているだけ。

「怖くなると、無口になるんだな」

「怖くない。目を開けたら何かいそうで嫌なの」

　それを怖がっているというのではないか。オバケを信じている人と何が違うのだろう。

「危ないから、目だけでも開けてくれないか？　また転んだりしたら足に悪いし」

「わかった。周りには何もないのね？　てかお兄さんが目の前に立ってて」

「はいはい」

　由佳へのお姫様接待にもだいぶ慣れてきた。中身がポンコツだとわかっているせいか、このワガママな態度にも愛嬌を感じてしまっている自分がいる。俺もだいぶ毒されてるな。

　俺が由佳の前に立って肩を叩くと、由佳は片目からうっすらと瞼を上げた。そうして確かに俺が見えることを確認すると、由佳はまず俺にガシッと抱きついてきて、それから周囲の様子を見渡した。

「気味の悪い場所ね」

「オバケ屋敷だからな」

　俺はわかってたはずの事実をいちいち掘り返してくる由佳の愚痴を聞き流しながら、メモに書いてあった通りに壁の記号を解読して進んでいく。

　ヒントは大抵は行き止まりに置いてあり、それを読みさえすれば脱出するのは簡単だ。だが、メモを読み終えたあとに元来た道を戻ろうとすると、行き止まりで誰もいなかったはずの場所からガタン！　と音がしたり、壁一面が血のような赤に急に染まったりして、次第に蓄積された恐怖がヒントを読みに行くのを拒むようになってしまうのだ。

「手を離したら許さないからね！」

「わかってるよ」

　これまた俺のほうが叫び声を上げたくなるほど強く握られた手に、俺もそろそろ出口が見えてくるのではないかと思い始めていた頃。Ｔ字路に差し掛かったところで、右側の通路からゴトッと硬いものを落とすような鈍い音が鳴った。

　ビクつく由佳をたしなめながら、俺が先行してＴ字路の右側を確認すると、そこには一人の女性が同じようにこちらを覗いていた。どうやら他の客と鉢合わせになったらしく、俺は相手に軽く会釈だけをした。

「ふん。脅かすんじゃないっての」

　由佳が通りがかっただけの罪のない女性に毒づいた。その直後。鉢合わせになった女性の首が、ストンと落ちて床に転がった。

「えっ……」

　由佳の口から漏れた、息の詰まるような声。それをかき消すように、ケタケタと無気味な笑い声が、もげた女の口から通路内に響き渡った。

「ギャァァアアアアアアアア!!」

　ようやく発せられた由佳の絶叫。その声は、俺を置き去りにして遠のいていく。ここにきてまさかの猛ダッシュだった。

「待て！　由佳！　迷子にだけはなるな!!」

　呼びかけてもパニック状態の由佳に届くはずもなく、俺はこの迷路の中で人探しをするハメになった。幸いにも出口が近かったので、俺は由佳と離れてからまだ通っていない通路に引き返し、そこに由佳がいないことを確認してからアトラクションの外に出た。

　由佳は外のベンチでめそめそと泣いていた。こいつはどうしてこんなにアホなのだろう。そして、俺はどうして、こんなにポンコツで身勝手な女を嫌いになれないのだろう。

「あんな脅かし方するなんて聞いてない……」

「教えたら怖くないからだよ」

　由佳は涙を拭いていたハンカチをポーチにしまうと、そこから園内地図を取り出して広げた。

「ううっ……次はどこに行くの……」

「め、飯でいいんじゃないか」

　あれだけ怖い思いをしてもへこたれないのはさすがというか。このバイタリティだけは俺も尊敬している。

　時間も頃合いだったので、俺たちはレストランに入ってお昼にすることに。レストランといっても先に席を取って、注文したら番号札を渡されて待つようなスタイルのお店だ。由佳が目ざとく空きそうな席を見つけてくれたので、ほとんど待つことなく俺たちはランチにすることができた。

「今日は、デートっぽい、かな……？」

　由佳が頬を指でかきながら照れ臭そうに訊いてくる。

「思ってたよりはデートっぽくなってるよ」

「そ、そっか」

　由佳は恐怖のせいで頭がやられたのか少女っぽくなってしまっている。こうしたしおらしいところも嫌いではない。

　それはともかくとして、俺は由佳の足が気になっていた。捻ったりはしていないようだが、どこか足を引き摺るそぶりを見せていて、よく観察してみるとベルトが擦れるところの肌が赤くなっていた。もっと楽な靴を履けと言いたいところだけど、これだけ頑張ってくれている子を落ち込ませたくはない。

「次に行くところは俺が決めてもいいか？」

「え？　な、なに、行きたいところあるの？　なら早くそう言いなさいって」

　俺がデートに積極性を見せたからなのか、由佳は途端に元気を取り戻した。現金な分だけ扱いやすいヤツだ。

　俺はできるだけレストランに近く、かつ面白そうなアトラクションから先に回れるよう、地図を見ながらルートを考える。できるだけ足の負担が少なくなるように移動ができることと、途中に休憩できるカフェがあることを条件にすれば、自ずと回る順番は決まった。

　本格的に作り込んだアトラクションとしては、光線銃モチーフの武器を渡されてクルーザーで回るものがあったり、水上ボートで人工の湖を駆け回るものがあったり。外に設置されているものではティーカップやメリーゴーランドなどのいかにもなアトラクションが多く、それを由佳が「カップルっぽい！」とせがむので乗ることになったり。

　途中で計画変更しながらもなんだかんだでデートらしい時間を楽しんでいた俺たちだったが、由佳が足を痛そうにするのがさすがに見過ごせなくなってきた。

「由佳。次はそこのカフェに入るぞ」

「また？　さっき休んだばっかでしょ」

「いいから。適当に空いてるベンチでもどこでも座れって」

　俺が強引に休ませようとするので、さすがの由佳も何を意図しての発言なのか気づいたようだった。場所代としてアイスコーヒーを二つ買って、俺と由佳は丸テーブルを囲んで座る。

「こんなの平気なのに」

「痛いの庇って変な歩き方してただろ。ちょっと見せてみろ」

「あっ、ちょっと、ッ──！」

　すでに過剰なまでのスキンシップを取ってしまっている関係なので、俺は失礼だと思うこともなく由佳の足を触って傷のほどを確かめた。案の定、ベルトの跡が真っ赤に腫れている。

「絆創膏はないのか？」

「ない。ないし、この靴だと見えるから可愛くない」

　由佳は靴を脱いだ足をパタパタとさせて、不満げながらもカフェに入る前よりは色いい顔に戻っていた。しきりに足の指を開いては閉じて、よほど窮屈だったと見える。オシャレは我慢とは言うが、我慢のしすぎもよくない。

「絆創膏が見えてたって由佳は可愛いよ。いつも元気なのが由佳の取り柄だからな。多少の怪我ぐらい愛嬌みたいなもんだよ」

「それって、褒めてんの？」

「褒めてるよ。少なくとも俺はそういうところが由佳のよさだと思ってる」

「へ、へぇ……」

　由佳はいつもみたいに鋭く言葉を返してはこなかった。ただやりづらそうに、口をモゴモゴさせている。由佳には叱るような言葉を浴びせるより、褒めて前を向かせる方が効果的だな。

「駅で会ったとき、素直には言えなかったけど。由佳がそんなにキレイになると思ってなかったからびっくりしたよ。その印象は今でも変わってない」

　女の子のオシャレは褒められるまでが仕事。その役目さえ終えてしまえば、あとに残るのは実用性だけ。

「俺に言われて嬉しいかはともかくとしてだ。彼氏役をやってる身としては、由佳の可愛さは充分に感じてるよ」

　これは本音だった。認めるのは悔しいが、俺がこんなにもわがままで理不尽な少女に、男として魅力を感じてしまっているのは事実なのだ。

「ここで由佳を見てた他の奴らも、みんな可愛いって思ってたはずだよ」

「他の人とかどうでもいいから」

　黙っていた由佳が口を開いた。

「も、もっと言って」

　由佳は頬だけ緩みきった状態で、しかし褒められ慣れていないせいでガチガチに固まった、なんとも言えない顔をしていた。面白いのでもっと褒めてみよう。

「今日のデートだって、たぶん由佳が考えてる以上に俺は楽しんでるよ。由佳といるとこっちも元気になるし、可愛い子とデートができて嬉しくないはずがないからな。足のことについては、俺にも非がある。ヒールがつらそうなのはもっと前から気づいてたけど、似合ってたから黙ってた」

　意識的に褒めようと思って並べた言葉だったが、口にしてみると、どれも本心だった。根がいいやつ、というのとは少し違う。こいつは根っからダメな部分があるし、その上で横柄で不真面目なのがこの由佳という女。ただ、その突き抜けたエネルギーが、そんな悪い面さえも魅力的に思わせてしまう。ある意味では、少年漫画の大悪党に似ているのかもな。

「そそそ、そういう……とは…………早く……」

　小声で呻くように喋る由佳。「そういうことはもっと早く言いなさいよ」と言いたいのだろうが、口元の緩みのせいで上手く喋れていない。少し褒めすぎだったかな。

「だから、残りの時間を楽しむためにも、もう少し楽な格好をしよう、な？　コラボショップならスニーカーとか置いてあるかもしれないし、絆創膏だってお土産用でもなんでもあれば買うか救護所でもらうかしてくるよ」

「そこまで言うならしょうがないわね。まかせてあげる」

「おう。まかせとけ」

　それから俺は由佳をカフェで待たせて、適当な靴と絆創膏を見繕った。ショップも近くはなかったのでなかなかに骨は折れたが、相手が誰であれ望まれることをするのは気分がいいものだった。

　靴の値はそれなりに張ったものの、入場券は由佳が二人分をまとめて買ってしまったので、その分のお返しだと思えば痛くない出費だ。カフェに戻って由佳に応急手当てを施し、スニーカーを履かせてヒールを箱に仕舞う。

　ぴょんと椅子から立った由佳は、急に目線と足の高さが低くなったことに混乱しつつも、痛みから解放されて顔色は格別によくなっていた。水色のワンピースが爽やかな装いだったので、俺からするとむしろ前より好ましい格好だった。

「由佳ってやっぱり美人だな。なんでモテないんだ？」

「ちょっ、さっきからそんなに褒めて！　なんて言えばいいのかわからないんですけど！」

　そうして最後は逆ギレをしてくる。可愛げがなくてとてもよろしい。

「悪い、ついな。嘘は言ってないよ」

「ついってなについって。嘘は言ってないとかそういうフォローはいいから。後で覚えておきなさいよ」

　調子を取り戻した由佳は俺に靴箱を押しつけて駆け出していく。次にどこに行くかまだ話してないけど、足の心配もなくなったし好きにさせてやるか。

　女の子を口説くことなんてしたことはなかった。さっきのだって、口説いたというよりはからかい半分に近い。それでも、女の子を褒めて喜んでもらえるというのは、これまでに感じたことのない気分のよさがあった。

　あるいはそれは、ただの優越感だったのかもしれないけど。俺も怖がってばかりいないで、もっと女の子が他人には触れさせないような、深いところに踏み込んでみてもいいのかもしれないな。

　帰ったら、美優のこともたくさん褒めてあげよう。テンションが上がったときしか褒めてやれてないし、俺が普段から感じている美優の魅力を伝えておきたい。たぶん、喜んでくれると思う。

「ほら、もっと私をちやほやして、ちゅーとかしてもいいから！　イチャラブなデートをしなさい！」

　どうしても俺とイチャイチャしたい由佳は、人目も憚らずに大声でそんな注文をつけてきた。

「善処するよ」

　俺は独り言のように返事をして由佳を追いかける。そういや、美優と恋人としてデートしたことはなかったな。これまでの俺はなされるがままだったし、できるだけ俺から切り出してやりたい。

　でも、どうやって誘えばいいんだろう。その前に本番エッチをするのが先かな。常識的に考えると、デートよりセックスが先だなんて無茶苦茶だけど、俺は付き合うまでの過程が特殊だからな。俺はこれまで関わった女性の全員と、まずエッチをするところから関係が始まっている。そのせいで、普通の人が普通にしていることが、まったくわからない。

「由佳は友達と遊ぶとき、どんなところに行ってるんだ？」

　美優はあれで引きこもり体質なので、由佳と遥以外とはそれほど遊ぶことはないはず。こうして聞いておけば、デートのヒントが得られるかもしれない。

「なんで？」

「いや、ふと気になっただけなんだけど」

　俺がそんな下手な話の逸らし方をすると、由佳がキッと鋭い眼をこちらに向けてきた。

「あー！　美優のこと考えてたでしょ！　デートの最中に他の女の話をするなんてサイテー！　信じられない！」

　由佳は水を得た魚のように俺を非難する。しかし、これはどう考えても俺が悪いな。

「すまん、詫びる」

「とーぜん詫びなさい」

　由佳はスマホを取り出してメモ帳を開くと、そこについ先ほど起こしてしまった不祥事を書き込んで俺に見せてきた。

「これまでの詫びと貸しを合わせてもう五百ポイント超えてんの。奴隷よ奴隷。今夜は美優といるときよりイチャイチャしてくれなきゃ許さないから」

「それは頑張るけど。奴隷とイチャイチャして楽しいのか」

「楽しいに決まってるでしょ。アホなの。大事なのは客観的な事実ではなく、私がどう思うかよ！」

「なるほど納得した」

　五百ポイントの算出方法が気になるところだけど、今回ばかりは素直に従っておこう。由佳といるのは楽しい。人を幸せにするにはまず自分からと言う。自分が幸せになることに長けている由佳は、ある意味で誰よりも人を幸せにできる可能性を秘めているのかもな。

「マズいな……俺、由佳のことが好きかもしれない」

「それのどこがマズいってのよ」

　由佳は恨めしそうに俺を睨みつける。

「常識的に考えたらマズいんだよ。由佳のことが一人の女の子として好きなんだ」

「は？　え？　なな、なななに、言ってんの？　ゆ、ゆゆ、ゆか？　ゆうか？　優香？　だ、誰なのそれ？　また違う女の話？」

　由佳は盛大に吃って慌てふためいた。どれだけ好意を向けられることに慣れてないんだこいつは。

「由佳だよ。俺の半径一メートル以内にいて、遊園地でデートしてる、足に絆創膏を貼りつけたツインテールのことだ」

「そんなの、もう、私しか、いないんですけど」

「だからそう言ってる」

　俺が断言すると、由佳も観念して自分への評価を認めたようだった。そして、勢いのなくなった由佳は、俺の背中に隠れるようにして腕にひっついてきた。

「どうして私のことなんて好きになるのよ」

　由佳は愚痴っぽくそう溢した。照れてる様子でも、怒っている様子でもない。

　この反応はさすがに予想外だったな。由佳は美優にも男にも好かれたくて頑張っていたはずなのだから。

　この矛盾した言動は、情状酌量の余地もないような悪事に及んだ際の、あの無謀で強情な由佳にどことなく雰囲気が似ている。このあたりが由佳の急所か。

「なんで好きなのかは俺にもわからない。わからないことは、考えても仕方ないだろ？」

「そ、そうね！　無駄な時間を過ごしている暇はないわ。私たちにはまだ、ラブラブホテルという最高のアトラクションが残されているのよ」

「ラブホを遊園地扱いするんじゃない」

　ラブホテルって学生同士でも入れるのかな。たしか公的には禁止されているはずの場所だが。

「満室だったらどうするんだ？　ラブホって予約できなかった気がするけど。ビジネスホテルにでもするか？」

「待ってでも入る。年確されたらされないところに当たるまで回る」

「なぜそこまでラブラブホテルにこだわる」

「ラブラブホテルだからよ。これからセックスしますって公然と宣言して入る感じがいいんじゃない。あと、お風呂の広さが断然違う」

「決意が固いな」

　正直なところ、最初にラブホテルを経験する相手は美優がよかった。しかし、由佳にも山本さんにも好きにさせていいと言われている以上は、何かしらは犠牲になることを覚悟していた。

　それでいい。大切なのは俺個人のこだわりではない。最後には美優と幸せになること。何も気兼ねすることのないイチャましい人生を歩めるよう、どんな小さなことでも全力で取り組んでいく。由佳とセックスすることも、山本さんとセックスすることも、俺が美優と純愛を育むための一つのイベントでしかないのだ。

「いいか、由佳。俺たちはイチャイチャするには非常に不向きな関係だ。だからまず、この距離感を変えるきっかけが必要になる」

「大いに同意できる話ね」

　由佳は俺の話に耳を傾けて何度も頷く。

「この問題に対し、俺は一つの答えを持っている」

「聞こうじゃないの」

「恥じらいを持つんだ。由佳が」

「持ってますけど!?」

　こんな花も恥じらう乙女を捕まえて何をおっしゃるとブーイングを浴びせてくる由佳だったが、要するに褒めると照れるその愛らしさはイチャつくに値すると説明したら納得してくれた。

「具体的に何を変えたらいいわけ？」

「由佳が変わる必要はないよ。ただ、ちょっとしたお願いがある」

　これは俺にとっても、ようやく得ることのできた確信。遥やハルマキさんたちと出会って初めてわかったことだった。

「今日一日の、どこか一回だけでいい。俺のことを好きだって言ってほしいんだ」

「私はお兄さんのこと好きだけど？」

「知ってる。それでも言ってほしい」

「はあ。まあ覚えてたら言ったげる」

「よろしくな」

　由佳は俺のことが好きではない。いや、好きではあるのだが、それは女が男に向ける好意とはまったくの別物なんだ。好きであるべきだと思ったから好きになったとか、そんな経緯で生まれた感情でしかない。

　きっとその『好き』を持て余したまま由佳と仲良くしていたら、いつかは俺も、美優と同じ道を辿ることになる。美優が自分では由佳の悩みを解決できないと言った理由がここにあるんだ。

「にしても好きって言うだけで私が恥じらうとかないでしょ」

「それしか思い浮かばなかったんだよ」

「えー、妄想のレベルが中学の男子と一緒」

「悪かったな」

　ニヤニヤしながら俺を馬鹿にしてくる由佳に、俺は悔しさに耐えて真面目に取り合う。美優や山本さんみたいに深刻な悩みがあるのだと思っていた。でも、誰も彼もがそんな特殊な境遇にいるわけじゃない。俺はそんな特殊に慣れすぎていた。

　なにも難しいことを考えることはなかった。こいつの根底にあるのは、やはりアホという概念なのだ。由佳の悩みを解決するのに必要なのは、俺が思春期の相談窓口になってやること。それだけだ。

「いよっし！　お兄さんには由佳ちゃんが考えた必勝告白シチュエーションをお見舞いしてやるわ！」

　片手を腕に掛けて力こぶを作ってから、由佳はスキップで次のアトラクションへと進んでいく。そんな必勝法があったらこれまで凌辱されずに済んでただろ、というツッコミは、入れないでおいた。











０４．ラブホテル、初体験、イチャラブセックスの予定









「それなりに楽しめたわね」

　お土産を両手いっぱいに抱えて、由佳はふわふわのツインテールとワンピースを翻し、遊園地の入退場口を振り返った。俺はあれからも由佳には振り回されっぱなしで、空いてるアトラクションや通りがかったショップがあれば口を挟む余地すらなく連行された。

　元気モードの由佳を相手にするのは尋常ではなく疲れた。ホテルに着いたら一時間ほど仮眠させてもらえないだろうかと、俺は薄い望みを由佳に向けて念じてみる。

「ん、なに。まだ遊びたかったの」

　由佳は申し訳なさそうに低姿勢で視線を送ってくる。違う、そうじゃない。

「遊びすぎて疲れたから、どこかで休めたら助かるなって」

「そうね。晩飯はコンビニで買って、ホテルに直行しましょ」

　由佳は荷物を抱えて駅へと歩みを速める。遊園地の近くではなく、地元のホテルを利用するつもりのようだ。

「いいのか？　外食して休んでからのほうが、ホテルの時間を無駄にしなくて済むけど」

「早く入ったほうが無駄にならなくない？」

　由佳はポカンと問い返してくる。俺と由佳との食い違い。ホテルの利用方法は、二つあるのだ。

「あっ、言ってなかったけど、今夜は休憩のあとそのまま宿泊に入るからね」

「それは聞いてないぞ。デートは一日じゃなかったのか？」

「一日ったら朝まででしょ。オトナのデートなんだから。遊園地のことだって教えてなくてもオッケーしてくれたのに、なんでラブホはダメなの」

　由佳は強く言いきる口調で尋ねてくる。この聞き方をされると言い返すのが難しい。直情的でわかりやすい主張のために、時間稼ぎのための質問すら思い浮かばない。

　会話ベースの議論で物を言うのは瞬発力。その場でなんとなく納得してしまうと、後は相手のペースで流されるまま。それに加えて、小さい要求を呑み込んだ後は次の大きな要求を断りにくくなるという、人間の心理的性質まで突いてくるのだ。本当に根がイヤらしい女だなこいつは。

「……まあ、そういうことなら、美優には明日帰るって連絡しておくよ」

　しかし、そんな言葉の巧さとは関係なく、俺は宿泊を否定するつもりにはならなかった。早く家に帰っても何かが解決するわけでもないし、そもそも由佳から宿泊で入ると言われたときに嫌だという感情が湧いてこなかったのだ。

「ずいぶんと物分かりがいいじゃん」

　同意したのに由佳は怪訝な顔をしている。もう少し抵抗されると思ったんだろう。俺としてもここまでの心境の変化は予想外だった。

「身勝手に振り回されるだけのデートだったら帰ってたよ。でも、今日は楽しかったからな。もう少し一緒にいてもいいかなって」

「はあ、そう。よくわかんないのね」

　由佳は俺の言葉に納得して、頬をポリポリとかいてから、照れとも違う何かを誤魔化すようにそっぽを向いた。

「あんた、男のくせになんで私より身軽なの。荷物を持ちなさい」

「構わないよ」

　由佳は俺と目を合わせないまま、手に持っていたお土産をすべて渡してきた。俺も由佳のヒールを入れた箱などを持っているのだが、難癖をつけずにはいられなかったようだ。それは駅に着いても変わらずで、電子カードを出すのに手間取っている俺にチラチラと目配せをしながらも、由佳は手伝おうとはしてくれなかった。

　褒められて照れているのとは違う。ここまで露骨だと、由佳が無理にそうあろうとしているのがよくわかる。電車に揺られながらも手すりに掴まることのできない俺が、発着時の速度変化で体勢を崩すと、由佳はその瞬間だけアワアワと俺を支えようとして、それをグッと堪えて手を引っ込めていた。そんなに心配なら素直になってしまえばいいのに、何を守りたくて意地になっているのか。

「一個ぐらいなら、持ってあげてもいいけど」

　由佳は目を凝らすように俺を睨んで、手のひらを差し出してきた。

「軽いやつにしてよね」

「助かるよ。なら、これを頼む」

　俺は重量はないけどかさばって邪魔だった靴箱を由佳に預けた。

「ありがとうな」

「ど、どういたしまして」

　俺が感謝を述べると、由佳は気まずそうに目を泳がせた。俺の手を塞いでいる荷物が自分で押しつけたものであることを由佳も自覚している。こんな恩の売り方をされれば誰だって苛立つはずだということも、由佳はわかってやっているんだ。

「なんか、優しすぎるんだけど。逆に私への関心が薄れてるんじゃないかって心配になってきたわ。泣いちゃいそう」

「怒る気にならないのは、わざとやってるのがあからさまだからだよ。それに荷物が多くて困ってる俺を心配してくれたのは、どうあれ事実だろ。その気持ちは嬉しかったから。だから泣くな」

「ううっ……そんなこと言われたら違う意味で泣いちゃうわ……」

　由佳はわざとらしい演技で目蓋を擦る。このめんどくささが、ちょっと癖になってきた自分に危機感を覚えてきた。

「ま、まあ、お兄さんは私のこと好きみたいだし？　これから待ってる甘い甘い男女の交わりにも、期待が高まっちゃってたりするのかしら？」

「そこは特に楽しみにはしてない」

「ここまできたらノリよく優しさを見せなさいよ！」

　気づけば由佳はいつも通りになっていて、アホで自己中な姿がそこにはあった。このやりとりでわかったのは、由佳は自分が主導権を握っているときだけ調子がよくなるということだ。そのためにはある程度の反応を予測する必要があって、由佳がわざとらしく挑発してくるのは、その方が返される言葉を想定しやすいからなのではないかと、頭の端で考察してみる。

「ホテルに着いたらヒィヒィ言わせてやるんだから」

　イチャラブセックスがしたかったはずの変わり身の早い女を、俺は生温かい目で見守りながら、見慣れた駅に降りて荷物いっぱいに後ろをついていった。夏の空が暗くなるほどの刻に、俺は由佳と一緒にホテル街を練り歩き、満室だらけのラブホテルを回ること四軒目でようやく空室を見つけることができた。

「どこも一時間待ちだなんて信じられない……！　おかげで三十分も無駄になったわ！　どんだけセックスしたいのよ世の中の奴らは！」

「この時間は需要が多いんだろ」

　俺も山本さんとエッチをする場所を探し回ったとき、シャワーとベッドが置いてある個室があればどれだけいいかと、そのありがたさを改めて思い知った。学生はもちろん、持ち家のある夫婦でも、会社を経営しているような金持ちでも、密かに欲望を満たせるような場所は欲しくなるもの。由佳ではないにしても、ラブホテルそのものの薄暗い雰囲気が好きな人もいるだろう。

「あ、悪いけど、お金は払ってくれる？　お土産を買いすぎてもうお財布が空なの」

「最初から俺が払うつもりだよ。でも、自分で払う予定だったんなら、もっと計画的に使うか多めに入れておくかしとくべきだったんじゃないか」

　ホテルのエントランスで、俺はパネルの中から無難なモダン調の部屋を選び、発光している四角いスイッチを押した。

「しょうがないでしょ。今日のデートのために全財産はたいたんだから」

「どんだけ楽しみにしてたんだ……」

　もしかしたら、由佳はヒールだけではなく、ワンピースやポーチも新品で買い揃えたものかもしれない。美優や遥のせいで感覚が狂っているだけで、元からデートできるだけの貯金がなかったとも考えられるけど。

　受付で俺は宿泊まで入ることを告げて先払いの会計を済ませた。もとより三人以上で乗ることを想定していない狭いエレベーターに乗り込み、俺は由佳とともに上の階へと上がっていく。指定の階に着くと、予約した部屋の番号がピカピカと光っているのが見えた。

「人生初のラブホテルよ。正直、遊園地にいるときよりワクワクするわ」

「俺は緊張するよ。ついに来てしまったかって感じがする」

　俺には縁のない場所だと思っていた。キモいオタクでしかなかった頃からまだ半年も経っていないのに、とうとう俺もこんな建物に来るようになったんだな。

「いざ、夢のラブホテルへ……！」

　由佳は鍵を差し込んで右に捻り、目をキラキラと輝かせながらドアノブを掴んで引く。その先にあったのは、ドアだった。

「……ドアね」

「二重になってるんだな。間違って開けたときの事故防止とか、防音のためだろ」

「たしかに喘ぎ声とか全然聞こえないのね。密かに期待してたんだけど」

「聞こえてたらこっちも困るだろ」

　俺も他人がしているところを直接見聞きしたことはない。知らない人の生の喘ぎ声なんて聞いたらどんな気分になるのやら。

「私は別に聞かれてもいいんだけど。まあいいや。さあ、今度こそ夢の扉を開くわよ」

　由佳が二枚目のドアを開けると、まず目に入ってきたのは大きなベッドと液晶テレビだった。モダンな部屋を選んだからか、ベッドの上側に例のスイッチ板が置いてあること以外は、ビジネスホテルとそれほど変わらない装いになっている。

「セックスするためのベッド!!」

　由佳はコンビニで買ってきたドリンク類をテーブルに置いて、部屋の中をあちこちと動き回った。こんなに大きいベッドは俺も初めて見た。横に寝てもまだ幅に余裕があるほどだ。クイーンサイズというやつだろうか。

「ビジホよりアメニティも充実してんのね。もう普段からラブホに泊まった方がいいんじゃないの？」

　由佳は部屋に置かれた化粧台を物色して、商品宣伝用の乳液サンプルを眺めながら呟く。

「どっちを選ぶにしても良し悪しじゃないかな。値段はそんなに変わらないし、この部屋で何人もセックスしてるのが気にならないならラブホを選ぶのもありだと思うよ」

「どうせビジホでだってみんなセックスしてるでしょ」

「いらんことを言うな」

　俺も由佳に預けられていた荷物をソファーに置いて、空いたスペースに腰かけた。ソファーも二人用にしては大きすぎるくらいのサイズがあって、その場で行為を始められるだけの広さが取られている。

「そういや、急に泊まりって言われたから着替えがないな。買ってくればよかった」

「いらないっての。私だって持ってきてないし」

　由佳が俺の前で自信ありげに仁王立ちする。

「ラブホテルってのは、行きずりの男女が終電のなくなった夜を過ごすためにあるの。そして本能のままにセックスに及んで、朝には昨日と同じ服を着て家に帰るのよ。それがいいんでしょうが」

「こだわりがあるのは伝わってきたよ」

　言われてみれば、ラブホテルに準備万端でお泊まりするほうが違和感がある。これに関しては由佳の言い分が正しそうだ。

「ところでなんだけど」

「どうした？」

　お互いに身軽になって落ち着いたところで、由佳が会話を仕切り直す。

「セックスってどうやって始めればいいの？」

　由佳から飛び出したまさかの疑問。しかして俺も答えを知らないのだった。

「どうかな。風呂とか入るんじゃないか？」

「風呂！　そう風呂よ！　大事なことを忘れてたわ！　スケベ椅子とかあるかしら……！」

　ウキウキ気分で風呂場へ駆けていく由佳に、俺も気にはなっていたので後をついていく。脱衣所のドアを開けると、透明な壁ごしの風呂場が見えた。

「広い!!　でもマットもローションもスケベ椅子もない!!」

「ないのか。俺も置いてあるのかと思ってたよ」

「フロントに電話すれば持ってきてもらえるかな？」

「さすがに無理だろ」

　マットも特殊プレイの一環だからな。普通のカップルは使わないだろうし、ローションを散らかされたら掃除も大変そうだ。

「とりあえずお湯を入れとくぞ」

「はーい」

　ベッドルームに戻っていく由佳の返事には、すでに風呂場への興味がなくなっていた。飽き性というより、気の移り変わりが早いんだろうな。

　お湯張りはタイマー式で、時間を指定してボタンを押せば自動的に止まるようになっていた。風呂の様子を見にこなくて済むのは、ホテルに入ってすぐに行為に及びたいカップルへの配慮だろうか。

　ボタンを押してから俺はカゴに入っていたバスマットとタオルを持ってきて、手に取りやすい位置に移動させておく。泡風呂用の液体パックなんて物もあったので湯船の端に置いてみた。

「お兄さん！　ヤバいの見つけた！　来て来て！」

　浴室にいた俺に背後から由佳がタックルしてきた。テーマパークではしゃいでいたときよりもテンションが高い。

　脱衣所から出ると、お湯の出る音で誤魔化されていた卑猥な声が聞こえてきた。液晶テレビには裸の男女が後背位で交わる様子が映し出されている。

「ＡＶが映った！　アダルトビデオが映ったわ!!」

「繰り返さなくてもわかるよ」

　俺は由佳に促されるままにベッドの縁に座り、並んでＡＶを鑑賞する。俺も誰かと一緒に観るのは初めてだ。さすがの由佳が相手でも、女優の喘ぎ声だけが室内に響くようになると気まずくなってくる。

「これね、メニューボタンを押すと、好きな作品を選べるようになってるの」

　由佳がリモコンのメニューボタンを押すと、パッケージがずらっと並んだ選択画面に切り替わった。それから由佳はそのリモコンを俺の手に委ね、期待の眼差しで俺を見つめてくる。

「選んで」

　絶対に言われると思った。自分の性癖をこんな形で暴露することになるなんて。俺も空気が読めないわけではないから断りはしないが、美優に報告とかされたら余計なイメージを与えかねない。……いや、そういや美優には俺のお気に入りのＡＶもエロアニメも全部バレてるんだったな。

「俺は内容よりも女優で選ぶんだけど」

「御託はいいから選びなさい。どうせ背が低くて巨乳の女が好きなんでしょ」

「どうせとか言うな。それに年下系が好きなのは二次元の話であって、現実では普通にキレイな人が好きだよ」

「あのエロ女みたいに？」

「山本さんだって」

　みんなしてエロエロちゃんだとかエロ女だとか失礼な。否定できないぐらいエロい人ではあるんだけど。

「俺を家に呼んだってイメージだけでエロ女とか決めつけるもんじゃないぞ」

「いや遥から写真も見せてもらったわさ。あのエロい巨乳を相手にセックスしなかったとかあんた聖職者かと思ったわよ」

「それは…………うーん……」

　もはや何も言い返すことができず、俺はリモコンのボタンをポチポチと押してページをめくっていく。しばらくは見たいようなそうでもないようなタイトルが続き、ようやく目についたのが『受験勉強にきた真面目な眼鏡っ子が図書館でレイプされる！　閉館しても終わらないアクメ地獄！』という非常にわかりやすく性癖を突いてくるものだった。由佳が無言で急かしてくるので、俺は決定ボタンを押して映像を再生する。

「女優で選んだんだよ」　

「露出プレイが好きなんでしょ」

　場面は女優が図書館で本を選んでいるところから始まり、エキストラの男優たちから見えない本棚の物陰で、主役男優が女優の口を手で塞いで無理やり服を剥いでいく。

「地味で巨乳のギャップがいいな」

「巨乳と露出プレイが好きなんでしょ」

　まるでこれまでの俺の性体験を見てきたかのような由佳の言及に、上手い言い訳が思い浮かばなかったので俺は口を閉ざした。途中から口が自由になっても女優が叫ばないあたりにＡＶらしいご都合感を覚えながら、一つのプレイを鑑賞し終え、次は助けを求めたはずの利用客に代わる代わるレイプされるシーンへと移っていく。

「どう？　興奮してきた？」

「微妙だな。人と一緒だからってのもあるけど、肝心の部位が隠れるようなカメラワークになってるのが気になる」

「やっぱりそうよね。ラブホのＡＶのくせにエロくないってどういうことなの」

　二人して真顔でＡＶ鑑賞をしているシュールさ。これを行為のきっかけとして使うのは難しそうだ。

「他にもないのかな」

　由佳は俺からリモコンを取り上げてまたメニュー画面に戻る。ホテルで観るＡＶは新鮮さがあって最初は楽しかったけど、慣れてくるとどれも似たような内容に思えてきた。

「身長百四十センチのＫカップアイドルだって。お兄さんめっちゃ好きそうじゃん」

「好きな人がロリで巨乳だっただけであって、ロリ巨乳が好きなわけじゃない」

「絶対に好きでしょ。興奮したらシコっていいからね」

「この野郎……」

　数字を盛っているとしか思えないアイドルのとんでもないスリーサイズに、俺はそこはかとない興味を抱きながら動画を再生した。今回は女優そのものが売りのようで、プレイ自体はベッドで男と交わるだけのオーソドックスなものだった。

「美優の方がエロいわ」

「それは同意する」

　残念ながらこちらも股間にピクリと来るものはなかった。美優と山本さんを知ってしまったせいで、興奮できる女優のハードルも上がってしまったようだ。というより、そもそも今の俺はＡＶをオカズに抜くことができるのだろうか。

「シラけるからやめやめ。私はまずなにより普通にセックスがしたいの。普通に」

　これまでお仕置きエッチしかしたことがない由佳にとって、恋人らしくイチャましいセックスをするのは悲願だった。俺だって、美優のエロさに触発されて興奮が抑えきれなくなったときは自分から誘ったこともあるが、こうして落ち着いた状態からセックスを始めた経験はほぼない。

　普通のセックスに関しては、お互い処女と童貞みたいなもの。だからといって、ここで「わからない」と言ってしまっては男が廃る。やはりリードするなら男からだろう。

「セックスっていったらまずスキンシップだ。これから由佳に触るけど、構わないよな？」

「と、当然よ。いつでも、かかってきなさい」

　両手を上げて身構える由佳に、俺はベッドの中央に移動するように指示して、そこで改めて向かい合った。

「手から少しずつ胸にかけて触っていくからな」

　普段から露出している部位のうち、最も触れ合うのに抵抗がないのが腕だ。手を繋ぐのは人前でもできるが、脚をさすったりキスをしたりすることはほとんどない。それぐらい習慣化されたイメージが脳には刷り込まれている。

　俺は由佳の手を甲の側から握り、それから手首に指を進めて、前腕から肩に向かって触れる場所を体幹へと移していく。二の腕にまで俺の手が触れると、由佳の体がわずかにビクついた。

「わ、わかってると思うけど、男にこんなに触らせたのはお兄さんが初めてなんだからね。そのあたり、噛みしめながら触りなさいよ」

　偉そうなことを言いつつ仔犬のように不安げな目で見つめてくる由佳を、俺はできるだけ刺激しないように、二の腕のあたりからは少し長めに時間を触るようにして、肌の触れ合う感覚に慣れさせていった。

　腕の露出している部位のどこを触れても由佳の体が強張らなくなったぐらいで、次は服の上から、ワンピースの輪郭をなぞるように腹部を触っていく。

「ねえ、これって普通のセックスなの？　もっとこう、情熱的なキスをしながら、ベッドに倒れ込んでくんずほぐれつするんじゃないの？」

「それはドラマの見すぎだと思うが……」

　しかし、このセックスのやり方に違和感があるのは事実だった。相手が由佳というもあって慎重になりすぎたかもしれない。

「そういうことなら」

　俺は由佳の手を正面から恋人繋ぎして、反対の手で腰を支えながら由佳をベッドへと押し倒していく。

「暴れるなよ」

「わ、わかっ、わかってるっての」

　由佳は反射的に手を跳ね除けそうになるのを堪えてベッドに横たわった。下半身を密着させると、自然と由佳の脚が開いて、俺はその間に入るように覆いかぶさる。

　その瞬間、由佳は自分の股を隠すように、ワンピースのスカートを引っ張った。

「ちょっ、まっ、やっぱダメ!!」

「またそんなこと言って。いつまでも進まないだろうが」

　俺はふくらはぎから由佳の脚を上へと触れていって、股座にまで手を近づけてから、スカートを引っ張る由佳の手をどかしにかかった。しかし、由佳は抵抗する力を緩めることはなく、頑としてスカートをめくらせようとしない。

　いざとなると奥手になるこのわがままな女に、いつまでも従っていたら終わるものも終わらないので、俺は膝の両側から由佳のお尻を撫でるようにワンピースの中に手を差し込んでいく。その指先に触れたのは、スカートの下にあるものとしてイメージしていた女性用下着の刺繍の硬さではなく、ごくごく細い、たった一本の繊維質だけだった。

「……由佳、お前まさか、これ」

「あの、これは、ちょっとした気の迷いというか……！」

　由佳が穿いてきたのは紐パンだった。しかも、この布がまるで手に触れない感覚からして、Ｔバックであることはまず間違いない。それどころか、極小マイクロビキニの可能性すらある。

　俺が覆いかぶさったときにスカートがめくれて、その中にあるものを由佳が改めて目にしたときに、思っていた以上に恥ずかしい格好だったことに気づいて羞恥心が爆発したのだろう。

「調子に乗りすぎてたみたい！　だから、その、タンマで！」

　由佳は額に冷や汗を浮かべて、スカートの中に突っ込んだままの俺の手を掴み、行為を中断させようとしてくる。このセックスは由佳の要望で決まったものだ。だから、どんな流れでするのかも、由佳の望み通りにすべきだと思う。

「……由佳。このまましよう」

　俺は由佳の意思に反して、ワンピースを脱がしにかかった。遊園地デートでの由佳とのやりとりを思い返すと、俺がしたいことを主張したほうが由佳が喜んでくれる気がしたからだ。

「待って待って！　普通のパンツを買ってくるから！　それから再戦で！」

「途中退室はできないって受付で言われたろ」

　俺は腕を掴んでいる由佳の手を、無理な力は入れないように剥がしていく。

「なら、脱衣所で脱いでくるから……！」

「脱がなくていい。そのままの姿の由佳が見たい」

「へ、変態！　私のエッチな下着姿がそんなに見たいの!?」

　涙目で抗議をする由佳に、俺は脱がす手を止めた。このままだとレイプしているときと変わらなくなってしまう。やはり服を脱がせるには北風ではなく太陽にならなくては。

「見たいよ。こんなに由佳の体に興味を持つことになるとは思わなかった。できれば、包み隠さずに全部を見せてほしい」

「そう、なの……？」

「ああ。今日だって、由佳のことは何度も可愛いって思ってるから。女として意識し始めてるのかも」

「ば、ばか。美優がいるのに、私にそんなこと……」

　由佳はチラチラと部屋の隅に目をやって気を紛らわしながら、満更でもない顔で体の力を抜いていく。

　はたしてこれも雰囲気を出すための演技なのか、本気で俺に惚れ込んでいるのか。我ながら酷いたらし込みだと思うが、嘘を言ったつもりはない。素直な気持ちとして、今の由佳はエロくて可愛いく感じている。

「そんなに言うなら、見せてあげないこともないけど」

　由佳は「せっかく買ったし」と呟いて、ワンピースの裾をお腹あたりまで捲り上げた。その細い体でまず目が行ったのが、一本の紐だけが巻かれている腰骨だった。皮膚まで薄い由佳の、骨張った下腹部の逆三角形が、未発達な体を生々しく感じさせてくる。局部を隠すために申し訳程度につけられた黒い布は、一応は股下まで伸びているようだったが、そのほとんどが割れ目に食い込んで見えなくなっている。

「肉がなくてもエロい体してるな」

「お兄さんがロリコンなだけでしょ」

「さすがにもう否定できないかもしれない」

　俺は他愛ない会話で由佳の気を逸らしながら、内側に重ねられたキャミソールごと服を持ち上げていく。その胸部には、乳首だけをギリギリ隠す三角形の布が小さなテントを張っていた。わずかな高低差があるその丘の頂点を凝視すると、うっすらと小ぶりな突起が浮いているのがわかる。

「本気で興奮してきた」

　羞恥に耐えながらも下着姿を晒す由佳を見ているうちに、俺のズボンの中で愚息が熱を溜め込み始めていた。すでに美優の命令で由佳とセックスをしてしまっているせいか、体が由佳を交配相手として認めてしまっている。

「なら、これを買ってよかったわ」

「由佳だから似合う格好だと思う。エロいし可愛いよ」

「もう、わかったってば」

　俺がワンピースを脱がせて取り去ると、由佳はベッドのシーツを掴んで、隠したい想いと見せたい想いの板挟みに戸惑いを滲ませた。

「私ばっかり脱がされるの、不公平じゃない……？」

　由佳から漏らされた不満に、俺はハッとさせられる。女の子を一方的に脱がせるのは配慮が足りなかった。俺はまずポロシャツを脱いでベッドに投げ置いた。その裸になった俺の上半身に、由佳がペタペタと手を触れさせてくる。

「案外、しっかりと筋肉がついてるのね。もっと引きこもりみたいな体をしてるかと思ってた」

「脂肪も筋肉もつきやすい体質なんだよ。今は色々あって少し引き締まってる」

「セックスのしすぎでしょ」

　由佳はそう口にしながら、山のように張っている俺の下腹部に視線を落とした。うっすらとその頬が紅みがかって、わずかに緩む。

「なんだかんだ言っても、体は正直ね」

　そのズボンの膨らみに手を添える由佳も、女として性的に興奮されることを喜んでいた。

「脱がせてもいいのよね？」

「いいよ」

　由佳は体を起こすと、俺のズボンのチャックを下ろして膝まで脱がせた。生地の薄いトランクスには、勃起の具合がよりリアルな形になって現れている。

「生のモノを見るのは、初めてだから。緊張するわ」

　由佳は口先が上手く回っているときは余裕綽々で煽ってくるくせに、いざ実際にする場面になると、途端に女の子らしい恥じらいをうかがわせる。美優も山本さんも、エッチをするときに恥ずかしがり屋になるのは共通しているが、どのような行為に対して恥じらいを感じるのかがそれぞれに違うんだよな。する側としてはどの反応も新鮮で楽しい。

「えいっ」

　間を置かずに由佳は俺のパンツをずり下ろし、そこからついに生のペニスが晒される。トランクスのゴム紐に弾かれてブルンと飛び出した、そのカサのついた肉の突起物に、由佳の瞳孔が大きく開いた。

「おぉ……すごいえっちな形してる……」

「何年も見てる側としてもそう思うよ」

　性器を晒すことをなぜヒトが恥じるようになったのか知らないが、その一つの要因としてこの卑猥な形状が関係していると思う。もう少し、見るほうも見られるほうも抵抗のない器官になっていれば、世の童貞も性犯罪も減るのではないかと、なんの根拠もないことを考えてしまった。

「ほんとに、硬くて熱い……」

　由佳は俺の肉棒に指を絡めて、竿を覆う皮をカリに被せながらシゴいてくる。ＡＶを見たことがあるだけあって知識は豊富のようだ。

　指まで細くて長い由佳の手に触れられるのは、美優とはまた違った気持ちよさがあった。山本さんとも違って体温が低めだから、手のひらから指先まで、どこを触られているのかがはっきりとわかる。

「ねえ、なんか、変なニオイしない？」

　由佳が俺の肉棒の先に鼻を近づけて、スンスンと匂いを嗅ぐ。初めての人からすれば、汗と一緒に漂う精液の塩素臭は慣れないよな。

「ちゃんと洗ってるんでしょうね」

「洗ってるよ。夏場とかはどうしたってこうなるんだ。どんな男でもそうだよ」

「あらそうなの」

　由佳は怪訝な顔で俺のペニスをシゴきながら、何かを言いたげにチラチラと俺に上目で視線を向けてくる。

「どうした？」

「いや、その。ほら。アレ、あるじゃない。アレ」

「アレって？」

「だから、いわゆる、ぶろーじょぶってやつ」

　よくそんな難しい言葉を知ってるものだな。要するにフェラチオのことを言いたいんだろうが、フェラなんて単語ぐらい何度も口にしてきただろうに。自分がする行為として言うのには勇気がいるのは理解できるけどな。

「それがどうかしたのか？」

「美優も、佐知子も、したんでしょ？」

「してもらったよ」

「へぇ。ほんとに、してるのね。……こんなの、舐めるんだ」

　どうやら、由佳が想像していたよりもペニスの見た目やニオイが気持ち悪くて、及び腰になっているようだ。

「俺はみんなにしてもらったけど、できない女の子もいるみたいだから。無理はしなくてもいいよ」

　俺の周りはエッチに積極的な女の子が多かったので、山本さんなんかはむしろ率先して咥えてくれるぐらいだったが、世の中にはフェラができない人も珍しくはないらしい。

「風呂で洗った後ならフェラができるとか、そういうタイプの人もいるし。段階的に慣れていけばいいよ」

「ふーん。でも、その口ぶりじゃ、普段はこのまましてるんでしょ」

「まあそうだな」

「なら、私だって、するしかないじゃない」

　由佳は舌をチロリと出して、露骨に嫌悪感を滲ませながら口を近づけてくる。対抗意識というよりも、友達がみんなしているのに自分だけできないのが嫌なんだろう。あるいは、セックスがしたいというのも、単なる憧れよりもコンプレックスに近いものがあったのかもしれない。

「う、うぅっ……へろっ……んっ、うぅ……」

　亀頭の先を、ペロッと舌で舐めた由佳の顔が、さらに苦々しく歪む。

「おしっこの味がする……こんなのみんな舐めてるなんて信じらんない……」

「最初だけだよ。排泄器官だから、そこはどうしても仕方ないんだ」

「ほんとにみんなしてるんでしょうね？　嘘だったら承知しないんだからね」

　由佳は文句を垂れながらも、どうにかペニスを舐め続けてくれる。知識源がＡＶだけあってか、たどたどしいフェラなのに根元から舐め上げてくる艶めかしさがあって、雄としての性欲と庇護欲を同時に刺激されてしまう。

「気持ちいいよ、由佳」

　美優や山本さんにされているときほどの刺激はないにしても、唾液で濡れた舌で舐められる物理的な快感は、誰にされていてもあるもの。それに、由佳の元々の可愛さに加えて、極小布のランジェリーを身に着けた子にフェラをしてもらっている、その絵面が純粋に興奮する。

「んっ、れろ、ちゅっ……ん、それは、よかった」

　由佳は手順に従い俺のペニスを舐め上げると、両手で根元を押さえて先っぽを口に含んだ。

「はむっ……ふんっ……むちゅ……」

　これでよいのか迷う気持ちを、俺と目線を合わせることで訴えてくる由佳。フェラをしてくれるのは嬉しいし、気持ちよくはあるけど、まだ亀頭までしか咥えられていないのでもう少し頑張ってほしいところだ。

「あとちょっと奥まで咥えられるか？」

「んー。わりと限界なんだけど。どこまですればいいの？」

「竿の半分くらいかな」

「わかったわ。頑張ってみる」

　由佳は少しずつ深くへとペニスを咥えていって、どうにか半分くらいまでは口に含んでくれた。しかし、その時点でもう軽くえづきそうになっていて、後は先端から半分の位置までを舌と唇で刺激してくれるだけになった。

　フェラが好きな俺としては根元まで咥えてもらいたいものだが、それほどサイズがない俺が相手でも、普通の女の子が相手ならこれぐらいが限界なのだろう。美優たちは器量がいいので最初からフェラを上手にしてくれたし、苦しい姿を見せることもなかったが、こうして由佳みたいにつらいことをわかりやすく示してくれるのはありがたいものだ。

「あとは、できればでいいんだけど、竿じゃなくて腰を掴んでくれると嬉しいかも」

「ん？　腰を支えるの？　それって意味ある？」

「いや、単にそっちのが興奮するだけなんだけど」

「えー……。お兄さんの、手で支えてないとぴくぴくして舐めづらいのよね」

　由佳は不満を口にしながらも、俺の腰を持ってフェラを続けてくれた。

「むちゅ、ちゅぶ……。なんだか、フェラをするのって、屈辱的な感じがするわ」

「征服欲がフェラの興奮に繋がるって話もあるから、女の子側は逆にそう感じるのかもな」

　フェラは女の子が男を自由に快楽責めできる行為であると同時に、ご奉仕精神がなければできないような変態プレイでもある。しかもこれは即尺をしてもらっている状況だからな。俺が優位に感じるのも仕方のないことだ。

「由佳のおっぱい、触ってもいい？」

「……こんなものでもよければどうぞ」

「なら、遠慮なく」

　俺は由佳のマイクロブラの表面をなぞり、布の上からその膨らみに触れる。

「んっ……はぁむっ……あっ……」

　フェラをしながら感じる由佳に、俺はそこはかとない性欲の昂りを覚えながら、薄いながらもふにっとした乳房の肉を指で揉んでいく。

　男にはまだ誰にも触れられたことのないその部位。山本さんは経験豊富だったし、美優たちも女の子とはしたことがあったから、俺は処女好きというほどではないと思っていた。それでも、その女性の初めての記憶に自分が刻まれるのは、雄の本能が歓喜して止まない。

「あぁ……はぁ……由佳、ちょっと、マズいかも」

　由佳の体の中でも、特におっぱいを見たり触れたりしていると異常に興奮する。美優からの命令で初めてオカズにしたその影響は、思っていたよりも大きかったようだ。

「ふぇ……んっ……イキそうなの……？」

「ごめん、もう出そう」

「はむっ……ちゅるっ……じゅぶ……。まだ、我慢しなさい……じゅるるっ、ちゅぶっ、ぐちゅぶっ……」

「ああっ、由佳、待て、待って！　あっ……！」

　由佳は俺が射精しそうだと言ったことに対して、逆に責めてるようにフェラを激しくしてきた。リアルな経験がないことが、射精を放尿と同じような感覚で我慢できると勘違いさせたのかもしれない。

　浅くフェラをしている分、自由に動く舌で由佳は俺のペニスを舐め回して、唾液をたっぷりにグチュグチュと音を立てて顔を前後させる。さすがに知識だけはある由佳の雄の興奮のさせ方は、俺の射精欲を一気に限界にまで高めていった。

「由佳、もう駄目だッ……！　出る、出るっ……！」

「んんっ!?　こ、こはぁ、あっ、ん、んんっ……!!」

　どぷっ、どぷっ、と、ほとんど不意打ち気味に口内へと放出された精液に、由佳は怒る暇もなくその精液の不味さへの苦痛で顔を歪ませ、涙目になりながら必死で射精を受け止めた。

「ううううぅ……!!」

　口を開けて震える由佳は、両手で器を作ってそこに吐き出そうとする。俺も自分の精液が異常に不味いのは知っているので、無理に飲んでもらわなくても大丈夫なのだが、そこでまた『他の子なら飲んでいる』という意地が由佳を止めていた。

「ごめんな。無理はしなくていいから、もう出せ」

「んんっ……んー……！　は、はぁうぅ……！」

　喉だけは動いて精液を運ぼうとしているのに、舌が精液を喉に流し込むことを許さない。しばらくはそんな争いが由佳の中で繰り広げられて、やがて最後には、由佳はえづきを堪えきれなくなって手のひらに精液を吐き出した。

「し、信じらんないくらい不味い……！」

「悪い。そればっかりは、ほんとどうにもならなくて」

　強制的にとはいえ、何度か俺の精液を飲んだことのある由佳なら、あるいはと思ったが。さすがにあの山本さんですら飲むのに苦労していた精液を、美優以外の子が飲めるはずもなかったか。

「なんで我慢しなかったの。ダメって言ったのに」

「できなかったんだよ。あんまり気持ちよすぎると、男は射精のコントロールなんて利かないんだって」

「またそんな言い訳をして。そんなに気持ちよかったなら、まあしょうがないけど」

　勝手に出されたことには怒っていた由佳だったが、気持ちよすぎて我慢できなかったという部分には思うところがあったらしく、それほど追及はされなかった。

「風呂、入ろうか」

「そうね」

　二人で浴室に移動して、まずは由佳の手に溜められた精液を洗い流してから、服を脱いでお湯を張っていた浴槽に二人で浸かった。広い風呂ではあったが、結局は俺を背もたれにして真ん中に由佳が座る体勢が収まりがよく、俺としては慣れた形で入浴することになった。

　由佳の髪は、二つに結んだ髪をさらに上部に結い上げていて、ツインテールの先が濡れないようにしてある。上向きに縛られることで露わになった由佳の耳と首筋と、髪の毛で誤魔化さなくても整ったその顔の造形は、さすがに美人な子だなと再認識させられる。

「ついに、裸同士になったのね」

　由佳は自分の体と、その横から伸びる俺の足を見下ろして、感慨深そうに呟く。一方的にセックスだけを経験した俺たちにとって、こうして裸になるのは初めてだ。男の体を珍しそうにする由佳が、俺の腕や脚を撫でてきて、その心地いい刺激に少しずつ精力が回復してくる。

「あ、ジャグジーついてる」

「そうだった。泡風呂にできるらしいぞ」

「ぜひやりましょ。スイッチオーン！」

　由佳は壁についていたボタンを押すと、浴槽の縁に置いてあった泡風呂用の溶液パックを切ってお湯に溶かした。下から吹き上がってくる空気玉にお湯がかき混ぜられて、湯面に少しずつ気泡ができあがっていく。

「おっふろーおっふろー。あわあわーおふろー」

　由佳もばしゃばしゃとお湯を叩いたり持ち上げたりして、泡立ちを加速させた。やがて細かい気泡が山のように積み上がって、両手で持ち上げられるほどの量にまで増えていく。しかし、風呂場にシャボン玉のような泡が溢れるほどにはならず、ずっと続けているうちに減る量のほうが多くなってしまった。

「ケチな泡風呂ね」

「ホテルの付属品ならこんなものだろ」

　由佳は残った泡を集めて、ふーっと息を吹きかけて飛ばす。言葉のわりにニコニコと上機嫌だった。

「ふふっ。ついにフェラまでして、こうして一緒にお風呂に入ってるのよ。身も心もオトナになっちゃった……ふふふ……」

「嬉しそうだな」

「もちろん。しかもフェラだけで抜いちゃうとか、私って結構なテクニシャンかも」

「かもしれない。気持ちよかったよ」

　美優が関わると射精しやすくなる体質とはいえ、由佳の独特なエロさがなければイクことはできなかった。テクニシャンという部分への回答としてはどうかと思うが、由佳は実践になると急に弱気になるし、自信を失わせるようなことはしたくない。

「俺も由佳の体に触っていいか？」

「別にいいけど、なんで聞くの？　勝手に触ってよ」

「あ、ああ。すまん」

　山本さんにも言われたけど、俺も慎重になりすぎだ。美優とのエッチのためにも克服しておかないと。

　俺は由佳の体を眺めながら、脚や腰回りを重点的に触っていく。美優や山本さんのむっちりした体に見慣れてるとずいぶんと細く感じるな。

　静かになった浴室に、ちゃぷちゃぷとお湯をかき混ぜる音だけが満ちて、無言の空気にもピリつくことがなくなってきた。そして、あえてお預けしていた胸へと手を添えた。この摘むとふにふにする肉感がたまらない。また下半身がムズムズしてきた。

「お兄さんっておっぱいならなんでもいいの」

　再び硬さを宿した棒状の肉質を背中に感じて、由佳が呆れたため息を漏らす。

「由佳のおっぱいが魅力的なんだよ。誰でもいいわけじゃない」

「そうなの？」

「そうだよ。さっきだって、由佳のおっぱいのせいで我慢できなくなった」

「ふ、ふーん。そう。なら、もっと好きにしたかったり……する？」

「由佳がよければ、正面を向いてほしい」

「バカ、もう。しょうがないわね」

　由佳も俺の言葉の真意は理解していて、腰を上げて後ろを振り返ると、胸を強調するように背中を反った。その小さな芽に、俺は遠慮なく吸いついた。男である俺とそう変わらない程度の膨らみでも、乳首の形だけはしっかり女性らしいおしゃぶり型になっていて、舌で転がすとコリコリとした硬さを感じる。

「んっ……はぁ……やだ、えっちなことしてる……」

「由佳がエッチで俺も興奮してきた」

　すっかり勃起が出来上がった肉棒が反り上がって、裏筋が由佳の割れ目に当たっている。お風呂の中なのに濡れているそこは、由佳が擦りつけてくるせいで早くも素股が始まっていた。

「あっ、あっ……はあぁぁ……上も、下もぉ……お兄さんに気持ちよくされちゃってる……」

「あんまり、動くなよ。俺も先走りが出てそうだし」

「むふっ。そうね、妊娠したら、危ないものね」

　由佳が快楽と悪戯心に染まった顔になって、ゾクッと嫌な予感に背筋を張りながらも、俺は口とペニスの両方で由佳の性感帯を刺激していく。

「ふあぁ……んあっ、お風呂のお湯より、お兄さんのがぁ……アツぃ……」

「ちゅっ、ちゅぶっ……変なこと、言うなって……」

「だって、気持ちいいんだもん……あ、んっ……もう、女の子の体にされちゃってる……」

　由佳の淫らな声が、聴覚を通じて股間に響いてくる。このタイプの卑猥な言葉は俺には合わないと思っていた。それなのに、由佳のわざとらしい態度に慣れていたせいか、こんなやり取りでも興奮してしまう。

「お兄さんの、女になりたいな」

「こら、ダメだって、由佳」

　由佳が腰を大きく前後させて、蜜口に俺の肉棒を埋めるように腰を沈めてくる。このままだと何かの弾みで入りかねない。生での挿入なんて、美優以外には絶対にダメだ。

「はうぁ……あああん……お兄さんの、硬い……おっきいよぉ……」

「うっ……あぁ……由佳、そんなに動いたら……！」

　由佳から与えられる性感は、おっぱいを弄っているせいか変わらず俺の雄としての本能を揺さぶってくる。由佳のペースに乗せられてエッチを止められない。でも、挿入事故だけは避けたい。そう考えたときにふと俺の脳裏に過ぎったのは、カラオケで山本さんとエッチをしたあの行為だった。

「由佳……ッ！」

　俺は由佳の腰を掴んで、あえて内側へと引き込んだ。その瞬間は由佳も驚きと悦びに表情を蕩かせていたが、俺が腰を上げると、それが望み通りの展開でないことにようやく由佳も気がついた。

「ちょっ、お兄さん、そこ、違っ……!!」

　由佳の愛液と先走りの精液で、粘液に塗れた肉棒。その先端を、俺は由佳のアナルへと、ぬっぷり挿入していった。

「ひやぁあ!?　そ、そこじゃないってば！　そこはお尻の穴ぁ……！」

「わかってるよ、由佳。もう出そうっ……！」

「バカバカバカっ！　は、入ってる！　ちょびっと入っちゃってるから!!　抜きなさい、あ、あんっ、ふぁっ……らめっ……あっ……!!」

　俺がわざとお尻でペニスをシゴこうとしたのを感じて、由佳はたまらず飛び上がって距離を取った。

「ななな、なんてことするの！　あんた、レイプするわお尻は使うわ、ほんとロクでもない男だわ!!」

　由佳は内股でお尻を押さえて、涙目で俺を糾弾する。やってしまったこと自体は申し訳ないが、どっちも不可抗力だ。

「ううっ……お尻だけは美優たちにもイジられたことなかったのに……本当の初めてだったのに……」

「わ、悪かったって。それは謝るよ」

　俺は由佳を追うように立ち上がって、正面から肩を抱いた。

「前も後ろも、どっちもお兄さんに初めてを奪われるなんて……」

「でも、ほら。他の男に奪われるよりは、よかったんじゃないか」

「……まあね」

　やはりというか由佳の反応はオーバーリアクションだったようで、当人もそれほど気にしてはいないようだった。ポタポタと体から滴が落ちる中で、下から煽るような目線で目をパチクリさせていた由佳が、口を開く。

「え、お尻でしてみる？」

「いやそれはいい」

「ならもう風呂から出てなさい」

「はい」

　俺は最後に体を丹念に洗って、追い立てられるように風呂場を後にした。ペニスは勃起したままだったが、由佳を待っているうちに落ち着いた。このホテルにはバスローブがなく、由佳をどんな格好で出迎えようか迷って、結局はバスタオルを腰に巻いただけの状態で待つことに。

　由佳が風呂場のドアを開ける音がして、それから少しの間だけドライヤーの稼働音が響いていた。結い上げていても、すべての髪を纏められるわけでもないので、どうしても濡れる部分は出てくる。髪を乾かすのが終わって、脱衣所に由佳が持ち込んだミニポーチを開閉する音が最後に聞こえると、ようやく由佳がドアを開けて出てきた。

　由佳はタオルを体に巻いて、髪型を再びツインテールに戻していた。どういうこだわりがあるかは知らないが、セックスのときまでなぜその髪型にするのか、聞かれても由佳は困るだけだろうか。

「バスローブがないのは予想外だったわ」

「俺もだよ。エアコンのせいで少し冷えた」

　俺はベッドから立ち上がって由佳に近寄る。このラブホデートは由佳の悩みを解決するためのもので、美優が言うには俺が自然体で接しているだけで上手くいくそうなのだが、はたして進展はしているのだろうか。

　そこでふと、考える。もし俺が真に自然体で由佳と接しているだけで問題が解決するのなら、美優は俺に何も教える必要がなかったのではないか。俺が美優と恋仲になったからには、由佳のこのセックスの誘いを受けることはどうあっても自然になるはずがなく、俺は美優の指示があったからこそ、ここまで由佳に付き合っている。となれば、美優が言う自然体というのは、あくまでも由佳の悩みを解決するという方針の中での自然体であって、俺が思考放棄をしていいわけではない。

「由佳」

「ん。なに？」

　俺は由佳の目の前に立って、できるだけ穏やかな声音で名前を呼ぶ。由佳は不思議そうにしながら、素直に聞く姿勢になってくれた。

　これまで由佳と過ごしてきた中で変わったことといえば、互いを甘やかすような時間を持つようになったことだ。俺は由佳を女として褒めて、由佳は俺を男として頼る。そうしているときだけは、由佳が抱えている俺の知らない何かに触れられている気がした。

「ベッドに入ろうか。二人で少し寝よう」

　俺は由佳の手を取って、体に巻かれたバスタオルを外す。

「急に、どうしたの。ベッドでイチャイチャしたいなら、私は構わないけど」

「うん。由佳とイチャつく時間が欲しいんだよ」

　由佳のバスタオルを取り去って、自分の腰に巻いていた分と一緒に、隣のソファーへと投げる。再び二人で裸になって、その体を隠すように由佳は俺にくっついてきた。お風呂場で裸になるのと、部屋で裸になるのでは、やはり恥ずかしさの質が違う。

「あんまり見ないで」

　由佳はか細い声でそう零した。どうにも自分の体に自信がないみたいだ。

「さっきまでは気にしてなかっただろ」

「そうだけど。お兄さんが相手をしてきた女は、みんなグラマーな体をしてたんでしょ。さすがの私だって気にならないわけじゃないの」

　由佳はキュッと俺の体を抱いて、できるだけ胸から下が視界に入らないように限界まで体の隙間を詰めてくる。

「自信を持てって俺を励ましてくれたのは、他でもない由佳だ。そんなに弱気になることはないよ」

「お兄さんは思い込みで自爆してただけ。でも、お兄さんがエッチしてきた相手が、みんなおっぱいが大きくて可愛くて美人なのは紛れもない事実だし。容姿は才能みたいにあやふやなものより、目で見て明らかなものじゃない」

　由佳は話すほどに俺に抱きつく力を強くした。由佳が自分と誰かを比べるなんてないことだと思っていた。こいつもこいつでコンプレックスを抱えてたんだな。まだまだ知らないことばかりだ。

「そういうことなら、気にするなとは言わないよ。気になるものは、どう誤魔化しても気になるものだからな」

　俺はひっつく由佳を引き剥がして、「でも」と続ける。

「俺は由佳の体に興奮してる。色々あったけど、今は由佳とセックスしたい」

「ふぇっ……な、なに、急に。そんな雑な褒め方で、女が喜ぶとでも思ってるの」

　由佳はむくれ面をして、それでも抵抗しようとする力は弱くなった。

「こんなに由佳が魅力的だなんて思わなかったんだよ。下の方も、またこんなになってる。正直、美優にも申し訳ないくらい由佳の体に興奮してる」

　俺は由佳のお腹に屹立したイチモツを擦りつけ、背中や臀部を撫でながら首筋に軽く口づけをした。

「こ、こら、ダメ。こんなの、不倫みたい……あっ、ひゃぁ……」

「由佳が言い出したことなんだから。一緒に責任は取れよ」

「ひやぁ、んあっ、あぁ……そんな、いけない……私を求めないで……」

「なら、由佳から俺を求めてほしい。イタズラみたいにするんじゃなくて、本気で」

　由佳のペースをどうにかこちらに引き込む。これで由佳が求めるようなイチャラブなセックスができたら、どうにか突破口が開ける気がした。

「男の人を求めるって、どうすればいいの」

「えっ。ああ、たとえば、思う存分に甘えてくるとか」

　由佳がまるで次にするべきことがわかっていなかったので、一瞬だけ真顔に戻ってしまった。あれだけイチャラブセックスを熱望していたのだから、自分が理想とするセックスのイメージぐらいはあるはずなのだが。

「甘えれば、いいのね」

「そうだ」

「あま、甘えるって、どうすれば……」

「力を抜いて、してほしいことを口にするんだよ。今なら由佳の望みに応えてやれるから。どうしてほしい？」

　俺はどうにかエロチックな空気を保ったまま由佳に訊く。すると、由佳の思考回路がついにショートして、口を開けたまま目をパチパチさせるだけになった。

「こっ……コッ……」

　由佳は俺の目を見つめて、何かを言おうとしている。しかし、それはただ喉から音が漏れているだけで、言葉にはなっておらず、どんなに理解しようとしても意味を汲み取れるようなものではなかった。

　やがて由佳は、壊れたパソコンのように同じ音だけを繰り返して、

「…………コケッ……」

　最後に思いもよらない声を出して、後は瞬きをする以外のすべての動作をフリーズさせた。

「ゆ、由佳？　大丈夫か？　おい、待て、わかった。無理に甘えたりとかしなくてもいいから。戻ってこい」

　俺が必死に声かけするも、どうやら聴覚情報の処理に多大な遅延が発生しているらしく、それから一分もの間、由佳は俺の声に反応しなかった。

「由佳、平気か？」

「ん？　え？　あれ、私、どうしてお兄さんとこんなことに……」

　記憶がリセットでもされたのか、由佳は俺と裸で抱き合っている姿を目にして、頬を赤らめた。

「これまでの溜めに溜め込んだツケの清算のために、ラブホ付きのデートをすることになったんだよ」

「ああ、そうだったわね。思い出したわ。お兄さんとセックスする予定を日めくりカレンダーにしたんだった」

「どうしてそう無駄な部分にばかり労力をかける」

　どうやら由佳に甘々な男女の交わりを期待するのは難しかったようだ。こいつは仕事を任せるという意味では人に頼ることになんの躊躇いもないくせに、女として甘えることに関しては、可哀想なくらいに下手なのだ。どれだけ頑張ろうとしても空回りしてしまう由佳の境遇を考えると、涙すら出そうになる。だから、まずは絵に描いたような男女の営みではなく、由佳が求めるイチャラブセックスをしてあげることに集中しよう。

「どうする？　このままセックスはするのか？」

「するする。で、思い出したついでにもう一個思い出したことがあるの」

　由佳は俺にベッドに座るよう指示すると、ソファーに置いてあったポーチを漁って、そこから六本の小さい薬瓶を取り出した。

「なんだ、これ？」

「精力剤。ネットで買っためっちゃ強いやつ」

「んなもん六本とか殺す気か……」

「私とお兄さんで半分ずつよ。夜と深夜と朝で一本ずつ飲むの」

「せめて深夜は寝かせてくれ」

　由佳に渡されたのは英語のラベルが貼られた危なそうな精力剤だった。知り合いが使っているものの中から選んだようなので直ちに人体に影響はないそうだが、さすがに二十四時間以内に三本も飲んでいいようなものとは思えない。

「なによ。高かったんだから。せめて一本ぐらい飲みなさい」

「わかったって。一本だけな」

　俺は由佳と二人で蓋を開けて、コツンと瓶を当て鳴らしてから、グイッと飲み干した。

「さすがに苦いな」

「お兄さんの精液に比べればマシだけど」

「俺の精液ってこれより酷いのか……」

　毎回こんなドロドロの精力剤レベルの不味さを飲んでもらってるなんて、美優と山本さんには頭が上がらない。

「あとね、もいっこあるの」

　由佳は再びソファーに戻って、またポーチを漁る。そこから出てきたのは、青い菱形の錠剤だった。

「なんだそのいかにもな薬は」

「バイアグラ。五十ミリグラム」

「どこで手に入れたんだそんなもの」

「友達の兄をツテに買ってもらったの。本番の一時間前に服用する必要があるらしいんだけど、この際だからもう飲んじゃいなさい」

「いや、それはいらないだろ。こんなに元気なんだし、俺はまだまだいけるから」

　さっきの精力剤だけでも、俺にはすぎた効果だからな。バイアグラのおかげで一晩中勃起が収まらなくなったりしたら、次の日が恐ろしくてたまらない。

「じゃあ、これは勃たなくなったらでいいや。朝の再戦に使えるから、今夜は安心して出しきってね」

「おう……」

　由佳は俺のことを無限に射精できるセックスマシーンだとでも思っているのかな。本来であれば、一回や二回の射精で萎えてしまうものだ。これまで連戦ができたのは、美優や山本さんのような超常的な魅力によって並みならぬ性欲が引き出されたからであって、俺本人の能力はそこまで高くない……はずだ。

「ってことで、これだけゴムは持ってきたけど。足りるかな？」

　由佳は最後に、ジッパー付きのケースに仕舞われていた大量のコンドームをポーチから取り出して、俺の前に並べた。

「お、おい。いくつあるんだこれ」

「二十個ちょっとくらい？」

「殺す気か」

　こんな数を一晩で消化できると思っているのか。こいつの思考力はどれだけ単純なんだ。ってか、全財産を使い果たすことになったのは、こういう無駄な買い物のせいだよな。

「なんなのその顔は。楽しみだったんだからしょうがないじゃない」

　由佳は口角に力を込めながら唇を開いて、アヒルのような声でブーイングした。

「まあ、そうだな。これだけ用意してもらえると、さすがに嬉しいかも」

「でしょ。ふふん。私がどれだけ待ち望んでたか、少しでもわかるなら二十回戦ぐらいできるはずよ」

「そこはせめて人間扱いしてくれ」

　由佳の根性論ゴリ押しは堪らないからな。俺は由佳が用意したコンドームのひとセットを手にすると、残りをベッドの上に置いた。網目で繋がっている包装の一つを切り取って、由佳がベッドに来るのを待つ。由佳は使わない分の薬を戻すついでに、裸でゴソゴソとポーチを漁って、スマホを弄りながら「ラブホなうって投稿すればよかった」などと呑気な独り言を呟いている。

　美優たちならまず見せないであろうそのだらしない姿が、どうしてか愛おしかった。由佳が年下だからなんだろうか。ああいう純粋で子供っぽいところを見ると、俺の中の由佳の評価が急に上向いてしまう。

「しないのか？」

「する！」

　由佳はスマホをソファーに投げると、全裸で万歳しながら低空のボディープレスをかましてきた。普通に痛い。

「あ、こら。なんで萎えてんの。精力剤を飲んだのに」

「あくまでも精力剤なんだから、興奮しないで大きくなったら問題だろ。する雰囲気になれば勃つよ」

「ふーん」

　由佳は俺の股の間に座ると、まだふにゃふにゃした状態のペニスを指で突いた。

「お兄さんのって小さいときはかわいいくらい小さいのね」

「それ傷つくからほんとやめてくれ」

　俺は結果としての経験が人並み以上だからまだいいが、大抵の男にとってその言葉は即死レベルの凶器だ。

「心的要因でＥＤになる人がほとんどなんだぞ」

「えっ!?　ほんと!?　ご、ごめんね、あなたは立派よ。前もとても気持ちよかったから、元気を出して。今夜もよろしくね」

　由佳は慌てて俺の丸っこいペニスを撫で撫でする。どうして君たちは俺ではなく俺のペニスに語りかけるのかな。そっちが本体で俺はオマケなのか？

「どうしたら、おっきくなるの？」

「口で気持ちよくしてもらうのが一番早いかな」

「えっ……まあ、いいけど。絶対に出さないでよね」

「わかってるって」

　ついに俺の精液の不味さにトラウマを持たれてしまったようだ。由佳は美優の命令で無理やり何度も俺の精液を飲まされてきたからな。こればっかりはどうにもならないか。

「はむっ、ちゅーっ……ちゅぷっ。ん。なんか、簡単に口に全部入るから、こっちのがいいかも」

「美優もそんなこと言ってたな」

「それだけフェラするのは大変なの。感謝しなさい」

「はい……」

　由佳は謎の優越感を見せつけて、ぱくっと俺の皮かむりのペニスを口に含んだ。フェラをお願いしただけでどうして叱られなければならないんだ。世界が山本さんみたいなご奉仕フェラ大好きな女の子で満たされればいいのに。

「ふぅ……あぁ……由佳、いいよ……」

　それでもペニスを丸呑みされるフェラは気持ちいい。小さい状態でも感度は変わらないし、柔らかいものを舌で舐め回されるこの感覚は、俺ももう少し長く味わっていたい。しかし、気持ちいいが故に、ペニスは勃起してしまって、すぐに口からは離されてしまう。

「よし、セックスできるわね」

「問題ないな」

　俺は由佳のご機嫌通りにセックスをすると決めたので、意に逆らわずにすぐにコンドームをペニスにはめた。

　初体験は正常位がいいとのことだったので、由佳がベッドに寝て俺が体を起こす体位になる。割れ目にペニスをあてがうと、溜まっていた愛液がトロりと垂れてきて、充分な滑り気があることを確認してから俺は挿入を決意した。

「入れるぞ。由佳」

「え？　正気？」

「ん。まだ何かあるのか？」

「雰囲気よ雰囲気。こんな空気のまま初めてを迎えられるわけがないでしょ」

　出たなワガママお嬢様モード。他のやつならどうかわからんが、俺はきっちり最後まで付き合ってみせるからな。これはもう男の意地だ。

「いい？　女の子の初めては一生の記憶に残るんだから、ちゃんとやってよね」

「正確には初体験はあの段ボールだったわけだけど」

「知　っ　て　る　わ　よ！　でも私はそんなの認めない。お仕置きとかレイプとかもう懲り懲りよ。今日が正真正銘の初エッチなんだから。記念日にして毎年祝ってやるんだからー!!」

「わかった、わかった。落ち着け。俺が悪かった。きちんといい思い出になるセックスをしよう」

　俺は駄々をこねる由佳を嗜めて、柄でもないが頭をポンポンと撫でていたら由佳は大人しくなった。

「ぐすん……私とセックスしたいって言って……」

「セックスなら、さっきからずっとしたいよ。今日の由佳は可愛いからな。早くこれを入れて由佳の膣を感じたい」

「あ、意外と、雰囲気が出ること言うのね。私も、したくなってきちゃった」

　由佳は体をくねらせて俺を誘惑してくる。まだハイテンションの余韻が残ってるな。もうひと押ししておくか。

「挿れていいか？　もう、我慢できなくて」

　これは指示を仰ぐための質問ではない。エッチな気分にするための、相手から恥ずかしい答えを引き出すための問いかけだ。

「すっ、好きにしたら、いいんじゃないの。……それとも、私に言ってほしい？」

　由佳は表情こそ早く挿れてほしそうにしているのに、モジモジして正直にならない。これも想定通り。由佳から本音を引き出すためには、変化球がいる。

「どっちでもいいよ」

「えっ。ど、どっちでもいいの？」

「俺以外の男が相手だったら、由佳は自分の体を好きにしていいなんて言わない」

「まあ、ね。お兄さん以外なんて、絶対に嫌だけど」

　次第に由佳の体がふやけるように緩くなっていく。これでも、まだ足らない。

「答えは、わかりきってるから。でも──」

　俺は亀頭の一つも入りきらないぐらいに、由佳への挿入を寸止めして、焦らしながらトドメの一言を由佳の耳に吹きかける。

「由佳の口から言ってくれたら、俺は嬉しい」

　俺がそう囁くと、由佳の秘所の入り口がキュッと締まって、俺のペニスを奥へ奥へと誘い込んできた。

「ううっ……わ、私も……挿れてほしい……」

　由佳の口からアツい吐息と共に漏れた本音。その熱が冷めないうちに、俺はグッとペニスを奥にまで挿し込んだ。

「はぐっ……んっ、ああっ……入ってきひゃぁ……！」

　由佳がその初めてのペニスをしっかりと感じ取れるよう、俺は緩やかな動きからピストンを開始した。久しぶりの由佳の膣内は、美優の命令でしたときほど肉々しい柔らかさはなかったが、そのキツさが肉棒に吸いついてくるような快感があった。

「由佳……すごく締まるよ……！」

「あんっ、ああっ……お兄さんの……入ると、見た目より、おっきく感じる……！」

　由佳は挿入してすぐに恋人繋ぎを要求してきて、俺は由佳の両手を手綱にして腰を打ちつけた。長い二つ結びの髪がベッドの上に乱れて、俺の肉棒が膣肉を穿つたびに、由佳の声が一拍の無音を含んで荒らげられる。

　俺が優位になってセックスをするのは初めてだった。そのせいか普段より状況を俯瞰してしまうものの、あの生意気な由佳が快楽に喘いでいる姿を見るのは雄としての優越感があった。

　由佳の軽い体は筋肉がついてきた俺には動かしやすくて、ペニスの出し入れをしながら由佳のＧスポットに当たる体勢を少しずつ見極めるのも楽だった。女の子の膣の付き方は人によって違うけど、コツさえ掴んでしまえばどんな角度で挿れればいいのか把握するのは簡単なものだ。

「はぁ、はうぅ、あっ、ああぁ……きも、ちぃ……」

　由佳の穴の具合を感じ取って、反応がよくなる腰の動かし方がわかったら、今度はその状態を維持したまま別の性感帯を刺激できないかと思考を切り替える。最も触りやすくて快感を追加できる場所といったら、言わずもがなおっぱいだ。乳首だけではなく、乳房のその輪郭から舐めていくと、とあるところで急に感度がよくなっていく。そこから首筋にまで舌を這わせて、手はほとんどが支えに使われているものの、余裕があればふとももやアナルを撫でて可能な限りの快感を同時に与える。テクニックという面では、これが今までの性経験で学んできた俺のすべてだった。

「あ、あぁっ……お兄さん……！　セックス、はぁ、お兄さんと、してるの……んああっ！」

　由佳とのセックスは、これまでにないほどに王道的で、正しい男女の交わりだった正常位、ゴム付きで、甘い言葉を掛けながらの挿入。俺ももう童貞と偽れるほどに下手ではなく、そこには愛と快楽の両方が存在している。それなのに、俺のピストン運動を続ける時間には、どこか焦りがあった。

「あんっ、あ、あっ……」

　最初こそ蕩けるように熱かった由佳の蜜壺も、慣れてしまったのか特別に気持ちよくも思えない。山本さんや佐知子と積み重ねた本番エッチの経験で、どのようにペニスを突き上げれば女の子の性感帯を刺激できるのかはある程度は把握していたつもりだったのに、由佳のほうも声に出しているほど感じてはいないようだった。

「ふあぁ、あっ……あぅ……え、あの、お兄さん……？　もっと……本気出していいんだよ……？」

「これで、全力だけど。気持ちよくないかな？」

「ああいえ、気持ちよくは、あるのよ？　でも、なんかこう、前と違うじゃない？」

　由佳の気遣いのある言葉にはちょっと凹んだのだが、事実として由佳の反応が以前ほどよくはなかった。俺が由佳とのセックスで記憶しているのは、白目を剥くほど喘ぎ狂う姿。これはイチャラブセックスなのだから、そんなことにはならないのが普通だが、それにしてもイク気配すらないのはどうにもおかしい。

「もっと、ギュンギュンって、奥に響く感じの、あれが欲しいの」

「そうか。なら、少し激しくするからな」

　お仕置きでの拷問に近い性感責めに慣れてしまった由佳では、普通程度の刺激では感じられないのだと俺は判断した。俺は腰を打ちつける動きを大きくして、子宮口をこじ開けるぐらいの勢いで由佳の膣内を犯していく。

「あ……はうっ……あっ……やんっ……あっ、これ……！」

「はぁ、はぁ……由佳っ……由佳っ!!」

「ひぃ、イギっ……あ、ぐっ……イダッ……す、ストップ！　あうぐうぁ、い、だ、ダメ、止めて！」

「ゆ、由佳……？」

「痛い、痛いからストップ！　一旦ヤメ！」

　由佳が苦痛に顔を歪ませる姿は、エッチでよくあるイヤイヤではなかった。俺はすぐにペニスを引き抜いて、腫れや出血がないことを確認する。傷つくほど強くしたつもりはないが、女の子のアソコに万が一のことがあったら大事だ。

「ごめんな。痛くするつもりはなくて」

「うぅっ。せっかくの初体験なのに」

「今回ばかりは本当に申し訳ない。心から謝るよ」

「わざとじゃないのはわかるけどさ。どうしてこうなるの」

　由佳の要望は満たしたし、エッチな空気も作れていた。行為自体だってごくごく自然で、決して身勝手に腰を振っていたわけではないのに、由佳のことを気持ちよくすることができない。いくら考えても答えは出ず。そこから導かれた仮説は、原因は俺ではなく由佳の側にあるのではないかということだった。

「もしかしたら、由佳は目隠しされたり、縛られたりとか。お仕置きみたいなプレイじゃないと、感じないんじゃないか？」

「は……？」

　これまでずっとお仕置きで性感帯を開発されてきた由佳にとって、愛のあるセックスで心は満たされても、脳がそれを性感に足る刺激とは判断できないのではないか。俺も自分のことを顧みないタイプでは決してないが、どれだけ非を漁っても、原因は由佳のほうにあるとしか思えなかった。

「はあー!?　そ、そんなわけないでしょ！　馬鹿を言うんじゃないっての！」

「あくまでも仮説だって。一番ありえそうだから、検証してみる価値はあるかと思って」

「あり、あっ、ありえる、わけが、ないでしょうが。そんな、私がドＭみたいに……」

　由佳は激情と混乱に頭をパンクさせていた。これほどまでに取り乱すのは、由佳も同じ可能性に辿り着いてしまうほどの図星だったからに他ならない。

「そう。そんなに、試したいなら、やってみなさい。縛るなりなんなりすればいいわ。でも、それで私が気持ちよくならなかったら、お兄さんのことも同じようにして好き放題するからね」

「わかった。疑いを掛ける以上は、俺も相応の覚悟はするよ」

「よしっ、取引成立ね。絶対に気持ちいいなんて言わないんだから」

　由佳は境界線を引くように布団を体に巻いて、俺の準備が整うのを待った。俺はまず目隠しから始めようと、手頃なフェイスタオルを手に取って三つ折りにする。

　結局はこうして、由佳を拘束することになるなんて。イチャラブセックスの予定が、一転して凌辱プレイのイカせ勝負になってしまった。

「じゃあ、始めるぞ」

　俺と由佳。初体験のイチャラブを望んだはずの、思い出の日に。互いの尊厳をかけた戦いの火蓋が、今ここに切られたのだった。
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「まずは、こんなところか」

　俺はホテルに備え付けのフェイスタオルを長細く折り畳んで、由佳の目を覆うように頭部に巻きつけた。目隠しに使うにはだいぶ短いが、正常位でもしなければ外れることはなさそうだ。

「言っておくけど、目隠しをしたら誰だって感度は上がるんだからね。私がイクぐらい気持ちよくならなきゃ、多少具合がよくなってもノーカンだから」

　由佳はベッドに正座して、背後にいる俺に話しかける。こういう痩せた体型の子が目隠しされて正座をしていると、奴隷商に躾けられた薄幸の少女のようで嗜虐心がくすぐられるな。

「イッたかどうかはどうやって判断すればいいんだ？」

「私が『イキましたー』って手を上げてあげる」

「お前な……」

「どうせイクことなんてないんだから細かいこと気にしないの。感覚でわかるでしょ」

「なら、もしものときは正直に言えよ」

　由佳が負けを認めなかったら俺が縛られて好き放題されてしまうので、できれば明確なジャッジの基準がほしいところ。とはいえ、俺も今日は由佳とイチャつきながらエッチをするつもりだったので、どうにも強く出ようという気にならない。

「言っとくけど、痛くしたら即お兄さんの負けだからね」

「俺が圧倒的に不利じゃないかそれ」

「私がお仕置きじゃないと気持ちよくなれないとか、失礼なことを言うのが悪いんでしょ。なんなら、変な実験の代わりにディープで情熱的なキスをしてくれたら、許してあげないこともないけど？」

「なんとなくだがそれは断る」

　この勝負は由佳が負けを認めなければ決着がつかない。ほとんど敗北イベントみたいになってしまった。どうにかソフトＳＭくらいの遊びにとどめて、円満に終わらせられないだろうか。

「ていうか、もしこれで気持ちよくなったりしても、それはそれで大問題なんですけど」

「まあな」

　それはそれで責任を取れとか言われそうだが、そこはさすがに美優たちのグループが悪いので、俺の関知するところではない。俺は由佳の顔の前に黙って手をかざして、何も反応しないことを確認すると、今度は由佳の両手を後ろにしてフェイスタオルを手首にかけて、備え付けのヘアバンドを捻り重ねることで簡易的な拘束具にした。

「意外と、キツくなるものね」

「強引に腕を引き抜けば外せるけど、ここにある道具じゃ完全には縛れないから。無理はするなよ」

　さて、ここから由佳を押し倒してバックからハメてもいいが、残念なことにまたペニスが萎えてしまっている。由佳の体でも触って自分で回復させるか、フェラで勃たせてもらうか。せっかくなら、お仕置きっぽい後者だな。

「由佳、悪いけどまた口でしてもらえるか」

「どんだけフェラさせるのよ。ゴムのニオイがするからイヤ」

　由佳は声のする方から顔を逸らしてそっぽを向いた。たしかに、一度コンドームをつけたモノを舐めさせるのは忍びない。お風呂で洗ってこよう。

「ちょちょっ、どこ行くの」

「風呂でキレイにしてくる」

「そんなの縛る前に済ませなさいって！　こんな状態で女の子を放置するとかどういう神経してるの!?　って、あ、こらー！　戻ってきなさいー!!」

　由佳が見えない相手に向かって文句を言っている姿がなんだか面白かったので、俺は黙って風呂場に行くことにした。由佳のためにもじっくり洗っておこう。

「っと、バスタオルを忘れてた」

　風呂を上がってからソファーに置きっぱなしだった。せっかくだから由佳の分はハンガーにかけて干しておくか。

「あ、ほんとに戻ってきたのね。ならさっさと準備して。勃たないならバイアグラを飲んでいいから」

　部屋に戻ると由佳が一人で偉そうに喋っていた。これは擬似的なお仕置きで感度が上がるかを確かめるのが目的とはいえ、俺は由佳をイジメたいわけじゃないからな。無視するだけの放置プレイはしたくない。

「由佳」

「な、なに」

　俺が返事をしたことへの安堵と、短く名前だけを呼んだことへの不安で、由佳は喋るのを止めた。

「俺もそれなりに女の子としてきたけどな。どうにもフェラが一番好きみたいなんだ」

「だからなんなの」

「なんとなく言っておきたかった」

　俺はそれだけ由佳に告げて、浴室に向かった。セックスは尽くし合いだ。たとえそれがＳＭプレイであったとしても、二人の間に信頼や思いやりがなければ心からの快感は生まれない。由佳の反抗的な態度がただの性格の悪さでないのなら、さっきの一言でそれを察してくれたはず。あいつはむしろ、人の心情は汲めるタイプの人間だと俺は思う。

　風呂場で下半身を丹念に洗って、バスタオルで拭いてから、ドライヤーで水気を完全に取り除いた。部屋に戻ると、由佳はベッドの上で正座のままクネクネしていた。

「何してんだ」

「べ、べつに」

　由佳は俺が声をかけるとその動きを止めた。放置をしたことにもっと文句を言われると思っていたが、予想に反して大人しくしている。まさかもうエッチな気分になり始めているのだろうか。そんな簡単なわけがないか。

「お仕置きを再現するといっても、俺は由佳を犯したいわけじゃないからな。あくまで形だけだ」

「わかってるっての」

　俺はベッドに乗り上げると、サイドテーブルに置いていたコンドームを取って、袋をちぎった。目の前には、素っ裸で後ろ手に拘束されてる女の子がいる。両膝でバランスを取るために広げられた股には、いつか見たうっすらとした陰毛がチラと見えていた。ほんのりと茶色がかっているので、この明るい髪もある程度は地毛なのだろう。全身がほっそりした由佳の体は、比較対象があのエロ要素の塊みたいなムチムチの二人であるせいか、その肉付きに妙なリアリティを感じた。

「んで、この状況でどうやってフェラすればいいの」

　由佳は口をモゴモゴさせて、不服そうに尋ねてきた。可愛いやつだな。

「まず前に上体を倒して。それから俺が手で誘導する」

「こんな、感じ……？」

　由佳が顔を下げてきたので、俺はその唇に半勃ちのペニスを触れさせた。すると由佳は舌を出してその先端の形状を確かめ、亀頭を口に含んで吸い込みながら奥まで咥えてくれた。目隠しされた女の子が股間に顔を埋めるようにモノを舐めてくれるなんて、いくら不本意な拘束プレイでもエロい気分になってくる。

「んっ……あ……むぐっ……」

　俺のペニスは由佳の口の中ですぐに大きくなって、由佳はそれでもすぐにフェラを止めなかった。フェラをしてもらうのが好きだと言っておいたおかげか、由佳はすっかり勃起したペニスを、不安定な姿勢でどうにか頑張ってフェラをしてくれた。

　由佳もフェラが下手な女と思われるのは嫌なようで、目で見えない肉棒を相手に、舌を出して探るように舐り上げてくれる。体幹の筋肉を使いながら、ただでさえ呼吸のしづらいフェラを続けることで、徐々に由佳の息遣いは荒くなっていった。

　必死に首を前後させて、いつもよりも窄んだ口で肉棒を咥えながら、先走りに漏れるカウパー腺液を吸い取っていく。数分ほどそうして肉棒がしゃぶられて、亀頭の傘がパンパンに腫れるぐらいまで勃起が膨らむと、ようやく由佳はペニスから口を離した。

「くっ……なんだか、前にも増して屈辱的だわ」

　そこから出てきた第一声は恨みたっぷりだったが、舐めてもらっている最中は少なからずご奉仕の気持ちが窺えたので、俺としては満足だった。満足ではあったのだが。ついには俺の心にも、抱きたくもなかった感情が芽生えてしまった。

「中断されると萎えるんだ。本番が始まったら口は自由になるから、喋りたいならそれから喋ってくれ」

「うぐぐっ……こんのぉ……！」

　由佳は歯ぎしりをして俺を威嚇してから、呼吸を整えてまた舌で俺のペニスの位置を探り、不服そうにそれを咥えた。美優を相手に勝負事をやってきた由佳だ。手番というものを理解しているはず。つまるところ、「あなたの番のときに私は大人しく従ったのだから、私の番にも同じだけの命令に従ってもらう」と主張するために、自分がしたくないことでもある程度は受け入れるのだ。

「はむっ……ぐじゅ……んく……っ」

「この短時間でずいぶんと上手くなったな」

　この状況に俺の性感が高まっているだけなのかもしれないが、由佳のフェラは最初のときよりも格段に気持ちよくなっていた。由佳にもこれまでお仕置きで精液を飲ませてきたし、そのことを体が覚えているせいで、油断をすれば容易く搾り取られてしまいそうだ。

　本番が始まってからは特にそうだけど、美優の命令でお仕置きしたときのことは、思い出さないようにしないとな。すぐに射精してしまうようなことがあれば、由佳は難癖をつけて俺の手番を終了させるかもしれない。

「ちゅぶっ……ぐちゅ……こんなこほ……させられへ…………んちゅ……ほめらぇはっへ……ぐっちゅ……うれひくなんか……はぁ……んむちゅ……」

「でも、気持ちいいのは事実なんだよ」

　由佳の声音からは不機嫌な響きが感じられる。それでも俺のペニスを咥え続けてくれている事実が、歓喜と快楽を同時に俺の性感帯に与えてくれていた。

「はむっ……んぐじゅ……ぜったい…………じゅるっ……あとでなかへてやる……じゅっ……じゅるるっ……ぐぢゅっ……」

　後ろ手に縛られながら、口だけでご奉仕を続ける由佳の頭の動きに合わせて、左右から伸びるツインテールが揺れている。ペニスを咥え込むために頭を下げて、それと連動して腰が上下に動いていた。そのお尻の動きを目で追っているうちに、由佳を犯したい欲求が湧き上がってくる。

「もう挿れるから、ゴムをつけるぞ」

「んっ……ずじゅっ……ちゅぱっ。ふぅ。さっさと終わらせてよね」

　由佳はフェラをやめて唾液を吸い上げた。俺は袋から取り出したコンドームの上下を確認してペニスに装着し、由佳の後ろに回る。両手を拘束された由佳と後背位でセックスするためには、ベッドに突っ伏すような姿勢にさせるしかない。お仕置きっぽくするためにはそれぐらいは必要か。

「苦しいだろうけど、我慢してくれ」

　俺は由佳の背中を押して、ベッドに頭をつけさせると、腰を掴んでグイッと持ち上げた。由佳の頭がベッドに沈み込んで、なんとか呼吸を維持しようと顔を横に向けて身じろぎするその様を見下ろしながら、俺は蜜口に亀頭までを軽く挿入する。

「あっ……」

　ごくごく小さな音量で、色っぽく漏れた由佳の声。その蜜穴は、先ほどセックスしたときに比べて、溢れるほどに愛液が満ちていた。

「今声を出したか？」

「し、知らないし」

　否定する由佳の声は、どこか焦っているようだった。由佳自身もここまで感度が上がってしまうのは予想外だったのだろう。この時点ですでに『多少具合がよくなった』の域を超えている気がするのだが、由佳は声なんて出してないと言わんばかりにキツく唇を結んでいるし、ここで追及してもけむに巻かれるだけか。

「始めるぞ」

　俺はひとまず疑念を棚上げして、由佳とのセックスを進めることにした。由佳がマゾヒズムに目覚めたのかどうかは挿入してみればわかること。

　俺は由佳の腰を掴み直して、これから挿入することを暗に伝えてから、先端までしか入れていなかったペニスを膣内へとズプッと挿し入れた。

「ひぁ……ん、あっ……」

　俺のペニスが子宮の入り口をコツンと突いたところで、由佳は再び微かな喘ぎ声を上げた。そしてまた、唇を噛みしめて、俺が腰を振るたびに、二度、三度とやってくる快楽に必死に耐え続ける。

「ふぅ……っ……ぅっ……」

　どうにか声に出すことだけは我慢して、息荒く呼吸をする由佳。もうこの時点で俺が正しかったことが証明されたのではないだろうか。

「気持ちいいか？」

　俺は徐々に腰を動かす速度を上げながら由佳に尋ねる。

「はふ……そ……そんなわけ、ないでしょ…………こんな、恥ずかしい格好をさせられて……っ……気持ちよくなんか……！」

　両手を縛られ、ケツを突き出して、秘所からトロトロと蜜を漏らして、なお気持ちよくないと否定をする由佳。縛る前と比べて感度が違わないのなら、ほれみたことかと調子に乗って俺を煽ってきそうなものだが、由佳はふぅ、ふぅと息をするばかりで何も喋ることはなかった。声を出そうとすると嬌声まで漏れてしまいそうなのか、声帯が震えないように必死に身を縮こまらせている。

　それから俺と由佳との間にあったのは、セックスの運動に息を速める俺の息遣いと、由佳の愛液に気泡が混じる音だけだった。由佳の表情はベッドに埋まってなお緩んでいて、どう考えても快楽に浸っているようにしか見えなかった。

「そろそろよくなってきたか？」

　俺が尋ねると、由佳は十秒ほど息継ぎのタイミングを測ってから口を開いた。

「股に棒が入ってるぐらいにしか、感じないっての…………どんだけ……ぁっ……セックス、下手なのよ」

　いつもより切迫した高い声で、それでも由佳は平常を装って返事をした。こんなに濡らして気持ちよくないはずもないのに、負けを認めるのが嫌だからと意固地になっているな。

「嘘をつくと俺も容赦しないぞ」

　パチン！　と俺は強く由佳のお尻を叩いた。色白だった臀部の丸みに、うっすらと赤く手の跡が残される。

「ひやぁ……あっ、あっ……！」

　由佳は声を上擦らせて、膣穴をキツく締める。俺はその肉の壁をこじ開けるようにグリグリと勃起したペニスを押しつけて、繰り返し由佳のお尻を叩いた。

「あ、ひぃっ……んひゃ、や、ひゃめ……！」

　由佳の膣内はペニスの挿入を繰り返すごとにぐちょぐちょとほぐれて、名器と呼んで差し支えない仕上がりになっていった。普通にセックスをしていたときとは比べものにならないぐらいに、肉襞が絡みついてペニスを吸い上げてくる。愛液の役割はただの潤滑剤ではない。液体で膣内を密閉することで、ペニスの前後によって生まれる空洞がなくなり、その溝を埋めるようにして膣肉が竿に這い寄ってくる。

「っ……あっ……ぁぐっ……！」

　顎を上げて喉奥に声を押し込める由佳は、足の指を上向きにピンと反らせて、縛られた両手を過剰なまでの力で握り込んでいた。そうでもしないと、由佳はもう喘ぎ声を我慢することができない。

　由佳が気持ちよくなっているのを認めるのも時間の問題だった。しかし、それと同じくらいに、俺の射精欲も我慢の限界が迫ってきていた。

　ペニスを出し入れしているうちに、由佳の肉穴の柔らかさが、段ボール詰めをして処女を奪ったあの状態に近づいていく。意識をしなくても、美優の「出して」と囁く声が頭の内側から聞こえてくるようだった。そんな風にされたら、我慢なんてできるはずがない。射精する前にどうにか由佳に負けを認めさせないと。

「由佳も気持ちよくなってるんだろ……いい加減に認めろ……！」

「はぁ……あっ……はぅぅ……いっ……いや……こんなの、気持ちよくない……あうっ……んぁ……気持ちよくなんて、ないんだから……ッ！」

　俺が腰を打ちつけて、結合部がぬちゃぬちゃと粘液の擦れる音が鳴っても、由佳は頑なに負けを認めようとしない。

「ああっ、あぁ……あっうぅ……！」

　由佳の全身の筋肉がピクピクと痙攣して、膣内の締まりが急激に強くなっていく。由佳もイキそうになっているんだ。イカせてしまえば、さすがの由佳でも一方的に勝ちを宣言することはできなくなる。俺は射精したい思いを振り払うように、激しいセックスに切り替えて一心不乱に腰を振った。それはあるいは乱暴と呼べるほどに強く、由佳の子宮にペニスを穿っていく。

「あっ……あがっ……うっ……ううっ……！　きもひ、よぐなんがぁ……あぅ、ああっ……んああっ……ッ！」

　ビクンビクンと体を跳ねさせながら、由佳はなおも抵抗する。俺のペニスへの射精命令は、すでに脳から発せられていた。

　俺は由佳の下腹部を抱えて覆いかぶさり、睾丸から排出された精子が尿道にたどり着くまでのタイムリミットで、由佳の肉壺を力いっぱいに掻き乱した。

「由佳……由佳ッ……！」

「あああっ……はぁ……うっ……あ、はっ……もうや……ひゃめっ……きゅ、けぃ、させ……あっ、らめえぇ……ああっ……んっ……あぁぁああっ!!」

　──びゅく、びゅるるっ、びゅく、びゅっ……!!

　ゴムの中に吐き出された精液を、そのまま子宮に押し込むように、俺はめいっぱいにペニスを突き立てた。直後、ベッドに押し倒されていた由佳の背中が、大きく反り上がって激しく身を震わせた。

　互いに息を切らし、気づけば全身にしっとりと汗が浮き上がっている。由佳はだらしなく口を開けて、犬のように浅い呼吸を繰り返していた。喘ぎ声を出さないようにするあまり、まともに息ができていなかったんだろう。

　これでもうはっきりした。由佳はお仕置きをされたり無理やりされたりしないと性的な興奮が高まらないのだ。わかったというだけであって、何かの解決になったわけではないのだが。

「……由佳がイッたんだから、今回は俺が正しかったってことで、ひとまずはいいよな？」

　俺はゴムを外して口を縛り、ティッシュで包んでからゴミ箱に放り投げた。まず事実を確認したうえで、それからどうしたら由佳が満足するイチャラブエッチができるかを考える。具体的に何が由佳の悩みで、どうすれば解決できるのかはわからないけど、少なくともお仕置きエッチだけで終わらせて美優と同じ立場の人間になることだけは避けないとな。

「い……イッて、ない……」

　まだ痙攣の収まりきらない体で声を震わせながら、由佳はどうにか首を横に向けて口を動かす。

「由佳が認めないと終わらないだろ。セックスが気持ちよくてイキましたって正直に答えろ」

「こんなに、辱められて……っ……気持ちよくなるわけ……ないでしょうが……！　ましてや、イクなんて、ありえないし……」

　ここまであからさまにイッておいてまだ抵抗するのか。想定していなかったわけではないが、いざとなるとどう対処したものか難しいものだ。

「そ、それより、お兄さんはイッたんでしょ？　ゴムを外してティッシュを取る音が聞こえたもん。だから、私の勝ちよね」

　由佳は早く拘束を解けと言わんばかりに腕を上げてアピールしてくる。ここで由佳の好きにさせるわけにはいかない。由佳を負かさないとこの不毛なやりとりを延々とやることになる。

「負けを認めないなら、まだ続けるぞ。俺とのセックスが一回で終わるなんて思ってないよな？」

「へ……？　なに、それ……ズルくない……？」

「ズルくない。いいから、これをキレイにしてくれ」

　俺は由佳の口に、まだ勃起したままのペニスを近づけた。由佳はゴムを外したばかりの精液にまみれた肉棒のニオイに顔をしかめる。

「イヤだ、そんな、精液とゴムの味がするのなんて……ふぐっ……!?」

　そんなことにお構いなく、俺は由佳の口にペニスを突っ込んだ。由佳もその勃起の硬さを認識してからは、これがまだセックスの途中なのだということを理解して、嫌がりながらもお掃除フェラをしてくれた。歯を立てることもなく、恐る恐る俺のペニスをしゃぶり、精液を舐め取る。

　美優と同じ道を辿るわけにはいかないけど、少なくとも俺が由佳に好き放題されて、事態が好転する未来は想像できない。だからまずはとことんまで由佳を負かせる。

「ううっ……うっ、じゅぶ、ちゅぷっ……はぁ、あぐっ……！　んっ、ぢゅぱっ……んはぁ、うぅ。射精したのに、こんなにおっきいとか、バカじゃないの。どんだけ女をレイプするのが好きなのよ」

「こんな体質になったのは由佳のせいでもあるんだ。次、始めるからな」

　俺は二個目のコンドームをペニスに装着した。

「もう少し、お休みさせて？　今お股を使われると、ちょっとマズいというか……」

「できないならこのまま口に出すけどいいのか？」

「よくないよくない！　でも、今はまだムリなの……！　お願い、休憩させて」

「イッてないなら続けられるだろ」

　俺は由佳の後ろに回ってお尻の肉を鷲掴みにし、両手の親指で先ほどまで犯していた穴を広げた。そこからはまだ変わらない量の愛液が溢れている。

「こ、こら、やめなさい！　そんなことをして、タダで済むと思ってるの!?」

　まるで囚われの姫のような口ぶりで叫ぶ、由佳の感情の昂りに合わせて、トロトロと蜜が淫裂から垂れてくる。こんなことでも由佳は興奮してしまうらしい。俺はお尻の穴のほうにも指を添えて、腸内に空気が入り込むぐらいに大きく広げてやった。

「ひやぁ……やめッ、やめて……！　そんなとこ見ないで……！」

　案の定、お尻の穴がヒクつくたびに、由佳の肉穴から愛液が漏れた。どこまでもしつけ甲斐のある体だ。続けていたら目的を見失ってハマってしまいそうになる。

「こっちも美優たちに開発されてるんだったら、使ってみてもよかったんだけどな」

　俺は膝立ちして、由佳に肉の薄い尻肉を掴み直すと、間髪入れずに由佳のヴァギナにペニスを突き立てた。

「ひぎぃっ……!!　あ、あああっ……んあっ、ひぁっ……！　ん、あぁぅぅ……はぁうぅ……あっ、あっ、あぅぅああっ!!」

　由佳は激しく悶え、淫らな声を部屋中に響かせた。そして、その声が由佳自身の耳に入って脳が認識したところで、ようやく由佳は息を止めて嬌声を抑える。頭がまだ整理しきれていないうちにセックスを始めたせいで、由佳は喘いではいけないことを忘れていたようだ。

「そんな声が出るぐらいなんだから、気持ちいいんだろ？」

「はぁ……ふぅ……き、きもち、よく……うっ……んぁ……な、ない……ぜんぜん……きもちよくない……！」

「いつまでそうやって強情でいるつもりだ」

　俺は前よりさらに水気が多くなった蜜壺を、ぐちゃぐちゃと肉棒でかき回すと、由佳の全身の筋肉がまたイク直前のようにビクンビクンと跳ねた。たとえダメだとわかっていても、由佳は喘ぎ声を抑えきれなくなってきている。

　こうして実際にセックスをするようになって、十八禁のゲームやアニメで出てくるエロシーンなんてものは、たしかに男を興奮させるためのファンタジーだったのだと知った。それでもひとつだけ、二次元とリアルの両方で通用する知識があった。それは、女の子は一度絶頂を迎えると、次のオーガズムまでの間隔が短くなるということ。イクのに慣れたその体は、続けざまにペニスを挿入されると、たまらず次の絶頂への準備を始めてしまうのだ。

「あぅ、はぁ……はぁ……ふぅっ……んっ、いひゃ、ああっ……らめぇぇ……あぅ……や、やす、ませて……んんっ……あああっ……!!」

　由佳は口元に唾液を滲ませながら快楽責めに耐える。俺は由佳の腕を両手で掴み、馬の手綱を引くようにして持つと、ストロークを大きくして何度もペニスで膣内を打った。できうる限りオモチャで遊ぶように雑に。由佳の肉穴をオナニー用の道具として男本位のセックスを続けていく。

「気持ちいいかっ……由佳っ……！」

　そう尋ねるときほど強く腕を引いて、激しく腰を振る。もはや答えなど求めていないことが伝わるぐらいに、乱暴にペニスを出し入れする。

「ああっ!!　ひぃ、あ、き、きもち……よぐぅ……やぁひぃぃ……ッ!!　んっ、あんっ、あっ……はぁうぅ……!!」

　快楽に抗えず乱れる由佳の感度はさらに上がって上がっていき、また体がビクついて二度目の絶頂を迎えようかというところで、俺は由佳と繋がったまま腰の動きを止めた。その空白の時間に由佳の体は快楽の余韻に包まれ、わけもわからず犯されているだけだった脳が冷やされていく。

　そうして呼吸を整えたところでセックスを再開して、俺は由佳が喘ぎ狂う姿を堪能しながら、硬い肉棒で何度も膣壁を擦った。次第に速くなる腰の動きに、また由佳の体が痙攣し始めて、イキそうになったところで俺は腰を止めた。それを何度も何度も繰り返しているうちに、由佳は俺がピストンを止めても腰を動かし続けるようになった。

　イキたいのにイカせてもらえない。だから自分で動いてイこうとする。そんな意思だけが由佳の白んだ思考の中に残されている。

「あぅ……はぁ……んあっ……」

「自分から動くなんて、そんなに膣内に刺激が欲しいのか？」

「こ……これは……違くて……その……」

　由佳は俺の問いに戸惑って、一瞬だけ動きを止めると、何かを思いついたようにわざとらしく自分から腰を動かし始めた。

「お兄さんが……乱暴にするから……んっ……ああっ……こうして、衝撃を和らげてるの……あんっ、あああんっ……」

　壁に張りついた突起でオナニーをするように、結合したままお尻を突き上げてくる由佳。ここまで追い込んではみたものの、さすがに由佳に言い訳の隙を与えると有耶無耶にされてしまう。変化球で上手く墓穴を掘らせられないかと考えたが、もっと快楽堕ちさせて思考力を奪わないとダメみたいだ。

「由佳。こっちを向いてくれ」

　俺はペニスを抜いてから、由佳の体を転がして仰向けにさせた。それから、ぐったりして重たくなった上体を抱え上げ、対面座位の体勢になる。背中を仰け反った由佳のツインテールがまっすぐに垂れていて、巻かれていた髪はもうストレートに戻っていた。

「ふぁ……なに……するの……」

「なにも。セックスを続けるだけだよ」

「うぐっ……あ、んんっ……いひゃぁああっ!!」

　俺は由佳の正面からペニスを挿入して、その体をオナホのように上下させて根元まで深く突き刺した。お腹を上にして挿入したほうがポルチオを刺激しやすい分、由佳の感度も段違いにいい。男性器に伝わってくる快感も高まるため射精を我慢するのもツラくなるが、そこはもう由佳との根比べをするしかない。

「あ、ああぅ、ああひゃぁ……！　こ、こひゃの、じゅるい、のぉ……あっ……あひぃ……ああうぅあぁっ……！」

　天に向くほどに反り上がったペニスで、由佳のお腹を内側から抉るように、腰をグラインドさせて繰り返し性感帯を刺激した。全身に残った筋肉のありったけを使って、休みなくひたすらに、呼吸する隙すら与えないほど激しく由佳の子宮を突き上げる。

「あうぅぁああっ、あんんっ、ひひやぁあっ!!　ああっ……ぐひゃぃぁあっ……いいひぎぃあッッ!!」

　由佳の体が跳ね上がって、嬌声が途切れても、なおもセックスを続けた。どれだけ由佳がイッても腰を振るのをやめない。ひと突きで絶頂するほどイキ狂ってもなお気にせず、オスの性欲のありったけを由佳にぶつける。

「由佳っ……もう素直になれ……！　っ……はぁ……気持ちいいって、言え……！」

「いひやぁあ、イヤ、やぁんっあっ!!　みひょめにゃ、いっ……んあっ……み、みと、みとめにゃあぁあっ……ッ!!」

　由佳は頑なに否定をし続けた。もはやイエスと言わないことに全神経を割いている。もはやどれだけ喘がせても意味はなかった。何回イカせても、同じ問答を繰り返すだけだった。そんな由佳の強硬姿勢を見ているうちに、俺の脳裏にふと思い出されるものがあった。

「……由佳。俺たちがしたかったのは、イチャイチャしたセックスだったはずだろ」

　俺はピストンの速さを緩めて、意識の朦朧とした由佳を両腕に抱いて囁く。その言葉に、由佳はピクリと反応した。このお仕置きプレイは元々、由佳がそうしないと気持ちよくならないのかを確かめるために始めたものだ。そして、もう由佳がマゾヒズムな特殊体質であることは明白になった。だとしたら、もうこのセックスの行く末としては、由佳が気持ちいいと認めさえすればなんでもいいのだ。

「由佳が嘘をつくのをやめたら、俺は由佳にキスをしてもいい」

　あくまでも軽く唇を接触させる程度のものだが、恋人らしいイチャましさを演出するだけならそれで充分だろう。

「き、きしゅ……してくれるの……？」

「由佳が正直になったらな」

　俺はそれだけ告げて、セックスを再開した。もう無理な力を入れることもしない。これで由佳が負けを認めなかったら、俺が非を認めてしまおうという諦めも込めて、ごくごく普通にセックスらしい最後のピストンを由佳の膣に送っていく。

「ああっ……んっ……あああっ……」

「可愛い声が出るようになったな、由佳……気持ちいいか……？」

「あっ……き、きもちいい……んあっ、きもちぃでしゅ……あっ、あっ……お兄さんのセックス……しゅごくきもちいい……！」

「はぁ……っ……正直になったほうが、由佳のためにも…………んっ？　あ？　気持ちいいのか？」

　こいつ、あれだけ意固地に否定していたくせに、あっさりと手の平を返しやがった。

「本当に気持ちいいんだな？　これがいいんだな？」

　俺はペニスの硬さを由佳にわからせるように、膣内深くまで剛直を挿入する。

「あっ……ああんっ……お兄さんのカタいの……すごくきもちい……すきぃ……!!」

　先ほどとは打って変わって蕩けたような表情で由佳は俺のペニスを受け入れる。俺の腕に抱かれている体をこちら側に倒してきて、自ら俺の肉棒に騎乗するように腰を振ってさえきた。

　そうだった。自分に利があると判断したら、恥も外聞もなく身の振り方を変えるのが由佳という生き物だ。結果的には俺とセックスができて、キスもできるようになって、由佳にとってはいいこと尽くしで勝負が終わっている。しかし、ここまで苦労を掛けさせられて、由佳だけいい思いをするのは納得がいかない。

「だったらさっきまでのは嘘だったんだな？」

「あっ、あっ、はひぃ……嘘でしたぁ……ごめんなひゃぃ……！」

　由佳は微塵も悪びれずにヘコヘコと腰を振る。もう俺はこの生意気な女を懲らしめずにはいられなくなった。

「お前はいつも、そうやって調子に乗って……！」

　俺は力いっぱいに由佳の膣を犯した。苛立ちに硬度を増した剛直が由佳の性感帯を擦り、その乱雑さが由佳を悦ばせるとわかっていてもなお、パンッ、パンッ、と破裂音が鳴り響くほど強く腰を打ちつけるのをやめられない。

「ああっ……ひぃああっ……!!　あうぅごめなひゃぃ……あっ……ああんっ……もうひわけ、ごぎゃいま、ひぇん……でひぃ……んあああっっ!!」

　由佳は目隠し用のタオルを涙で濡らしながら、緩んだ頬と甘い声で悲鳴を上げた。俺には美優のようにとことんまで追い詰めるようなことはできない。だからこの性悪女は、心にもない謝罪を繰り返しながら、かつてないほど嬉しそうに犯されている。

　由佳の淫肉は俺の肉棒を歓迎するようにうねり、謝りながら快楽責めされているその様が、かつてレイプした記憶としてフラッシュバックした。その記憶が俺のペニスをポンプアップさせて、充血してエラ張ったカリが由佳の腹部を擦り、重たくなった陰茎が結合部に鈍く響いていく。

「おおっぐ……うぅあぁっ……ひいぃぃぐいゃ……いっひゃ……いっひゃうっっ!!」

「はぁ……由佳っ……それで、イクの何回目だ……！」

「あひぃ、あ、うぅ……わ、わかりまひぇん……もうイキすぎてわかんないよぉ……!!」

「だったら最初のもイッてたんだな……！」

「んっ、ああっ、い、イッてまひたぁ……！　じゅとさいしょ、から……きもひよすぎて…………なんかいも、ひぎぃ……イッてまひたぁっ……!!」

　由佳は強がって嘘をついたことをわびながら大声で喘ぎ狂った。もはや否定の余地のない完璧な陥落っぷりだった。俺は仰向けにしたまま由佳をベッドに押し倒して、残された筋力のありったけを使って由佳を責め立てた。

「あああうぅっ、ごめにゃひゃひぃっ……!!　いひゃぁあああ……んああっ……あぁあううぅあぁっ!!」

「はぁっ……あっ……由佳っ…………俺ももう、イク……ッ……!!」

「があぁっ、ぐあっ、いひゃぁああっ！　ああんっ!!　んやぁあああっ！」

「ッ……由佳っ、で、るっ……出るっ……!!」

　びゅっ、どびゅっ、ぐぴゅっ、びゅっ、びゅびゅっ──！

　かつて美優の命令で何度も由佳を犯してきたその体は、拘束されて辱められている由佳に射精するのを使命として覚えたように、大量の精液をゴムの中へと送った。体力を使い果たした体にどっと疲れがのしかかってきて、俺は由佳を潰すように正面から倒れ込んでしまう。

「っ……はぁ……っぁ……由佳、悪い……」

　どうにか体を起こして由佳の腹の上から退いたが、由佳からの反応はなかった。強がる必要のなくなった由佳の脳は、負けを認めた途端に快楽に溺れ、俺に犯されるがままにトんでしまったらしい。キスの約束だったけど、寝ている間に済ませてしまうのはさすがに卑怯か。

　俺は由佳の目隠しと拘束を解いてベッドに寝かせてやることにした。由佳はしばらく白目を剥いて虫の息だったが、五分ほどすると安らかな眠りについた。風呂に入ったときに少し休めたとはいえ、遊園地からほとんど動きっぱなしになってしまったからな。俺も休むことにしよう。

　溜まった疲れのせいで朝まで寝てしまいそうなので、俺はアラームをセットするためにソファーまでスマホを取りに行った。筋肉疲労のダルさを感じながらディスプレイの電源をつけると、一件のメッセージが表示されていた。

『了解しました。明日はお家で待ってます』

　俺の帰宅が明日になると連絡したことへの、美優からの返信だった。淡白なのに不思議な温かみがある。早く家に帰って美優とイチャイチャしたい。

　俺はアラームを三時間ほど寝れるくらいにセットしてベッドに入った。由佳は小気味よく寝息を立てて、いつもの生意気な姿からは考えられないくらいに愛らしい顔で眠っている。二つ結びになった髪のまま寝ていると寝癖になりそうなのでヘアゴムを取ってやりたかったが、下手に外すとゴムが切れそうなほどガッチリ縛られていたので諦めた。

　それから、アラームが鳴るまでの間、途中で目が覚めることもなくぐっすりと眠っていた。ベッドに入ってから数分うとうとしていただけのつもりだったのに、気づいたら時間が飛んでいたみたいに大音量の電子音が俺たちの鼓膜を叩いたのだ。その音に驚いて、真っ先に飛び上がったのが由佳だった。

「え!?　なになに!?　もう夏休み終わった!?」

　起き抜けから騒がしくて、もしかしたら俺は由佳の声で目が覚めたのかもしれない。由佳が勢いよく布団をめくり上げたせいで俺の方まではだけてしまったので、その分の布を取り戻すように俺は布団を引きながら体を起こす。

「おはよう。と言ってもちょうど真夜中だけどな」

「あら、おはよう。私たちいつの間に夫婦になったの？」

「なってない」

　裸の男女が並んで寝てればそれなりの関係には思えるだろうが、残念ながら由佳はセフレでもないただの友人だ。起きてすぐにエッチをする気分にはならず、俺たちはベッドから降りて服を着ることにした。由佳はマイクロビキニとキャミソールだけを着てベッドへダイブする。

「ところで由佳。寝る前のことだけど」

　俺が話を仕切り直したところで、由佳はギクっと血の気の引いた顔になった。例の勝負について覚えているか聞こうと思ったが、確認するまでもなかったな。

「あんたたち、マジに責任取りなさいよ」

　由佳は体を隠すように布団を引いて壁を作った。

「俺とする前からそういう体質だっただろ。美優と遥に言え。俺は無関係だ」

「関係なかないわよ……！　最近は一人でするときディルドがないと物足りなくなってるんだからね!?　これがお兄さんのせい以外にあるの!?」

「わかった、俺が悪かった。それ以上に赤裸々な告白をするのはやめてくれ」

　女の子の一人エッチは見てみたい一方で、話題に出されるとどう扱っていいのか困る。

「ま、どうあっても、贖罪はしてもらうからね。こいつを見て目ん玉ひん剥くといいわ」

　由佳はまた慌ただしくベッドから降りてソファーの近くに向かった。その隣にあるテーブルの、テレビやらカラオケやらでごちゃごちゃしているところに紛れて、カバーのないスマホが紛れるように立て掛けられていたのだ。

「そんな小細工までして録画してたのか」

「とーぜんでしょ。この由佳ちゃんをなんだと思ってるの」

　ソファーに投げられていたのはカバーだけだったのか。細かいところにまで知恵が回るんだよな。

「三時間以上放置されてたけど、録画容量は平気なのか？」

「お兄さんは何も知らないのね。デフォで入ってるタイマーで自動的に止められるのよ」

「ほう」

　感心している俺の前に由佳はやってきて、ばっちりお仕置きプレイが録画された動画を見せつけてきた。映像だけを見ていると、まるで俺が年端も行かぬ少女をレイプしているようだ。

「こいつがあれば、お兄さんはもう私の言うことを聞くしかないの。勝負だのなんだのは忘れなさい」

　由佳が得意げにスマホをかざして目を細める。

「俺が言うことを聞かなかったとして。どうするつもりなんだ」

「どうって、それは……」

　そう尋ねると、由佳はいつもみたいに鋭く切り返してはこず、しばらく口をもにょもにょさせていた。なんとなく撮っていただけで、目的など決めていなかったのだろう。

「学校でも、ケーサツでも、送り先なんていくらでもあるのよ。美優に送ってもいいし」

「送ってどうなる」

「それは……騒ぎになるなりして、色々と困るでしょうが」

　由佳は自信なさげに答える。まあ実際に送られたら困ることには違いないが。

「仮にだ。それで俺が警察の厄介になったり、美優が嫌な思いをしたとして。由佳はそれでいいのか？」

　これまでの由佳の脅しや交渉は、取り引きを考えるだけの妥当な理由があった。だが、最近の由佳の言い分は、どうにも無理がすぎるように思う。由佳が俺とのイチャラブした関係を望んでいなくて、最初の頃のように顔見知り程度の関係であれば、こうしたやり方もアリだったかもしれないが、今となってはもう筋が通らない。

「ん……まあ……そうね。思ったほど、使えなさそうだし。これは消そうかしら」

　由佳はしょぼんとしてスマホを操作し、ファイルから動画を消した。こいつも大人しくなったものだな。

「こっちに来い」

　俺は由佳からスマホを取り上げてベッド脇に置くと、由佳のお腹に腕を回して、ベッドの縁に座る俺の前まで抱き寄せて同じように座らせた。

「えっ、えっ、ええっ、なに？」

　由佳は困惑して手足をバタバタさせる。そんな由佳の頭を、俺はポンポンと軽く撫でてやった。

「あの、私、脅してたんですけど……？　普通は怒るとこじゃない？　ちゃんと感情ある？」

「怒るようなことなんてなかったよ」

　由佳が色々と勝手に自爆していくだけで、俺に実害が及んだことはほとんどない。優しさではなく事実として怒る要素がないのだ。

「あっそう。変な人ね」

　由佳は観念して俺の腕の中に収まると、ほのかに頬を紅潮させた。

「こうして由佳と話してるのは楽しくて好きなんだよ。前に相談したときからそうだったけど、由佳の声を聞いてると元気になるんだ」

　怒るどころか、由佳には感謝している。美優とのことは当事者間でもう清算された話だし、俺と由佳との間に限定すれば、俺はむしろ由佳に助けてもらったことの方が多い。

「それにな。苦手なことも多いのにいつも強がってるところとか。ズル賢いようでたまに抜けてて、予定と狂うとあたふたするところとか。由佳は結構、男心をくすぐるような健気さもあるんだよ」

「うっ……褒められてるのか馬鹿にされてるのか……わかんないけどむず痒いわ……」

「褒めてるよ。もう一度はっきり言っておくけどな。由佳は可愛いし、俺は好きだ」

　俺は由佳の肩にかかった二つ結びを前側に下ろし、体を引き寄せて俺に背を預けさせた。

「だから、そういう褒め方はやめてって。なんて言い返したらいいかわかんなくなる」

「昼間は褒められて喜んでただろ」

「雰囲気を考えてよ」

「いい雰囲気じゃないか？」

「それがダメなの」

　またわけのわからない反応を。美優を相手にして慣れてる俺だからいいが。

「私を褒めていいのは、私が褒めてほしそうにしてるときだけ」

「難しいことを言うな。ダメな理由がわからないと判断もつかないぞ」

「だーかーらー。会話としてする分にはいいの。私が本気になるような、本音っぽい褒め方はやめてって言ってるだけで」

　なるほど、そうか。このチグハグな話ぶり、俺はこういうとき、本人の頭の中では整然とした考えがあることをよく知っている。ついに深掘りするべき時がきたんだな。

「なら、それが本心からの言葉でも、褒めないで嘘をついたほうがいいってことか？」

「そういうのとは違くて。そもそも、なに。だったら、本気で私のこと可愛いって思ってんの？」

　ずっとそう言ってるだろうが。

「いいか、由佳。俺が言ってる可愛いっていうのは、外見だけのことじゃない。由佳の反応とか仕草とか、そういう全部が魅力的なんだ。由佳への褒め言葉はどれも本気なんだよ」

「へえ……そう……」

　由佳は無関心を装って返事をする。こうなったら、一発ガツンとやってやらないとダメだな。どうせ約束は果たさないといけないわけだし。

「由佳」

　俺は由佳の首の後ろから顔を近づけて、振り向いた由佳の唇に目線を落とす。美優のおかげで、少しは慣れた動き。あれだけ熱望されていたものを、いまさら嫌がられるかもしれないと恐れる必要もない。

「一度でいいから、人の言葉を素直に受け取ってみろ」

「え、あっ……んっ──」

　俺は由佳にキスをした。由佳が欲しがっていたほど情熱的なものではなかったが、たしかに唇が触れて、互いの朱い肉が平らになるぐらいにしっかりと。

「わっ……え……は……」

　由佳は瞠目して、瞳を震わせる。寝る前の記憶はあると言っていたから、それほど驚かないと思っていた。そんな予想に反して、由佳は俺の腕を振り払うと、ベッドの上を後ずさりして俺から遠ざかっていく。

「由佳、後ろ、危ないぞ」

　俺が注意をしても、由佳はベッドの縁まで下がってなお止まらず、後ろに転がるようにしてベッドから落ちていった。

「お、おい。大丈夫か？」

　バラエティ番組みたいな盛大なズッコケ方に、いくら由佳でも怪我をしたのではないかと心配したが、由佳はすぐにムクリと起き上がった。しかし、混乱状態が解消されたわけでもなかったようで、由佳は室内のテーブル伝いにヨタヨタと歩きながら、浴室へと逃げていった。そんなにビックリさせてしまったとは。なんだか申し訳ない。

　俺は由佳を追いかけていって、浴室のドアを開けた。するとそこには、洗面台の鏡に向かい合い、両手で唇を押さえている由佳の姿があった。

「大丈夫か？」

　声を掛けても、反応はなかった。リスが種を持つように小さく、唇に指を重ねてぼーっとしている。俺が近づいてその姿が鏡に映ると、由佳はようやく俺が追いかけてきたことに気づいた。

「あっ……ふぉ……！」

　鳩みたいな可愛げのない悲鳴を上げた由佳は、泣きそうな目で俺を見つめてきた。

「なに、あの、私、はじめて、おとこのひと……」

　瞳の揺れが由佳の全身に伝わって、わなわなと震えだす。あれだけ挑発してきたくせに、されるとなったらこれか。俺たちはさっきまで目隠し拘束プレイまでしていたんだぞ。なんだそのピュアな反応は。

「ビックリさせたらごめん。約束だったし、寝る前のことは覚えてたっていうから」

　だからあれは、正当なキスだった。女の子とラブホテルに来ている男が言うことでもないが、下心とか他意はまったくなかったのだ。

「とりあえず、部屋に戻って落ち着こうか」

　俺は由佳の肩を抱えるようにしてベッドへと連れ戻った。縁に座らせても由佳はまだ呆然としていて、しきりに唇を触っている。

　初めて由佳とお仕置きエッチをしたとき、美優が口移しでベロチューしていたので、由佳も慣れているのかと思っていた。とはいえこいつの性格を考えると、まともなキスをしてもらったことは一度もなかったんだろうな。

「あの……お兄さんは、どうして私に優しくするの……？」

　由佳の口から漏らされた疑問。これまでと違って、少女らしい控えめな声だった。

「変かな？」

「だって、私が一方的に押しつけた借りを返すために、お兄さんはこんなデートに付き合って。これだけ私がワガママしてるのに、嫌気がさしてる感じ、全然ない」

　由佳は俯きがちに、ついにその本音を吐露する。

「いつもの私が好きって、みんな言うけどさ。誰も私を求めてくれたことなくて。女の子っぽくしても馬鹿にされるし。励ましても茶化されるし。イタズラするとやっぱり怒るし。私は、私なりに、その……」

　由佳は語気を弱めて言葉を濁そうとして。それでも、話を続けてくれた。

「どうしたら元の自分で好きになってもらえるのか考えるのやめて。私が大人になれば時間が解決するんだろうけどさ。そんな形で自分を捨てるのは、なんか、悔しいじゃん」

　幼いなりに頑張って、みんなに好かれていたはずの自分は、恋愛という立場になると誰よりも遠かった。

　由佳の悩みは過去の俺とハルマキさんが嵌っていた泥沼のどちらにも似ていた。いつだか俺も美優に説教をされた、自分はキモいオタクでしかないという思い込み。周囲から見てそれが俺らしいからと、自分で自分を悪い評価に押し込めていた。そこから抜け出したいと思っても、周りは自然な在り方を期待するし、本当に自分らしく頑張っていた部分も捨てられない。

「美優だけは、私の性根みたいなとこを見極めてくれてて。私が得意なことを任せてくれて、ずっと変わらずに仲良くしてくれたの。……お兄さんほど私に関心は向けてくれなかったけどね。嬉しかった」

　美優は優しくて、年不相応に大人で、そのせいで由佳の根っこにある人間性を認めすぎた。それがやがて由佳を美優に固執させて、後付けの恋心を芽生えさせた原因だった。

　原因がそこにあったというだけで、決して美優が何か悪かったわけではない。もし、美優が感情を閉ざしていたあの時期がなかったら、由佳を拗らせずに大人にしてやることぐらい簡単にできていただろう。今はもう、美優は自分の感情に不自由していないけれど。その長い付き合いを経て、由佳にとって美優が敬愛の対象になってしまった今では、もう美優は由佳が求める好きになってほしい誰かにはなれなくなった。

　だから、その足りなかった部分を俺が埋めればいい。これまでの由佳との付き合いで、俺の本心から生まれた由佳が好きだという想いを伝え続けるだけでよかったんだ。由佳の中で周囲の期待によって凝り固まった、『わがままでイタズラ好きの女』であろうとする自分が、どれだけ他人の好意を否定しようとも。他でもない、由佳自身が由佳のことを好きになれるまで。

　由佳が俺に彼氏らしい振る舞いを期待しておきながら、俺が由佳を女として扱うと反発したり、顔を真っ赤にしていたのが、そのまま答えだったんだ。

「俺だって、由佳には色々と思うことはあったよ。美優ほど察しがいいわけでもないし、お互いにロクでもないこともし合ったしな。でも、こうして由佳のことを知った今では、心から由佳が好きなんだ。それだけは信じてほしい」

　後ろから、由佳の顔ははっきりとは見えなかったけど。俺の言葉に、由佳はしばらく目を閉じて考え込んで。それから、そっと俺の腕に手を置いた。

「うん。ありがと」

　由佳は短く返事をした。それから由佳は俺の腕から抜け出して立ち上がると、どこか吹っきれたように清々しく笑みを作った。

「お兄さんは、いい男ね。私が認めてあげる」

　そう語る由佳は明るくて、落ち着いていて、どこか誰もが理想に思う女の子の姿になっていた。予想だにしなかったその穏やかな反応に、俺の胸中になんとも言えないモヤモヤとした不安が立ち込めていく。

　ソファーに散らかった荷物をまとめる由佳の所作は、長年一緒にいたことで無意識に染みついたのであろう、美優に似た大人っぽさがあった。

「えっと、気持ちは伝わったかな？」

「もちろん。遊園地のときからあんだけ好き好き言われてたんだから。むしろ『えー付き合っちゃうのー？』とか思ったくらいだし」

　由佳はベッドに置いてあったスマホにカバーをつけながら軽口を叩く。その言葉にはいつもみたいに胸に響くような鋭さはなかった。

「伝わったなら、よかったよ」

　そう口にしながら、俺の心には焦りが募っていった。由佳が期待していた何かを俺が裏切ってしまった気がした。それがきっかけで、由佳は俺に感謝を述べたあの瞬間に、大人になることを選んだのかもしれない。それは由佳にとって一つの正しい道だったのかもしれないけど。俺は酷く、虚しさを感じた。

　きっと悩みは悩みのまま、由佳の心の奥底に封じ込められているんだ。この場で流れを変えられなかったら、もうそれを解決してやることができなくなる。

「シャワーを浴びたくないか？　お互いに汗もかいたし、由佳はずっと髪を結びっぱなしだっただろ」

「そうね。このまんまじゃベタベタして寝らんないわ」

　由佳は二人分のバスタオルをハンガーから取って、俺に手渡してきた。

「どうするの？　先に浴びてくる？　一緒に入るの？」

　そんな何気ない由佳の質問が、胸にズキリときた。これまでの由佳なら一緒に入る一択だったはず。もうわがままを言う必要もないから、美優に配慮することにしたのか。

「一緒に入るか由佳が先かでいいよ」

　選択肢を残して、保留に近い回答。

「うーん」

　由佳は結んでいた髪を下ろしながら考え込んでいた。そんな由佳の姿を見て、俺の思考が一時的に横道に逸れる。

「……ストレートだと、だいぶ印象が違うな」

「それみんなに言われる」

　左右に結んでいた分が下ろされて、イメージよりも長い髪をスッと伸ばすその清楚さに、いつもの生意気な猫目も可憐に見えた。

「髪を下ろしてる姿も、いいな。かなりいい」

　俺は素朴な感想を投げただけのつもりだった。そんな俺を、由佳は口をへの字に曲げて睨んだ。

「どーせ美優がストレートだからでしょ」

「えっ、ああ、違うんだ……！　オフモードの由佳も可愛くて、もちろんツインテールの由佳も好きだし、どっちも褒め言葉で……！」

　俺は慌てて言葉を取り繕った。そんな姿の俺を見て、由佳はフッと笑った。

「恋人のことなんだから、そんなに必死に否定しなくてもいいのに。やっぱり、変な人ね」

　由佳はまた朗らかに笑って、それを見たとき、俺は唐突に悟った。俺が慌てて言い訳をしたのは、そうしないともう由佳の悩みに触れられなくなる気がしたからだ。でも、本人から頼まれたわけでもないのに、人の悩みを解決してやろうだなんて考えは、独りよがりでしかなくて。美優の願いを叶えてやりたい思いで食い下がってみたけど、それはあまりにも由佳の気持ちを軽視しすぎていた。元々、指示もなく自然に接していろと言われていただけだし、あの美優のことだからどんな結果になっても上手く事をまとめるだろう。

「由佳のことは、由佳のこととして褒めたかったから」

　下手な考えを捨てて力を抜くと、そんな言葉が出てきた。そんなにキザったらしいことを言うような男ではなかったはずなんだけどな。これまでは想像するだけで恥ずかしかったけど、由佳を相手にしているうちにすっかり慣れてしまった。

「お兄さんも、そうやって女を口説くようになったのね。お姉さんも嬉しいわ」

「そういや由佳は俺がダメなオタクだった頃から俺のことを知ってるんだよな」

「ほんとほんと。冴えない男だったのに、ずいぶん成長したもんよ」

「なぜそんな上から目線なんだ……」

　当時の俺を知っててこうして慕ってくれてるのは嬉しいものだな。由佳も逆の立場として、俺みたいな存在をありがたく思ってくれてるんだろうか。だとしたら、俺も嬉しい。

「なあ。シャワーの前に、もうちょっと話さないか？」

　俺はベッドに腰掛けて、今度は隣に座るように布団を叩く。

「しょーがない。私もそんな気分だから付き合ってあげる」

　由佳はニヤニヤしながら俺の横に座った。少しは元の距離感に戻れたみたいだ。

「由佳はやっぱりいい奴だよ。美優が友達に選ぶだけあるというか。遥もきっと、仲良くなれたら由佳みたいにいいところがたくさんわかるんだろうな」

「いや、あの女だけは根っからの悪党だから。映画なら最後にボスを裏切って真のラスボスになるマッドサイエンティストみたいなやつよ」

　まさかそんなことはないだろう。それだけの素養があることは認めるが。

「由佳も遥の素の姿をまだ知らないんだよ。二人は恋敵みたいなものだったから。これからも美優と三人で仲良くしてくれたら俺は嬉しい」

「だったらいいけどさ。私だってどっちとも疎遠になるつもりはないから」

　由佳も美優と同じ高校に通うのかな。美優が進学校に通うのならまだしも、俺でも通えるような公立校に行くらしいし。とはいえその段階にすら由佳の学力が足りているのかは疑問だ。最初のお仕置きのときに話していた限りだと、由佳の勉強のできなさは壊滅的なレベルらしい。

「そういや、由佳が美優にイタズラしたのは、宿題を写させてくれなかったからって言ってたけど。あれは本当なのか？　今にして思えば、アレもとっさに出た嘘だった気がするよ」

　俺もお仕置きプレイを通して、由佳が追い詰められると子供みたいに泣きわめくのはもう知っているが、このズル賢さがあって宿題ごときで美優を怒らせることはなかっただろう。

「さすがに気づいたのね」

　由佳はまた鳴らない指パッチンを掠らせた。

「二割は嘘よ」

「まさか八割も事実だとは」

「なんか勉強ってやる気にならないのよね。それに美優の感情を揺さぶれるなら理由なんてよかったの。当時の私にはね」

　美優からしたらいい迷惑だっただろうが、ああいう関わりかたをしていたのなら美優も覚悟していたのかもしれない。

「由佳はやることなすこと派手だからな。その下着だって、どこで手に入れたんだ？」

「通販よ。あたし身長は百六十以上あるし、買えるものは多いの」

　由佳はストレートにしたヘアを手でさらって「これでも、レディの体ですから」と言葉を付け加える。すごいおっぱいに囲まれていたせいで俺には物足りなく感じてしまうが、小さい胸が好みの人からしたら由佳もたまらない体だろう。

「そういうあからさまな服も、由佳は似合うな」

　キャミソールの開いた胸元には、紐状の下着が先端だけを隠しているのが見える。裾の短いキャミソールだけでは腰までしか隠すことができなくて、Ｔバックが股に食い込んだ深い溝が、少し目線を下げれば覗けてしまう。

「何度も見てもエロい」

「でしょでしょ。もう一回戦したくなってきた？」

「また調子乗って。こういうときは褒め言葉を素直に受け取るんだよな」

「今は褒めてほしいときなの。朝までは私の男なんだから、いい加減に私の扱いを覚えなさい」

　偉そうに威張る由佳は、確かに朝までがこのデートの約束だと言った。まだ俺とこうして一緒にいたいと思ってくれてるんだな。さっきの微妙に距離の空いた関係で終わるよりは、ずっといい。

「俺が美優と仲良くなれたのも由佳のおかげなんだ。もう何度も助けられてるよ。感謝してる」

「ふふん。私からゴーサインが出てから褒めてちゃ遅いのよ」

「それでもきちんと伝えておきたいんだよ。どれだけ借りがあっても、由佳が相手じゃなきゃデートだってしなかった」

　俺がそう言うと、由佳はコクッと小首を下げて、斜め下から期待の眼差しを俺に向けてきた。

「ほんと？」

「本当」

「じゃあ生でエッチして」

「絶対に断る」　

「もー！」

　元の関係に戻ったと思ったら必要以上に巻き戻しをしてしまっていた。美優には好きにさせろと言われているけれど、生のセックスだけは美優以外の誰ともするつもりはない。由佳は子供みたいにベッドでしばらく暴れて、それから一つ深呼吸をした。

「はあ。楽しい」

　体を起こして、由佳は俺を見つめてくる。今まで見たことがないくらいに純真な眼差しだった。

「あのね、お兄さん」

　由佳はじっと俺と目線を交えたまま口を開いた。あの日、美優が本心を打ち明けたときと、同じ目と、同じ声音。

「本当は、気づいてたの。これも美優の指示なんだって」

　由佳が無理して吹っきろうとしていた想い。それが、最後まで悩みのまま残っていた、由佳の憂いだった。

「恋人がいるのにこんなデートまでするなんて、いくら借りがあったっておかしいもの。私に優しくしてくれたりとか、たくさん褒めてくれたりとか。美優に言われてしてんだって、わかってた。頭では、そう理解してたはずなのに」

　その声は、少しずつ掠れていく。吐息を多く含んで、喉から絞り出すような、胸が苦しくなる声だった。

「お兄さんに褒めてもらうのが、どうしようもなく嬉しかった。何回否定しても、美優の指示だってわかってても、どうしてかお兄さんの声を聞くと胸がくすぐったくて、テンションが上がって。それで、私、もしかしたらって、ありえないこと妄想して……」

　想いを語るその最後に、由佳は目を逸らして、ギュッと拳を握った。

「この勘違いが、現実だったらよかったのになって。ずっとそんな馬鹿なこと考えてた」

　最後まで由佳が俺の言葉を信じてくれなかったのは、俺に美優という超能力じみた洞察ができる妹がいたからだった。

　だから、由佳の悩みに俺が気づいて、俺が解決しなければならなかったんだ。俺は嘘をつけない人間だから、もし美優の指示で動いていたとしたら、聞かれずともそれを白状してしまっていたはず。でも、今の俺ならば、自信を持って言ってやることができる。

「聞いてくれ、由佳。これから話すことを、由佳がどう思うかわからないし、本当のことを言ってる証拠なんて、どこにもないけど」

　きっと伝わる。由佳はとっくに、それを感覚でわかってくれていた。

「知っててほしいんだ。俺が美優に言われたのは、由佳が何かに悩んでることと、由佳のしたいことに付き合っていいってことだけで。それ以上のことは、指示も何もなかったんだよ」

　俺が語りかけているうちに、下を向いて横髪で顔を隠している由佳の膝には、気づけば大粒の涙がポロポロと落ちていた。鼻水を啜る音も大きくなって、俺の声が聞こえているかはわからないけど、この言葉だけは告げておかなければならない。

「今日まで由佳に伝えてきた気持ちは、どれも俺の本心だよ」

　それはこれまで何度も繰り返した言葉だった。それでも、由佳にはこれまでとまったく違う意味で伝わっていたはずだ。

「ううっ……うぅ……」

　由佳はすすり泣いて、泣き続けて。

「うぅぅぅぅ……!!」

　やがてその泣き声は地に響くような呻き声となって、由佳は文字通り俺に牙を向けてきた。

「えっ、なっ……どうした!?」

「こんのぉー!!　そんなに女を喜ばせてー!!　彼女持ちにそんなこと言われて私はどうすりゃいいのよー!!」

　由佳は俺に飛びかかってきて、結構な勢いだったので普通に痛かったのだが、言っていることは尤もだったので俺にはどうすることもできなかった。

「心が喜びで満たされてなんだか腹が立ってきたわ」

「それは心が喜びで満たされてないんだと思うけど」

「どっちでもいいっての！　もう……」

　俺を押し倒した由佳は、遠慮なく俺の服で涙を拭ってから、ベッドを転がって横たわった。俺もそれに合わせて力を抜き、寝転んで天井を見つめる。

「てゆか、ほんとに美優の指示じゃなかったの？」

「どこまでを指示とするかにもよるけどな。少なくとも、何をしろとか何を言えとかはなかったよ。ああ、遥からは、由佳がフられまくってることは聞いてたけど」

　あれを聞いていなかったら、由佳から離れていった男の話をされたとき、俺は混乱して余計なことまで突っ込んでいたかもしれない。他にも遥には色々と助けてもらったな。

「あの女……個人情報をなんだと思ってんのよ……」

　由佳は怒りの右ストレートを宙にかまして、パタッと腕を下げた。

「まあでもお兄さんに好きになってもらえたからいいや」

　由佳は上機嫌に俺の腕にひっついてきた。この切り替えの速さは健在か。由佳は俺と美優との友達になるわけだし、確執なく付き合っていけるならなによりだな。もしかしたら、山本さんのことについても、美優は同じような終着を目論んでいるのかもしれない。

「ね、ねえ、お兄さん」

　強張った声と表情で、由佳は俺の腕を強く掴んできた。その口元が少しずつ窄んでいき、やがて辛いものを食べたひょっとこみたいな顔になる。

「ス…………スッ……キ……」

　外国人もビックリするようなカタコトで、由佳は歯の間から息を抜くようにそう言った。

「ん？　え、なに？」

　なんて言ったのかわからなかったのと、由佳が唐突に謎行動をし始めたので、俺は困惑した。そんな俺の反応に、由佳は眉を釣り上げて、痛いほどに俺の腕を掴む力を強めた。

「イチャラブしたかったら『好き』って言う約束だったでしょうが！」

「ああ、それか。そうだったな。まあ、うん。ありがとう。嬉しいよ」

「あんたの提案なのになんなのその反応はぁ……！」

　由佳はポカポカと俺の肩を叩いてきて、それに飽きたところで、「コホン」と咳き込んで落ち着いた。

「私、好きよ、お兄さんのこと。……だからどうなるってことはないけど。純粋に女としてお兄さんに惚れたことは伝えておくわ」

　ベッドで至近距離まで近づいて、真面目な顔で淡白に告白してきた由佳からは、それ以上の感慨を覚えなかった。その気持ちがどういう整理になったのかはわからないが、由佳なら上手く割り切るんじゃないかと思う。

「ってことで、もちろん朝までエッチするでしょ!!」

　こんな風に。由佳は体を起こしてコンドームを掴み取ると、それを俺に叩きつけるように渡してきた。

「今日が最後だからな。俺もできる限りは付き合うよ」

「あ、ちなみに忘れてないと思うけど。本当の最後はホテルを出た後のデラックスジャンボパフェだからね。私はそのまま塾に行くから」

「待て待て。この遊園地とラブホのデートで、これまでの貸し分五百ポイントの支払いになるんだろ？」

　ってか、塾に行くってどういうことだ。こいつ教材どころか文房具すら持ってないだろ。

「それは、こういう計算になるのよ」

　由佳はスマホのメモ帳を再び開くと、俺とのエッチの気持ちよさや、褒め言葉の嬉しさにポイントをつけていって──もちろん帳尻合わせのためにその場で計算しているものだが──ポチポチとこれまでの貸し分を相殺していくと、なんということかちょうどデラックスジャンボパフェをおごる分が残ったのである。

「ほら、これでちょうど清算できる」

「ちなみにこれからするエッチはどう計算されてるんだ？」

「私が告白する約束を果たしてお兄さんが自主的にイチャラブエッチをしてくれるんだから、貸し借りは関係ないでしょ？」

「なるほど納得しかない」

　実は由佳って頭がいいんじゃないのか。いくらズル賢く知恵が働くタイプであっても、単に勉強ができないヤツがここまで上手く話をまとめることはできないはずだ。そこも含めて美優が選んだ友人の才知ということだろうか。

「じゃあほら、第二ラウンド始めよ？　こいつも二本目ぐいーっといっちゃって！」

　由佳は例の精力剤をまた持ってきて、二人分の瓶の蓋を取り外す。男としては意地を見せないわけにはいかない。

「このまますぐ始めるぞ」

　俺は一口で瓶を空にしてズボンを脱ぐと、続いて精力剤を飲み干した由佳をベッドに寝かせてパンツの紐を外した。

「上は着たままするの？」

「せっかくエロい服だからな」

「そんなに気に入ってくれてたんだ。むふふ。好きモノめ」

　由佳は締まりのない顔で俺を見上げた。股の方もほどよく湿って緩くなっていて、これは俺の勘違いでなければ、告白のやりとりをしたあたりから出来上がっていたのだろう。

　正常位でまぐわう体勢になると、俺の陰茎も自然と上向いた。これは体質がどうこうというのではなく、純粋に由佳が可愛くて興奮している。コンドームを装着して由佳と密着すると、由佳が両手を差し出してきたので、俺は恋人繋ぎをしたまま由佳に挿入した。

「んっ……あっ……」

　精液を飲ませるわけでもないし、お仕置きみたいに激しいプレイをしているわけでもない。だから、このセックスで由佳はイクことはないかもしれないし、俺も射精することはできないだろう。それでも、今こうして由佳と繋がっていることに、じんわりと胸に染みる歓びがあった。

「由佳は気持ちいいか？」

「うん。お兄さんとエッチするの、気持ちいいよ」

「そうか。満足できそうかな？」

「どうだろ。よくわかんないけど……なんかね──」

　由佳は俺と見つめ合ったまま、頬を朱く染めて、今度はその照れくさい想いを誤魔化すことなく、くしゃっと無垢な笑顔を見せてくれた。

「幸せ……！」

　満面の笑みで喜ぶ由佳と、俺はその夜はひたすらに甘いだけの時を過ごして、朝日が昇るよりも早くに眠りについた。
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　それから先のことは、後で美優から又聞きした話だ。俺とデラックスジャンボパフェを食べ終えた由佳は、塾の授業の開始を待って着席する生徒たちの前に現れ、こんな話をしたらしい。

「あなたたちに、残念なお知らせがあるわ」

　教壇に立って偉そうに腕を組む由佳を、生徒たちは不思議がりもせずに注目していた。

「私は昨日、女になったの」

　多分に含みのあるその言葉に、およその事情を察したのが一割と、理解できなかった無垢な少年少女がもう一割、そして残り八割が『意味はわかるがまさか由佳がそんなはずはない』と思ってまともに聞く耳を持っていなかった。

「お前女じゃなかったのか」

　そんな煽りを由佳に入れたのが、最前列にいた八割に該当する一人の男子生徒だった。

「なに小学生みたいなことを言っているの。わからない？　ほら」

　その発言を待ってましたとばかりに、由佳はワンピースのスカートを指で摘んで、ヒラ、ヒラ、とはためかせる。揺れる影に視線を落とせば、足元にはまだ汚れのないヒールがその存在をアピールしていた。

「どう見たってデート用の勝負服でしょうが。しかも私は、昨日と同じ服を着ているの」

　その話の意味は、さすがにまだ年端も行かぬ彼らには難しかったようで。素の感情のままに男子生徒は蔑んだ目を由佳に向けた。

「汚えな」

「汚かないっての！　何回シャワー浴びたと思ってんの！」

　由佳はツインテールの片方を鞭みたいにしならせて、ビュンビュンと音を立てて男子生徒を威嚇した。

「要はセックスよ、セックス！　女が女になるにはそれ以外にないでしょ！　私は愛に溢れた最高のいちゃいちゃイチャラブセックスをしてきたのよ!!　昨日……てかまさに今朝の数時間前にね!!」

　我慢ならなくなった由佳がモザイクの欠片もない発言をして、男子は反応に困って黙り込み、女子生徒たちも気まずそうに机に視線を落とした。これから受験勉強をしなければならない彼女たちにとって、教室の居心地が悪くなるなどいい迷惑だった。

「何やってんだお前」

　そこにプリント束を抱えた講師がやってきた。由佳は首だけを機敏な動きで真横に振って、その講師を睨む。

「あら、聞いてなかったの。なら教えてあげる」

「聞いてたよ。いいから座れ。これから約一名だけ赤点の再テストだった答案用紙を返す」

「ぬぅっ……こんなタイミングでなんて薄情な……ッ！」

「自覚があるならもっと勉強しろ」

　講師はプリント束を教卓に置くと、ペケまみれの一枚だけを取って横に並べた。

「めでたい日なんだからお祝いの言葉くらいあってもいいじゃないの。そんなことじゃ三十過ぎても童貞のままよ」

　由佳が余計なお世話を焼くそのネタは、かつてよりその講師が生徒たちにからかわれていた話題の一つだった。由佳だけがそれを冗談ではなく真面目に心配していて、当の講師からしたらそちらのほうが扱いに困る悩みのタネだった。

「言っておくがな」

　しかし、その日の男性講師は、いつもと返しが違った。生徒たちの前で言いにくそうに口を歪めつつも、由佳の得意げな顔につい反論せずにはいられなかったのだ。

「俺はもう童貞じゃない」

　教室中に走る衝撃。もはや前を向いている生徒は一人もいなかったが、全員が耳をそばだてていた。

「い、いつよ」

　愕然とする由佳に、引っ込みのつかなくなった講師も話を続けた。

「ちょうど、先週のことだ」

　小さく呟くように、講師は答えた。それはもはや羞恥プレイ以外の何物でもなかったが、その報告を聞いて由佳だけが目を輝かせて、グワッと身を近づけると講師の両手を包み込むように手のひらを重ねた。

「今夜は一緒にお赤飯にしましょう！」

「やかましい」

　そこで二人の漫才は終わって、由佳は無残な点数のプリントを手に自席へと戻った。空気を読んだ生徒たちも二人の会話の内容にツッコミを入れることなく、授業はつつがなく終了して、由佳は再テストに向けた勉強をすることに。

　ほとんど答えそのままみたいな対策プリントを渡されて、とはいえ理系科目はそれだけで解答を導けるわけもなく、由佳は勉強を教えてくれと頼んだとある人物が来るのを空き教室の黒板に落書きをしながら待っていた。

「あ、あの。お前さ」

　そこにやってきたのは、由佳にとって比較的面識があるほうの男子生徒だった。見ただけでも文化系とわかる、社交性はそれほどないタイプの少年だったが、学力に関しては全国模試でも上位に入る優秀な生徒だった。

「わかんないとこあるなら、教えるけど」

　下心のある申し出だった。恋愛方面になるとほとんどの生徒から一歩距離を置かれてしまう由佳だったが、それが全員に対して等しくマイナス要素になるわけではなかった。男が寄りつかないということは、その分だけ恋愛に疎い人間にもチャンスがあるということになる。とはいっても、少年もその日までは由佳のことを『顔はいいけど面倒そうな女』ぐらいにしか思っていなくて、どうしてか今日になって急に異性として仲良くなってみたくなったらしい。

　望み薄であることは承知の上だったし、断られるならドライに突っぱねられるだけだと思っていた。しかし、その申し出を受けた由佳は、チョークを粉受けに置くと、柔らかく顔を綻ばせたのだった。

「ありがと。でも、別の人を待ってるからいらないわ」

　由佳はくるっと身を翻して、人差し指を唇につける。その動きに合わせて、ツヤよく伸びたツインテールが踊るように浮いた。

「恋のお悩み相談なら、逆にお姉さんが聞いてあげないこともないけどね」

　上機嫌に微笑む由佳の姿に、少年の胸は思春期の痺れに襲われて、とっさに「そっか！」とだけ返事をして逃げてしまった。もしかしたらそれは、これまでのような虚勢から来るものではなく、心からの自信がもたらした本来の由佳の魅力だったのかもしれない。いまさら由佳に惚れてしまったところで、少なくとも同学年の知り合いで由佳が男と付き合うことなどもうないのだが。

「由佳ちゃん、何かあったの？　誰かがものすごい勢いで走っていったけど」

　代わりにやってきたのが佐知子だった。二人は同じ塾に通っていて、ネカフェでの一件以来、よく話すようになったのだ。

「別に。とにかく、時間がないから、これお願いするわ」

　由佳は対策プリントを横長の机に並べると、佐知子と斜めの位置で向かい合った。

「始める前に、一つだけ言っておくことがあるの」

　真剣な顔つきで、由佳は佐知子を見据えて、その珍しい態度に佐知子も緊張した面持ちで相槌の頷きをした。

「こうやって勉強を教えてくれるの、本当に助かるわ。だから、その、ありがとね。佐知子も忙しいだろうけど。あと半年、よろしく、お願いします……」

　まさかの改まった態度に、佐知子も由佳が変なモノを食べたのではないかと心配したそうだが、それがただの気まぐれでないこともすぐに悟ったらしい。

「うん。一緒に頑張ろ。高校でわかんないことがあっても、また教えるから」

　佐知子は由佳の頼みを快諾した。もとより由佳のことは、ロクでなしなだけで悪人だとは思っていなかったのだが、佐知子も由佳のことを女の子になったと、このとき感じたようだった。

「いよっし！　こうなったら期末試験で満点取って講師どもをボロボロに泣かせてやるわ」

「たしかにそれは先生みんなが泣くと思うけど、まずはこのプリントを完璧にしようね」

「ミスったら自分に罰ゲームぐらいしないとね。お邪魔な誘惑もおさらばよ！」

　由佳は電源を切ったスマホを鞄に投げ入れた。その真っ暗になったディスプレイの奥には、佐知子が来るまでの待ち時間で、とある二人宛てのメッセージが送信されていた。

『色々と迷惑かけてごめんね。もう心配はいらないから。ありがとう。これからもよろしく』

　そんな月並みな言葉が、なかなか言えてなかった気がして、由佳はその飾り気のないメッセージを大の親友に送った。

「さ、まずは数学よ。このギザギザした記号からして謎だわ」

「そこからかぁ」

　由佳は筆箱から文房具一式を取り出して、その内の一本を握り込む。いつにない真剣な眼差しで問題用紙と向き合っていた。

「待ってなさいよ」

　スーッと大きく息を吸い込んで、由佳はシャーペンの頭を二回ノックした。











０７．セックスは、兄と妹で









　バナナと生クリームを積み重ねた推定五十センチにもなる巨大パフェを、互いの口にねじ込みながらどうにか由佳と二人で完食した俺は、重たい胃を引きずりながら家に帰宅した。家のドアを開けると、玄関には冷気が充満していて、その実家の安心感とともにスッと心が落ち着いていく。一泊外で寝泊まりするだけでも慣れない環境にいるのは疲れるものだ。

「おかえりなさい。お兄ちゃん」

　俺を出迎えてくれた美優は、すっかり室内着として見慣れた俺のお下がりでリビングから出てきた。おっぱいの出っ張りで浮いた布がお腹の辺りでヒラヒラしている。下にはショートパンツを合わせていて、下半身はほぼ生脚だった。

　言ってしまえばただ大きめのＴシャツを着ているだけなのだが、どうしてこの妹はこんなにもエロいのだろう。いや、いけない。由佳とのデートを経て俺も男として成長したんだ。それを美優にも教えてやらなければ。

「昨日はいきなり泊まることになって悪かったな。でも、由佳の悩みは解決してやれたよ」

　俺は靴を脱いで家に上がるついでに、由佳に持たされていたお土産を美優に渡した。遊園地のキャラクターをモチーフにした定番のクランチチョコレートだ。

「そっか。お兄ちゃんに任せてよかった」

　美優はひと安心した表情で微笑んでくれた。他とは違って美優にできなかったことを俺が解決してやれたわけだからな。少しは自信にしてもいいのかもしれない。

「シャワー浴びてくる？」

「ああ。さっぱりしてくるよ」

　シャワーは由佳と何度も浴びてきたけど、ここに来るまでにまた汗をかいてしまったし、何より他の子とラブホに行ってきた体でそのまま美優に触れるのは抵抗があった。俺が風呂から上がると、脱衣所には着替えの一式が揃えてあって、俺はそんな美優の用意のよさに感謝しながらリビングへと戻った。

　美優はソファーに座って由佳からのお土産をむしゃむしゃ食べていた。かわいい生き物だな。俺は先に冷蔵庫からお茶の入ったボトルを取り、二人分のコップを持ってソファーに座った。

「お茶いるか？」

　尋ねると美優はコクリと頷いた。俺はコップにお茶を注いで美優に渡し、自分のコップにも注いで飲んで喉を潤す。

　数個食べたところで美優がお菓子の蓋を閉めたので、膝の間に来るかと手で示して聞いてみると、美優はスッと立ち上がって背筋を伸ばした姿勢のままちょこんと座ってきた。目の前には腰まで伸びたツヤのある黒い髪がある。いつ見てもよく手入れがされていて美しい。それといい匂いがする。

　由佳が髪を下ろした姿を褒めたとき、「美優がストレートだからでしょ」と言われて否定してしまったが、あれは図星だった。美優が普段からツインテールにしていたなら、俺はきっとツインテール好きになっていただろう。美優のこのロングストレートに見慣れているからまっすぐな髪が好きなんだ。

　……ん、よく見ると髪が腰までは達していないな。

「切ったのか？」

「夏休みは巻いたり伸ばしたりを繰り返すからね。あと、実は内側の一部だけピンクにしてたりします」

　美優が髪の毛をさらうと、その中に細いピンク色が入っているのが見えた。

「そんなにさりげなくでいいのか？」

「もっとしたいにはしたいけど。お兄ちゃんみたいな人からすると不良の文化かなって気がしたから、とりあえず外から見えない程度にエクステを入れてみました」

　なるほどこれは染めてるわけではないのか。でもロリコスにお熱な美優のことだから、できれば長期休みの間くらいは染めてみたいのだろう。

「ちなみにどこまでやってみたいんだ？」

「髪の毛を全部アッシュグレーにして青色とか入れてみたい」

「おうふ」

　だいぶ攻めたところまでいくな。まさしくロリータの王道と言えるカラーリングだし、美優なら間違いなく似合うとは思う。

「私もこの地の黒がなくなるのは嫌だから、染める予定はないよ」

「そうか。美優の髪だから、好きにしてくれていいけど。そう言ってくれるのは嬉しいよ」

　どれだけ好みが合う間柄でも、価値観から何まで全部が完全一致するなんてことはまずない。俺がこれまで美優に対して不快感を抱いたことがないのは、そう思えるように美優が日頃から気遣ってくれてるからなんだ。

「美優は努力家で偉いよな」

　俺は毛の一本も絡まない美優の髪を指で梳きながら呟く。いまさらなことではあるけど、きちんと言葉にして美優を褒めてやりたかった。

　自分が好きなことを頑張れるというのは、決してありふれた才能ではない。美優はやりたいことをやって、やるべきこともやっていて、その向上心は俺も見習わなくてはならないものだ。

「例えばどんなところが？」

「美容はもちろん、勉強も裁縫も頑張ってるだろ？　美優と一緒にいると、俺も頑張らなきゃなって気になるんだよ」

　そう答えると、美優は「ふーん」と淡白な感想を述べて、俺を一瞥するだけにとどまった。俺としても今の褒めかたはイマイチだったな。もっと内面を褒めないと。

「いつも冷静でいるけどさ、さりげなく優しくしてくれるところとか、俺は好きで。結構、情に溢れてるというか。人に対しても、美優は一途だよ」

　美優の好きなところを挙げればキリがない。とはいえ、美優が言われて喜びそうな部分に気づいてあげるのは難しい。できることなら、こうして仲良くならないとわからないような、俺だからこそ感じることを伝えていきたい。

「ふむ」

　美優は顎を上げて俺と目を合わせると、パチパチと瞬きをした。

「急にどうしたの？」

「え、ああ。俺も考えてることを喋らないほうだから、きちんと口にはしておきたくて」

　俺がそう言うと、美優は顔を上げたまま、納得したことを示す代わりに一度だけゆっくり瞬きをして、それから前に向き直った。

「び、微妙だったか……？」

　さすがに反応が薄すぎるので恐る恐る尋ねてみた。すると美優は俺の両腕をベルト代わりに腰に巻きつけて、グイッと後ろに体重を掛けてきた。

「喜ばないとでも思った？」

　美優は謎のドヤ顔で俺を見上げてきた。なんともしてやられた気分だ。

「急に褒められたのにはちょっとびっくりしたけど」

「俺も少しは女の子の扱いに慣れたつもりだったんだよ。それを美優にも教えてやりたくて」

「へー。そうなんだ」

　美優は俺の腕に背中の体重を預けたまま、脚を伸ばして横になった。ちょうど、俺が美優をお姫様抱っこするような体勢になっている。

　そうして美優は、その生脚をなんとなしにスリスリさせて、俺を見つめてきた。何も言わず。兄のシャツを着て横たわる妹が、ツヤツヤのふとももを擦り合わせて俺をジッと見つめてくるのだ。

　そのいじらしい妹の姿に、俺の愚息はムクムクと肥大化してしまった。兄としての威厳を見せつけようと思っていたが、やはりこの妹には勝てない。女としてのエロさを引き出す術を熟知しすぎている。

「すまん、何も変わってなかった」

「きっと奥手の女の子が相手なら、お兄ちゃんも健闘できると思うよ」

　美優はソファーに膝立ちして俺に跨ると、ズボンのチャックを下ろして、トランクスの中に両手を突っ込んできた。

「おっ……おおっ……」

「お兄ちゃんがこれから相手にするのは、この私とあの奏さんだよ。由佳みたいな純情乙女と一緒にしたらダメ」

　美優は大きく開いた豊かな胸の谷間を俺に見せつけながら、洗い物をするように手を前後させてペニスをシゴいてくる。今となってはフェラをしてもらうことが多くなったせいか、まだ慣れていないその人肌の感触に、俺のペニスは即座に剛直化した。

「自分からエロいことをしてくれる女の子ってレアだよな」

「しかも可愛い妹ですよ」

　美優は調子よさそうに付け加えた。こんな明るいうちから男を跨いでペニスをシゴいてくれるなんて、なんてエッチな妹だろう。

　世界一エッチな妹なのではないだろうか。小柄で童顔でパイパンで、それでいておっぱいは大きくてふとももはムチムチだなんて、もうエッチ以外の要素がない。無性にエッチなお願いをしたくなってきた。

「……おっぱい揉んでいい？」

　俺は美優のＴシャツに手を突っ込んで尋ねてみた。すると美優は呆れ気味に「言うと思いました」みたいな顔をして、

「ブラジャーはお兄ちゃんが外してね」

　と、意外にも前向きに対応をしてくれた。最初はイヤイヤ言っておきながら、一度経験してみるとそれからはあっさり受け入れてくれるあたり、言葉にしているほど嫌だとは思っていないのだろう。

　俺は美優の手コキ奉仕を受けながら、ブラジャーのホックに手をかけた。外すためには内側に引っ張って金具の引っかけを取らなければならないのだが、すでにこの時点で美優のおっぱいの重量を感じる。これだけ立派なものを支え続けているブラジャーに俺は畏敬の念を表したい。

　ホックを外すと、ブラの支えから外れた美優のおっぱいが重力に引っ張られて、ツンと突き出た突起の形がＴシャツの表面に浮かび上がってくる。やはり大きいおっぱいはエロい。俺も少しは成長したつもりだったけど、このおっぱいの誘惑にだけは微塵も勝てる気がしなかった。

「美優のおっぱいの重量感が堪らない……」

「重さなら奏さんの方があるんじゃない？」

「密度が違うんだよ。山本さんのはとにかく迫力があって、美優のはこう、ズッシリくるんだ」

「同じ脂肪なんだから密度が変わるわけないでしょ」

　美優は俺を叱るように肉棒を根元から絞って先端に血液を寄せてくる。パンツに手を突っ込まれているのでどうなっているか見ることはできないが、触れられている感覚だけで亀頭がパンパンに膨れ上がっていることがわかる。

「下のほう、すごくアツくなってる」

　美優の胸を揉みしだくごとに、まるで乳房がポンプとなって血液が流れ込んでくるかのように俺の勃起が熱を増していた。充血したペニスはさらに感度を増して、先走りでぬるぬると滑る先端が、美優の指に翻弄されている。

「ぐっ……美優の指テクが気持ちよすぎる……器用すぎるだろほんと……」

「こんなことのために器用になったわけじゃないけどね」

　そんなことを言いつつも、美優は得意げに俺の肉棒を責め立ててきた。手が小さいからこそ、刺激が手のひらで誤魔化されることなく、それぞれの指が触手のように絡んできて絶妙なタッチで性感帯を刺激してくる。

「Ｔシャツも脱がせていいか？」

「そうすると妹は上半身裸になってしまうのですが……？」

　美優は俺のお願いに当たり前の質問を返してきた。俺の知能が幼児並みに下がっていることへの配慮かもしれない。

「妹の裸を見ながらおっぱいを揉みたい」

「実の妹に対する発言がそれでいいんだね」

「後悔はないよ。おっぱいは揉めてるし」

　俺が確たる意思を見せつけると、「お兄ちゃんはそのうち頭の病院にも行こうね」と美優は辛辣な毒舌を浴びせてきて、それからブラジャーとＴシャツを脱ぎ去った。

　二の腕に挟まれていたおっぱいが持ち上げられて、服を脱ぐとぷるんと落ちてくる。まだ若い肌で作られているムチっとしたおっぱいの張りと、ツンとやや上向きになっている乳首が、見ているだけでその質量を感じさせた。

「キレイだよ、美優」

　俺はまた美優のおっぱいを鷲掴みにして揉みまくった。指が埋もれるほどに力を加えると、内部の弾力に跳ね返されて手が自然と開く。

　身長は百五十センチ以下の小柄。バストは九十センチ以上ある豊乳。そんな妹のおっぱいを揉みながら手コキをしてもらえるなんて。人生にこれに勝る幸福があるだろうか。

　大きいおっぱいの魅力は、その弾力だけに止まらない。張り出しているというのが重要なのだ。下乳を手の平いっぱいに撫でられるのは、巨乳に与えられた唯一の権能と言えるだろう。重力により脂肪分が圧縮されたその場所は臀部よりも均一でツヤやかな曲面をしている。ブラの代わりに添えて持ち上げれば、その重みに感謝が沸き起こり、やがて興奮へと変わっていくのだ。

「ずいぶんと熱心に触ってるね」

「まあな。触られるのはどんな感じだ？」

「んっ……実は結構……気持ちいい……」

　美優は俺が胸に触れてもまるで嫌がる素振りを見せなかった。いつもみたいにツンと照れることもなく、俺のイチモツを撫でながら大人しく胸を弄られている。

「なあ、美優」

　ようは、流れの問題なのだ。日常会話でのコミュニケーションと変わらない。エッチでどこまでが許されるかなんてのは、関係性ではなくその日の気分で決まるもの。俺はふと、そんなことを悟った。

「先のとこ、吸ってもいい？」

　いつもの美優なら、即答で「ダメ」と答えるはず。

「えー……むぅ……どうしよっかな」

　美優は妥協点を模索してくれた。乳首が敏感すぎるから抵抗があるだけで、俺におっぱいを吸われるのが嫌なわけではない。

「お兄ちゃんが一分間イカなかったら吸ってもいいよ」

「条件付きじゃなきゃダメなのか？」

「お兄ちゃんの早漏も少しは治しておかないと困るでしょ？」

　なるほど、たしかに俺がすぐに射精してしまっては、美優を満足させてあげられない。

「なら、一分な」

　しかし、この勝負には勝算があった。俺がフェラですぐにイッてしまうのは、美優との初めてのエッチがずっと口内に射精して飲ませるプレイだったことが原因だ。俺の体が、美優の口がすぐ近くにあればそこに精液を出すべきだと、そう判断してしまうせいで俺は射精を我慢できなくなっている。だが、手コキなら体に染みついた記憶が薄い分だけ耐えられる。

「スマホのタイマーが鳴るまでに射精してなかったら、思う存分吸わせてもらうからな」

　俺はそう宣言してズボンごとパンツを脱ぐと、スマホのタイマーをセットして開始ボタンを押した。

「どうぞお好きなように」

　美優は自らの口に二本の指を入れて、口内でねっぷりと唾液をつけてから再び俺のペニスを握った。

「うっ……あっ……ッ！」

　美優のその色っぽい仕草と、急激に変化した快楽の質に、俺の射精欲は瞬間だけ臨界ギリギリまで達した。腹直筋とお尻をギュッと引き締めて、どうにか射精は踏みとどまったものの、美優は唾液と先走り汁を指先で練り込んだ即席のローションをペニスに塗りつけてきて、すっかり熟知している俺の快感スポットをその細い指先で弄り回してくる。

　左手の人差し指は竿と玉袋の付け根をこちょこちょとくすぐり、余った指で陰嚢全体をマッサージされて、自分でも尿道を粘液が通っていくのがわかるぐらいに先っぽから精液が漏れ出していた。それを掬い上げて亀頭に塗りたくる美優の右手は、まるで俺のエッチな体をよしよしと褒めてくれているようで、心の奥底から美優の手淫に屈服してしまいそうになる。

「み……美優……っ……もっと、手加減してくれ……」

「もうそんな顔して。まだ十秒しか経ってないよ」

　美優は膝立ちのまま上体を前傾させて、そのご褒美を見せつけるように豊かな果実を近づけてくる。そうして塞がれた視界の下で、俺の愚息はなおも美優の手コキに蹂躙されていた。

「お兄ちゃんにはこうした方が効くのかな」

　美優は膝の皿がソファーの背もたれにぶつかるくらいに腰を近づけてきて、筒状にした手でにゅるっと肉棒を絞り上げた。そのストロークに合わせて、美優の腰が上下に動いていく。

　先走りの淫汁でぐちょぐちょに濡れた手筒が、まるで美優と向かい合ってセックスをしているように、腰の動きと連動して卑猥な音を立てていた。俺の目にはもう美優の裸姿しか映っていない。おっぱいもさることながら、服に覆われていない首回り、その鎖骨のラインが俺に強く美優の裸を意識させる。

　横乳に隠れてしまいそうな美優の脇の隙間も、このとき初めて性的な興味が湧いた。華奢な肩から、二の腕、ヒジ先まで、肌色しかない。どこを見ても美優の生肌だ。美優は裸なんだ。

「うぐっ……はぁっ……！　み、美優…………ッ！」

　敗北を悟った俺は、もうなりふり構ってもいられず、自分のふとももを力いっぱいに抓ってどうにか射精欲を紛らわした。性感帯に集中していた神経を分散させて、思いきり力むことで射精運動を抑止する。残り時間は二十秒。死に物狂いで耐えるしかない。

「それはズルだよ、お兄ちゃん。手はここじゃないと」

　美優はふとももを抓る俺の手を優しく引き剥がし、自らの乳房を掴ませた。その両手は無意識に美優の胸を揉み始めて、射精を我慢することと正反対のことをしているとわかっていても止めることができない。

　そんな俺に哀れみの目を向ける美優は、早く出せと言わんばかりの速さでペニスを擦ってきた。その冷たい視線がまた下腹部からゾクゾクと快感を呼び起こし、ついにはフィニッシュへの導火線が火花を吹き始める。

「っあああ……ダメだっ……出すなぁっ……!!」

　俺は顔を天井に向けて、つま先をギュッと握り込み、最後の抵抗を試みる。それでも問答無用で脳に送られてくる快楽のパルスを、俺は頭頂から受け流すイメージでどうにかやり過ごし、そして、ついに──

「す、ストップ!!　止めてくれ、美優!!」

　俺は美優に両腕ごと包むように抱きついて、腕の自由を封じた。その傍では、一分が経過したことを伝えるアラームが鳴っている。

「はぁ、はぁ……出て、ないよな……？」

　俺は念のため下半身を確認したが、射精をしたような痕跡はなかった。俺は耐えきったのだ。美優の快楽責めから。長い長い一分間の我慢地獄を乗り越えて、ついに美優のおっぱいを吸う権利を手に入れた。

「美優、もう、吸っていい？　吸うっていうか、舐めるっていうか、とにかくむしゃぶりつきたいんだけど」

　俺が抑えきれない願望を口にすると、美優はジトッとした目で俺を見下ろしてきた。

「それを実の兄に言われる妹の気持ちは考えましたか」

「考えた」

　考えてないけど。

「考えてないよね」

「考えてません」

　それはもうおっぱいのことしか頭にないのだから妹の都合など考えられるわけがない。

「では右と左、吸いたいおっぱいを選んでください」

「右だ」

「あ、はい。……ほんとに片方でいいの？」

「まず俺から見て右を吸う。それから美優から見て右を吸う」

「もー。由佳に変な知恵をつけられたでしょ。そこまでするなら好きにしなさい」

　そんな美優の冷たい声音が心地よかった。沸々と性欲が湧き上がってくる。美優が相手になると俺はダメみたいだ。

「では」

　俺は美優の乳房を軽く持ち上げて、その桃色の突起を凝視してから、感謝を込めてそれを口に含んだ。

「んっ……」

　声を出すまいと構えていた美優だったが、さすがに開発されまくった乳首だけあって無反応ではいられなかった。俺が乳首を舌先で転がすと、美優はクリをイジられるのと同じくらいに体をビクつかせた。快感を逃すように背中を反って、しかし、一度吸わせると決めた以上は抵抗するわけにもいかず、俺の口からおっぱいが溢れないように懸命に体を寄せてくれている。

「あっ……ううぅ……んひゃっ……んあっ……！」

　美優の乳首の舌触りは滑らかだった。乳房が大きい分だけ乳首もそれなりにしっかりした形をしていて、突起を唇に挟んだままでもまだ先端を舐められるだけの余裕がある。俺は美優の乳首を舐め転がして、その感触を楽しんでから、ちゅーっと吸いついた。

「んんっ……ん、あっ……！」

「ちゅぷっ……ちゅっ……はぁ……みゆ……」

　美優のおっぱいを吸うと、甘い香りが口内に広がった。母乳が出たわけでない。母乳は鉄の味がするらしい。だから俺が感じたのは、きっと母乳ではなく母性の香りだ。女性が出す独特のフェロモンの、男を落とすためではなくあやすために発せられた匂いだ。

「あぁ……美優……」

　その香りを味わっていると、脳が溶けてきた。右だ左だと言っている場合ではない。ずっとこのまま美優のおっぱいを吸っていたい。

「お、お兄ちゃん……ってば……あんっ、ひゃぁ……そんな、必死に吸っちゃだめ……！」

　俺の意識がボヤけていくのとは反対に、美優の嬌声はどんどんと大きくなっていった。きっと俺が自分でもわからないくらいに強く吸ってしまっているのだろう。赤ん坊も母乳を出させるために一生懸命に吸うのだから、俺だって同じように吸うに決まっている。

　だが、俺と赤ん坊には明確な違いがあった。美優の性感が高まるほどに、口の中に広がる香りが強くなっている。俺には赤ん坊と違って知能があるから、美優にたくさんエッチなことをすれば、この脳を溶かしてくれるフェロモンの甘みをもっと味わえることが理解できる。だから俺は美優のおっぱいを吸って、ときに舐めて舌で弄んで、空いた手でもう片方の乳首をコリコリと刺激した。

「ひぎゅっ……んあっ……!!　おに、ひゃん……んにゃぃ……ひぎいぃ……んんあッ……!!」

　内股になった美優の脚がガクガクと震えて、まるで失禁直前のように体がフラついている。美優は初めこそ乳首を舐められながら手淫を続けてくれていたが、それもすぐに止まってしまった。それどころか、俺の両肩をがっしりと掴んできて、そうしていないと気持ちよすぎて上体を起こしていられないらしい。

　それでも構わず俺は美優の乳首を舐めた。もはやひとつ舐め上げるだけでビクンと仰け反るその淫らな体に、俺は精いっぱいの女を感じて、勃起した男性器を妹のふとももに擦りつけていた。

「むちゅ……あぁ……み……みゆ……！」

「んひっ、いぃぃあうぅ……んっ、あっ……ひひゃぁ……!!」

　ふとももでペニスをシゴいているときの弾みで、ショートパンツの正面を勃起した肉棒が突き上げた。その瞬間、美優はビクンビクンと痙攣しながら、俺に覆いかぶさるように抱きついてきた。

　どうやら、イッてしまったらしい。乳首を吸われているだけでもう限界だったのだろう。クリをひと撫でされただけで、美優は容易く絶頂してしまった。

「はぁ……はぁ……ごめん、イッちゃった……」

「美優、俺もイキたい」

「うぅ……わかってるってば……」

　美優はぐったりしたまま片手で俺のペニスをゴシゴシと刺激してくれた。雑に済ませたいのではなく、もうそれぐらいしか余裕がないのだろう。だが、俺としてはやはり、おっぱいを吸ったまま射精したい。

「もうちょっと体を起こしてもらってもいいか」

「は、はい……」

　俺がそう頼むと、美優はちょっぴり泣きそうな目をしながら体を起こしておっぱいを吸わせてくれた。意地でも約束を守ろうとするその姿勢は、兄としてとても誇らしく思う。

「んっ、んんっ……あっ……」

　美優は喘ぎながらペニスをシコシコしてくれた。いつもの俺なら淫靡に蕩ける美優の姿に興奮を覚えるのに、今はそんなドライな空気に性感が高まっている。

「あぁ……美優……もう出るかも……」

　美優のおっぱいを揉んでいるときから限界に近かった俺のペニスは、すぐに精液を吐き出したがった。力なく項垂れて乳首を吸われながら爆発寸前の勃起をシゴく美優に、射精のための筋肉が一気に収縮して放出の合図をする。

「あっ……うっ、出る……！」

　俺がいつもみたいに喘ぐこともなく、淡白な射精だったが、量はおびただしかった。ビュクッ、ビュクッ、と繰り返し白濁液を射出した俺のペニスは、美優の手とふとももを精子でいっぱいに汚して、やがて使命を果たしたように小さくなっていった。

「うぅ〜こんなに出して……。パンツに掛かってたらお仕置きしてやる」

　美優は恨めしく呟きながら、射精後の状況を確認した。幸か不幸か精液は美優の服には掛かっておらず、美優は手に付着した精液を舐め取ってから、近くにあったティッシュでふとももを拭っていく。

「……こんなものかな」

　美優は精液が拭ききれたことを確認してから、脱いだ服を拾って、また俺の膝に跨って腰を下ろした。そして、俺の目の前でブラジャーに腕を通し、カップに豊肉を収めてホックを止めた。

「もう終わりなのか？」

「出したんだから満足でしょ？　あんな赤ちゃんみたいに吸いついて」

　美優は服を着直すと、足首にかかっていた俺のズボンを持ち上げてくれたので、俺も大人しく服を着ることにした。こうやってツンツンしているのも、きっと照れ隠しの一種なんだろう。なにせ先ほどの勝負、美優が俺の耳元で「出して」と囁いていたら、俺は一分もの快楽責めに耐えられるわけがなかったのだから。プライドと天秤に掛けた結果とも考えられるが、美優にはおっぱいを吸われてみたい気持ちが少なからずあったはずだ。

「次に吸えるのはいつかな」

　俺は隠しきれない欲望をそのままに、美優に尋ねてみた。

「それはママの気分次第です」

　美優は俺にそう答えて、口にしてみると思いのほか恥ずかしかったのか、しばらく目を泳がせた。

　ママか。こんなにちっちゃくて可愛くて巨乳で妹のママがいるんだから、俺の人生ってやっぱり幸せだよな。

「ママ……」

　俺はその多幸感を表現しようと美優に抱きついた。生乳をイジるのも至福だったが、ブラジャーでしっかりと形作られたおっぱいを感じながら女性を抱くのは、また違ったよさがある。そんな俺の両肩を、美優はガッチリと掴み、今日一番の憐れみの目を俺に向けて腕を突っ張った。

「いやお兄ちゃん普通に気持ち悪いんだけど」

「そんなガチな反応をされるとは予想外だった」

　そこまでリアルに罵声を浴びせて気持ち悪がることはないだろう。実の兄なのだし。

「妹を脱がせて赤ちゃんみたいにおっぱいに吸いついてママって呼ぶような男の人は気持ち悪いでしょ」

「う、うん……」

　改めて言われてみるとどうしようもないほど正論だった。改めて言われるまでもないことなのだが。俺はこれまで山本さんや由佳と彼氏のような役回りをやってきて、それなりに男を上げたつもりだったけど、人間の根幹なんてものはそう簡単に変わるものではなかったのだ。それがわかっただけでも、これまで頑張ってきた甲斐があったというもの。

「まあいいけどさ」

　美優は俺の頭をポンポンと撫でてから、正面を向いて元の膝の間に収まった。こんなことをしても軽く許してくれる美優が俺は好きだ。

「真面目な話として、今後エッチしてるときにおっぱいを吸いたくなったらどうしたらいいんだ？」

「うーん。私にまだ理性がある場合は許可制で」

「理性がなくなってたら？」

「ん、まあ、好きにしたらいいんじゃないでしょうか」

　マジか。こんな嬉しい言質が取れるとは。なんでも言ってみるものだな。しかし、今後のエッチか。それはもう、やっぱり、そういうシーンを美優も想定してるんだよな。男女が、裸になる感じの。

「なあ、美優。前に話した、例の、本番の件についてだけど」

　これについても決着をつけておかなければならない。美優は俺を生物的な本能で求めてしまうせいで、俺の精子を異常なほど欲しがってしまう。そんな美優と俺がセックスをしたら、美優が暴走して子作りを始めてしまうかもしれない。だから俺にはそうならないように美優をコントロールする責任があるんだ。

「美優のこと、だいぶわかってきたんだ。どういうときに美優がえっちな気分になるかとか、どうしたら美優が喜んでくれるのかとか」

　美優にはエッチでたくさん気持ちよくしてもらって、たくさん叱られて、ときには、美優がエッチに積極的になることもあった。そうした反応の要因がどこにあるのか、美優の本音はどうなっているのか、およそ正しく把握できるようになったと思う。

「だから、美優とはこれから先に進んでも、エッチを楽しんでいけると思うんだ。色々と、大丈夫なように。それに、もしものときにも備えて、俺もきちんと形になる努力をしていくから、その……」

　上手くまとめようとして、喋っているうちにだんだんと着地点がわからなくなってきた。とにかく、伝えたいことは、ひとつだ。

「そろそろ、セックスしないか？」

　これまでのやりとりで、俺が考えてることは美優に伝わっているはず。だから美優も、俺の顔を覗き込もうともせずに、静かに俺の話を聞いてくれていた。

「いいよ。お兄ちゃんとセックスする」

　美優は俺の手を握って、はっきりとそう口にした。その簡素な言葉は確かな信頼がなければ出てこなかったもので。俺もようやく、美優とここまで心を通わせられたんだと嬉しくなった。

「いつする？」

　美優に聞かれて、さてどうしたものかと考える。さっきエッチしたばかりではあるけど、間を空けるのも決まりが悪いし、いっそこのまましてしまうのが正解な気もする。

「こ、今夜、とか？」

　口にしてから、そんなすぐにしたいのかと言われてしまいそうな恐怖がよぎって、喋り出しでヒヨってしまった。いざ冷静になって美優を観察してみると、美優は手を膝に挟んでモジモジしていたし、ひょっとしたら性欲は解消されきっていなかったのかもしれない。

「今夜ね。わかった」

　美優はとりあえずの了解だけをして、ソファーから立ち上がった。懸念はあるものの、約束は取り付けられたわけだし、もう今夜に全力をかけるしかない。

　なにせ、俺はこの妹の処女をもらうのだから。中途半端な気持ちで頂くわけにはいかない。

「お兄ちゃん、これ」

　美優はリビングの棚から一枚の紙ペラを持ってきて俺に渡してきた。

「理性が残ってたときの私が書いたやつ」

　それは名刺サイズの小さい洋封筒だった。

「今読んだほうがいいのか？」

　封筒にはシールすら貼られていなくて、中身を確認しようと思えばすぐにできる状態だった。

「できれば明日以降がいいかも。いつでも読めるようにお財布にでも入れておいて」

「そうか。わかったよ」

　俺が了承すると、美優はフラフラと階段を上って自室に戻ってしまった。はたして何が書かれているやら。話している感じからして、山本さんに関係があるものではない。理性が残っているときに書いたと言ったくらいだから、エッチな気分になったら言えなくなってしまうようなことが書かれているのだろう。

　とはいえ、美優は理性が蒸発したときのほうが素直になるので、このメモ書きは言いたいことが言えなかったときのための保険ではなく、むしろ理性が飛んでつい口に出てしまった言葉の信憑性を高めるためのものであるはず。

　エッチな気分のときにしか言えなくて、それが本音だと信じてほしい言葉。そんなもの、あの美優の性格からするに、俺への愛の告白──それもドロドロに甘いやつ──ぐらいしか考えられないのだが、そんなものわざわざ手紙を使って補足するだろうか。

　考えていても仕方ないことだし、俺も夜に向けて自室で休憩するか。それでも時間が余るようなら勉強でもしておこう。この夏休みは常に誰かとデートしていたし、宿題の消化もまだ済んでいない。

　俺は財布に美優からの手紙を紙幣ポケットに挟んで、その真白な封筒の表面をじっと見つめる。いや、やはり、気になるな。このサイズ感からするに、十数文字程度のメッセージしか書かれていない。そんな一文に美優のどんな想いが込められているのだろうか。

　にしても、「理性があったときの私が書いた」って、美優にしては変な言葉の選び方をしたな。発言のままに解釈をすれば、この手紙を渡したときの美優は、もう理性があやふやになっていたと読み取ることもできてしまう。

（……ってことは、やっぱり──）

　美優はまだムラムラしたままだったのか。自室に篭ったのがその昂りを鎮めるためだったとすれば、美優は今この瞬間にも、ベッドでアソコをイジって悶々としていることになる。

　それなら俺が発散させてあげたい。しかし、美優がオナニーしていると思うだけで興奮もするので、止めたくない気持ちもある。二階に行って耳をそばだてれば美優の淫らな呼吸音が聞こえてくるだろうか。あるいはこの鋭敏になった聴覚なら、ドア越しでも衣擦れの音を捉えられるかもしれない。

　俺の足は無意識に階段へと向いていた。盗み聞きをしようなどと考えているわけではない。俺はあくまでも自分の部屋で勉強をするだけ。その集中力が、ほんの数分だけ横に逸れるだけなんだ。

　──ガチャ。と、二階のドアが開く音が聞こえてきたのが、ちょうど俺が意を決して階段に足を掛けた直後だった。俺は慌ててリビングへと戻り、まるで美優のことなど考えていなかったと装うために水切りカゴにあった食器の片付けをしていた。美優は部屋を出てからすぐに階段を降りてきて、何事もなかったかのようにリビングへと戻ってきた。

　その表情は、ほんのわずかではあるが、ほくほくと赤みがかかっていた。美優はキッチンに立っている俺に目をくれることもなく、雑誌を手に取ってソファーにうつ伏せになる。俺が想像していた通りにオナニーをしていたのだとしたら、早すぎる。美優も俺の早漏に負けないくらいにイキやすい体質ではあるが、興奮を鎮めるためのオナニーがほんの数分で済むはずもない。

　オナニーはしていなかったのか、あるいは考えすぎだったのだろうか。俺は不甲斐なく勃起してしまった下半身を隠すために、しばらくキッチンに立ったまま美優のことを眺めていた。

　実家のソファーに寝そべり、雑誌を読みふける妹。さっきまでエッチをしていたときは、恋人である美優個人としての意識が強かったが、こうして日常を過ごしている姿を見ていると、それはどうしようもなく俺の妹なのだった。

　当たり前に同じ屋根の下に暮らして、数えきれないほど食卓で顔を合わせて、まだ言葉もまともに喋れなかった頃からお互いのことを知っている。そうして、十五年も一緒に暮らした実の妹と、俺は今夜セックスをする。俺と美優はもう立派な恋人同士。これまで何度もエッチをしてきたし、妹が相手だからといってセックスをすることに特別な感慨があるわけでもない。もとより俺はそのあたりの意識は薄かったし、気にするとしても美優の側だろう。

（美優としては、どっちのほうがいいのかな）

　俺は勃起がバレないぐらいに萎んだことを確認してから、美優のいるソファーへと戻った。これまでも、兄と妹という関係に拘り続けていたのは美優のほうだった。今日だってあえて自身が妹であることを強調してきたし、あそこまでされると何かの意図があったのではないかとも思えてくる。将来の避けられぬ道として、実の兄妹である事実が人生を阻んでくることを忘れさせないよう、美優が俺に意識を根付かせようとしているのか。どちらにせよ、美優は恋人になってからも妹として扱われたく思っているように俺は感じた。

　俺がすぐ近くに行っても、美優は俺に意識を向けてくることもなく、ペラペラと雑誌をめくっている。俺は空いたスペースに軽く腰掛けて、美優の背中を見下ろした。エッチは関係なしに抱きついて美優とイチャイチャしたい。恋人なのだから、それぐらいは許されると思う。

　髪を触っても、美優は無反応だった。内部を指で探ってみると、たしかにピンク色のラインが見える。サラサラでとても触り心地がいい。このまま抱きついておっぱいを鷲掴みにしたい。性行為としてではなくスキンシップとしてそうしていたい。

　ここで触ることを諦めたら俺は一生負け犬のままだ。そう言い聞かせて、俺はついに、その両手をそっと美優の両乳に沿わせた。すると、さしもの美優も俺に反応して、しばらくは無言の目線を送ってきた。

「なにかするのかと思ってたけど。なんですかそれは」

「いや、あの、ほんとは、ガバッと抱きつきたかったんだけど、つい躊躇してしまってだな」

　俺が事情を説明すると、美優は数秒だけ思案してから口を開いた。

「そこはまあ、お互いに要努力の項目だね」

　美優は雑誌を持ったまま仰向けになった。

「というと？」

　美優も俺に抱きつきたいのを我慢してるのだろうか。

「お兄ちゃんが私へのスキンシップを躊躇するのは、まだ私がお兄ちゃんと触れ合うことに抵抗があった頃のやりとりが原因でしょ？　そこは、私からも、今はもっと触ってほしいって言うべきだったなって」

　美優は真面目な語りで気を紛らわせて、やはり恥ずかしかったのか雑誌で顔を半分隠した。なるほど、そうかそうか。

「じゃあこれからたくさん触っていいんだな」

「私が喜ぶような触り方をしてもらわないと困りますが」

「難しい注文だな」

「私はお兄ちゃんに対していつもそうしてるよ？」

「ああ、たしかに。そうだった」

　俺が美優に触られて嬉しいのは、単に美優が美少女だからではない。男として喜ばせるという観点からしても、美優のスキンシップの取り方は常に理想的なのだ。俺もそこは見習わないとな。

「ちなみにダメな触り方をした場合はどうなるんだ？」

「普通に気持ち悪いって言う」

「それはわかりやすくてありがたい」

　トゲの多い妹ではあるが、ほかの男が相手ならそもそも触らせることすら許さないこの性格を考えると、それだけで俺は美優に好かれていることが充分に伝わってくる。

「たまに触られて嬉しいときも気持ち悪いって言っちゃうけどね。そこは私も努力をしますので。何卒何卒」

　美優は雑誌をパタンと閉じて手を合わせ、お祈りのポーズを取った。

「俺は美優に気持ち悪いって言われるのも好きだから大丈夫だよ」

「そこは改善してください」

「あ、はい」

　つい本心を口走ってしまった。しかし、残念ながらこの捻じ曲がった性癖だけはどうにもならない。そしてそれは美優のせいなので罪悪感もない。

「というわけで、触りたいところに触ってみようと思う」

　俺は仰向けになっている美優を下ろして、どこがセーフティゾーンかを見極める。首とふとももはとても敏感な危険領域だし、おっぱいは美優からすれば充分すぎるぐらいに触られた場所だし、頭を撫でる気分でもない。となれば、残る領域は腕か、腹か。どちらを触りたいかと聞かれたら迷わずお腹を選ぶので、俺は美優の腹部を服の上からさすってみた。

「どうだ？」

「うーんとね。いきなりそこかって思ってたけど、存外悪くないかも」

　美優はお腹をさすられて、どこか安心したように表情が緩んでいた。触っているのも気持ちいいし、触ることで気分よさそうにしてもらえると、こちらの心も満たされる。

　犬を飼っている人もこんな気分なのかな。美優も雑誌を読むこともしないで、目を閉じて心地よさそうに俺にお腹を撫でられている。そろそろ慣れてきた頃合いだと思うので、俺は服の中に手を入れて美優のお腹を直接触ってみた。美優はくすぐったそうにして、最初こそ身をよじるような仕草を見せたが、しばらく触っているうちに無抵抗になった。絞られたウエストでありながら、摘もうと思えば摘めるぐらいのぷにっとした感触を残しているので、触っていてとても気持ちがいい。肌もスベスベでもちもちだ。

　ここが美優のお腹なのか。これまで何度もエッチしてきたけど、こうして触らせてもらったことはなかったな。お腹の匂いを嗅がせてもらったことはあったっけ。あのときは興奮した。なにせ、このお腹の中には美優の子宮があるんだ。俺が中出ししたら美優の卵子が受精する場所。神聖な部位のはずなのに、だからこそ興奮してしまう。

「んっ……あっ……」

　俺の欲情に反応してか、不意に美優が喘ぎ声を漏らした。美優もいきなりのことに混乱していて、顔が赤くなっている。

「ご、ごめんね」

　美優は申し訳なさそうに謝ってきた。俺からすれば邪な気持ちで触ってしまった俺が悪いのだが、美優は俺のためにこのスキンシップをエッチとは別の触れ合いだと割り切りたかったのだろう。

「美優は平気か？」

「う、うん。なにか、お兄ちゃんから邪悪な電波を受信した感じだったけど、今回は私のせいかも」

　さすが我が妹だ。第六感で理解していたか。

「実はその通りなんだ。申し訳ない」

　俺から改めての謝罪をしたが、美優がそれについて追及してくることはなかった。美優の顔が、赤くなったまま戻っていない。風邪でも引いたのかと心配もしたが、この抵抗のなさからして、欲情による赤面の可能性が極めて高かった。やはり、先ほどの手紙を渡した時点では、美優はまだ性欲を解消しきれていなかったんだ。

「美優は、二階に戻ったとき、その……しなかったのか？」

　直接的な表現を避けて、美優に尋ねてみる。美優はなおも俺にお腹をさすられながら、また雑誌で口元を隠して俺を見つめてきた。

「しようと思ったけど、やめた」

「どうしてだ？」

「それは、秘密。まあ、どうせお兄ちゃんと今夜するし」

　美優は部屋に戻ってオナニーをしようとして、あるいは軽く数秒だけ自分のアソコを触って、何かを思った結果、中断して部屋を出てきたらしい。

「言いたくないなら、俺も深堀りはしないよ。それとは別に、聞いておきたいことがあるんだけど、いいかな？」

「お答えしましょう」

　──今日は、少しでも素直になると決めたので。

　そんな言葉を、ごくごく小さな声で付け足して、美優は俺の目を見た。

「美優を妹として好きになるべきか、一人の女として好きになるべきか、迷ってる。俺は女として美優を好きになるつもりでいたけど、美優は兄妹としての形を残したいみたいだから」

「あー。それですか」

　美優はいつかこの質問をされると予測していたようだった。

「その質問への答えは、一応、用意しています」

　その語り出しは、ずいぶんと曖昧なものだった。

「でも、答える前に、ひとつ。私たちが恋人か兄妹かは、深く考えないでほしいの。いい？」

「構いはしないけど、ワケは気になるな。とりあえず、それを前提として答えは聞くよ」

　ひとまずは、美優の答えを聞くのが先だと俺は判断した。

「私はね。お兄ちゃんを、兄として想い続けたい。お兄ちゃんにも、妹としての私を可愛がってほしい。それでいて、恋人でありたいの。……少なくとも、お互いが成人するくらいまでは」

　美優は妹であることを望んでいた。その基底には恋人としての関係があるものの、美優は『妹でもある恋人』ではなく、『恋人でもある妹』でい続けたいらしい。

「そういうことなら、無理に恋人らしい身の振り方はしないよ。……それはいいんだけど、深く考えるなってのはどういうことなんだ？」

「ん、まあ、ほら。答えがあるってことは、理由があるわけじゃないですか。どっちでもよければ、お好きにどうぞって答えるし」

「まあな」

　恋人関係になってなお、俺には兄でいてほしいと願うくらいだから、相応の理由があって然るべきだと思う。しかも、それは俺たちの将来にも関わる重大な理由であってもおかしくはない。

「ね？　そうやって真剣な顔になる」

「ああ、悪い。えっと、つまり、どういうことなんだ？」

「つまり、今から私が、お兄ちゃんにお兄ちゃんでいてほしい理由を答えるということです」

　だから、身構えないで聞いてほしいということか。

「わかった。なら深くは考えない」

　どんなに引っかかるような答えでも、逆に信じられないくらいあっさりした答えでも、ありのままを受け入れよう。理由がどうあれ、俺が美優の恋人であり、兄である事実だけは変わらない。

「これはお兄ちゃんも、自分の身に置き換えて聞いてほしいのですが」

「うん」

「私とお兄ちゃんはこれからもエッチをするじゃないですか」

「そうだな」

「こう……エッチ、するじゃないですか」

　美優は雑誌を床に捨てて、お腹に置かれていた俺の手を取って、それからもう片方の手も掴むと、俺が美優の膝の間にくるように誘導してきた。いわゆる正常位と呼ばれる体位で、セックスをするときの王道的な体勢だ。

「エッチ、しますよね？」

「も、もちろん。具体的には、今夜あたりに、こんな感じに……」

　そう、きっとこうやって、俺と美優は今夜セックスをする。

「こういう、ことだよお兄ちゃん」

　美優は両脚で俺の脇腹を挟んで、腕を引っ張ってきた。すると、俺の腰がさらに美優の股に入り込んで、お互いの秘部が触れ合いそうなぐらいに近づく。

「そ、そうか。えっと、なんだ」

　妙なドキドキを抱えて、俺は美優の言葉の真意を探るのに精いっぱいだった。この正常位が、どうしたというのだろう。俺は美優と何度もエッチをしてきた。他の子とも何回もセックスをした。だから、こうして美優と本番行為に及んだとしても、いまさら何も感じることもない。そう、思っていたのだが。

「お兄ちゃん」

　美優は俺と手を繋いだまま、両肘で胸を寄せて、ジッと俺を見つめてきた。扇情的なポーズを取っている美優の姿が、先ほどまでソファーで寝転んで、雑誌を読んでいた姿と重なる。

　美優とはこの家でずっと暮らしてきた。ファッション雑誌を手にして、ソファーに寝そべる姿だって何度も目にしてきた。家に帰れば廊下で顔を合わせて、何か用があると俺を「お兄ちゃん」と呼んで、話しかけてくれた。

　そうして十五年間、過ごしてきた相手だ。それが、今こうして淫らなスキンシップをしている、実の妹だという事実。

「美優……」

　他の女の子とセックスしたときには抱かなかった、モヤモヤした感情が胸中に広がっていく。それは決して不快なものではなく、正しく単語として表すならば『背徳感』と呼ばれる強烈な興奮材料だった。

　否が応でもイメージが浮かんでくる。実の妹の処女を、兄である俺がもらうという情景。勃起したオスのペニス──見た目がグロテスクで、メスを孕ませるための体液が出る、普段は排泄行為にしか使われないような実兄の肉棒を、体内に受け入れるということ。それをまだ男を知らない妹にやらせるというというのは、あまりにも倫理が欠けた考えだった。

「私は、妹として、お兄ちゃんとセックスしたいの」

　──だって。と、続ける美優の表情には、もはや真面目に考え込むほどの真剣さなどなく。ただ、年相応に生意気なままの女の子が、俺を見つめているだけだった。

「そのほうが、興奮するから」

　最大限の羞恥を封じ込めて、美優はついに、そんな言葉を口にした。それが、できるだけ素直になれるように頑張ると宣言した美優の、最初の本音だった。俺たちが将来ぶつかるであろう壁を避けるために兄妹でい続けたかったわけではなく、美優は兄とセックスをすると単に興奮するから妹として愛してほしいと言ったのだ。

「美優……！」

　俺の股間は、当然の如く、痛いぐらいにパンパンに膨らんでいた。その勃起のレベルと同じくらいの興奮度合いを表すように、美優のショートパンツの中もびちょびちょに濡れている。

「ひゃっ……だめ……！」

「美優、しよう。もう今夜なんて待てない。ここでしよう」

「ふぇ、やっ、あの、はじめては、ベッドがいい」

　服を脱がそうとする俺を美優は制して、濡れた視線を仰いでくる。

「なら、美優の部屋に行こう」

　美優を妹として抱くなら、妹の部屋でセックスするべきだ。美優もそれを喜んでくれるはず。そう思っての申し出だったのだが。

「……お兄ちゃんの部屋で抱いてほしいな」

　美優は、俺の手を引っ張って、そうお願いしてきた。

「ワケがあるなら教えてほしい。美優を妹として抱くなら、妹の部屋でセックスするべきだと俺は思う」

　もう遠回しな言葉で誤魔化すこともしない。お互いの素のままの想いをぶつけ合いたかった。それを美優も感じ取ってくれたようで、そこから先はもう、遠慮なしだった。

「お兄ちゃんの部屋で抱かれた方が、お兄ちゃんのものになった気がするから」

　それは独占欲とは真逆の、被支配欲とでも呼ぶべき美優の欲求だった。

「そんな所有物みたいな扱いでいいのか？」

「うん。エッチのときは、そういう気分になるの。お兄ちゃんに所有されて……その、ちょっぴり本音を打ち明けると、性処理に使われるのも、妹は、嫌ではないので」

　美優は一言一言に、口にしてしまった後悔を滲ませて、その表情がまた発言の真実味を強くしていた。

「嫌ではないってのは、言葉以上の意味で読み取っていいのか？」

　俺がそう問い詰めてみると、美優は照れ臭そうに「えへへ」と笑った。

「そこは、よしなに解釈してください」

　期待していた中で一番エッチな回答だった。素の性欲の強さがうかがえる美優の想いは、兄の性処理に使われるのが好きという意味に相違なく、どう考えても問題発言でしかなかった。だが、不思議とそこに違和感はなかった。

　美優が俺の精液を処理するだけだったあの期間──兄妹としての関係に悩みながらも、どうにか自身の体質と向き合おうとしていたというのが、あの淡白な対応の理由だった。だが今にして思えば、あのときの美優は自身の境遇を楽しんでもいた。

　美優はエッチな女の子なのかもしれない。実の兄を本能的に求めてしまう特殊体質が、逆に迷彩となっていたのではないかとさえ思えてくる。暴走した美優の異常に強い性欲は、素の性欲に特殊体質による性欲が上乗せされたものであるが、そのどちらが強かったのかまでは気にしてこなかった。あるいは、普段はその体質が自身を客観視させる契機になって、生まれ持った性欲にブレーキをかけていた可能性すらある。

「美優の気持ちはわかった。でも、初めては美優の部屋でもらうよ」

　俺は美優に握られるだけだった手を、美優の頭上にまで持ち上げて、ソファーの肘掛けに押しつけた。

「どうせこれからも俺のベッドで寝て、そこでエッチをするだろ。処女を捧げた記憶ぐらいは自分の部屋でもいいよな」

　この家は母親が俺たちを出産したのとほぼ同時期に購入したもの。生まれてから今日まで過ごしてきた日々が、どの部屋にも刻まれている。美優の部屋には、美優の妹としての人生がすべて詰まっているんだ。

「そんなことしたら、部屋に戻るたびにエッチな気分になるのですが……。ただでさえ、お兄ちゃんがいないときは、一人でする頻度が増えてるのに」

　美優は不満げにそんなことを口にしたが、たぶんこのエッチな妹は、ただ兄をオカズにオナニーしていたことを白状したかっただけなのだ。

「美優」

　俺は優しく声をかけて、美優の手を引き、ゆっくりと体を起こさせた。

「な、なあに。お兄ちゃん」

　美優はドキドキを隠しきれない表情で俺を見つめてきた。

「美優の人生の全部が欲しい」

　それが今の俺の、偽りのない本音だった。俺と美優は、愛欲に塗れた視線で見つめ合って、このときの俺たちは完全に同一の感情を共有していたように思う。とにかくセックスがしたかった。

「可愛い妹の人生なんだから。大切にしてね」

　お互いに、大胆であっても、飾り気はなく。それが兄と妹として、初めてのセックスを迎えるために、充分な告白だった。

　俺と美優はソファーから立ち上がって、恋人として初めて手を繋いで歩き、リビングの扉を閉める。

　まだ夏の陽も高い、午後の昼下がり。俺たちは繋いだ手を強く握って、早足で階段を駆け登った。
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　俺は、妹とセックスする。早足に階段を駆け上った俺と美優は、雪崩れ込むように美優の部屋に入ると、立ったまま強く抱きしめ合った。互いの息が荒く上がっていて、弾む鼓動を抑えることができない。

「やっとしてもらえる……」

　美優は焦れる想いを零して、期待の篭った眼差しで俺を見つめてきた。

「待たせてごめんな」

　俺は美優にキスをして、抱きしめながら頭を撫でた。美優は俺に抱きつく力を強くしてきて、もう密着できる限界までくっついているのに、なおも体を寄せてくる。大きな胸のせいで満足できる密着感にならないのかもしれない。そんな美優が可愛いかったので、俺の方から痛いぐらいに抱きしめてやると、美優は満足そうに顔を綻ばせて首筋にキスを返してきた。

　そんな恋人らしいやりとりをしていても、どうしたって下半身は反応してしまう。勃起しっぱなしでピクピクと動く肉棒を、美優は自分のお腹に押しつけていた。そこで俺は気づいた。美優が体をギュウギュウさせてきたのは、密着度を高めたかったからではなく、なかなか届かない俺の肉棒をお腹に触れさせたかったからなのだと。

　性欲に忠実な美優も可愛い。本能的な側面が強くなってきている兆候ではあるけど、それは俺だって同じだ。人間こんな場面になれば、誰だって動物らしい本性が浮き出てくるもの。布越しではなくて、生の肌で抱き合って、美優にペニスを擦りつけたい。リビングでイチャついているときにこの手で触れていた、あのふにふにしたお腹の感触に、この肉棒を埋めてみたくなった。

　そんな感情に任せて、俺は美優のＴシャツに手を入れた。美優もその意図を汲み取ってくれて、俺と顔を合わせると、小さくバンザイをして腕を上げてくれた。ブラごと美優の服を脱がせてから、すぐに俺も上半身裸になる。美優のショートパンツは俺がボタンを外して、同時に美優が俺のズボンのチャックを下ろし、足元に落ちた服を蹴り飛ばすと、ついでに靴下も外して放っぽった。

　そうしてまた、二人で抱きしめ合った。生の体で、お互いの肌の感触を確かめるように、背中に触れる手を滑らせて腕やお尻を撫で回す。俺よりも美優の体温の方が高い。美優が特別に興奮してるからではなくて、普段からこれだけの体温差があるんだ。

　それはベッドで一緒に寝ているときから知っていたこと。でも、裸の美優を抱くことがこれほど気持ちのいいことだとは知らなかった。これまで経験したどの女の子とも違った興奮と安心感があって、なんと比べても美優が最高だった。

「初めて、だね」

「そうだな」

　俺たちはこれだけエッチを繰り返しておきながら、お風呂場以外で裸で触れ合ったことがなかった。だからこそ、この瞬間が一層嬉しかった。その歓喜は性衝動へと変わって、俺は美優のお腹に裏筋までぴったりと密着させたペニスを動かさずにはいられず、その全面を擦りつけるようにして腰を前後させた。

「んっ……あっ……」

　美優の口から漏れた艶声。それは驚きから出たものではなく、性感を刺激されて堪らず漏れてしまったもの。リビングでお腹をさすっているときも、俺が美優の子宮を意識して撫でたときに美優は同じ反応をしていた。

　生殖が意識される行為は美優にとって何よりの興奮材料になる。裸になって子宮に近い部分をペニスで刺激されるのは、美優にとってはセックスに等しいほどの快楽なんだ。

「あっ、あ、んっ……おにい、ちゃん……」

　俺は美優の腰に両手を回して、軽く抱え上げるように美優の体を引き寄せる。そして、その滑らかな腹部の表面にペニスをストロークさせた。挿入しているわけでもないのに、美優は体内に肉棒を埋められているかのように腹筋を引きつらせて、熱い吐息を漏らした。

「お兄ちゃん……だめ……」

　美優も始めこそは同調して腰を動かしていたが、途中で俺の胸元を両手で押して離れようとしてきた。

「どうしたんだ？」

　俺が緩やかに動きを止めて美優を解放すると、美優はギリギリの理性でニュートラルな状態に戻った。──ように見えた。

「お兄ちゃんとの、将来のあれこれが、妄想になって止まらなくなりそうだったので」

　美優はできるだけ遠回しな表現を選んで、脳がセーフティラインのギリギリにあることを俺に教えてくれた。そして、一呼吸を置いて美優は言葉を続けた。

「妹の子宮を、安易に刺激するのは、とてもキケンです」

　美優が口重く、慎重に紡いだその言葉は、今日という日を迎える俺たちにとって忘れてはならない重要事項だった。俺とセックスすることで、美優の性本能がどれだけ暴走するかはわからない。だから、初体験の特別感がどれだけ気分を高揚させようとも、美優への性的な刺激は最小限にしなければならない。

「そうだな。俺も気をつけないと」

　俺は美優を孕ませないようにコントロールしなければならない。俺ならそれができると信頼してくれたからこそ、美優もここまで自分の素をさらけ出してくれている。

「じゃあ、セックスしようか」

「うん。きて」

　美優は俺の手を握ると、その手を引いてベッドまで移動した。

「今寝床を空けるからね」

　布団を奥へと押しやる美優のふとももは、秘所から溢れ出した愛液で濡れていた。それはもう見慣れた光景だったはずなのに、俺はその美優の姿を見て妙に胸がザワついていた。

　ベッドから邪魔な物を退けると、美優は先に乗って正座をして、その後にベッドに乗った俺を正面向きに膝立ちさせた。俺の屹立したイチモツをじっと見つめて、美優はお腹をさすっている。そして、顔を上げて俺と目を合わせた美優が、ほんのりと気恥ずかしさを隠していることに気づいた瞬間、すでに本能側のスイッチが入っていることにも俺は気づいてしまった。

「あの……今日、受精させますか……？」

　美優は何かを思い立ったように、そんなことを聞いてきた。リビングでイチャイチャして、自室でのオナニーを我慢して、俺のペニスに子宮をグリグリされた美優の理性には、とっくに本能に逆らえるだけの力など残っていなかったのだ。

「何を言ってるんだ。美優はまだ処女だろ。まずは練習を積まないと」

　俺は冷静に、落ち着き払って、美優にそう告げた。多少の計算外があっても、これぐらいは乗り越えなければならない壁。生殖本能剥き出しの美優をコントロールできなければ、この先も美優とセックスする機会はいつまでもやってこない。

「あ、そっか。そうでした」

　美優は恥ずかしさを誤魔化すようにはにかんだ。どうやら脳が本能側に倒れると知性も底を尽くようで、これはこれで制御しやすいので大助かりだった。

「そういえば、元は俺も自分の部屋でするつもりだったから、ゴムを置きっぱなしにしてたよ。取ってこないとな」

「コンドームの用意ならありますよ」

　そう言って、美優はベッド近くに置いてあったティッシュ箱の後ろから、個包装のコンドームを一つ取り出した。

「私の理性がこんなときのために準備していました」

　美優は両手の親指と人差し指でコンドームの袋を摘んでそれを見せてくれた。さすがは準備のいい妹だ。

「美優の理性は立派だもんな」

　俺がなんの気なしに褒めると、どうやら美優の中でもニュートラルな自分とデレデレの自分は違うものとして扱われていたようで、美優はデレ側の自分を主張するようにペコっと頭を下げて俺の前に差し出してきた。

「今の私も可愛がってください」

「可愛いよ。もちろん。可愛くないわけがない」

　美優の頭を撫でると、それだけで美優は満足してくれて、また俺たちは正面に向き直った。

「ゴム、つけてくれるか」

　俺は美優に、あえてそうお願いした。特別な想いがあったわけではない。それでも、処女である妹にこの肉棒を受け入れてもらう証としては、そうしてもらうのが一番だと思った。

　俺のお願いに、美優は静かに頷いて、それから包装紙を破いてコンドームを取り出した。それを俺のペニスに被せようと美優は近づいてきて、まずは両手で竿を支える。

「なんだか、結婚指輪をつけるみたいだね」

　美優はそう呟くと、両手で包んだペニスの先に慈しむようなキスをして、それから丁寧にコンドームの輪っかを根元に下ろした。いつも俺より美味しい想いばかりするこの愚息に、俺は並々ならぬ嫉妬を覚えながら、俺自身にもキスをしてもらいたい気持ちを押し殺して美優をベッドに寝かせた。

　仰向けになった美優に俺が覆いかぶさって、ついに俺たちは、初めての瞬間を迎える。

「お兄ちゃんの、ゴムがついてるの見るだけでドキドキする」

　ペニスにコンドームを装着したとなったら、もう挿入する以外に先はない。これから俺たちはセックスするのだということを、この避妊具が何よりも物語っている。

「キスしてたほうがいいか？」

「ううん。他には何もしないで、挿れるだけしてほしい。お兄ちゃんのが入ってくるのを、いっぱいに感じたいから」

　美優は俺が覆いかぶさることで股下が見えなくなることがわかると、膝を立てた脚を大きく広げて、俺のペニスを迎えてくれた。

「挿れるよ、美優」

　ようやく、この言葉を告げることができた。俺はオナニーを目撃されてから今まで、何度もエッチなお願いを断られては、食卓を挟んでお説教をされてきた。あの頃は、こうして裸で愛し合うことになるとは思わなかった。そんな美優の膣内に、これから俺のペニスを挿れる。

「私の処女をもらって。お兄ちゃん」

　美優は自らの豊かな胸を左右の手で掴んで、それを抱え込むようにギュッと身を固めた。蜜口に亀頭を当てがうと、美優の体が強張って、それでも決して抵抗しようとはせず、少しずつ奥へと入り込んでいく俺の肉棒を受け入れてくれる。

「き……キッつい……！」

　まだ亀頭が隠れる程度にしか挿入していないのに、挿れる場所を間違えたのかと思ってしまうほど美優の膣穴は狭かった。美優はオナニーの経験も豊富で、遥にだって繰り返し膣をイジられてきたのに、まるで自分の手で握り込んでいるような圧迫感が肉棒を包んでいる。

「ふぁ……すごい……お兄ちゃんのが、熱くて……硬さも大きさも、ぜんぶ膣から伝わってくる……！」

　俺の肉棒をびっちりと包み込んでいる美優の膣壁は、通常なら体温と同化して判別がつかなくなってしまうはずの温度や形さえつぶさに感じ取っていた。兄妹としての相性のよさなのか、まだ経験のないはずの美優の膣神経は、生まれながらに俺のペニスを感じるようにできているようだった。

「こんなに締めつけてくる肉穴なんて、玩具でもそうないぞ」

「はぁ……はぅ……お兄ちゃんに、気に入ってもらえたかな……？」

「セックスでも美優以外で射精できなくなるかも」

「ふへへ。うれしい……」

　俺は腰を落とし込むようにペニスを美優の膣内へと沈めて、一分近くかけて慎重にこじ開けていく。そうやって、じっくりと美優の膣を慣らして、ようやく竿の半分を美優の中に入れることができた。

「う、ぐっ……おにい、ちゃん……もう、お腹パンパン……」

「痛みは、大丈夫か？」

「へいき、みたい。息はしづらいし、お腹は張ってるけど、痛みはないの。そういう、体質なのかも」

　美優の小柄な体格からしても、異常なぐらいにキツい膣内だったが、もしかしたら美優の膣は慣らしてもこの狭さなのかもしれない。そう思うと、俺もいくらか気が楽になって、亀の歩みのようにゆっくりだった挿入を少しだけ加速させた。

「ひぎぃっ……！　痛っ……あぐッ……ぁっ……ッ！」

　初めて美優は痛みに悲鳴を上げた。俺は気が動転しそうになる頭を、どうにか『落ち着け』と暗示的に自分に言い聞かせて平静を保ち、美優の表情からその具合をうかがう。

「はぁ、はぁ、はぁ…………痛かった……」

「ごめんな、美優」

「ううん。謝らないで。もっと挿れて。……むしろ、安心したから」

　痛くしてしまったというのに、美優は嬉しそうに頬を緩ませて、俺にそう言ってくれた。俺に捧げる初めてのセックスが確かに初めてのものだったのだと、その身に刻まれたことが何よりも嬉しかったみたいだ。

「もう、子宮のとこが切なくて堪らないの。早くお兄ちゃんの、奥まで全部入れて。私の処女、お兄ちゃんのものにして」

　俺の姿だけをその瞳に映す美優の目に、俺は気づかされた。美優が求めてるのは、優しいだけのありふれたセックスではなかった。

　俺はこのロリで巨乳で真面目で無愛想で、ときには人妻にもママにもなってくれる妹の恋人なんだ。とても賢くて、いつも勝ち気な目をしているくせに、デレると砂糖を煮詰めたようにドロドロに甘えてくるこの愛しい人を、世界の誰よりも好きになった兄として抱きしめてやらなければならない。

「わかったよ、美優……！　子宮に押し込んででも、根元まで入れるからな……！」

　俺は美優の全身を抱えると、ひと息に美優の膣内へと陰茎を差し込んだ。

「あっ……ああっ……お兄ちゃん…………お兄ちゃん……!!」

　──好きっ……!!

　美優の叫び声が、部屋中に響いて。それと同時に、俺のペニスが美優の子宮口を穿った。

「ひゅぎぃぃいイイッ──ッ──!!」

　その悲鳴は痛みによるものではなかった。俺がペニスを奥まで捻じ込んだ瞬間、美優は大きく背中を仰け反らせて絶頂したのだ。

「はあぁぅ……ひぃ……ひぐっ……はあぅふぅ……あっ、しゅごひっ……」

　長い年月をかけて遥に膣の奥だけをトロトロに開発されていた美優は、初体験の一度目の挿入でイッてしまった。美優は痙攣する体を抑え込もうとその身を強く抱いているが、俺のペニスが入ったままなせいか、いつまでも全身がビクついてオーガズムの余韻が引かない。

「美優……」

　俺の視線は初挿入でイッてしまった美優の体に釘付けになっていた。　

「美優……可愛いよ、美優……！　セックスも最高に気持ちいい……セックスしてるときの美優も最高に可愛い……！」

　処女のくせに一度の挿入でイッてしまう美優が狂おしいほどに愛おしくて、じっとしていることができなかった。俺は美優の子宮口を押し広げる勢いで、鉄芯のように硬くなったペニスを密着させたまま前後させる。

「ひぃゃああっ、ひゃめっ……らめにゃっ……っあああああひぃぐぅッ……あぁあッッ!!」

　美優は再び喘ぎ悶えて、膣の奥を三回ほど擦ったところでまた絶頂した。俺のペニスにびっちりと絡みついてくる美優の肉襞が、オーガズムに合わせてギュルギュルと竿を根元から絞り上げてきて俺を射精させようとしてくる。

「はぁ……美優……美優っ……!!」

　亀頭はほぐされた子宮近くの肉の柔らかさに包まれ、竿は狭い肉穴に締めつけられている。挿すのも抜くのも快感が凄まじくて、受け流す先などどこにもなかった。もう俺には射精してしまうしか選択肢がなくて、俺はその精液が射出されるまでの短い時間の中で、精いっぱいに腰を振って美優の初めてに俺の肉棒を刻みつけた。

「美優っ……イクぞ……!!」

　精液の射出直前、俺は美優の子宮に鈴口を密着させて、拳銃のトリガーを引くように射精用の筋肉を一気に収縮させた。

「だ、だめ、お兄ちゃん!!　それだけはダメッ──!!」

　美優に最後に残されていた理性が警告を発して、しかし、俺に射精を回避できるだけの猶予などあるはずがなく、美優が叫ぶその最中にも俺の精液が美優の子宮へと撃ち込まれていった。

「ああっらめぇにゃぁ……ああああひぃぃぅぐっ!!　ああああっ……!!　アッ…………ッ──！」

　ドクン、ドクン、と俺の精液が美優の子宮口へと送られるたびに、美優はその刺激で同じ数だけ絶頂した。たとえゴム越しだったとしても、挿入されたペニスの細部まで判別できてしまう美優にとって、子宮に精液を注がれる快感は耐えられるレベルのものではなかった。

「あっ……ああ……おにぃ、ちゃ……はぁ……ふぁ……ひゅごっ……ぃ……ひゅき……」

　酸素を上手く取り込めないのか、お腹が大きく膨らむほど深く息をする美優の膣内には、まだ硬いままの俺の肉棒が挿入されている。それでも、俺に膣内で射精されてぐったりと横たわる美優の顔があまりにも幸せそうで、せめて体だけは繋がった状態でいたかった。

「美優、大丈夫か」

　俺は手を美優の頬に添えて、静かな声でそう訊いた。最低限の刺激に収める、という目標は残念ながら達成できたと言い難いが、美優の初体験としてはいい思い出が残せたと思う。

「えへへ……だいじょうぶ……」

　美優は頬に添わせていた俺の手を両手に持って、自分からスリスリと頬ずりをしてきた。

「美優とのセックス、気持ちよかったよ」

　今でもまだ勃起したペニスの竿全体が美優の膣壁に強く圧迫されている。美優は手を股間へと伸ばして、その結合部を指で確かめた。

「ほんとに繋がってる……」

　女の子にとって、男性器が自分の股に入っている感覚がどんなものなのか、男にはおよそ想像もつかない。でも、結合部に触れる美優が嬉しそうだったので、俺にはそれで充分だった。

「お兄ちゃんと一つになるって、こういう感覚なんだね」

　美優は俺のペニスに埋められて隙間のなくなった膣穴をしばらく弄っていた。呂律も回るようになって、美優の意識も鮮明に戻り始めたみたいだ。

「気分は悪くなったりしてないか？　野性的に交わりたい衝動があったりとか……」

　美優の本能が強く働いているなら、俺との子作りしたい欲望で脳が侵されるはず。こうして見ている分には平穏無事ではあるが、この妹は真面目な表情の奥に激しい劣情を抱え込んでいたりするので油断はできない。

「残念ながら、私の脳は現在九割ほどお兄ちゃんに種付けしてもらう妄想に使われております」

　美優はいかにも冷静な風を装ってそう言った。

「ダメなのか」

「ダメですね」

　美優が身を小さくして俺を見つめると、美優の淫肉がペニスをキュンキュンと締めつけてきた。

「子宮のとこで射精はどう考えてもダメです」

「すまん……」

　こんな状況でも、俺は美優にお説教されるのか。しかし、これに関しては美優の言い分が十割正しいな。

「なんだかゴム付きで挿れられてることに違和感を覚えてきた」

「だ、大丈夫か？」

「お兄ちゃんは私のことが好きなのに、どうして私ではなくゴムに射精したのでしょうか……」

　美優はぼーっとしながらも考えを巡らせ、それから何かが思い当たったような顔をして、シュンとしてしまった。

「私に愛嬌が足りなかったのでしょうか。反省してしまいます」

　美優の発言が理性的におかしくなってきた。本人も言う通り、脳内が生殖本能に蝕まれてきている。てか、愛嬌が足りない自覚はあったんだな。

「好きだからゴムをしてるんだよ。美優」

　こうなった美優も、俺が兄として上手くなだめてあげないと。

「妊娠したらセックスも難しくなるから。せっかく恋人になったのに、すぐにセックスレスになるのも嫌だろ」

「それはとても困る」

　美優が大人しくなってきた。これならどうにかコントロールできるか。

「うぅー……お兄ちゃんの精子で孕まされたいだけなのに……」

　美優は悩ましく身をよじって、まだ膣内に入っている俺の肉棒を感じて「あっ……きもちいぃ……」と声を漏らした。

「美優とはきちんと人生設計をしたいんだ。だから、エッチも焦らずにしよう」

　俺が美優をどうにかなだめようとすると、美優はチラチラとこちらに目配せをして、小声で話し始めた。

「子供が欲しいわけでは、なくてですね。いえ、その、欲しいかどうかで聞かれたら、とても欲しいのですが。そこはどうにか理性さんが抑止しているので、分別はついているのです」

　美優は意外な告白をして、その先をさらに続けた。

「だから、これは折衷案というか、私はお兄ちゃんの精子を受精したいだけで、この体にお兄ちゃんの遺伝子を刻んでもらえるなら今はそれで満足できるといいますか……」

　言っていることはめちゃくちゃだったが、言いたいことは伝わってきた。美優の本能は子作りを望んでいるが、現実としてそれが今の俺たちには相応しくないことは理解している。だから美優は、せめて俺の所有物としての印を、できるだけ取り返しのつかないところに刻みつけてほしいとねだっている。

「美優の気持ちは伝わったよ。すごく嬉しい。でも、そういうエッチな漫画みたいな部分は、どうにもならないというか」

「なんでよー。受精卵のままにしておけるお薬とかないのかな……そしたら私のお腹の卵子をぜんぶお兄ちゃんの精子で受精させてもらうのに……」

　美優の頭の中が完全に二次元になっていた。いつだかのお勉強でエロアニメを大量に観てしまったせいか、思考がかなり非現実的なものに寄っている。

「今は赤ちゃんダメなら、せめてお兄ちゃんの子供しか産めない体になりたい……」

　切ない声で、もどかしそうに本音を漏らす美優を見て、俺も諭すばかりではいけないと考えを改めた。

「焦らなくても、いつかきちんと美優のことは孕ませるから。もう少し我慢しててくれ」

　俺は美優にそう囁いて、軽いキスをしてあげた。すると、美優の感情の昂りがスッと落ち着いて──目はハートマークが浮かんで見えるほどキラキラしていたが──美優は俺の言葉を素直に聞いてくれた。

「ずっと待ってるからね」

　そのときの美優の顔が、いつもの凛とした表情の美優と重なって見えた。真面目なときも、エッチなときも、美優は美優でしかなくて。そのどちらもが、俺の大切な恋人の一面であることは、これから先も忘れずにいたい。

　俺はその誓いとして、今度は長い時間をかけて、美優にキスをした。鼻の先を合わせて、至近距離で見つめ合って、おでこや頬にも唇を触れさせながら、何度も、何度も、美優と口づけを交わした。

　唇が唾液に濡れて、それを舌で舐め取ると、美優が堪らず舌を絡めてくる。小ぶりな舌を懸命に伸ばす美優に、こんなに小さな口でいつもフェラを頑張ってくれていたのかと、俺は嬉しくなってペニスがまた一段と大きくなった。射精前と変わらないぐらいの性欲が湧き上がってきて、美優の口内に舌を捻じ込むと、繋がったままの肉筒がキュッと締まった。

「んっ……お兄ちゃん」

　美優は唇をわずかに離して、この至近距離でしか聞こえないくらいの小さな声で言った。

「もう一つあるから、使って」

　それはティッシュ箱の裏に隠していたコンドームの予備のことだった。それを用意していた美優も、元から一つで済むとは思っていなかったみたいだ。

「痛いのは平気か？」

「痛みはないよ。でも、奥をグリグリされると頭が変になっちゃうから、この意識のままでお兄ちゃんとエッチしたいな。……いい？」

「もちろん。美優の初めてのセックスだから。きちんと記憶に残さないとな」

　俺が少しだけイジワルな答え方をして、それでも美優は気恥ずかしそうに頷いてくれて、俺は再び美優と唇を重ねると、二度目の長いキスの中でコンドームを付け替えた。

「美優。愛してるよ」

　口にしてみると、思っていた以上に自分が恥ずかしくて。それでも、こんなときにしか、この言葉は言えない気がした。

「私もだよ。お兄ちゃんが世界でただ一人だけ、私が愛してる人」

　美優はそのぱっちりとした目で、まっすぐに俺を見据えてきた。しかし、内側にひた隠ししていた性本能が辛抱堪らなくなったようで、一つ瞬きをした後の美優の瞳は、再び情欲に塗れたハート型になっていた。

「は、はやく挿れて」

「ああ、悪い。焦らすつもりはなくて」

　こんなやりとりが俺と美優のらしさなのかもしれない。俺は亀頭を美優の蜜口に当てて合図をしてから、ペニスを挿入した。竿が子宮には届かないように、半分が入ったところからは、慎重にストロークの大きさを見極めていく。

「んっ、あっ、おにいちゃんの、きた……」

　美優は歓喜に打ち震えて、もぞもぞと足を動かしていた。美優の膣は二度目でもキツさが変わらない。そのおかげで、半分しかペニスを挿れていなくても刺激が不足することはなかった。

「どうだ？　美優」

「き、きもちぃ。けど、もうちょっと、奥も平気かも」

「なら、もう少しだけ……」

「あっ、ひにゃぁっ……！　だめだめ、もうだめ……！」

「ご、ごめん」

　俺はまた亀頭だけを擦るような挿入に切り替えて、美優を一度落ち着かせる。丁度いい挿入深度を測るのは、思いのほか難しかった。というのも、理性を保ったままペニスを受け入れられる深さと、頭がイッてしまうほど感じる深さの間に、美優がギリギリ味わえる快感スポットが存在しているからだ。それを無視してしまえば浅いピストンを続けることはできるのだが、このイイところに届かせると美優が顔を蕩かせるので、俺はどうしてもこの境界線を見極めておきたかった。

「んっ、ああっ……そこ、すきっ……ぃいっ……あっああっ！」

「み、美優、もう少しだ。だんだんコツが掴めてきたから」

　ロリ系のオナホールよりキツく締めてくる美優の肉穴の快感に耐えながら、俺は美優の反応がよくなるところを必死で探った。

「ふぁっ……ああっ……！」

　俺が腰を振るのに合わせて、美優のおっぱいが揺れている。脂肪が横に流れても山の形を維持するその鮮度のいい果肉に、俺の視線は奪われて、それでもむしゃぶりつきたくなる感情を今だけは封印してピストンの調整に集中した。

「はぁ……ううぅ……何回も子宮コンコンされて、寸止めなの、頭が変になりそう……」

「もう少しだけ、耐えてくれ」

　言っている俺も、余裕があるわけではなかった。美優の膣が精液をねだるようにずっと締めつけてくるせいで、俺が射精を我慢するのにも限界が近づいていた。

「ああんっ、あっ、お兄ちゃん、上手になってきた……」

「うっ……ぐうっ……み、美優……もう、やばい……」

　だんだんと美優の快感スポットがわかってきた。しかし、今度は場所がわかってもそこを刺激し続けてあげることができなかった。女の子が感じる場所を擦るほど、男に流れてくる快感も跳ね上がるのだ。

「あんっ、あっ、んああっ……ぁあっ、あっ……止めちゃやだ……もっと、して……」

「ううっ……美優、そんなこと、言っても…………もう……出そう……」

　美優が腰を止めることを許してくれなくて、俺はペニスを擦り続けるしかなかった。射精をしないように、どうにか腰を動かして、やがてピストンはカクカクとしたぎこちないものへと変わっていく。

「あっ……んっ……お兄ちゃん、イキそうになってる……かわいい……」

「ほんとにもう限界なんだよ……」

　あと何回か擦ったら、我慢の限界を超えそうだった。俺は勢いに任せて射精してしまうか迷って、結局はイカないために動きを止めることを選んだ。

「止まってしまいました……」

「ごめん……もう、止まっててもイキそうなぐらいで……」

　俺が動かなくても、美優の肉襞が波打つようにペニスを圧迫してきて、このまま出てしまいそうだった。

「ふふふっ。お兄ちゃんが射精を我慢してるの、実は結構好きだったりするのです」

「思い当たることが多すぎて驚かないよ」

　俺は深く呼吸を繰り返して、射精の熱をどうにか逃していった。

「早漏のお兄ちゃんもかわいくて好き」

「治さないといけないんじゃなかったのか？」

「生殖能力としては、すぐに精子を出せるのは優秀なので」

「なるほど」

　俺が早漏なのも、事実として美優を孕ませたい本能的な衝動が問題なわけだからな。その面での相性はバッチリなんだろう。

「まあ、これを言うと、理性的な私がたくさんエッチがしたいだけみたいになるので、やめましょう」

「そうだな」

　それもおそらくは事実なのだろうが。またお説教をされてしまいそうなので突っ込まないでおいた。

「落ち着いちゃったな。どうしようか？」

「うーん。なんだかとても心が満たされているので、あとはお兄ちゃんにお任せします」

　セックスを再開すれば、次は美優も無茶を言わずに射精させてくれるだろう。しかし、それだとどうにも味気ない終わり方になりそうだった。

「美優、体を起こしてくれるか」

「構いませんが」

　俺はペニスを一度引き抜いてから、美優をベッドに座らせると、クルッと回れ右をさせて後ろ向きにさせた。

「ベッドに手をついて」

「はい」

「お尻を上げて」

「い、イヤです」

　およそ俺がやりたいことを察してしまった美優は、切なる俺の要望に反抗してきた。

「頼む」

「やだ……！」

　美優は頑なに四つん這いになろうとしない。俺は美優をバックでハメたいだけだというのに。

「お兄ちゃんもわかってると思うけど、今の私は少しずつ落ち着いて理性的になってきてるんだよ。そんな犬みたいな恥ずかしい格好ではできません」

「後背位っていう立派な体位だよ。人間らしい営みだって」

　俺は美優の腰を持ち上げ、勃起したペニスをお尻の溝に沿わせた。

「こ、こら……いけません……」

「美優だって、射精してもらうなら膣内がいいだろ？」

「それは、そうだけど……」

　美優の抵抗する力が急に弱くなった。この流れなら押しきれる。

「とりあえず、先っぽから挿れるよ」

「あっ、あっ、ああっ、そんな、勝手に……！」

　背中をピンと張って最後の抵抗を試みる美優だったが、その程度で大好きな俺のペニスの挿入を防げるわけもなく。結局は美優自ら差し出された穴に俺は容赦なくペニスをねじ込んだ。

「ああうんっ……あっ、ひぃああっ、ん、あああっ!!　ああっ、あっ、ひにゃぁあっ!!　あう、あんっ、あっ、ああうぅあっ……ひゃあぅぁあああっ!!」

　体を起こしたまま抵抗していた美優の全身を拘束するように、俺は後ろから腕ごと抱きついて背面座位でペニスを突き上げる。すると、美優の全身がビクンビクンと痙攣しだして、奥を突いているわけでもないのに美優はあっさりとイッてしまった。

「はぁ、ああぁひぃ……んああっ！　おにぃ、ひゃぁあぃひ、ひんじゃ……んんぅああっ……あっ、あああっ!!」

　そこで俺は美優を解放してベッドに手をつかせて四つん這いにさせた。もう美優の脚はガクガクと震えていて、ペニスを挿れるたびにじゅぶじゅぶとイヤらしい音を立てている。

「あああぅ……ああっ!!　んああぁあっ!!　んっああっ!!」

「美優、そんなに喘ぐと、隣の家まで聞こえるぞ」

「ふぇっ、あっ、はぁうぅ……い、イヤ、ぁ……あっ……ぅうっ……ん、んっ……!!」

　美優は一生懸命に声を押し殺して、俺にペニスを抜き差しされるたびにイキながら、体勢が崩れてしまわないように腕を張って体を支えた。美優のこの健気なところが俺は大好きで、その姿を見た瞬間に、俺はもう射精してしまうことを決めた。そもそもこれ以上は俺の精神が美優を犯す快楽に耐えられなかった。

「美優……もう出すよ……美優っ……！」

　射精が我慢できる限界なんてのはとっくに超えていて、俺は犬の交尾のように後ろから美優に覆いかぶさって、美優の雌穴に射精の瞬間まで腰を振った。

「あ、あっ……おにい、ちゃん……んあっ……うっぅああっ……そんな、だめっ…………あっ……あああっ、あぅぅあっ……!!」

「出るっ……出るっ……!!　美優、イクぞ……!!」

　どびゅ、ビュッ、びゅるるっ、びゅくっ、ビュルッ──!!

　俺はペニスを押し込む代わりに、美優の下腹部を強く抱きしめて射精をした。ただでさえキツかった膣に外側からさらに圧力をかけて、狭くなった尿道に精液が通る感覚がいつもより生々しく伝わってくる。

「あ、ああっ、んあああっ……ああっ……!!」

　俺が射精をして、美優の膣内でコンドームに精液を吐ききって動きを止めた後も、美優の絶頂は収まらなかった。

「んあっ、ひぃ、なにこれ、ああっ……だめっ……また……イッひゃ……！」

　美優は崩れるようにベッドに突っ伏して、お腹を抱えて丸まり、どうにか絶頂を止めようとするが、イキっぱなしの体からはなかなか余韻が引いていかない。

「大丈夫か？　美優」

「はぁ、はぁうぅ……だめぇ……またイッちゃいそう……ああっ、あっ、膣内が、疼くの、止まんない……」

　美優はピクッ、ピクッ、と小規模なアクメを繰り返して、それでようやく痙攣が弱まってきた。俺は横向きに寝転んで、美優の背中にぴったりと寄り添い、体を支えてやる。美優は後ろから抱きつかれるのが好きだし、セックスが済んだ今なら落ち着いてくれると思った。

「やりすぎたかな？」

「き、気持ちよかったから、別にいいけど……こんなにイクのはさすがに予想外だった……」

　美優の声のトーンが下がって、ようやく絶頂は収まったのだが、お尻のほうはまだヒクヒクと動いていた。

「うぅっ……まだ穴の中にお兄ちゃんに犯されてる感覚が残ってる……」

　美優はまたイッてしまいたい気持ちと、俺の目の前で絶頂する恥ずかしさとを、天秤にかけていた。そして、美優は寝返りを打って俺と向かい合うと、腕の中にモソモソと入り込んできた。どうやら抱きしめてほしいみたいなので強く美優を抱擁すると、それで美優は最後にもう一度だけイッた。

「もう……途中まではいい雰囲気だったのに……妹の初体験になんてことを……」

「俺も美優を犯さないように理性を保つので精いっぱいだったんだ。だから許してくれ」

「むぅ……ゆるす……」

　どうにか許してもらえた。こうして寛大な処置を取ってもらえるとき、大抵は美優も心から楽しんでいたりする。

「初めてのセックスはどうだった？」

「めちゃくちゃ気持ちよかった」

「バックで奥まで突いたらどうなるんだろうな」

「想像もしたくないから聞かないで」

　美優は顔を隠すように俺の胸に埋もれた。これまでの傾向からするに、野性的な種付けピストンをして、ペニスを子宮に密着させながら中出しするのが美優にとって最も気持ちいいセックスになる。さらにはそこにロリコスもさせて、鏡の前に立たせてバックでハメたら、美優の脳は快楽物質で溢れ返ることになるだろう。そんなことをしたら美優が廃人になりかねないのでしないが。

「服を着ましょうか」

「そうだな」

　俺はコンドームを取り外して、お互いの体液で濡れた下腹部をティッシュで拭った。

「あっ、美優。これ」

　ティッシュが赤く染まっていた。よく観察してみると、コンドームの表面もほんのりと赤くなっている。

「あれだけ玩具でイジってた由佳でも出血してたぐらいだから、私も出るか。シーツも交換だね」

　辺りを見回してみると、ベッドにも赤い染みがいくつかできていた。幸いにも布団は避けておいたから被害はなかったが、さすがにこれだけ汚れたシーツを洗うのは苦労しそうだし、買い替えた方が無難だろう。

　俺たちはベッドからシーツを取り去り、体をキレイにしてからほかに血がついている部分がないことを確認して服を着た。美優はマットレスの上に寝転がり、俺はその縁に腰をかける。

「はぁー……」

　疲れを吐き出すようにため息をつく美優。あれだけイキっぱなしだったのだから、体力もかなり消耗しているはずだ。

「非処女になってしまった」

　美優はティッシュの上に並べられた使用済みのコンドームを眺めていた。俺が童貞を卒業したのはだいぶ前なのでもう慣れてしまったが、初めてセックスをした後というのは、何が変わったわけでもないのに、何かが違うと妙に胸がはやるものだ。

　美優は口の結ばれたコンドームを手に取って、寝転びながらそれをボーッと観察している。半透明なゴムの中には、大さじのスプーンで掬えるほどの精液が溜められていた。

「これ、私の膣内で出したんだよね」

　美優がポツリと呟く。

　美優もこれまで、佐知子や由佳のことがあったから、精液入りのコンドームは何度か見てきた。それでも、自分の膣内で射精されたものとなると、同じ使用済みのコンドームでもまったく違うものに見えるのだろう。

「血がついてるし。精液も出しすぎだし……」

　美優は試験管を覗くようにしてそれをしばらく眺めて、それからすぐにティッシュの上に戻してベッドに突っ伏した。

「私もう処女じゃないんだぁー……」

　美優の中に生まれたその複雑な感情に水を差したくなくて、俺は黙ってその様子を見守っていた。よくも悪くも、処女でなくなった感覚を味わえるのは、今だけだからだ。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　美優は俺の腰をツンツンと突いて、俺と目を合わせた。

「非処女になった妹を目にした感想をぜひ」

「そ、そう言われてもな」

　たしかに、ここに転がっている妹は、先ほどまでは男とセックスする快感など知らない純潔乙女だった。と、言ってやりたいのだが、これまで散々フェラだのパイズリだのコスプレエッチだのしてきたので、いまさらな気もしてしまうのが本音だったりする。

「美優の初めてになれたことは、嬉しいし、誇りに思うよ。特別な日になった」

　それでも、女の子にとっては──この、これまで男をバッサリと切り捨てて生きてきた妹にとっては、男の肉棒にその体を許した事実は一つの価値観が崩れるほどの出来事だったのだ。

　そう思ってこの小さな恋人を見てみると、その体に愛の証を刻んだことに、隠すことのできない征服感が湧き上がってくる。そして、その裏にいる賢い小悪魔は、そんな俺の心情を見透かした上で心から愛し慕ってくれている。俺はその美優の全部が好きだ。

「美優も特別な存在になったよ。前よりずっと」

　俺の答えに、美優は何を言うこともなく。なくなった会話の代わりに美優の頬を撫でると、美優が澄んだ目で俺を見つめてくれた。それはきっと、何かを求める眼差しではなくて。俺と美優の間には、愛し合う男女としての、言葉に表すことのできない繋がりがあるだけだった。

　その見えない糸を辿るように、俺はベッドに寝転ぶ美優に顔を近づける。唇を触れさせる直前まで見つめ合って、そこでようやく美優の瞳に期待が滲んで、俺は息を止めた胸に鼓動を感じながら、唇を押し当てる程度のキスをした。

　夕暮れにはまだ早い時間。情欲に任せて、互いを求めることに集中していた意識が、乾いていく汗と共に落ち着いていく。唇を離すと、少し数の減ったセミの声が、音量のツマミをゆっくりと回すように聞こえ始めて。窓から差し込む夕陽の代わりに、美優の頬がうっすらと朱く染まった。

「え、あ、ま、まって。ちょっと、そういうのは、ズルい……」

　美優は目を横に逸らして、傍にあった枕を抱きかかえた。

「こう見えて、予想外に声が出てしまったこととか、初体験でイッてしまったこととか、恥ずかしくて自尊心が崩壊してしまいそうなレベルでして」

　目線はベッドに落としたまま、美優はそのスケベな体を隠すように枕の後ろで小さくなった。

「こう心がぐらついているところに、お兄ちゃんからストレートに好意を向けられてしまうと、感情を防御する術がないのでやられてしまいます」

　美優は抽象的な言葉でボカして、照れ恥ずかしい感情を不器用に誤魔化した。

「やられるとどうなるんだ」

　俺がそう聞くと、美優は枕を放って俺に擦り寄ってきて、俺の腰元に顔を埋めた。

「妹が思春期に戻ってツンデレになる」

　美優はくぐもった声で答えた。要するに、何も変わらないが、照れるからやめろということか。

「不貞寝がしたいので膝枕してください」

「不貞寝ってそうやってするものだったっけ。構わないけどさ」

　美優は犬が飼い主にスペースを空けろとせがむように膝をペシペシしてきて、俺はベッドに深く腰を下ろして美優の頭を乗せてやった。

「まだ外は明るいね」

「夏は日が長いからな。でももう夕方だし、一時間もすれば暗くなると思うよ」

「そっかぁ」

　美優はそれだけ言って、俺の手を掴んで自分の頭に乗せてから、スヤスヤと寝息を立て始めた。勢いで始めてしまったから気に留めなかったけど、ずっと男を避けてきた美優にとって、初めてを捧げることには並みならぬ緊張があったのだろう。セックスも結局は激しいものになってしまったし、かなりの疲れがあったはずだ。

　俺は寝ている美優の頭を撫でて、感謝をいっぱいに込めて労ってあげた。こうしてくっつくたびに頭に手を乗せさせるのだから、抱き合うのと同じくらいに撫でられるのが好きなんだろう。美優は学校では孤高の女として扱われているみたいだからな。たまに無言で要求してくる恋人ムーブからは、ただ一人の愛する人に甘やかされたい美優の隠れた想いが伝わってくるようだ。

「んっ……うぅん……」

　美優は俺のお腹に顔を埋めてきて、それで呼吸できるのかと心配になるぐらいに密着してきた。それでもその体勢が落ち着くようで、それからは一時間ほど、美優は気持ちよさそうに熟睡を続けたのだった。

　俺はその間もずっと頭を撫でていて──たまに唇をぷにぷにしたりほっぺを軽く摘まんだりはしたが──外が暗くなり始めたことに気付いたのは、美優がその意識を目覚めさせた後だった。

「んぁ……ねてた……」

　寝言と勘違いしてしまいそうなほど呂律の回っていない声で、美優は目覚めの一言を発した。

「おはよう。よく寝れたか？」

「寝た。お兄ちゃんは……？」

「寝てはないけど、癒されてたよ」

「それはよかった」

　美優は体を起こして、軽く手櫛で髪を整える。

「お腹減った」

「そしたら、俺が何か作ろうか？」

「ううん。いいよ。こういうときは二人でダラけてないと」

　美優は手で口元を隠して小さくあくびをしてから、ベッドから降りた。

「どっちかが頑張ったら、もう片方も気を使っちゃうでしょ」

「なるほど。じゃあ、どこかに食べに行くか」

「うん」

　美優は気の抜けた足取りで部屋を出ると、洗面台で顔を洗って、最低限の身嗜みを整えたぐらいの時間で戻ってきた。

「行きましょう」

　美優は俺のＴシャツをダボっと着たショーパンスタイルのまま、お出かけ準備完了の合図をくれた。

「その格好でいいのか？」

「今日はね。お兄ちゃんも一緒だし」

「そうか」

　美優が気にしないのなら俺があえて口を出すことでもない。俺は財布とスマホを持って、美優と二人で玄関まで下りた。

「遠くには行かないってことだよな。ほぼ近くの牛丼屋一択だけど」

「その牛丼屋さんなんかがまさしくいい感じです」

「なら、行くか」

　俺たちはスニーカーを履いて、外へと繰り出した。

「陽射しがないだけでもだいぶ違うね」

　ブロック塀に囲まれた道を並んで歩く。外気はまだ地面から昇る熱で暑くなっていたが、風が通り抜けると、肌を滑る空気は心地よかった。

　たっぷりとスキンシップを取ったおかげか、美優は俺にくっついてくることもなく、腕をぶらつかせて一歩先を進んでいた。……俺はこれまで、そういう思考の順序で、物事を捉えていた。

「美優」

　手を繋ぎたくて、俺は美優の横まで早足で追いついて、俺から手を差し出した。

「ん？　この手を握ればいいですか？」

　美優は一瞬だけニヤけて緩んだ顔を隠して、わざとらしくそんな質問をしてきた。

「そうしてもらえるか」

「いいよ。私とお兄ちゃんはラブラブだもんね」

「ああ。まあな。もちろんだよ」

　急に距離を詰めてくるそのセリフに、さすがの俺も照れ臭くなって、意味もなく標識を目で追った。夏の空気に包まれているはずの顔が熱い。美優はそれをからかうように微笑んでいた。歩いているうちにも陽はどんどん落ちていって、街灯と住宅の明かりだけが夜道を照らしていた。

　美優の手は小さかった。

「手を繋ぐのは、初めてだな。こうして出かけるのも」

「今日は初めて尽くしだね。おめでたい日だ」

「本当に牛丼でよかったのか？」

　俺は真面目に聞いたつもりだったのだが、美優は勿体ぶりに「だからいいんだよ、お兄ちゃん」と言うだけで、その先を話さなかった。意味がないわけがないのだから気付けと、そう言いたいわけだな。

「牛丼を食べてみれば、美優の言っていることが理解できるようになるだろうか」

「可能性はあるね」

　店に着いて、二人が足を揃えて止まったところで自動ドアが開いた。券売機で一番安い牛丼を二つ頼んで、俺と美優はカウンターに並んで座る。

　牛肉には頭をよくするような栄養素は含まれていなかったはずだが、可能性があるのなら食べないわけにはいかない。二分ほど待って出てきた牛丼は、見慣れたどんぶりに見慣れた牛肉が乗せられた普通の牛丼だった。

「いただきます」

　それを俺たちは、普通に食べた。新しい食べ方を教えてもらったわけでもなければ、会話が弾んだわけでもなく、いつものように行儀よく箸を持つ美優が米と牛肉を口に運んでいくのを隣で眺めていた。混み合うことのない店の中にはお喋りをする人たちもおらず、アニメとのコラボキャンペーンを紹介する放送とＢＧＭが流れているだけ。

「美味しいか？」

「妥当な味」

「だよな」

　美優はまたヒョイと米を箸で摘んで、それを口に運んでモグモグする。その横顔は至って真顔で、安い牛丼をありがたがるわけでもなく、普段から食卓を囲んでいる姿と何も変わりなかった。

　でも、そうか。美優は室内着だ。髪を梳かしただけの簡単な身支度で、その服装は見る人が見れば地元の人がちょっと出歩きにきただけなことがすぐにわかる。兄妹ではなく男女として俺と美優を見れば、そこにいるのは『雑な格好で出てくるようなそれまで』をしてきた二人なのだ。

「ごちそうさま」

　そして、食事は終わった。美優は箸を置いて手を合わせると、「ふぅ」と息を吐いて、俺に顔を向ける。

「出ますか」

　結局は、俺と美優は牛丼を食べただけ。でも、二人は両想いで、手を繋いで帰る道が少しだけ遠回りになるのも、言葉なく合意されていた。俺たちは愛し合っていて、だから、愛し合った。

「俺たちはさ。結構、仲のいいカップルだよな」

　美優が初体験を終えた後のシメを家の近くの牛丼屋で済ませようとした理由は、俺の人生で確かに変わったものを認識させたかったからだ。ベッドの上で奥深くまで触れ合って、俺たちはもう、充分に特別な時間を過ごした。だから、俺たちに必要なのは日常であって、気合の入った手料理や高いレストランではない。もしそうした緊張感のある空間に身を置いていたら、きっとこの感情はその特別の中に埋もれてしまっていた。

「そっか。お兄ちゃんはナチュラルに変態だから、こんな事後でもそんなに乙女チックなんだね」

「あれ俺なんかいい雰囲気のこと言ったはずなんだけど」

　俺と美優のテンションには大きな隔たりがあるようだった。どこで間違えたんだろうか。

「これから国語の授業をするね。今日はお兄ちゃんにとってどんな日だったかな？」

　美優は暗くなった道を歩きながら、黒板にチョークで字を書くように人差し指を動かした。

「捻りなく答えるなら、美優の初めてをもらった日、かな」

「はいダメです違います」

「え、あの、これ、国語の授業なんだよな？」

　国語の授業だとするならば、いわゆる「登場人物の心情を答えよ」などに代表される、答えがあるのかないのかわからないタイプの問題になるわけだが。美優先生がそんな悪問を出すだろうか。

「出題者の気持ちになって考えてみてください」

　出題者、つまりは美優の立場になって、今日がどんな日だったかを俺を主語にして考える。美優にとっても、処女でなくなったことが一番印象的な出来事であるはず。そして、それを俺がどうしたかで言い表すと、なるほど美優の発言の中に答えはあったわけだ。

「妹を非処女にした日か」

「その通りです。私はついさっきお兄ちゃんに非処女にされました」

「う、うん」

　どうにも罪悪感を感じる物言いだが、そういう感性で今日美優としたことを思い出すと、その記憶はまた違った印象になった。

　俺と仲良しに、手を繋いでいる、このちっこい妹。背筋をピンと伸ばして澄ました顔で歩く、この黒髪ロングな清楚系ロリ美少女を、俺はさっきまで肉穴にペニスを突っ込んでアンアンと喘がせていた。

　こんな毒舌クールな妹が、ひと皮剥けば性欲は獣のようで、牛丼屋でさえ物音ひとつ立てずに上品に食事をするくせに、セックスのときはダラシないほど愛液を漏らしてぐちょぐちょと音を響かせる。日常の中で意識されてこなかったそれらは、あえてその日常の中で思い返されることで、刺激的な変態性が浮き彫りになった。

「たしかに処女をもらったなんて可愛らしいものではなかったな……」

「最後に後ろから無理やりされたの忘れてないからね」

「す、すまん。つい勢いで」

　俺と美優は仲良しカップルになったと同時に、エッチに関しては美優を俺のものにした側面が強い。これだけ文句は言っているが、またエッチになったら美優はされるがままだ。

　あるいはそれは、美優と由佳の間にあった、見えない絆のように。『性欲のままにエッチをして後で美優に説教される』というプロセスが、俺たちだけの恋人らしいやりとりなのかもしれない。それをお互いに認め合った今日という日は、俺たちが恋人としてステップアップすることができた記念日だ。

「お兄ちゃんさ、ゴムはいくつ持ってるの？」

　美優がそんな疑問を投げかけてきたのが、ちょうどコンビニを通り過ぎて、美優がそれを一瞥した直後だった。

「二個あるよ」

「二箱？」

「いや、二回分」

　美優に二箱かと聞き返された時点で、およそどのような思考が美優の頭の中で行われたのかはわかっていた。

「足りないかな？」

「うーん。私は、なんとも」

「一応、自制のために少なくしてて。あったらあった分だけ使いそうだし」

「それは賢い判断だね」

　その会話を終えた後で、俺と美優の足が止まる。

「え、どうする？」

　美優が尋ねてくる。

「今夜は、お互い難しいだろうし。明日は二個あれば足りるかな」

「私は……お兄ちゃんの性欲に従うけど」

　さらっととんでもないことを言ってきたな。

「したくはなるだろうけど。さっきも言った通り、たくさんあるとしすぎる可能性もあるからな」

「だよね。うん。なら、私も少ない方がいいと思う」

　そう結論を出して、俺たちは前に歩き始めた。

　そして、その三分後。俺たちはそのコンビニの前までやってきていた。

「買っとくか？」

「いや、私はただ、この時期は暑いから外に買いに行くの面倒だろうし、どうせしたくなったら買ってでもするだろうから、ついでに買ってったほうが楽じゃないかなって言っただけで」

「ああ、そういうことか。まあ今はネットで注文もできるから」

「そっか。なら、いらないかもね」

　ここまで戻っておきながら、結局は同じ結論が出た。そして、買わないと決めたのだから、早く帰ればよいものを、俺たちはなぜかその場に立ち止まっていた。

「ネットでもさ。もし、仮に、配達までにたくさんしたくなったら、買いに行くか迷うことになるんだよね」

「そうだな。でも、たくさんしたくなったときに一度立ち止まれるように、個数制限を考えてて」

　そうして議論は振り出しに戻った。でも、美優がどうしてもゴムが二個しかない状況に不安を感じているようだったので、そこは解決してあげた方がいいのかとも思えてきた。なかったから生でしたなんてことになったら最悪だからな。

　今後、俺たちの性本能がどう悪化するかはわからないし、それなら性欲の発散をある程度ルーティン化しておいたほうが安全かもしれない。

「念のため、一箱だけ買っておくか」

「そう？　お兄ちゃんがそう言うなら、私は止めないけど」

　この理性的なはずの美優がどうしてかコンドームの少なさを心配するので、俺たちはコンビニに入ることにした。

　そして、いつものように薄いコンドームを選んで、俺たちは、そこでもまたこっそりと相談をして。

　結局は、「最後にちょうどよくそれだけ残っていたから」という美優の助言に従い、二箱ほど購入して家に帰ることにした。











０９．妹の性癖に理解のあるお兄ちゃん









　美優に処女を捧げてもらった夜から一晩が明けて、俺と美優は恋人として一歩進んだ関係を過ごすようになった。……はずなのだが、俺たち兄妹の日常が大きく変わったわけではなかった。

　リビングでは美優がソファーでうつ伏せで寝そべっている見慣れた光景があって、日中の素っ気なさは以前までと変わらず。肘掛けをブックスタンド代わりに雑誌を置き、下乳の隙間にクッションを挟んで、長い髪を背中にそのまま伸ばしている妹が黙々と過ごしている。

　目覚めのチューまではイチャラブしていたのだが、着替えのために美優が自室に戻ってからはまたいつものクールな姿に戻っていた。初体験の後に牛丼屋に行ったことといい、あえてそうしている風でもある。

「お昼はどうしようか」

「んー、エッチの頻度が増えてきていよいよ献立表が崩壊し始めてるから考え中」

　美優は深く考え込む様子もなく雑誌のページをめくる。エッチの頻度が高いのは俺の性欲に要因があるのだが、俺たちが料理の都合を男女の営みより優先させることはない。それでスキンシップが減るのはまず美優が認めないからな。

「食材の残りが少ないなら、買い出しついでに今日も外食しないか？」

「ん、それはいいね」

　そんな会話のやりとりであっさりと決まってしまった。今日は快晴というほど晴れているわけでもなく、かつ降水確率も低いため、美優と出かけるにはうってつけの日和だ。それに、明日からはしばらく雨になるそうだから、今日のうちに出かけておいた方が気晴らしにもなるだろう。

　さて、関係は変わらないとは言ったが、それは俺が美優との接し方を変えなかったらという注釈がついている。日常を過ごす上での心境の変化というものは確実にあって、ライフスタイルを変えない理由は、美優が俺とは兄妹で愛し合いたいと口にしたことにもあった。

「なんの雑誌を読んでるんだ？」

　俺が美優が読んでいる雑誌を覗き込むと、美優は少しだけ俺が見やすいように首を避けて、「いつものファッション誌だよ」と視線を下げたまま答えるだけをした。ごくありふれた兄妹のやりとり。ここまでは、どんな家庭でも見かけるワンシーン。

　でも俺たちは恋人なので、普通の兄妹がしないようなスキンシップをすることができる。たとえば、長くてサラサラの黒髪を持ち上げてその質感を堪能したり、ブラウスの上から横乳を触ってみたり、スカートを摘んでパンツを覗き見たりと、他の男が相手なら産毛に触れることすら許さない美優にやりたい放題だ。

　いや、まあ、節度はいる。美優を不快にさせないことや痛くしないことは当然の前提であって、以前に注意されたふとももや乳首だけを無遠慮にイジるのは俺でも許されない。その点について信頼されているからこそ、美優はされるがままになってくれている。

　この不快にさせないというのが難しくて、美優は俺に対する被支配欲があるみたいだから、エッチのときに限っては美優を所有物として扱ってもよいのだ。だから、俺がスカートの中に手を入れて、お尻を撫で回すなんて痴漢行為をしてみても、美優は身じろぎ一つしない。俺の存在などないかのように雑誌を読み続けている。

（っ……なんて背徳感……お尻に触ってるだけで勃起しそうだ……）

　美優の服の中に手が入っているという事実を認識するだけでも興奮する。パンツの足ぐりに指を入れて鼠蹊部をなぞってみると、美優がほんの少しだけ内股に筋肉を硬直させて、それでも俺の暴挙を無視し続ける美優に、ペニスが破裂しそうなぐらいに膨れ上がった。

　俺の指は花の蜜に誘われるように美優のアソコに伸びていって、そこに触れると、美優が力んだ拍子に溢れてきた愛液で大陰唇まで濡れていた。俺は躾のなっていない指を数秒として待たせることができず、美優の穴に中指を挿入していく。美優の体内の温度を俺の末端神経が感じ取って、初セックスのときはキツく感じた美優の膣穴が、指で触れるとふわふわとした柔らかい肉ヒダで覆われていることがわかった。ここにペニスを生で擦りつけたら一瞬で昇天するだろうな。

（美優……こんな穴をして、なんてヤラしい体なんだ……）

　幼くも膨らんでいた胸ばかりに魅了されていた俺は、妹の穴のよさを知らなかった。この雌穴のどこを刺激したら具合がよくなるのかを俺は知りたくて、ひと掻きするたびに粘液が指にまとわりついてくる膣道を、手前から奥まで揉みほぐすように刺激していった。特にお腹側を圧迫するようにぐっと指を下ろすと、美優の膣が締まる。いわゆるＧスポットと呼ばれるそこを重点的に責めるべきなのはわかっているが、美優は子宮に近い場所ほど感度がよくなるので塩梅が難しいところだった。

　これだけ好き放題にされていても美優は俺を無視したまま。とはいえ先ほどから一ページたりとも雑誌を読む手が進んでいないので、かなり無理して我慢しているのがわかる。俺に指を入れられて、今にも喘ぎだしたいほど気持ちよくなってるはずなのに、美優は呼吸を一定に保つことだけに集中して手マンを我慢し続けている。

　ここまでして何も言わないということは、俺がこの穴を使ってもいいということだよな。美優も妹としてのあるがままの姿で兄に犯されたいと望んでいるはずだし、俺は今そのために勃起をしている。覚悟を決めた俺は、美優の膣から指を抜き、自分の部屋にコンドームを取りに行った。

　普通のセックスなら、エッチの途中でコンドームを取りに離れるなんて、ムードをぶち壊す最低の行動だ。しかし、美優は普段通りの生活として雑誌を読んでいるだけで、俺が何をしていようと美優の関知するところではない。俺が二階の部屋に移動したことも、当然のようにコンドームを持って戻ってきたことも、美優からしたら兄が兄の生活をしているだけのこと。そして、兄にラブドールとして使われることでさえ、美優はありふれた日常の一つにしてしまいたいのだ。

　俺は美優の隣でおもむろにズボンを脱いで、勃起した陰茎にコンドームを装着した。俺が一時的に手マンをやめたことで余裕のできた美優は雑誌のページを読み進めていて、そこにはサマーニットですらない秋用のセーターが特集されている。

「まだ夏も真っ只中なのにアウターまで紹介してるんだな」

「夏休みが終わる頃には長袖の売り出しまでされてるもん。新作はシーズン前にチェックしておかないと」

　ペニスを挿入する直前で話しかけてみても、美優の反応はごくごく平常運転で、これからセックスに使われるというのにクールな目で雑誌を読んでいるだけ。初体験で膣痙攣が収まらなくなるほどのアクメに達してしまった女とは思えないほど美しい顔をしている。

　もう辛抱たまらなくなって、俺は美優のふとももを跨ぐようにソファーに片膝を突き、パンツをズラしてアソコを露出させた。そして、手マンによって珍しくピンク色のヒダが露出している美優のアソコに、俺は腰を落とすようにして剛直を突き刺した。

　ぐぢゅっと空気の潰れる音の後に、喘ぎ声は聞こえなかった。横顔に見える限りでも表情に変わりはないように見える。しかし、直接刺激を受けている下半身まで反応を隠しきることはできていなくて、いつもは純白なピローのように柔らかそうなふとももには、筋肉の盛り上がりが見えていた。パンツをズラしたことで、ついでに露出させてしまったアナルもピクピクと反応している。その動きと連動して美優の膣も締まって、俺が動かなくても愛液が押し出されてソファーに垂れ流れていく。

　できるだけ美優にセックスしている事実を感じ取ってほしくて、俺はじっくりと長いストロークで膣を擦った。ここまでしても無反応を貫くならと、お尻の穴の表面も指でイジって、とにかく美優に羞恥を与えるためのプレイに専念する。俺が息荒く腰を振っても美優は吐息の一つも漏らさず、顔を赤くすらさせないのはさすがだと感心した。

　無理な体勢のせいで半分ほども竿が入っておらず、腰のグラインドも美優のＧスポットをまるで意識しないものになっているので、美優も快感としてはまだ耐えられる程度なのだろう。さすがに子宮をゴリゴリしたら外出に支障が出るほど美優の理性が崩壊することが確定的なので、そこまでするのは今は違うと、俺は美優のブラウスのボタンを外して谷間に手を入れた。

　バックで妹をハメながら、うつ伏せになることで隙間のできたブラジャーに指を入れて、俺の陰茎の勃起と遜色ないほどに硬く肥大していた乳首を中指で転がす。するとさすがの美優も平静を保ってはいられなくなって、俺に乳首をイジられるほどに顔は俯いていき、乳首責めで感度が上がった膣を突かれると雑誌をくしゃっとさせて呼吸を止めていた。

　兄のために静かにハメられてくれている妹を、健気なままで使い終えたくて、俺は射精をするために腰を速く振った。そもそも美優のエロさにもう射精まで我慢ができなかったこともある。胸に突っ込んだ手でおっぱいを鷲掴みにしながら第二関節で乳首を挟み込んで、全力疾走と同じだけ心肺機能を酷使して腰を振り、やがて迫ってきた射精感に身を任せて精液を射出した。

　最後にはもちろん、俺に射精されたことを膣で感じてもらえるように、手の動きも腰の動きも止めて、ドクッ、ドクッ、と陰茎の拍動を美優の膣に伝えた。うつ伏せて唇を真一文字に結び、アソコをビショビショに濡らしている美優の手には珍しく手汗が滲んでいて、買ったばかりの雑誌はしおしおになっていた。

「はぁ、っ、あぁ……気持ちよかった……」

　俺はコンドームから精液が零れないように慎重に口を結んでティッシュに包む。俺に犯されて一時的に広がった美優の膣穴をもう少し観察していたかったが、それは美優が嫌がることなのでしなかった。ズラしていたパンツを戻してスカートを脚側に伸ばし、ペニスの汚れは軽くシャワーで流して洗うことに。

　さて、射精もできてスッキリしたので、昼飯を食べに外出する時間だ。後は買い物しか予定がないから俺は財布とスマホさえ持てば最後に身なりを整えるだけで済む。

「美優。飯を食いには行けそうか？」

　ドアからリビングを覗くと、美優は顔を雑誌をめり込ませたまま動いていなかった。ソファーから降りようと腰を上げようとしてこそいるが、お尻を突き出したところでふとももがプルプルしてしまい脚を動かせずにいる。そのうち諦めた美優はうつ伏せたままこちらを見て、刺すような視線を俺に向けてきた。そんなキツい目で睨まれるとまた勃起してしまうからやめてもらいたい。

「い、行ける？」

「行く」

　美優は一呼吸をすると腕を伸ばして上体を起こし、腰を捻る要領でソファーに座り直してから、机伝いに立って少しずつ歩く感覚に筋肉を慣れさせていった。それから小一時間が経って、耳の下を結んでおさげにした美優と家を出ることに。俺に罪悪感を植えつけるためにあえて幼さを強調したとのことだが、それが俺の性欲に火をつけると考えない美優ではないはずなので、これは次のエッチに向けた布石と見ている。

　食材を買うだけなら近くのスーパーなのだが、初セックスのときに美優と話をした通り、めぼしい食事処が牛丼屋ぐらいしかない。なのでどうせ外に出るならと、少し遠くにあるフードコート付きの複合商業施設にバスで向かって、食材はその帰りに買うことにした。バスから降りてすぐにレストランフロアに向かい、遅い時間に家を出たのが功を奏したのか、席を取ることに苦労することはなかった。俺たちは場所取りのために交互に注文をして、呼び出しのベルが鳴ると料理を取りに行った。俺も美優も同じ店のステーキを注文している。

「美優にしてはガッツリしたものを頼んだな」

「エネルギーの消費が凄まじいのでこれぐらい食べないと保ちません」

　美優は丁寧にナイフとフォークを操り、音もなく切っては口に運んで、目立たないように咀嚼をして呑み込む。髪を口元から避ける仕草も、水の入ったグラスを持ち上げる手元も、そのさりげない一挙手一投足に育ちのよさが見てわかるほどだった。この大和撫子然とした妹がさっきまでオナホになってくれていたと思うと込み上げてくるものがあるな。

「ついでに買いたいものとかあるのか？」

「ストッキングを補充しときたいかな。そろそろなくなりそうだし」

「夏なのにストッキング？　いままでも生足だっただろ？」

「学校に行くときはね。生足を他人に見られるのが嫌だから肌色のものをよく穿くの」

　なるほどと納得をしつつ、美優がそう言うので体を横に倒して美優の脚を確認してみたが、どうにもストッキングを穿いているようには見えなかった。

「お兄ちゃんとお出かけするときは、この体をお兄ちゃんのものとしてアピールできるので露出してもよいのです」

「マジで俺のこと好きすぎるよな」

　予想外の回答に軽く口をついて出た言葉だったが、美優が肉を口に運んだフォークの先を下唇に乗せたまま「それはまあ」と照れくさそうにするので、キュンとするあまり死にそうだった。この妹は兄にゾッコンである。

「そういうことならディスカウントストアが入ってたからそこに行くか」

「お兄ちゃんは欲しいものはないの？」

「思いつく限りでは特には。回ってて見つかったら買うよ」

　食事を終えて俺たちが向かったのは、日用品がとにかく安いことで有名なお店だった。段ボールをそのまま積んだような商品棚に消耗品が所狭しと置いてあって、シャンプーやお菓子の他にも、コンドームやローションなどのアダルトグッズまで取り扱いされている。

「安いな……買っておくか」

「あれだけ出してたらコンビニで買い足した量じゃ不安だもんね」

　美優は俺を責めるように細めた目を向けてくる。面目ないが、必要なものは必要なのだ。

「薄いやつだと一箱で三つしか入ってないのは困りものだよな。先々のことを考えると、五箱ぐらいは買っておくべきか？」

「お兄ちゃんはこの買い物カゴを私がレジに出すことを考えて決めてね」

「あっ……そうか。悪い」

　一度に十数個ものコンドームを購入する少女などアブナイ匂いしかしない。俺との性関係をアピールできるので美優も嫌だとは言わないだろうが、家にある分を考えると買いすぎではあるし、ここは一箱だけに自重しておこう。一箱だけでもコンドームを女の子が買う絵面はなかなかにエッチなのだが、まあそこはご愛嬌とする。

「エッチなものといえば、こういうのもあるな」

　ディスカウントショップには日常生活で目に触れない物も陳列されている。たとえば、男性を興奮させる目的で作られたとしか思えないパジャマであるベビードールなどだ。丈が短く肩やお腹が露出するようになっていて、俺が手に取っているものなんかは下着部分以外がシースルーの布で構成されている。その肝心の陰部を隠す箇所も極細のＴバックだったり、乳首が見えるほど透け透けだったりと、ほとんどアダルトグッズに近い。

　美優ならあるいは自分の趣味として着ていた可能性もなくはないが、俺は見たことがなかった。美優の透けた乳首を眺めるでもいいし、服の上からしゃぶるでもいい。とにかく美優ならベビードールをエッチに着こなしてくれるはず。

「どうかな？」

「生地が微妙だからこれを肌に身につけるとなると悩ましい。作ったほうがまだマシかも」

「作ってくれるのか!?」

「い、嫌だよ。お兄ちゃんとエッチする用の服を自作するなんて」

　美優は俺からベビードールの入った袋を取り上げてフック掛けに戻した。残念ながら却下されてしまったが、他でもない美優が相手だし、大人になったらいつかは着てもらいたいな。

「目的のストッキングも隣にあるみたいだぞ」

　ベビードールが置かれている場所の近くにストッキングのコーナーがあった。厚さ別に各メーカーの商品が並んでいて、肌色と黒の違いもあり、タイツも置いてある。

　童貞だった頃の俺からしたら、生足こそが正義だった。ストッキングで隠された中身がどうなってるのかを知りたくてしょうがなかったし、遠くから見たときにやたらとキレイな脚をしていると思ったら肌色の布だったのは悲しかった。美優の生足を見るのも当時は堂々とできなかったしな。

　だが、俺はもう女性の素肌がどのようになっているかを知っている。女の子の生足に好きなだけ触れて、なんならそれをオカズにオナニーをすることもできるのだ。だから、ストッキングを穿くというのならそれでもいい。というより、今はむしろそそられる。本物の生足を知ってしまった俺からすると、黒いストッキングに透ける肌色は性的興味の対象だ。もしそれが脚だけでなく、女の子の大事な場所までうっすらと見えていたとしたら……。

「何をそんな熱心に見ているのですか」

「いやな。ベビードールより下手したらストッキングのがエロいんじゃないかと思って」

　俺がそう呟くと、エロいことしか考えないのかと美優は非難の目を俺に浴びせてきた。

「三十デニールは絶対に無理」

「いやだってこれタイツって書いてあるし」

「タイツでも透けるものは透けるの。せめて六十にして」

「そ、そうか。わかった」

　穿いてはくれるらしい。美優は自分の子供っぽい女性器が嫌いで俺に見られることさえ拒むから、生地の厚いタイツでのノーパンは許容しても、薄いパンストでは許してくれない。でも、美優みたいな真面目な子が透け透けのストッキングをあえてノーパンで穿いている姿を想像すると、もうそれだけでエッチな気分になれるのでぜひとも直でお目にかかりたい。

「念のため、一応、黒のパンストも買っておこう」

「まあ別にいいけど」

　渋々な表情で美優は肌色と黒のストッキングをそれぞれ手に取り、買い物カゴに入れた。片方は兄を射精させる用に身につけるものである。そんなこんなでついでに不足していた生活用品も買って、美優はカゴの中身をレジに通して袋詰めの台にやってきた。

　俺がバイトを辞めることになったとはいえ、これまでも親に預けられた金で家計のやりくりをしていた俺たちにとって、どちらの金を出したという感覚はない。恋人になった今では互いのお小遣いを貯めていた預金でさえ自分のものという感覚は薄まり、元から同じ家で住んではいたのだが、恋人になってからは同棲を始めたカップルのような気分だった。

「美優って心が広いよな」

　俺はカゴの中身を買い物袋に移しながら呟く。ちょうど今俺が手に持っている黒のパンティストッキングは、美優にノーパンで穿かせてエッチをするために購入したものだ。それはもちろん美優もわかった上でのこれまでの会話であって、美優は最後に残ったコンドームの箱を袋に入れながら俺を横目で見てきた。

「少しはお兄ちゃんの変態性癖にかまってあげないと可哀想かなって」

「もしかしてロリコスでもしてくれたりする？」

「それは無理」

　食い気味の返事で俺をあしらってから、美優はビニール袋を手に下げて店の出口に向かってしまった。その慣れた対応に思わず苦笑いをして、俺はそんないつも通りの美優の後ろ姿を追いかけて荷物持ちを代わった。美優がお気に入りの服でエッチをしてくれる日はまだ遠そうだ。

　家に帰るまでの途中で俺は今日の戦利品をどう使うかを考えていた。ノーパンで穿いてもらうのは前提として、どのようなシチュエーションでエッチをするかはまた別に考えなければならない。ノーパンストッキングでは美優はスカートの中まで見せてくれないようだし、だとしたら俺にできるのは網目の上から美優の秘所に触れるぐらいのもの。逆に、タイツなら股ぐらまで見せてくれるらしいが、それをどうオカズにするかも悩ましいところだ。見抜きする価値は十二分にあるとはいえ、それならロリコスをノーパンでしてもらえばいいだけのようにも思える。

（妹をノーパンにさせるだけでこんなにも悩ましいものか……）

　バスの中でもスーパーからの帰り道を歩いているときでも、俺は袋の中をしきりに確認しては考え込んでいた。気づけば美優がジッとこちらを見ている。

「あっ、いや、これは美優をいかに魅力的にできるかを考えてただけで。せっかく小道具まで使うんだし、ただ着せて出すだけだと美優も付き合った甲斐がないだろ」

「わかってるよ。私はただ、お兄ちゃんは妹をノーパンにさせるためにそこまで真剣になれるんだなって感心してただけ」

　美優は思いのほか機嫌よさそうに俺の隣を歩いている。そして、家の前まで着くと鍵を取り出し、「ちょっと嬉しいかも」と言って先に家に入った。美優が俺を好きになってくれたのは、人間性がどうのではなく性癖の理解があったからかもしれない。

　俺は玄関に荷物を下ろして、帰宅直後の手洗いをして脱衣所から出てきた美優に、黒のパンストを渡した。本当はお店のトイレででも穿き替えさせてから一緒に帰ろうかと悩んでいたほどで、とにかく外行きの格好をしている美優をノーパンにさせたかった。なにも今すぐエッチを始めようということではないのだ。そういう格好で部屋を歩き回る美優を眺めるところからこのプレイは始まる。

　美優は俺が要望した意味をわかっているので、ストッキングを受け取ると何も言わずにパンツを脱いでくれた。スカートに片手を入れて、立ったまま足から抜かれたのはアイスブルーのシンプルなパンツだった。それ自体にも興味はあるが今はそれを楽しむべきときではない。抜いたパンツを洗濯機へと投げ込んだ美優は俺の目の前でストッキングを穿いてくれた。前屈してシワになっている部分を伸ばし、美優の生足に密着する布がもうそれだけでエロい。

　腰まで上げきった美優は前と後ろのスカートを伸ばし、股間部が充分に隠れていることを再確認してからリビングに入っていった。スーパーで買い出しをしたトマト缶でパスタを作る準備をするらしい。ブラウスを着ているのに豪快に缶の中身を鍋に移していく美優を横目に、俺は部屋をあちこち回って買い込んだ消耗品の補充と備蓄を行った。

　それから、調理が済んだ頃を見計らって俺もキッチンに移動した。パッと見る限りだと制服スタイルのブラウスとスカートにストッキングを合わせた、むしろ防御力が高そうな清楚女子風の装いをしているが、その実、ストッキングの中は直でアソコである。それを俺が目で確かめることはできなくて、やはりというか触って楽しむしかないのだった。

「どんな感じ？」

　俺は味付けも済んで包丁などの調理器具を洗い終えた美優に尋ねる。もちろん味の具合ではなくノーパンストッキングの具合についての質問だ。

「たぶんお兄ちゃんにはわからないと思うけど」

　美優は台所にかけてタオルで手を拭きながら口を開く。

「ちょっとエッチな気分になる」

　わからなくもない回答だった。美優にエッチな格好をさせるのは俺が楽しむためだけでなく、美優にも普段はできない興奮を味わってほしくてしてもらっている部分もある。ロリコスした自分の姿でオナニーをしてしまう妹が、半強制的にとはいえノーパンになった自分に興奮しないはずがなくて、たぶん俺が思っている以上にエッチな気分になってくれているはずなのだ。肩上から髪をおさげにして年下らしい妹感を強調させたことも、かえって美優自身を欲情させているはず。

　それを確かめる方法といったら、やはり濡れ具合しかない。今朝のエッチで陰部の肉が緩んでいるはずなので、もし美優がエッチな気分になっているのなら、すでにパンストまで湿っているはず。

「んっ、え、もうするの？」

　美優の背後からスカートに手を伸ばした俺に、驚いた様子の美優からの確認。美優としても、まだしばらくは敏感な生肌に網が当たる感触を楽しんでいたかったのだろう。

「でもほら、まだタイツもあるから」

「一日でぜんぶ使わなくてもよくない？　ん、あっ、だ、待って、あっ……」

　美優の股に触れると、パンツのような綿が濡れる感触とは違う、より水っぽい潤みが指先に触れた。一カ所で吸収しきれない分だけ湿りけが広範囲にわたっていて、美優がお漏らしをしたみたいでなおのこと興奮する。

「こんなエッチな妹を持って俺にどうしろっていうんだ……」

「お兄ちゃんが、させてるんでしょ……んっ、そんな、熱心に触らないでってば……はぁ、んっ……」

　薄い布とはいえ、アソコの全体が覆われているので、指を入れることができない。だから、俺はその表面の感触を堪能するべく、下腹部からふとももまで手のひらを滑らせていった。脚の付け根と、大陰唇の表皮と、膣道の上に当たる丹田の部分と、それぞれを撫でるごとに美優がビクッと反応して色っぽい声を漏らす。スカートの中に手を伸ばすために俺は美優の上体を抱いていて、豊乳によって作られるブラウスの膨らみが目の端に映ることで、その光景はより淫猥になっていた。

　直接肌を触られるのと服の上から触られるのでは快感の質が違うことも、俺はよく知ってる。勃起したペニスをシゴかれるのではなく、ズボンの上から撫でられるだけでも、また違った質の快感を得ることができるのだ。きっと美優が感じている気持ちよさもその類のものであるはず。他人の手に触れられる感覚は、決して自分一人では再現できなくて、こんな清楚で強気な顔をしておきながらオナニーが好きなむっつりスケベの美優も、この快楽はまだ味わったことがないのかもしれない。

　その証拠に、俺が撫でるほどに秘所からは蜜がどんどん溢れてきて、濡れ具合をより強くしている。手を移動させるためにストッキングから離すと、指先についた水分のネバつきだけで糸が引いているのがわかるぐらいに美優は濡れていた。

「はぁ、はぁ、美優っ……興奮して頭が変になりそうだよ……」

「もう、いつになったら、満足するの……っ、あっ、はんっ……さっきから、敏感なとこばっかり……ひゃっ、あっ、あっ、ああっ……！」

　俺の指の動きは次第に乱暴になっていて、鼠径部にもヴァギナの割れ目にも、ストッキングが食い込むほどに美優の股間を弄っていた。美優を抱きしめているだけだった左手は、気づけばブラウスの上から乳を揉んでいて、それもまた美優は気持ちよさそうに反応している。ブラジャーまでしっかり着込まれているはずなのに、指には確実に乳首の硬さを感じるし、なんならブラウスの球面にポチッと点が浮いている気さえした。

　俺のペニスは当然のごとく勃起していて、俺はズボンさえ脱いでいないから窮屈で仕方なかった。美優をめちゃくちゃにしながらも運指の間にズボンのチャックを下ろして、そして、ポケットに忍び込ませていたコンドームも取り出した。肉棒を露出させるだけでは足りない。精液も出しておかないと気が済まない。

　俺は美優の性感が途切れないように撫で続けながら、ゴムを取り出してペニスに装着した。このまま立ちバックで美優をハメる。だが挿入するにはストッキングが邪魔で、俺は両手で美優の女陰が位置する布に指をかけると、そのまま力いっぱいに引き裂いて肉穴を曝け出させた。

「ふえっ!?　お、お兄ちゃん……!?」

「美優っ……ごめん、もう俺、我慢ができない……！」

　挿入するまでに数秒として時間はかけなかった。俺は美優の腰を引き込んで無理やりくの字にさせ、突き出された肉穴にペニスを突っ込んだ。

「ひゃぁあっ、ああっ、ああっっ……んんっ、だ、だめっ、だめえぇっ……！」

　勢いに任せて腰を突き出すと、美優は顎を上げて黒目まで上向かせ、ピストンを何回か繰り返す頃には完全なイキ顔になっていた。今朝のエッチでほぐしたはずの膣穴は、また俺の肉棒を握り込むみたいに狭くなっていて、この妹は何度犯そうがそういう膣構造になる体質をしているのだとこのとき確信した。

「美優っ……はあっ、ああっ……美優っ、美優っ……!!」

「お兄ちゃん……だめっ、んあっ、そんな、生でエッチは本当にダメなのっ……!!」

　美優はイキ狂いながらも、その手は腰を掴んでいる俺の手首にかけられていた。即昇天するほどの気持ちよさを受けながら、ほんの塵ほどに残った理性で俺とのセックスを止めようとしている。

　俺がゴムをポケットに隠し持っていたせいで、それを知らない美優はこれを生セックスだと思っているようだった。もし本当に中出しされることになれば、俺の精子が大好きな美優がまともでいられるわけもなく、快楽目的だったはずのセックスは、いつしか美優にとって子作りへと変わっていた。

「はぁあっ、んあっ、お兄ちゃん……気持ちいい……んっ、ん……ああっ、はあっ……気持ちいいよお……ああっ、ああっあああぁ！」

　セックスを止めようとしていたはずの美優は、気づけば自ら腰を振っていて、それどころか俺のペニスが抜けないように俺を冷蔵庫のドアにまで追い込んでお尻を擦りつけるようにしてきた。キッチンの角に手をついて背中を海老反りにさせ、子宮の入り口に亀頭が密着するように腰をグラインドさせている。俺の精液を搾り上げるために本気になった美優の膣は急激に変質し、ギュンギュンと擦り上げられる快感に俺の睾丸まで同調して、ほとんど強制的に精液が汲み上げられていった。

「うぐっ、あ、ああっ……美優っ……もう、出ちゃう……うぐっ……ああっ……！」

「あっ、ああっ、お兄ちゃん……だめっ、だめだめっ……んあっ、はぁ、ああっ、気持ちよくて止まんない……！　はぁあっ、あっ、あっ、あっっ……精子、出しちゃだめっ、中出ししちゃだめなのぉっ……!!」

　快楽に喘ぎ叫びながら、激しくなる美優の腰振りに、俺も競り上がってくるものを我慢しきれなかった。──びゅるるるるっ、びゅるるっ、びゅくっ……、と、愛液に同化したペニスが本当に膣内射精をしたように、美優の膣奥へと精液を送っていく。実際にはそれが美優の子宮に届くことはなく、コンドームによって防がれてはいるのだが、ゴムがなかったらいったいどれだけの精子が美優の子宮に入り込んでいたことか。

「はぁ、はあっ……で、出ちゃった」

「んっ……うぅ……私も……出ちゃったかも……」

　美優はお腹をさすって、うっとりとした表情で呟いた。いつものようにイキまくった美優の足に力は入っていなくて、俺が腰を持ち上げていることでどうにか美優は立っている。

「潮吹きした？」

「ううん。そうじゃなくて」

　美優は自力で立てるぐらいに筋力が回復すると、腰を支えていた俺の手を取って、先ほどまで自分がさすっていたお腹に触れさせた。

「この中の……卵が、お兄ちゃんの精子をお迎えに出てきたかも」

「う、嘘だろ……？」

「わかんないけど。そんな気する」

　まさかそんなはずがあるはずもないのだが、他でもない美優が相手なので、あるいは本当にと信じかけてしまった。エロ漫画に影響された美優の脳はすぐにそういった非現実的な妄想をするようになっている。

「えっと、タイミングがなかったら、言ってなかったけど」

　俺は美優の膣からペニスを抜くと、コンドームを外してそれを美優に見せた。今朝よりもむしろ量の増えた精液が中に溜まっている。

「実は、ゴムはつけてて。だから、もし期待をさせてたら、ごめん」

「ん、そっか」

　美優なら本気で孕まされることを期待していると思ったから、酷い裏切りになってしまったかなと心配したが、美優の反応は予想外に薄かった。まだ口の閉じられていないゴムを受け取って、美優はボソッと呟く。

「そういえば妊娠しないんだった」

　頭のどこかではゴムがついていることに気づいていたのか、美優は興奮と運動で頬を紅潮させながらも冷静な顔つきだった。

「風呂にするか。汗もかいたし」

「うん」

　本日二度目のセックス、もとい妹をラブドール化しての俺のオナニーが終わってからは早めの風呂に入った。もはや俺たちにとって、同じベッドで寝る以上の日常になりつつある二人でのお風呂は、言葉を交わすこともなく同じタイミングで服を脱ぐようにさえなっている。

　とはいえ、今は家を俺たち兄妹で占有できているからいいが、両親が帰ってきてからどうするかは悩みものだ。……というより、俺たちの関係をどう説明すればいいんだろうか。いずれは話さなければならないことだし、それはきっと兄である俺の役目だよな。

「お兄ちゃんってさ、よく私のことを襲おうと思わなかったよね」

「どうした唐突に」

　美優は俺の膝の間に収まるように座っていて、髪を結い上げているクリップが当たらないように首を避けてもたれかかってくる。美優がお湯から手を出すと肘を伝って水が滴り、ほんのりと汗ばんだ額を拭う姿が実にキレイだった。

「お風呂場だとだいぶ前から二人で裸だったじゃない？　だから、もっとこう、衝動的に体をまさぐられたりするかと思って」

「まさぐりたくはなるしオナ禁させられたときはもう限界だったよ。ただ、美優はなんだかんだで俺を射精させてくれてたし、最後はスッキリさせてくれる安心感があったから、あえて襲おうとは思わなかっただけだよ」

「ふーん。まあ私も触っちゃダメって強く言ってきたしね」

　どういう思考の流れでその質問がなされたのか、会話が終わってしまうとそこに中身は何もなかったようにも感じた。つまり、その質問をしたことそのものに意味があるのではないかと、俺は考えたわけだ。素直になれない美優の言動は、俺に察しという能力を確実にもたらしている。美優はもっとスキンシップを取りたいんだ。

「敏感なところじゃなきゃ触ってもいいんだよな」

　俺は手を伸ばせば触れられる程度の、お腹や下乳に手を添えて、美優の生肌を堪能させてもらった。体を丸めても贅肉がはみ出てこない美優のウエストは、しかし、指を押し込んでみるとマシュマロのように柔らかい。

「この体に欲情するなってほうが無理がある」

「裸を見せたらとりあえずお兄ちゃんが興奮してくれるので、エッチのときは楽で助かります」

　普通そういうものじゃないのか。女の子の裸を見れば男はとりあえず興奮するものだろ。無論、度合いというものはあるけれども。

「私は奏さんみたいにエッチな言葉で誘惑をしたりはできないから」

「……そうだったか？」

　これまで美優の言動でいくらでも興奮してきた気がするけど、まあ美優は代わりに萌えがあるからな。みんな違ってみんなエロいんだ。

「お風呂から上がったらタイツでエッチしようか」

「お兄ちゃんって性欲に底がないの？」

「今日は美優でイキたい気分なんだよ」

　美優と風呂に入るたびに欲情していたのでは問題だが、今日はそういうのとは違ってとにかく可愛い美優を堪能していたかった。きっと初めて美優とセックスができて、この体はまだその興奮が冷めきっていないのだ。

　風呂から上がってから、俺は美優にあるお願いをしていた。ノーパンでタイツを穿いた美優をオカズに抜くだけでは、やはり満足ができなさそうだったのだ。なので、お風呂上がりではあるが、美優にはまた日常的に着ているとある格好になってもらうことにした。

「これでエッチをするのはとても抵抗があるのですが」

　俺の部屋にやってきた美優はチェックのスカートを揺らして、夏に入ってからは見なくなっていたブレザーまで着てくれていた。美優が通っている学校の制服である。その制服のスカートの中にはパンツを身につけずにタイツだけになってもらっていて、きっと内部はホカホカといい匂いがしているに違いない。

　タイツはスカートの中まで見ることが許されている。ならば、美優には目で見て一番に興奮できる姿になってもらいたい。そう考えたとき、美優が最も清楚になるのは学校に行くときなので、ノーパンになるなら学生服を着てもらうしかないと思った。なお、俺はＴシャツにスウェットハーフパンツで、いつも通りの室内着である。どうせ脱ぐので下半身は裸でもよかったが、そこは美優に合わせた。

「ロリ服を着てもらうよりはいいかと思って」

「絶対に汚さないでね。クリーニングにも出したんだから」

　卸したての制服で最初にするのが兄とのエッチというのは、なおのこと美優からすると認め難いのだろう。俺からすると、だからこそよい。美優は服を汚されることを嫌うので、制服に精液をぶっかけるなんてことは許されないが、それでも安全に配慮すればエッチまではしてくれるようになったのは目覚ましい進歩と言える。

「それで、どうすればいいの？　スカートでも捲る？」

「ん、ああ、そうだな」

　どうにもしっくりこなかったが、してもらいたかったことなのでお願いすることにした。すると、美優も真顔のままスカートの裾を上げて、タイツを見せてくれた。布の継ぎ目が美優の淫らな箇所を指し示しているようでとてもエッチだ。

　しかし、どうしたことか俺の興味は美優の下腹部ではなく、その下に伸びる足先へと向いてしまった。黒い布が美優の足の形を浮かび上がらせて、指と、母指球と、踵のそれぞれの丸みによって凸凹している部分が、俺に性的好奇心をもたらしている。

「そしたら、その……。踏んでもらっていいかな」

「ん、えっ。な、何を？　お兄ちゃんの、大事なところ？」

「ああ」

　我ながら、なんてことを口走ってしまったんだと思った。しかし、今の俺が求めているのは、間違いなく美優の足による蹂躙だった。いつだか風呂場で足コキしてもらったときは射精をさせてもらえなかったし、山本さんには足コキ抜きをしてもらったことがあるけれども、あのときの山本さんは素足だった。タイツを穿いた美優の足ならまた違った快感が得られるはず。

「お、お兄ちゃんが変態になったのって、もしかすると私のせいだったりするのでしょうか」

「それは否定できない。すまない」

「まあ……いいけどさ」

　美優は恐る恐る足を伸ばしてきて、床に座る俺の股間を足の裏で踏んでくれた。ズボンの上から足で踏みつけられるのは、なおのこと屈辱的で興奮する。美優も片足立ちで姿勢を維持するのが難しいらしく、ときおり体がふらつくと、必要以上に体重がかけられて竿に痛みが走る。おかげで三回目の射精だというのにペニスはビンビンだ。

　俺が勃起をしてからは、土踏まずでの踏みつけと、つま先で抉るのを交互に繰り返してくれて、そのたびに金玉の近くまで美優の踵が当たるのが、恐怖でもあり快感でもあった。今回の俺の要望にはさすがの美優も引いているのか、真顔というよりも仏頂面に近い無表情で、虫を見るように俺を見下して俺の肉棒を虐めている。

「うっ……下手したらこのまま出そうだから、脱いでいいか」

「どうぞご自由になさってください」

　いっそメイド服でも着せたら今の美優に映えただろうか。冷たい目と声が俺の陰茎を最硬度にしていた。踏みつけをされていたこともあって、パンツを脱ぐと亀頭が痛々しいほど真っ赤だった。

　今度は美優の足の感触がダイレクトにペニスへと伝わってきて、俺はタイツのザラザラと美優の足の温度を刺激に加えられながら、股間を蹂躙され続けた。俺のトランクスが吸ってくれていた我慢汁が美優の足に移って、美優はそれを不快そうにしつつもペニスを足蹴にしてくれる。

「ああ……いい、すごくいい……。そしたら、また次のお願いがあってだな……」

「なんでもどうぞ」

　もうここまできたら、という諦観に満ちた瞳だった。

「美優も床に座って、それで正面から両足でシゴいてくれないか」

「……普通に難しい注文だね。ちょっとやってみるから、気持ちよくなかったら言ってね」

　美優はフローリングの床に腰を下ろして、両脚を前に伸ばすと、俺のペニスを両側から挟んでくれた。バランスを取るために手は後ろについて、足の裏でカニバサミをするみたいにシコシコしたり、擦り合わせるようにコネコネしたり、足コキとしてできる限りの工夫をしてくれる。

　ときには片足で俺のカリ首を押さえつけて、空いた片方で金玉をサッカーボールキックするように、揃えた指の上で陰嚢を持ち上げてくれるのがとてもよかった。この妹は性感プレイの才能に溢れている。恋人としてこれ以上にない最高の妹だ。

　そして、忘れてはならないのは、タイツを穿いている美優がノーパンだということ。ペニスを両側から挟むために膝を曲げると、稼働の根元である股間は開きっぱなしになるのだ。学生服のスカートの中で、美優は兄の肉棒を足コキするたびに、陰唇に布が擦れる感触を味わうことになる。

　クール系メイドみたいな事務的な対応をしている美優でも、エッチなことをしている事実に興奮しないはずがない。その証拠に、自ら股を開いているせいでいつもはぴっちり閉じているはずの女陰も開いてしまって、黒いタイツがより黒く見えるほどのシミが浮かび上がってきている。

（エッチだ……美優……っ……俺の妹はなんてエッチなんだ……）

　それを知ってしまうと、もう止まらなかった。俺のペニスだって美優に乱暴されてもう射精まで間がない。加えて、タイツを穿きながらの下半身運動はさすがに暑いのか、美優の足が蒸れているみたいでペニスに当たる感触がよりねっとりとしたものに変わっていた。それはきっと、美優の陰部も同じはず。気のせいではなく美優の汗の匂いが鼻にまで届いてきて、そこで俺のキャパシティは完全にオーバーしてしまった。

「み、美優……もうイキそう。美優に出させて」

　俺は上体を引いていた体を前にして、四つん這いに近い体勢でペニスの先を美優の股間に向けた。パンツを穿いていない美優の股に精液をかけたい。その意思は美優にもきっちりと伝わっていた。

「制服にかけたら二度としないからね」

　美優はスカートを完全にめくり上げて、ノーパンのタイツだけになった足で俺のペニスがフィニッシュを迎えるまでシゴいてくれた。竿の先端が下を向くように、より確実に自らの膣にかかるように器用に足でコントロールして、俺の射精を導いてくれる。

「ああっ……イクよ、美優……いま出すから……あっ……ああぐああっ！」

　びゅるっ、びゅるっ、びゅくびゅくっ、びゅびゅっ、びゅっ──!!

　俺の精液を迎えるように開いてくれた美優の股間に、俺は何度も精液を飛ばした。美優のタイツを汚す喜びと、そのすぐ裏に生の膣がある興奮に、精液はドロッとした白濁液の塊となって美優の陰部に垂れている。

「美優、すっごくエッチだったよ」

「はいはい。お兄ちゃんが喜んでくれたならよかったです」

　美優はコンドームを剥ぎ取るみたいに慎重にタイツを脱いで、それをゴミ箱に投げ入れた。変態じみたプレイになったことでドライな対応をする美優だったが、「でも、かけられるのには処理が楽かも」とか言うので、いつか四つん這いになった美優のお尻にぶっかけもしてみたい。

「なあ美優。今まで手コキから本番まで、少しずつ進んできたけどさ」

　俺はズボンを穿き直して、制服を着替えるために部屋を出ようとする美優に尋ねる。

「足コキってどの段階で許されてたんだ？」

「正直こんな変態プレイは今でも認めたくはないです」

　美優はキッパリ言い切った。たしかに清楚な妹に足コキをしてもらうのはちょっとエッチすぎるな。

「ただ、お兄ちゃんの変態さを再認識すると、私がしっかりしないといけない気がして理性が強まるので、気付けのためにしてます」

「手間をかけるな」

「妹ですから」

　それだけ言って美優は自分の部屋へ着替えをしにいった。その後、すぐにまた俺の部屋に顔を出しにきて、ご飯を食べるべく二人でリビングに下りた。美優がパスタの仕上げをして、エッチのしすぎで空腹になりやすくなった体にエネルギーを補給し、それが終わればソファーでテレビを見ながらグダグダする時間が始まる。やがて眠くなれば俺たちはまたベッドへと向かうのだ。

　三大欲求のいずれかを満たしては、消耗する別のどれかを満たす。食っては寝て、ムラムラしたらセックスして、腹が減ればまた飯を食うという、動物としてありのままの生活をしている。同じ家に住む俺たちが、兄と妹として過ごす中でのやりとりがそれだった。

　夜になって、静かな部屋で二人きり。寝るときにはいつも乳袋が目立つ生地が柔らかい美優のパジャマを目にすることになって、それが翌日の性欲へと繋がっていく。俺の性欲を咎めるのであれば、その俺を欲情させるために買った服もどうにかすべきなんじゃないかと、ちょっとした理不尽に抗議したくなった。でも、俺とエッチがしたいからと、それがわかっててボディラインのはっきりしている服を着続ける美優も好きだったりする。

「お兄ちゃん」

　美優は優しい声で俺に話しかけてくる。一日の活動の終わりを示すような薄暗い部屋で、ベッドに腰掛けて二人で並んでいる。

「お兄ちゃんは本当にさ、ありのままを愛してくれるよね」

　ほんのりと笑顔で呟かれた、不意の思いの吐露だった。ここから先は、美優が好きな、まったりとイチャイチャする時間を過ごしたいらしい。

　美優の独特な感性にはずっと振り回されてきたし、今でも何を考えているのかわからないときがあるけど、なんの不安もなく美優を好きでいられるのは、そうした全部をひっくるめて美優に敬意を抱いているからだと思う。美優の体や顔はもちろん、思考回路や矜持に至るまで、俺は美優を好きでいる。

「みんながこうじゃないってのはわかってきたけどさ。俺としては、美味しい思いをさせてもらってるわりに、何もできてないと感じることが多いよ」

「損得って正直、偏りがあっても気にならないっていうか。一方的に尽くし続けることはツラくないんだよね。ただ、そうしてる自分が否定されると、頑張るのは難しくて」

「そういうことか。なんとなくわかるかも」

　俺はこれまでも似たような話を色んな人にされてきた。それが俺の魅力なのだとしたら、きっとそう認識しておくべき重要な事実なんだ。とりわけ、美優と愛し合っていくためには。

「私はお兄ちゃんに処女を捧げた以上は、一生を添い遂げるつもりでいるから。お兄ちゃんも、うっすらと気づいているとは思うんだけど。これからの、ずっと先の将来のこととかも、一緒に考えていこうね」

　手を重ねて、俺を見つめてくる。美優が口にした言葉は線で繋がらないような話のようだったけど、俺には伝わった。由佳や山本さんとのセックスを許してまで関係を改善させようとしているこの状況を、その意味を、俺に理解してもらいたがっている。

　けれどそれは、重々しい話にはしたくなくて。兄妹として、これまでの俺と美優として、自然と続いていくものであることを美優は望んでいる。その意図に気づいて、かつ同意してやれる男が他にいたかと考えてみると、たしかに美優にとって最良のパートナーは俺でしかあり得なかったのかもしれない。

「なあ、美優」

　俺からも、美優に語りかける。思いの丈をぶつけるなら、今しかない。

「結婚しよう。いつか、どんな形でも」

　そう言って、美優の手を握り返す。美優は何も言葉にできず、思いっきり照れてニヤけるだけの反応をしていた。

　世間や制度の中では存在しえない関係であっても、俺と美優というカップルは現実に存在している。人間として二人が天寿を終え、その中で子を成し、夫婦として生を謳歌することは何者にも邪魔できない。そのうえで俺たちは誰にも知られぬ関係のまま消えるつもりもなくて、だからこそ、俺は美優が成したいことを否定しない。

「プロポーズ、何年後になっても、ずっとずっと楽しみにしてるからね」

　俺の決意への美優からの返事はそれだけで、あとはもうベッドに傾れ込むようにキスを繰り返しながら、俺たちは兄妹としての今を楽しむのだった。
















俺の妹が最高のオカズだった　〜妹はお兄ちゃんが射精するために使われたい〜
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